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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（message　in：Ａｘｘｏｎ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉こんばんは、Ａｘｘｏｎ

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉今、ある講師の話をしていたところだ。なんだかキツイ講師にＰａｎｄｏｒａが絞しぼられてるそうだぜ

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉やぁやぁ、Ａｘｘｏｎ！　マイフレンド！　今夜もまた愛と友情について語り明かそうよ！　日本語変へん換かんできるキーボードの準備はできましたか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉うんうん、日本語変換できてるね。って、アホかー！　ぜんぜんできてないやんけー！

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼はいつもｙｅｓとｎｏしか答えません

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉わかってるよ！　これはボケとツッコミって言って、日本では互たがいを理解し合う大事な儀ぎ式しきなのさ！　日本の結けつ婚こん式しきでは、誓ちかいのキスのかわりにこれをやります！

　Ａｔｈｅｎａ 〉ごめんなさい

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉Ｐａｎｄｏｒａ、あんまりＡｔｈｅｎａをいじめるなよ

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉えーい、許さん！　オマエみたいな青二才に娘むすめはやらん！

　Ａｔｈｅｎａ 〉娘がいるのですか？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ツッコめよ！　ダメです、Ａｔｈｅｎａとのコミュニケーションに失敗しました！　彼女との友情は崩ほう壊かいです！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そういうジョークはタブーだぜ。気にするなよ、Ａｔｈｅｎａ

　Ａｔｈｅｎａ 〉はい、ありがとうございます

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉オレたちは友達さ。お互い、顔も本当の名前も知らないけどな。それは、変わらない。そうだろ、Ａｘｘｏｎ？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉私たちは友達です

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉無学なキミたちに説明してあげるとね。ボケとツッコミという日本の伝統的な文化をさかのぼれば古くは江え戸ど時代、喜劇舞ぶ台たいの役者だったボケ右衛え門もんとツッコミ左ざ衛え門もんが……って、コラー！　人が長文書き込んでるうちに、のけ者にするなよ！　ワタシも友達に入れてください！

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そうさ、オレたちは友達だ。ずっと、いつまでも

　Ａｔｈｅｎａ 〉友達

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉友達だね！

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ　ｙｅｓ







　１　鈴藤小槙　その一







「友達？　おらへんで、そんなん」

　鈴すず藤ふじ小こ槙まきは、きっぱりと断言した。

　小槙がいるのは、喫きつ茶さ店てん〝ドッジソン〟。つい先日、地下街から地上の大通りへと移転したばかりのオープンカフェだ。

　小槙はコーヒーカップの耳に指をからめた。

　新装開店したばかりというのに、店内は閑かん散さんとしていた。真新しいパラソルやベンチに陣じん取どっているのは、小槙ともう一人の女性だけだ。

　そもそも〝ドッジソン〟は以前から、お世辞にも儲もうかっているようには見えなかった。それなのに、どうやってこの一等地を確保できたのか不思議ではある。小槙が思うに、この店は何らかの闇やみ組織の仮アジトで、人知れずこの街を支配していっているのだろう。惜おしむらくはその事実を、小槙以外の誰だれも気づいていないということだ。

　頭の上を、旅りよ客かく機きが通り過ぎた。潮しお天あま空港から出発した定期便だろう。夏の日ひ射ざしが一いつ瞬しゆん、影かげを落とした。

「……」

　コーヒーを口に含ふくむ。

　あまりの甘さに、脳のう髄ずいが痺しびれた。本来、コーヒーというものは黒いものだ。赤せつ褐かつ色しよくではない。思わずカップを遠ざけた小槙の顔が、正体不明の液体の水面に映し出された。

　短い髪かみと、白い顔。大きな瞳ひとみの目元には、小さな泣きボクロが浮うかんでいる。小槙は十五歳の高校一年生だが、たまに中学生に間ま違ちがわれることもある。

「これ、ほんまにコーヒーなん？」

　となりのテーブルを拭ふきにやってきた、ツインテールのウエイトレスに問いかけた。

　ウエイトレスはニコリと愛あい想そ良く微笑ほほえみ、テーブルへと向き直った。そのまま親の仇かたきのように力を込こめて、テーブルを拭き始める。

「質問に答えてや……」

　どうやら彼女は組織の幹部から、口止めをされているようだ。彼女自身もまた、特とく殊しゆな訓練を受けたエージェントに違いない。

　小槙と〝ドッジソン〟の戦いは、店の場所が変わってもしばらく続きそうだ。小槙はおそらく、この店で唯ただ一人の常連客である。

「困ったな」

　小槙の向かいのイスに座った女性が、単調な口調で呟つぶやいた。

　夏も下り坂とはいえ、昼間の温度は三十度を超えるこの時季に、白いコート──否いな、白衣を着た長身の女性である。白衣の下に着たキャミソールからは白い胸むな元もとが、そしてミニスカートからは長い脚がのぞいている。

「困ったことだらけだ。ああ、困った」

　丹たん念ねんにセットしたヘアスタイルに見えなくもないボサボサ髪、切れ長の鋭するどい瞳と勘かん違ちがいしそうな眠ねむたげな半眼、そして渋しぶみが利きいていると思いきや、ただの酒焼けにすぎないハスキーボイス。すべてが都合良くできているかのような女性が、ぶつぶつと呟き続ける。

「友達がいないって？　小槙、それは致ち命めい的だよ。キミ自身はもちろん、私にとってもね」

　女性の前には、一台のノートパソコンが置かれていた。パソコンからは電源コードが延び、足元の延長ケーブルへと接続されている。

　女性は右手をキーボードに添そえつつ、左手はパズル雑誌を開いていた。視線は主に雑誌に向けられていて、たまにパソコンのディスプレイを見やる。キーボードを叩たたいていた手が、横に置かれたカップへと伸のびかけ──チラリと液体の色を見て、手をキーボードへと戻もどした。彼女は悪の組織〝ドッジソン〟に立ち向かうつもりはないらしい。

「あたしに友達がおらへんとどうして、いるるが困るん？」

「個人的なことなんだけどね、ちょっとした事情ができたのさ。──ああ、ちくしょう」

　小槙の従姉妹いとこにして同居人、鈴藤いるるが急に天を仰あおいだ。

「ド忘れだ。くそっ、私の脳なんて、所しよ詮せんこんなものか。まったく、こんなことなら生まれてこなければ良かった。こんな簡単な問題を忘れるなんて」

「どないしたん？」

「マイルス・デイビスがギル・エバンス、ジェリー・マリガンらとの九重奏団で演奏した名めい盤ばんは……くそう、なんだったかな。トールの誕生？　いや、フールだったかな。しかしそれじゃバカの誕生になっちまう」

「『クールの誕生』」

　いるるは雑誌に載のっているクロスワードパズルをやっているようだ。小槙が解答を口にすると、いるるが大おお袈げ裟さに額に手をやった。

「それだ。くそ、小槙の助けは借りないと三日前に飲んだシャルトネに誓ちかったのに」

　シャルトネとはワインの銘めい柄がらである。ぶつぶつ呟きながら右手でキーボードを打つ従姉妹を、小槙は嘆たん息そくまじりに見つめた。

「いるる。大学のレポートを作るか、趣しゆ味みのパズルをやるか、あたしと会話するか、どれかにしてや」

「ん？　趣味と仕事と人間関係を同時に満たす合理的な手段だと思うけどね。キミにもできるだろ、これくらい」

「ようせえへん、そない忙いそがしそうなこと」

「並行的デユアルな思考は私の得意業わざだ、キミのような一点集中型にはわずらわしいかもね。まあしかし、今にかぎっては忙しいんだよ、実際。あのバカ教授が面めん倒どうなテーマを課題にしやがって。私がいつか完全犯罪のトリックを思いついた時が、ヤツの命日だ」

　物ぶつ騒そうなことを平然と口にする彼女は、二十歳はたち。現役の大学生である。潮天市にある潮天工科大学〝合ごう学がく〟科という、一風変わった学科に在ざい籍せきしている。同学科はリベラル科や〝傲ごう慢まん〟科ともあだ名される、世界で唯ゆい一いつの特殊な学科である。

　いるるが、雑誌を閉じた。パソコンからも手を離はなし、ついにカップへと手を伸ばす。液体を鼻に近づけ、もう片方の手であおぐようにして匂においを嗅かぐ。まるで爆ばく発はつ物ぶつを前にした処理班のような警けい戒かいっぷりだ。

「私の個人的な殺人計画はさておき、話を戻そう。小槙、キミはほんとうに友達がいないのかい？　なにも果か須す田だ裕ゆう杜とや果須田明あか葉はのような人外を挙げろって言ってるわけじゃないぜ？　以前に話してたじゃないか、えーと、ミキちゃん？　……がふっ！」

　思い切って口をつけたいるるだが、一口飲んだだけで咳せき込んだ。白衣の袖そでで口元を拭くと、しかめっ面つらで小槙へとカップを近づける。危険物と判断したらしい。

　ちょうど自分のカップが空になったところなので、遠えん慮りよ無くいるるのカップを受け取った。これはこれで、慣れてしまうと意外とクセになる味わいがあった。

　カフェから三メートルと離れていない歩道を、大勢の通行人が通り過ぎていく。雑ざつ踏とうのざわめきが、店から流れるＢＧＭをかき消していた。

「ミキちゃんは地元の高校に行ってもうた。あたしが潮天市に来てからも、たまに手紙くれるねんで」

「そいつは、都合が悪いね」

「べつに不幸の手紙とかちゃうで？」

「いやいや、手紙のことじゃないよ。離れてからも友情が続いているのは素す晴ばらしい。都合が悪いのは、こっちの事情さ。……えーと、じゃあ彼だ。ほら、キミが果須田裕杜の〝ゲーム〟でペアを組んだとかいう、同級生。ついこの前も、灰火秋うたびし島でいっしょだったんだろう？　まったく、羨うらやましいね。灰火秋島には、私もぜひ行きたかったものだ。客船に乗るだけの資金力がなかったことを一生、後こう悔かいしそうだよ」

「……」

　小槙は高校進学を機に、この潮天市にやってきた。心理学者だった父を亡なくし、叔父おじに引き取られる形となったのだ。現在は叔父と目の前にいる従姉妹との三人暮らしである。

　いるるが言う〝ゲーム〟、そして〝灰火秋島〟とは、小槙が最近になって立て続けに巻き込まれた事件だった。

　誰だれもが認める世界一の先せん駆く者しや、果須田裕杜が開かい催さいしたゲーム〝ルール・オブ・ザ・ルール〟では、潮天市を舞ぶ台たいにして世界中の有名人が命をかけて戦うバトルロイヤルとなった。主しゆ催さい者しやである果須田裕杜の死という形で幕を閉じたそれは、現在も日本、ひいては海外を巻き込んで騒さわがれている。

　また数週間ほど前には、灰火秋島という孤こ島とうで火山の噴ふん火かが起きるという出来事があった。島の半分が海に沈しずみ、住んでいた科学者たちの大半が本土に避ひ難なんする騒そう動どうとなった。島の主あるじ、灰火秋一族の当主がこの世を去り、現在は新当主である灰火秋灯あかりを中心に、本土で科学者たちの楽園の再建が図はかられている。

　小槙は偶ぐう然ぜんの積み重ねで、それらの事件の中ちゆう核かくに関かかわることとなった。そして、小槙のそばにはいつも彼の姿があった。

　同級生。

　挑ちよう戦せん者しや。

　そして──パートナー。

　小槙は、彼をどう表現すれば良いのか、分からない。どれも当てはまるように思え、しかしそのどれもが彼の本質を表していないようにも思える。

「知らへん。誰のことやろう」

　小槙は、きっぱりと言い放った。二杯はい目のコーヒーを口にしつつ、無表情にいるるから目をそらす。

「あれ？　いや、確かに聞いたぞ。私の記き憶おく力をナメないでくれ。名前は、確か……あれ？　なんだったかな、言ったそばからド忘れだ。春……春……ああ、ダメだ。前言撤てつ回かい、私の記憶力なんてこんなもんだ。力一杯なじってくれ」

「いるるはダメやなぁ」

「ああ、ダメだ。私はダメなヤツなんだ。いっそ思いきり殴なぐってくれ。むしろ慰なぐさめてくれ」

「どっちやねん」

　頭を抱かかえてパソコンの上に突つっ伏ぷす従姉妹の頭を、適当に撫なでてやる。

　すると小槙は、歩道に見覚えのある顔を見つけた。

「春はる野のくん」

「そう、それだ。春野祥さち。高校一年生の十六歳。──ん、どうした、小槙？　首がヘンな方向にねじ曲がっているぞ」

　可能な限り、歩道から顔をそむける小槙。そんな彼女と歩道を見比べ、頭の良い従姉妹は事態を理解したようだ。いるるが、歩道に向かって手を挙げた。

「ヘイ、春野祥！」

　タクシーを呼ぶかのごとき従姉妹の声が、小槙の肩かたを震ふるわせた。

「ん？」

「振ふり向いたな。そう、キミだよ。キミが春野祥か、なるほどね。ちょっとこっちへおいで。綺き麗れいなお姉さんとお喋しやべりしようじゃないか」

「誰だ、アンタ？　……あ、鈴藤さん」

　聞き覚えのある、よく通る声が背後から聞こえた。

「ちゃいます」

　歩道を見ないようにしたまま、小槙は言った。だが、それもすぐに無む駄だな抵てい抗こうに終わる。

　木製の柵さくを越こえて忍しのび寄った手が、小槙の頰ほおに触ふれた。

「いひゃいいひゃい、ほめんなはい。ふほふいへほめんなはい」

「やっぱり鈴藤さんじゃんか」

　頰をつねられ、強ごう引いんに振り向かせられた小槙の前に、少年の笑え顔がおがあった。

　何かの用事で学校に向かう途と中ちゆうだったのか、制服姿だ。白いシャツの胸元を開き、ネクタイを緩ゆるく締しめている。体つきは細めだが、シャツから伸のびる腕うでは引き締まっていた。今時の若者らしく無造作に切った髪かみはクセっ毛で、毛先がハネている。茶色がかった瞳ひとみと笑みを浮うかべる口元は、〝戦っている〟時とはうって変わって人なつっこい。

　春野祥。

　小槙のクラスメートにして、最近になって何かと縁えんのある少年だ。縁とはいっても、それらの多くがトラブルを伴ともなうものだったが。こちらの迷めい惑わくも考えずに頰をつねるというクセも持っているため、小槙は彼のことが苦手である。

「訳そう。彼女は〝痛い痛い、ごめんなさい。噓うそついてごめんなさい〟と言っている。まあ、お手て柔やわらかに頼たのむぜ。鈴藤一族は体が弱くてね。普ふ段だんから天地無用、壊こわれ物注意の札をはっつけて歩きたいくらいなんだ」

「アンタは？」

　祥が小槙から手を離はなし、柵の上で腕を組む。いつものことだが、小槙に対する謝罪はない。

「私も、鈴藤さんだ。つまり、私も鈴藤一族の、小槙とは四親等離れた親族にあたる。もっと端たん的てきに言うなら、小槙の従姉妹だ。いるるという。以後よろしく、春野祥くん」

　いるるが祥に向かって、手を差し出した。いるるの独特な自己紹しよう介かいにもかかわらず、彼は事態をのみ込んだようだ。

[image: ]

「へえ、鈴藤さんの。いつも鈴藤さんがお世話になってます」

　祥がいるるの手を握にぎり返した。「それは春野くんが言うセリフちゃうで」と小槙は、涙なみだ目めで頰をさすりながら呟つぶやく。

　手を離そうとした祥に対し、いるるは彼の顔を凝ぎよう視ししたまま離そうとしない。怪け訝げんそうな顔をする祥の手首に、さらにもう片方の手をあてる。

「うん、良いいね。小槙に聞いていた通りだ。細身だが、よく鍛きたえているね。こんな美女と握あく手しゆを交かわしているというのに、脈も正常だ。メンタル面も悪くない」

「美女？」

「ツッコまんといてあげてや。そこは」

「合格だ。おめでとう」

　ようやく手を離し、いるるが眠ねむたげな半眼で祥を見つめた。ピッ、と人差し指を祥の鼻先につきつける。

「キミ、ちょっとしたアルバイトをする気はないかい？」

「アルバイト？」

「なに、ものすごく簡単な仕事さ。どれくらい簡単かっていうと、タテヨコで９マスしかないサムクロスパズルくらい楽勝なアルバイトだ。心配するな、場所だって近い。そうだね、ここから一キロと歩かない。さらに乗り物を使えばあっという間だ。給料もはずむぜ？」

　ニヤリと笑い、いるるが唐とう突とつに小槙のブラウスを摑つかんだ。

　嫌いやな予感がした。

　不ふ肖しようの従姉妹、鈴藤いるるがこのような笑い方をするのは、ろくでもないことを考えている予兆なのだ。

「もちろん、小槙もいっしょだ」

　初耳である。残り一週間と少なくなった夏休みの小槙の予定は、一いつ切さい手を着けていない宿題を片づけることで埋うまっている。

「へえ」

　祥もまた、ニヤリと笑った。嫌な予感が二乗、三乗と膨ふくれあがっていく。

「あかん。なんや知らへんけど、やめてや」

　祥を遠ざけようとした小槙だが、逆に顔面を押さえつけられてしまう。リーチの差によって、小槙の手は空を切る。

「詳くわしい話を聞かせてもらおうか」

「話が早いね。さすが小槙が見込んだ男だ」

　小槙の「見込んでへん……」という呟きが届いたかは、神の存そん否ぴと同じくらい謎なぞだった。







　喫きつ茶さ店てん〝ドッジソン〟にて最悪のクラスメートとタチの悪い従姉妹が、出会いを果たしてしまった翌日。

　鈴藤小槙は、狭せまい乗客シートに身を沈しずめていた。

　なぜ自分がこのような場所にいるのか、分からない。

　なぜこのような状じよう況きようになってしまったのか、分からない。

「宿題やらなあかんのに……なんでこないなことになってもうてんやろ。せんせーにまた怒おこられるわ。あかん、泣きそうや」

　無表情に呟く小槙を挟はさんで座っているのは、二人の脳天気な人物だった。

「なあ、ところでアンタのことはどう呼べばいい？　鈴藤さん、だと鈴藤さんとかぶるよな。俺はべつにそれでも構わないんだけどさ」

　左ひだり隣どなりに座った少年、春野祥は昨日と同じ制服姿だった。聞くと、誤って衣類一式をまとめてクリーニングに出してしまったばかりなのだという。手元には、いるるに借りたパズル雑誌があるが、彼がそれに取り組んでいる様子はない。

「気軽にいるると呼んでくれよ。しかし呼ぶなら、いるるさんなんて他人行ぎよう儀ぎな呼び方をしないでくれよ。どうせ遠くないうちに親族になる可能性を秘ひめた間あいだ柄がらだ。待てよ、いるるお姉さんでもいいな。オバさんなどと呼んだら楽には殺さないけどね」

　右隣に座った従姉妹、いるるは相変わらず白衣姿である。周りからの不ふ審しんの目も、遠い昔に慣れてしまったのだろう。パズル雑誌を祥に貸したかわりに、赤ワインの入ったグラスを持っている。乗務員にボトルごと頼んだのだ。

　祥が「親族？」と聞き返すが、いるるは上じよう機き嫌げんに笑って聞き流した。なぜ祥がいるるの親族になるのかは知らないが、小槙にとってそれだけは戦争を起こしてでも避さけたいところだ。

「私はキミのことが気に入った。ハグとほっぺにキスまでなら許すよ。こっちはいつでも準備オーケイだ。それとも受け身のほうが好みかい？　なるべく注文には応じるよ。だがそれ以上を望むなら、それなりの態度と誠意を見せてくれればやぶさかではないぜ」

「いるるは、ずいぶん社交的だな。鈴藤さんと親戚とは思えないくらい」

「おっとそれは鈴藤一族に対する挑ちよう戦せんかな。ああ、すまない。我々を理解すべく受け入れ態勢が整ったという意思表示だね。物わかりがよい人間は大好きだよ。そう、血っていうものは、とても濃こいのさ。大昔の沈ちん没ぼつ船せんから引き上げられたワインよりもね。キミ、ワインは好きかい？　未成年だとか何とかは、言わずもがなってやつだぜ。ちなみにこれはキミを知ろうというこちらからの意思表示だよ。今度、いっしょに吞のもう。私は酒に弱いからね、これは、キミを信用している証しよう拠こなんだ。私は酔ようと意味もなく服を脱ぬごうとするらしいからね。なんなら、小槙の酒さけ癖ぐせを教えようか？　これが傑けつ作さくでね。そう、そのへんが血が濃いっていう所以ゆえんさ」

「飲み過ぎやで、いるる」

　できることならもっと現実逃とう避ひしていたかったが、やむなしに小槙は従姉妹いとこを制した。彼女は機き嫌げんが良いとよく喋しやべりすぎるクセがある。

「ああ、悪い悪い。大だい丈じよう夫ぶだよ、泥でい酔すいした姿は人間のもっとも恥はずべきところだからね。私はまだ酔っていないよ。うん、酔ってない。うはは、そこまで言うなら私の血中アルコール濃のう度どを方程式に表して０・３％以上だと証明してみせろ」

　へらへらと笑い、いるるが小槙の眼前に空のグラスを見せびらかす。

　もう手て遅おくれだったようだ。

「鈴藤さん。いるるって面おも白しろいヤツだな」

　祥もまた、小槙の従姉妹を気に入ったようだ。小槙と同様、いるるに半ば拉ら致ちされた身であるにもかかわらず、気楽に笑っている。頰ほおを思い切りつねってやりたいところだが、返り討ちに遭あうのは目に見えているので思いとどまった。

「なにも酒癖だけじゃないぜ。鈴藤家の者には、少なからず共通点があるのさ。それだけで大論文ができそうだ。簡単に言うなら、頭脳は明めい晰せきだが人間としてマズイというところが非常に興味深いね。これはもう、遺伝子レベルでどうにかしてしまっているとしか」

　──数時間後。

「だいたい合学科という存在からして、異質ここに極きわまれりという感じなんだよ。一回の講義が、他ほかの学科の十回分に相当する。ノートをとっているヒマなんてない。人工衛星も真っ青のスピードで進むからね。光速の領域だ。記き憶おくするしかないんだ。二学年に進めたのも、十数人しかいない。凡ぼん人じんは留年するか中退するかだ。そんなだから〝傲ごう慢まん〟科だなんて呼ばれるのさ」

　とうとうワインボトルに向かって、従姉妹が熱弁を振ふるいはじめた頃ころだ。

　小槙は、自分の体に重力がかかるのを感じた。

「そろそろ着きそうだな」

　腕うでを組んで寝ねていた祥も、目をさました。大きく伸のびをしている。

「もう着くで、いるる。正気に戻もどってや」

　肩かたを揺ゆさぶると、いるるが真面目まじめな顔で小槙を見つめ返した。

「む、そうか。……いよいよ私に脱げというんだな」

「言ってねえよ」

「自信はあるんだ」とワケの分からないことを言って白衣に手をかける腕を、祥がとめる。

　いるるが難しい顔をする。

「なるほど、春野祥。キミは相手を拘こう束そくするのが趣しゆ味みか。キミの期待にこたえられるかどうか不安がないといえば噓うそになる」

「殴なぐって黙だまらせたほうが早そうだよな、これ」

「おなかはあかんで、春野くん。ここで吐はいたら乗務員さんにえらい迷めい惑わくや」

　年上の大学生と格かく闘とうする二人の頭上から、目的地への到とう着ちやくが近いことを知らせるアナウンスが響ひびいた。英語、イタリア語、そして日本語という順番で同じ内容が続く。

　従姉妹の腕をつかみながら、小槙は窓の外を見た。

　まず目に映ったのは、巨きよ大だいな時計塔とうだった。

　中世の雰ふん囲い気きを残した街並みの中心に建つそれ以外にも、議事堂らしき威い風ふうある建物、また所ところ狭せましと建物が並ぶ商店街。そして、遠方には広大な敷しき地ちを有する何かの施し設せつも見える。

　小槙が見ている景色は、一つの街を一望できるほど高度から見下ろしたものだ。

「なにが、歩いて一キロやねん。日本から、何万キロ離はなれてるかわからんで」

　一行が乗っているのは、潮天空港発の海外便──大型の旅りよ客かく機きだった。

「噓はついていない。私は〝一キロと歩かない〟と言ったんだ。潮天市の空港から、この両りよう脚あしを使って実際に歩いた歩数は三百八十四歩だよ。一キロにはぜんぜん満たない」

　祥に組みつかれたいるるが、ニヤリと愉ゆ快かい犯はんの笑えみを浮うかべた。

「詐さ欺ぎ師しの言い回しやで、そんなん……」

　日本を飛び立ち、到着したのはウォリスランド共和国。

　小槙の眼下に拡がるのは、ウォリスランド共和国の首都アウルスシティ。

　新旧入り混じる混こん沌とんの世界へ、小槙たちはやって来た。







　２　鈴藤小槙　その二




　ウォリスランド共和国。

　国全体の人口は、５７１万人。国土の面積は２・２万平方キロメートル。

　17の州とシティから構成され、全体の自治の主体はアウルス庁であり、交通、消防、環かん境きよう、文化等を統とう括かつしている。人口23万人、面積１０７平方キロメートルの首都アウルスシティには憲法上、地位、組織、運営上の法の特例を定めることが認められている。

　アウルスシティには大統領府、国会、中央官庁、各国大使館、中央銀行、最高裁判所が置かれているため、中央集権型の国造りとなっている。事実上、政治、経済の中心がアウルスにあるといってもいい。

　ヨーロッパでも南側に位置するウォリスランド共和国自体は歴史もあり、伝統もある小さな自治国である。しかし約一年ほど前、政権交代によって政治のトップが急進派に入れ替かわったことにより、急速な変化を遂とげている国として注目を浴びている。

　なかでも思い切った政策は入国管理規制を緩かん和わし、市民権の獲かく得とくを容易にしたことである。

　技術の爆ばく発はつ的な発展を狙ねらい、世界中から有能な人材が集まるようにしたのだ。結果的に名声を欲ほつする若き才能を集めることに成功したが、反面、国を逃のがれてきた犯罪者も集まっているという噂うわさが飛びかっている。しかし同時に取り締しまりの強化も図はかられていることで、犯罪の芽は早い段階でつみ取っているようだ。犯罪者の検挙率は、きわめて高い。

　首都アウルスシティは、そんなウォリスランドの変化が顕けん著ちよに表れた街だ。一見して古風に見える街並みにも、最さい新しん鋭えいの防犯システムや情報機器が隠かくされている。

　旧ふるきと新しきが混在する街。

　法と犯罪がせめぎ合う街。

　ウォリスランド共和国が新法を発表した際、ある国際機関が犯罪者の巣そう窟くつになることを危き惧ぐしてアウルスをこう呼んだ。

〝混沌の街ケイオス・シテイ〟アウルス──。

　波は紋もんを呼びつつ変革を成し遂げた一つの国は、今や世界中から注目を浴びつつあった。

「きれいな街やなあ」

　タクシーの窓から、小槙は顔を出した。

　空港からテレーヌ川に沿って走ること数十分。鈴藤小槙、鈴藤いるる、そして春野祥の三人はアウルスシティの中心街へとやってきていた。

「ああ、気候もいいし、気持ちいいな！」

　小槙と反対側の窓から顔を出した祥が、上じよう機き嫌げんに声を張った。

　時季的には雨期を過ぎ、気温も日本の夏とそう変わらない。しかし空気が乾かん燥そうしていることもあり、風が心地ここちよかった。昼過ぎの空は晴れ渡わたり、絶好の旅たび日和びよりといえる。

　複雑な道路は入り組んでおり、混雑していた。小槙たちの乗るタクシーは、ゆるやかに街中を通り抜ぬけていく。

「こんな街中でも空気が綺き麗れいなのは、国が乗用車の排はい気きガス量を厳しく規制しているからさ。ハイブリッドか、水素エンジンを使っているのがほとんどだ。またアウルスの乗用車には交通規制の監かん視しシステムとして、ナビゲーションチップの装備が義務づけられているからね。アウルスでは新技術の開発から運用までとにかく早いのさ」

　後部シートの中央に座ったいるるが、パズル雑誌から顔を上げて説明をする。

「酔よいはさめたん、いるる？」

「何のことだい？　私はまったく、これっぽちも酔ったおぼえはないね」

「……」

「ほら、見えてきた。あれがウォリスランド共和国の政治が決定する、国会議事堂だよ」

　小槙の視線から逃れるように、いるるがタクシーの正面を指さした。

「へえ、日本の議事堂とちょっと似てるな」

　祥の言うとおり、どこかで見たおぼえがあるような大きな建物が現れた。くすんだ色の壁かべが厳格な、大きな塔を中心に横に拡がったような建造物である。広い敷地を鉄てつ柵さくで囲み、周囲を憲兵が巡じゆん邏らしている。

　議事堂の正面は、巨きよ大だいなロータリーとなっていた。

　小槙らの乗るタクシーがロータリーを回り、道路を直角に折れ曲がる。

　大通りへと出ると、ヨーロッパを象しよう徴ちようするような古風な建物が建ち並んでいた。歩道を歩く通行人は、人種も様々だ。

「ここが、アウルスのメインストリート。サン・ガーランド通りだ。ウォリスランドのメインバンクもこの通りにあるし、高級ブランドの本店も並んでいる。いわゆる金きん融ゆう、流行の発信源ってやつだ。世界的にも、わりと影えい響きよう力のある通りだと思うね。そして、あれがアウルスシティの象徴ともいえる時計塔とう」

　ブリキのおもちゃのようなクラシックカーに混ざって通りを進むと、棒のように細長い建物が現れた。時速六十キロで通りを進んでいくにつれ、その巨大さに圧あつ倒とうされる。

「グランデ塔だ」

　小槙は飛行機の機内から見た塔を、思い出す。真っ先に目についた大きな建物、それが今、目の前にそびえ立っていた。

　通りをまたぐように建てられた時計塔は、荘そう厳ごんな装そう飾しよくをともなう美しい建物だった。街並みを見守るかのように、サン・ガーランド通りを見下ろしている。

　タクシーが時計塔に間近に迫せまった時だった。

　街の空気が、震ふるえた。

　時計塔の頂上部分に設置された、巨大な鐘かねが鳴ったのだ。

　重く、しかし軽かろやかな気品高い音色が街中に響ひびき渡る。

「うわあ」

「おおー」

　時計塔をくぐるタクシーの中から、小槙と祥は同じ動きで時計塔を目で追いかける。

　無む邪じや気きな二人を見て、いるるがおかしそうに笑った。

「見た目も素す晴ばらしいが、中もいたってシンプルで綺麗なものだよ。展望台としての機能しかなかったんだが、美しかった。だが、あれもまた政権交代の波を受けている。衛星通信と公共電波の中ちゆう継けい塔とうとして改装するらしく、今は中に入れない。日々、反対運動も起きているそうだ。技術の浸しん透とうを否定する気はないが、私もどちらかといえば反対だな」

「ずいぶん詳くわしいな、いるる。アウルスに来たことがあるのか？」

「世界の主要都市に関する情報は大たい抵てい、頭に詰つめ込んでいるよ。なにせ私は合学科なもんでね。だが実際に目にするのははじめてだから、これでも感動しているんだぜ」

「合学科……って、そういや、飛行機の中でも一人でそんなこと喋しやべってたな。いるるが大学で在ざい籍せきしてる科だったっけか」

「変人の集まりや」

「ひどいな、小槙。私以外は変人で変態でろくでなしのバカばかりと言い換かえておいてくれよ。さて、グランデ塔を過ぎてやって来たぞ。ここもまたガーランド通りの延長だけれどね、区別してビシュリー通りと呼ばれている。若者たちの憩いこいの場さ」

　時計塔を過ぎると、確かに通りの姿が一変していた。

　古風な建物は変わらないが、真新しいオープンカフェやショップが目立つ。行き交かう人々も、背広を着た大人たちが多かったそれまでとは異なり、ラフな服装の若者が多い。自動車の混雑もひどくなり、タクシーの速度が急低下する。ゆっくりと進む乗用車の間を、マウンテンバイクが滑すべるようにすり抜けていく。

「事前に仕入れた情報だと、料理も衣服も情報も一級品ぞろいらしいね。楽しみだ」

「日本人が、多いんやね」

　窓から通りを眺ながめながら、小槙は言った。通りを歩く人々の中には、外国人の中でも特に多い比率で日本人の姿が見えた。

「さすが、小槙だ。彼らは確かに日本人だ。もちろん韓かん国こくや中国、他ほかのアジア人もいるけどね。日本人が多い原因は、日本がウォリスランドと親交が深い現状にある。両国の関係に貢こう献けんしたのが他の何物でもない日本人、果須田裕杜だからね。彼の技術を、この国が早い段階で買い取ったんだ。乗用車の新型エンジンや情報ネットワーク、そして何と言っても水処理施し設せつかな。この街の上下水道設備は、かなり先せん鋭えい的なんだ。そういったわけで、いたる場所で彼の技術が活いきている。最近では日本からの滞たい在ざい者しやにはビザが不要になったから、外国語を学ぶための留学生も急激に増えているんだよ」

　果須田裕杜。

　十七歳で幕を下ろしたとされる少年の呼び名は、多た岐きに亘わたる。

　異い端たん児じ。

　突然変異ミユータント。

　そして自らを人類の王キングと名乗った少年。小槙の幼なじみ。

　──それは、真実じゃない。

　白はく髪はつ、赤眼の怪物モンスターの笑えみが、小槙の脳のう裏りに蘇よみがえった。

　──ならば僕はまぶたを閉じ、ただ沈しずむだけだ。

　彼の残した遺物の多くは、いまだに現代では扱あつかいきれないものが多い。

　王を失った人類が歩み始めた新時代を見たら、彼はどう思うだろうか？　それとも、現在の世界の動きすべてが、彼の予想した通りに進んでいるのだろうか？

「あれも、果須田裕杜の影響なのか？」

　急に祥が、低い声で言った。小槙はドキリとして祥を振ふり返る。

〝ルール・オブ・ザ・ルール〟で果須田裕杜に勝利した時のパートナーが、鋭するどい視線で通りの一角を見み据すえていた。

　春野祥。

　王を倒たおし、なお牙きばを研とぐ挑ちよう戦せん者しや。

　彼の目に映るのは、いったい何なのだろう？　彼は何を欲ほつし、どこへ行こうとしているのだろう？　これほど不安定な世界で、どうしてここまで堂々としていられるのだろう？

　王と挑戦者の間、完成と未完成の間をたゆたう小槙には、それが分からない。

「あれ、とは？」

「軍人がいる。連中が持ってる武器は、ただの銃じゆうじゃないだろ」

「ああ、なるほどね。ふふん、キミもまた、さすがというべきか」

　面おも白しろそうに笑い、いるるが祥の視線を追う。その先には、軍服にも似た赤い制服を着込んだ二人組の男がいた。彼らが腰こしに提さげているのは、一見しただけでは日本の警察官が装備している拳けん銃じゆうと同じように見える。

「彼らは軍人というより、そうだな。働きは警察官に近いね。なにせここは混こん沌とんの街だからね、国際的な指名手配犯が逃にげてくることもある。だからかえって、あらゆる手段を使って秩ちつ序じよを誇こ示じしているのさ。目に見えない監かん視しシステムも多いが、実際に取り締しまるのは彼ら機動隊、衛兵センテイネルと呼ばれている奴やつらだ。連中が装備しているのは、威い力りよくの高いゴム弾だまだ。殺傷能力を抑おさえているぶん、連中は発はつ砲ぽうを躊躇ためらわないぜ」

　ニヤリと意味深に笑う、いるる。

「さて、遅おくればせながら質問に答えよう。彼ら衛兵の装備やシステムに、果須田裕杜の技術は関かかわっているかどうか？　──答えは、否いなだ。むしろ敬遠している。彼らはいわゆる、新革派の象しよう徴ちようともいうべき存在だからね」

「新革派？」

「ここは、野心あふれた人間がのし上がるのに格好の国だからね。つまり、もういない存在の影えい響きようを邪じや魔まに思う連中がいるってことさ。──まあ、そこらへんはキミらが知る必要はないと思うよ。汚きたない大人の世界の話さ」

　皮肉っぽい口調で話を打ち切り、いるるが運転手の肩かたを指で叩たたいた。英語で指示を出すと、運転手は小さく頷うなずいた。目的地を確かめたらしい。

「街は、これくらいでいいだろう。明日からでもゆっくり観光するといい。そろそろ向かわないと、待たせている人物に悪いからね」

　タクシーが横道に入り、細道を進んで混雑から抜ぬけ出す。

「あ、ほら。あれが衛兵の詰つめ所しよだよ。日本で言うなら、警視庁ってところかな。こちらでの正式名めい称しようは衛兵庁というらしいけどね。けっこうでかいだろう」

　中心街からそう遠くない広い敷しき地ちの中に建造物が見えた。アウルスシティではかえって異質な、近代的なビルディングだった。

　小槙と祥は乗り出していた体を引き、シートに身を沈めた。

「なあ、そろそろアルバイトの内容ってやつを聞かせてくれよ。〝行けば分かる〟〝まあ、簡単な仕事さ〟っていうのは聞き飽あきたんだけどな」

「うん？　まあそう焦あせるなよ。言っただろう？　私のレポート作成の簡単な補助だよ。うまくいけば、キミの仕事は今日一日で終わるかもね」

「……？」

「いるるのことやからな、だいたいの予想はつくわ」

　ピンとこない祥とは裏腹に、小槙は嘆たん息そくした。

「さあ、見えてきたぞ。あれが私たちが五日間滞たい在ざいする場所だ」

　いるるが悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべ、顎あごで前方を指し示した。

　郊こう外がいの開けた土地に集まる、大きな建造物の列が見えた。

　中世の宮きゆう殿でんのように時代錯さく誤ごの古めかしい姿が見えてくるにしたがって、それらが中庭式の建築方式を用いた建物の集合体であることが分かった。

　敷地の面積は、かなり広い。綺き麗れいに整備された芝生しばふが敷き詰められた土地に、エリアごとに分かれて建物が集まっていた。

「ようこそ、ウォリスランドの知と野心が集まる空間、アウルス大学へ」

　いるるの笑みを含ふくんだ言葉が、小槙には魔ま女じよの誘さそいに聞こえた。







　アウルス大学の正門前でタクシーを降り、小槙たち三人は構内に歩を進めた。

　小槙といるるは大きなスーツケースを引き、祥は海外旅行の荷物とは思えないスポーツバッグを背負っている。

　敷地は背の高いフェンスで囲まれていた。門の前には街でも見た衛兵が数人、あたかも門番のように仁に王おう立ちになっていた。銃も装備している。

　生徒たちだろう、ラフな格好をした若者たちが大勢、正門を行き来していた。白人が多いが、アフリカ系やアジア系の人間の姿も絶えることがない。談だん笑しようしながら歩く彼らと無表情に立ちつくす衛兵たちに、大きな違い和わ感をおぼえる。

「警備員の代わりにしても、物ぶつ騒そうやな」

「そうだね。構内ではおとなしくしておいたほうが、よさそうだ」

　生徒たちに交じり、三人が門をくぐろうとした時だった。

　突とつ然ぜん、衛兵たちがいっせいに動いた。小槙たちの正面に立ちふさがり、「止まれ」と英語で制止する。

「なんだ？」

　祥が衛兵たちに負けない素す早ばやさで、小槙の前に立った。小槙といるるを守るように、両者の間に割って入る。

「大だい丈じよう夫ぶ、問題ないよ、春野祥」

　いるるが祥の前に出た。衛兵たちの一人と何事か話し合うと、赤服たちが小槙たちを囲むように移動した。どこかへ向かって誘ゆう導どうしようとしているようだ。

　小槙らは素直に、彼らの導く方向へ歩いていく。

「どうやら我々が、この大学の人間ではないと気づいたようだ。なんのことはない、部外者を警けい戒かいするのはセキュリティの基本中の基本さ」

　こともなげに言う従姉妹いとこに対し、小槙は首を傾かしげた。祥もまた納なつ得とくがいかない様子だ。

「大荷物持ってるだけで、判断されたんやろか。それとも……非ひ接せつ触しよくセンサ？」

「おそらく、後者だ。大学の関係者には、ＩＣチップか何かが配布されているんだろう。ほら、ショップで万引き防止のために商品につけられているようなアレさ。それを持っていない者が門を通れば、警備システムが働くんだろう」

「でもそれにしては、反応が早すぎないか？　同じタイミングでゲートをくぐった連中の中で、どうして俺たちだけが止められたんだ？　それに、こいつらの行動も早すぎる。まったく同じ動きだったぞ。訓練されているなんてレベルじゃない」

「良いいところに疑問を持ったね、春野祥。しかしそれに対する解答を導き出すには時じ期き尚しよう早そうだ。謎なぞは、ゆっくり解明していこうじゃないか。ジグソーパズルを組み立てていくには、まず枠わく組ぐみから攻せめていくのが常じよう套とう手しゆ段だんだぜ」

　衛兵たちに取り囲まれながらも、いるるの歩きは堂々たるものだった。それは春野祥も同様で、彼にいたっては時折、衛兵たちに向かって挑ちよう発はつ的な笑えみを向けたりもしている。

「まずは普ふ通つうの大学がここまで厳重に警備されてることを、疑問に思うべきちゃうんかなあ」

　小槙はポツリと呟つぶやいた。だが当然のように、同行者と衛兵たちには無視された。

　三人が連行されたのは、正門からそう離はなれていない場所にある小さな詰つめ所しよだった。

　デスクに座った受付員といるるのやり取りを、小槙は祥と肩を並べて眺ながめる。いるるが受付に見せているのは、紹しよう介かい状じようか何かだろうか。

「鈴藤さん」

　声をかけられ、となりに立つ少年を見上げる。すると、彼はじっと前を見つめたまま、口だけを動かした。

「あのさ」

「うん」

　頷うなずく小槙。祥が口をつぐんだ。何か言おうとしているのだが、なかなか口に出せずにいるようだ。いさぎよい彼にしては、珍めずらしいことだと思った。

「……夏休みの宿題、終わったか？」

　やっと口を開いたかと思えば、そんなことを言ってくる。小こ柄がらな小槙を見下ろし、いつもの意地の悪い笑みを浮かべている。

「これっぽちも手をつけてへんねんて。せやから、こないなことしとる場合ちゃうねん」

「手伝ってやろうか？」

「ほんま？」

「一カ月ぶんの昼飯、鈴藤さんのおごりってことで」

「やっぱり、ええわ」

　会話が、止まった。

　ふと、考えてみる。

　ほんの一月くらい前まではただの同級生だった彼と、こうして外国で肩かたを並べている。

　そのことが、奇き跡せき的な出来事に思えた。少なくとも一カ月前の小槙が、想像すらしていなかった状じよう況きようだ。

　一学期。果須田裕杜のゲームで、ひょんな偶ぐう然ぜんからパートナーとしてともに戦った。

　夏休みのはじめ。灰火秋島に向かう豪ごう華か客船で顔を合わせ、火山の噴ふん火かと地じ震しんで沈しずみゆく島で、彼に手をとられて救い出された。

　そして今、海外の見知らぬ土地で、こうして二人で同じ空気を吸っている。

　有り得ないと思えば、有り得ない。しかし実際に二人で並んでいると、それが当たり前のような不思議な感覚さえおぼえる。

　そして、夏休みが終われば──。

　二人はまた、平和な学校の教室で再会するのだろう。

　ただの、クラスメートとして。

「春野くん」

　今度は、小槙が祥に声をかけた。祥が「ん？」と、小槙を見下ろす。

　無意識に呼びかけたためか、何を言おうか迷った。

　自分は春野祥に、何を訊きこうとしたのだろう。

「春野くんは──」

「やあ、待たせたね。これがキミらのぶんだよ。持っていれば構内の出入りはもちろん、食堂でも職員待たい遇ぐうで割引がきくそうだ。これでメニューを食い尽つくせば、食堂側の利益は二割減さ」

　いるるがカードのようなものをヒラヒラと見せびらかしながら、戻もどってきた。

　小槙は開きかけていた口を閉とざした。祥が訊き返す。

「なんだって、鈴藤さん？」

「タダで手伝ってくれてもええやん。春野くんは、意地悪や」

　祥が「なにを今さら」と笑う。

　受け取ったカードは、日本で交付されている免めん許きよ証しようくらいの大きさだった。プラスティック素材で出来ていて、少し力を込こめただけで湾わん曲きよくする程度の弾だん性せいがある。

「この中にチップが埋うめ込まれとるん？」

「らしいね。さあ、行こうか。目的地までの行き方は聞いておいた」

　言うが早いか、いるるが自分のスーツケースを引っ張って歩き出した。赤服たちがいつの間にか姿を消していたことに、今さら気がつく。

　詰め所を出て、三人は大学の構内を歩いていく。

　正門から最も近い建物までは、数十メートルの距きよ離りがあった。芝生しばふの生えた広場にマス目状に石いし畳だたみの通路があり、通路の両側には細く砂利じやりが敷しき詰められている。学生や教員たちが通路を行き交かい、芝生の上で寝ね転ころがっている者もいる。

　最初に現れた建物は、学問を学ぶ者を出で迎むかえるにふさわしい威い厳げんを誇こ示じしたものだった。

　年季を感じさせるくすんだ壁かべが、百メートル以上も左右に延のびていた。中央の玄げん関かん口ぐちは塔とうになっており、小槙の身長よりも大きい時計が時を刻んでいる。石造り独特の冷たい空気、無口な雰ふん囲い気きが建物全体から漂ただよっていた。

「さて、簡単に説明しようか」

　スーツケースを持ち上げ、階段部分を乗り越こえたいるるが、先頭だって建物に入った。

　祥に手伝ってもらい、小槙も屋内に足を踏ふみ入れた。

　たまに生徒らとすれ違ちがいながら、いるるは迷うことなく廊ろう下かを直進していく。

「この建物は、アウルス大学の中心。その名を〝クレア〟という。教務員たちの詰め所であり、生徒たちの管理や事務もここで行われる。礼拝堂へと繫つながっているのもここだ。ここから先、広大な敷地がいくつものエリアに分かれている。──前置きをさせてもらうけれど、これらは事前に仕入れた知識にすぎない。実際と異なっている可能性もあるぜ」

　薄うす暗ぐらい通路を過ぎると、急に建物が途と切ぎれた。

　ため池が姿を現し、廊下が細い橋へと変へん貌ぼうする。日本の一いつ般ぱん的なキャンパスとは、構造からして異なるようだ。

　渡わたり橋をすすみ、対岸の建物に入る。

「このアウルス大学は、物理学部や数学部といったガチガチの理系から、文学部や法学部といった文系まであらゆるジャンルの学部が揃そろっている。学部ごとにエリアが分けられ、それぞれ学がく寮りようや校舎が密集して形成されている。我々が目指すのは、その中でも医学部に属するエリアだ。そこである実験がされていてね、私は必修科目の担当のバカ教授から、その実験に対する見地をレポートにまとめて提出しろと命令されたわけさ」

　ひたすら直進してきた〝クレア〟の廊下が、ようやく終わった。

　三人は再び、一面が芝生の広場に出た。

「ここが、ファースト・コート。学部ごとに区切られたエリアに分かれる、最初の分ぶん岐き点てんだ。さあ、あっちだ」

　太陽が浮うかぶ方向へ向かい、歩を進めるいるる。小槙と祥は、そのあとを追いかける。

「ある実験？　どんな内容なん？」

「知らない。……おっと、そんな目で見るなよ。これは本当なんだ。人間の脳機能に関係する実験としか聞いてないんだ。うちのバカ教授が、実験の責任者と顔見知りらしくてね。特別に研究を見せてもらえるそうだ」

　脳機能に関する実験。確かに、それだけだと詳くわしい内容までは想像もつかない。

　しかし。

　小槙は前方、太陽を背にして建つ建物を見て目を細めた。

　従姉妹いとこの鈴藤いるるが所属する、合学科。あそこがわざわざ学生を派は遣けんするような研究が、果たして常識の枠わく内ないにおさまる内容であるのかどうか──。

「いるるがいる合学科っていうところは、医学部なのか」

　祥もまた太陽をまぶしそうに見ながら、前を歩く女性の背中に訊いた。

「いいや、医学も学ぶが、医学部と言い切ってしまうと誤解が生じるね」

「どういう意味だ？」

「我々、合学科に学部はない。壁がない。ジャンルがない。節操もない。ついでに恥はじもない」

　眉まゆをひそめる祥。小槙はため息まじりに、フォローを入れた。

「なんでもあり、なんでも学ぶ。それが合学科やねんて」

「なんでも？」

「その通り。医学、語学、数学、文学、地理学、心理学、電気学、物理学、歴史学、経済学、全すべてを学ぶ。この世の知という知を頭に詰め込む。それが我々、合学科。なんでもありの人間を世界に排はい出しゆつするために創設された、万能リベラルな学科」

　振ふり向いたいるるは、不敵な笑えみを浮かべていた。

「ふふん、〝全てを学ぶ。そんなことができるのか？〟って顔だね、春野祥。そう、我々の存在を知った者は誰だれもが、そんな顔をする。そして誰もが、私たちをこう呼ぶんだ」

「──〝傲ごう慢まん〟科」

　いるるの視線を受け、小槙が彼女の言葉のあとを継ついだ。従姉妹は満足げにニヤリと笑い、顔を戻もどして前方を目指す。

　春野祥の顔をチラリとのぞき見る。彼は予想通り、あっけにとられたようだった。しかしすぐに、彼らしい貪どん欲よくな笑みを浮かべた。

「面おも白しろそうなところだな。それって、誰でも入れるのか？」

「よせよせ、春野祥。キミには向いていないよ。いや、むしろ血迷って入学を望もうものなら、私は全力でそれを阻そ止ししようと思う」

　一刀両断され、祥は驚おどろいたようだ。馬ば鹿かにされたと思ったのか、いるるの背中を睨にらむ。

「俺には無理だって言いたいのか？」

「そう怒おこるなよ。誰が不可能だなんて言った？　向いていない、と言ったんだ。短いつきあいだけどね、キミは我々とは同類じゃない。傲慢科などにきたら、むしろキミの才能がつぶれてしまうと思うんだ」

　また、いるるが振り向いた。年上の女性が、いつもの皮肉めいた笑みとは一転して穏おだやかな笑みを浮かべる。

「生き急ぐなよ、少年。他人の評価に揺ゆらぐほど、キミ自身の才能は脆もろいものじゃないぜ」

　諭さとすようないるるの口調に、祥が口をつぐんだ。──自分の従姉妹ながら、ごくたまに見せるいるるの笑顔は卑ひ怯きようだと思う。相手の心を見み透すかし、なお受け入れる笑みだ。

「知識なんてもんは、単なる道具だ。それ以上でも以下でもない。ちょっと器用なヤツが目的のために便利に使うだけのものさ。そんなものは必要ないとまでは、言わない。しかしキミは、それに頼たよるような人間にはなるな」

　祥が黙だまり込むのを見届けたいるるが、前方へと向き直って石いし畳だたみの通路を歩いていく。

「……」

「いたいいたい、なんであたしの耳ひっぱるん？」

「八つ当たりだよ」

　いるるに受け流されたのが、悔くやしかったのだろう。祥が小槙の耳から手をはなし、そっぽを向く。従姉妹がいつか完全犯罪を思いついた時は、小槙にも教えてもらおうと心に固く誓ちかう。

「はあ、でも小槙には向いていると思うんだよ。しつこく薦すすめてるのに、嫌いやがる一方なんだ。でもこの前、持って帰ってきた進路調査書にこっそり合学科を書き込んでおいたけどね」

「あたしは変人とちゃうもん。……初耳や、そんなん。知らんで提出してもうたやん、どないしてくれるん」

「いや、気づけよ鈴藤さん。それくらい」

　広場を抜ぬけ、いくつかの建物の間をすり抜ける。さらに歩いたところで先導するいるるが足を止めたのは、三階建ての古風な建造物の前だった。

　中世のヨーロッパを描えがいた映画から抜け出したような、貴族の館やかたにも見えるＬ字型の建物である。壁かべの根本は苔こけに侵しん食しよくされ、緑色に変色していた。建物の周りに植えられた植物は、小槙が見たこともない種類のものだった。

「やっと着いた。ここが医学部エリアの研究棟とう〝マッドロウ〟カレッジだ。講義棟とは別に、専門的な研究設備が整っている。キミらが通う高校でいうところの、特別教室みたいなものだ。教科書と実験道具は両立しない。さあ、入ろう」

　入り口には、石でできた小さな階段がある。その両りよう脇わきに、やはり赤い服を着た衛兵が二人、佇たたずんでいた。今度は止められることもなく、三人は屋内へ入る。

　いるるは迷わず階段をのぼり、二階へ出た。そこではじめてキョロキョロと周りを見回して、頷うなずく。彼女の視線は、廊ろう下かの突つき当たりへ向けられていた。

「〝病わくら葉ば研究室〟。うん、あれだね。ムダに達筆だ」

　従姉妹の評価を、小槙は正しいと思った。廊下に並ぶ研究室の中で一つだけ、扉とびらのプレートが日本語の筆記体で書き記されているものがあった。入り口の前には衛兵が一人、直立不動の姿勢で立っている。

　祥が不ふ審しんそうに呟つぶやいた。

「いくらなんでも、警備が厳重すぎないか？　あの部屋だけだぜ、衛兵が立ってるのは」

「いちおう、国家プロジェクトに片足つっ込んでるらしいからね。それなりに重要な研究だと聞いているよ」

　平然と言い放ち、いるるが衛兵に声をかけた。紹しよう介かい状じようを見せると、衛兵が無表情に顔をそむけた。勝手に入れ、ということらしい。

「さて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか。キミの働きに期待しているよ、春野祥」

「え？」

「潮天工科大学合学科から派は遣けんされてきました、鈴藤いるるです」

　聞き返す祥を無視し、いるるが扉をノックした。中から「あいあい、開いてるよぉ」という高い声が聞こえた。いるるが扉を開く。

　研究室の中は、建物の古風な雰ふん囲い気きとは一変していた。

　広い室内に白いデスクが並んでいた。それぞれにパソコンや計測器など電子機器が置かれ、コードで繫つながっている。またデータを出力したものらしき紙が、部屋中にばらまかれていた。

　十代から三十代くらいまでの白衣を着た人物が、ところ狭せましと歩き回っていた。マスクで顔を覆おおっている者もいれば、無心にパソコンと向き合っている者など、様々だ。

　まだ他ほかにも部屋があるらしく、奥の壁にいくつかの扉が並んでいた。電子ロックが備え付けられた、近代的な扉だ。視界いっぱいに最さい新しん鋭えいの機器が並ぶ様は、部屋に入っただけで一いつ瞬しゆんにして時代が変わったような錯さつ覚かくすらおぼえる。

「お忙いそがしいところを失礼します。病わくら葉ば剣けん花か博士は、どちらでしょう？」

　見み渡わたすかぎり白衣姿ばかりで、さきほど返事をよこしたのが誰だれかも分からない。いるるが声を張ると、一目でいちばん小こ柄がらだと分かる白衣が手を挙げた。

「あいあい、ここだよぉ。ちょい待ってくださいな。……うん、もちっと投とう与よしといて。お客さんと面会してもらうからね、良い子に待っててもらおう」

　自分より頭二つは背の高い男に指示を出し、こちらに向かって小走りに駆かけよってくる。

「博士？　あれが、そうなん？」

「おいおい、マジか？」

「二人の言いたいことは分かる。しかし驚おどろくのは、自己紹介くらいしてからにしようぜ」

「はじめましてだね。私がここの責任者の、病葉剣花だ」

　近づいてきてニッコリと微笑ほほえんだのは、小槙と同じくらいの背せ丈たけをした女性だった。

　むしろ少女と表現したほうが正しいかもしれない。頭の両脇でお下げにした茶ちや髪ぱつと、黒くろ縁ぶちの小さなメガネが余計に彼女の幼さを際さわだたせている。わざとそうしているのか、それとも体に合うサイズがなかったのか、白衣もかなり大きめだ。裾すそが床ゆかに着いてしまいそうである。

「血液型はＯ型。乙女おとめ座ざの二十八歳。国こく籍せきはまだいちおー日本にしてあるけど、ウォリスランドに移住申しん請せいをしているところ。好きな食べ物は寿す司しと天ぷら。専門は脳外科だけど、基本的に医い療りよう関係ならなんでもやる。ようこそ、アウルスへ」

　幼い笑え顔がおを振ふりまき、病葉剣花が右手を差し出した。

「二十八歳っ？」

　祥が、大きな声を上げた。部屋にいる白衣たちの動きが一瞬、止まる。一同の視線を浴びる中で、いるるが腕うでだけを動かして祥の頭を張り飛ばす。

「あーいや、その手のリアクションはもう見み飽あきたから、気にしてくださんな。そんなに驚くことじゃないよ、ボクはボクが作った老化防止薬を定期的に服用してるからね。外見は若く見えるかもしれない。キミらも欲しいなら、いつでも上げるよ。難点は、まだ認にん可かされないものだから、特に日本で当局に見つかると即そく、逮たい捕ほされるところだけどね。──ところで」

　剣花が眉まゆをひそめた。差し出した右手を三人の誰に向かって伸のばそうか、迷っているようだ。

「鈴藤いるるという人物は、一人だと聞いていたんだけど。三人いるように見えるのは、幻げん覚かくかなぁ？　まいったな、仕事のしすぎかな。おーい、だれか、滋じ養よう強きよう壮そうの栄養ドリンク持ってこーい！　タウリンいっぱい入ってるヤツな！」

「博士が正常かどうかはともかく、鈴藤いるるは一人で、私がそうです。どうも、はじめまして。五日間、お世話になります。それと是ぜ非ひ、その老化防止薬とやらをください」

　いるるが剣花の手を握にぎり返した。剣花が子供のように表情を輝かがやかせる。

「なるほど、キミが傲ごう慢まん科の！　見た目は普ふ通つうだが、中身はきっと変人なんだろうね！　あの科の生徒っていうからには三度のメシよりも爆ばく発はつ物ぶつを作るのが好きだとか、右腕に地対空ミサイルを内蔵してたりするの？　見せてよ見せてよ！」

　祥が「……合学科ってのは一体、どんなところなんだよ」と、肘ひじで小槙の肩かたを突ついてくる。小槙は「当たらずといえども遠からずっていう評価やで」と答えておいた。

　いるるもまた、そういった偏へん見けんには慣れているようだ。社交的な笑みで受け流す。

「期き待たいに添そえず残念ですが、私にかぎって言えば爆ばく弾だんより食事が好きだし、五体満足ふつうの体です。うちの教授が昔、お世話になっていたと聞いています。ご研究の見学というご迷めい惑わくを引き受けていただいて、感謝しております」

「うんうん、彼女は優ゆう秀しゆうな生徒だったよ。バカなところもあったけどね。せっかく国内最年少の教授職にありついたのに、傲慢科なんかの面めん倒どう見させられて。学会からすれば、ただのやっかい払ばらいだよなー。年ねん齢れいが若すぎるってだけで、それだ。日本なんて狭い国を見限れば、もっと良いい才能の使い道があったろーに」

「ご心配に及およばず、殺意がわくほど元気ですよ。現在の境きよう遇ぐうも、本人はわりと気に入っている様子ですしね。コンパの席で〝私は貴様らアホの役にも立たない凡ぼん人じんどもをイジメ抜ぬくことに生しよう涯がいをかけると決めたのだ、あーはっはっは！〟などと堂々と宣言しくさりやがるほどです。まあしかし、彼女の生涯は間もなく閉じますけどね。死因は、背後からの刺し殺さつです。なぜ私がそんな予言ができるか。それは、仲間どうしでやった〝あのバカ教授に引導を渡わたす優先順位を決めようジャンケン〟で勝利したのが、他ならぬこの私だからです」

　握あく手しゆを交かわしたまま、早口で語り合ういるると剣花。二人の間では、いちおう世間話のつもりらしい。

「後ろの二人は……まあ、私の保護者といったところです。訳あって、今日のところは同行させていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「ふうん。本当ならば遠えん慮りよ願いたいところなんだけどなぁ。ま、いっか」

　手を離はなし、剣花が小槙と祥を交こう互ごに見比べた。

　祥が、また小槙を怪け訝げんそうな顔で見た。いるるが二人を〝保護者〟と紹しよう介かいしたのが、気になったのだろう。常識的に言えば、年上の彼女のほうが保護者というべきところだ。

　いるるが言い間ま違ちがえたわけではない。実際に、そうなのだ。理由はすぐに分かるだろう。

「これでも、忙しい身でね。さっそくボクの研究内容を見て、理解してくださいな」

　律りち儀ぎに研究員が持ってきた栄養ドリンクを受け取り、「ここはデータの処理室。実際の実験室はあっちね」と小走りに奥の扉とびらに向かっていく。

「ところでキミ、さっき言葉を間違えたよね？」

「どこを間違えたのか、指し摘てきしてもらえると助かります」

「ボクの実験の〝見学〟じゃないだろ？　いちおー機密プロジェクトなんだ、部外者を関かかわらせるわけないじゃんか。数日後の国会で予算を確保するための論文が、遅おくれているんだよ。だからキミを〝手伝い〟によこしてくれたんじゃなかったの？　キミにはここの研究員五人分の働きが約束されてる。滞たい在ざい費はキミに、しかし給料は教授に渡すんだったっけ？」

「ああ、そうでしたね、すみません。……あのクソガキ、帰ったら脳天に土木用ドリルをぶち込んでやる」

　笑顔のまま握にぎり拳こぶしを震ふるわせる、いるる。なんとなく予想をしていた小槙は、ため息をついた。

　剣花が一気にドリンクを飲み干し、無造作に空の瓶びんを放ほうり捨てた。奥にある電子ロック式の扉の前に立ち、パスワードを打ち込んでいく。

「キミは、アレからボクの研究についてはどれくらい聞いてるの？」

　アレとは、いるるの担当教授のことだろう。

「研究内容については、ほぼ何も。予備知識もなくやって来て、申し訳ありません」

「あー、気にしてくださんな。それだけボクの研究に関して、秘密が守れているってことなんだから。うーんとね、簡単に言えば人間の脳機能の働きを調べるための、臨りん床しよう実験ってところかな。ここが、その実験室ね」

　扉から、ガタンという重い金属音が響ひびく。ロックが外れたようだ。冷れい凍とう室しつの入り口、もしくは金庫の扉のように分厚い扉が、滑すべるようにして横に開く。

　処理室が建物の外見と比べて一世代、時代が違ったように。実験室もまた、処理室から時代が飛ひ躍やくしていた。

　一列に並んだデスクは、モニタ付きの一体型。壁かべ際ぎわに並んでいるのは、大きな電気制せい御ぎよ盤ばんだ。

　空港の管制室かと見まごうばかりの、最さい新しん鋭えいシステムである。棚たなには幾いく本ほんもコードが張りついたヘルメットや、手術用具らしき金属の鉗かん子しやメスが並んでいた。部屋中にデータを記した書類があふれ、白衣姿の人物が歩き回っていた。

　小槙は部屋をぐるりと見回し、正面の黒い壁かべで目をとめた。

　部屋の奥の壁は、真っ黒なスモークを張った一枚ガラスとなっていた。

「ようこそ、ここが真・病葉研究所だよ」

　剣花が、子供っぽい仕草で胸を張った。

「……」

　しかし、いるるの表情はまったくの無表情だ。剣花の言葉に反応も見せない。

「どないしたん、いるる？」

　小槙の呼びかけにも、従姉妹いとこは無言だった。やにわにそばにあったデータ用紙を拾い上げ、また壁の装置を見、手術用具を手に取る。「心しん拍ぱく数すう、アドレナリンの分ぶん泌ぴつ量りよう、筋肉組織中の酸素濃のう度ど、意識覚かく醒せいレベルのデータ……メラサキット、出血量測定装置、エアドリルシステム、定位脳手術装置、高低体温維い持じ装置……」とぶつぶつと呟つぶやいている。
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「いるる？」

　祥もまた、不ふ審しんに思ったようだ。いるるの肩に手をやるが、彼女はそれに気づいた素そ振ぶりも見せない。

「そういうことか……そういうことなのか」

　急に、いるるが顔を上げた。

　踵きびすを返し、迷いのない足取りでデスクに近寄り──何を思ったか、パイプ椅い子すを手に取ってデスクに向かって振ふり下ろそうとする。

「なっ……！　おい、いるる！」

　とっさに動いた祥が、パイプ椅子を受け止めた。椅子がモニタを破は壊かいする直前で止まる。

「このっ……！」

　しかし、いるるは止まらなかった。椅子から手を離し、ブーツの踵かかとで制御盤を蹴けり飛ばそうとする。だが間かん一いつ髪ぱつのところで祥がいるるを羽は交がい締じめにし、彼女の足は空を切った。

「急に、どうしたんだよ！　落ち着けって！」

「うるさい、馬ば鹿か野や郎ろう！　離せ！　ここにあるものすべて、ぶっ壊こわしてやる！」

　身動きを封ふうじられてなお、いるるが暴れ続ける。しかし体力では祥に遠く及およばないらしく、その場でもがくことしかできない。

　鈴藤いるるの突とつ然ぜんの暴挙に、病葉剣花もびっくりしたようだ。ぽかんと口を開け、組み合う二人を凝ぎよう視ししている。

「いるる、冷静になってや」

　白衣の研究員も巻き込み、大おお騒さわぎになりつつあったところへ、小槙の声が響いた。従姉妹の〝性せい癖へき〟は知っていたため、室内でただ一人、小槙だけが冷静だった。

　従姉妹の声を聞いて、いるるの動きが止まった。いるるの激しい怒いかりを秘ひめた瞳ひとみが、小槙を睨にらみつける。小槙は目を離はなさず、まっすぐに彼女の双そう眸ぼうを見つめ返す。

　研究室に、緊きん張ちようが張りつめた。

　──いるるが長いため息をついたのは、一分間ほど小槙と睨み合った後だった。

「……もういい、春野祥。大だい丈じよう夫ぶだ、もう私は冷静だ」

　首を回し、背後の祥にニコリと笑いかけた。ジョークのつもりだったらしいが、祥は笑わなかった。

「本当か？」

「これが、理性を失った人間の目に見えるかい？　それとも、私の身体からだの感かん触しよくを気に入ってくれたかな？　それはそれで光栄だが、これ以上は延長料金をいただくぜ」

　祥が警けい戒かいしながらも、いるるを解放する。

「よし。……ぶっ壊す！」

「おいっ！」

　再びいるるが振り上げた腕うでを、祥が受け止める。いるるがニヤリと笑った。「冗じよう談だんだ。な？　冷静だろ？」と言い放つ彼女に対し、祥はいつでも飛びかかれる体勢を維持する。

「なんだよなんだよ、いったいどうしたんだよぉ。ここにあるのは、それはそれは高い装置ばっかりなんだ。間ま違ちがっても壊してくださんなよ」

「……なにが、臨りん床しよう実験だ」

　いるるが顔つきを一変させ、病葉剣花を睨みつけた。剣花が嬉うれしげに手を叩たたく。

「おや、その様子だと機器を一目見ただけで、実験内容を推測したようだね。さすがにアレの秘ひ蔵ぞっ子、傲ごう慢まん科の看板を背負しよってるだけある！　優ゆう秀しゆうそうだ！」

「貴様……」

　剣花に、いるるが詰つめよる。祥が肩かたをつかみ、彼女を止める。

「おい、いるる。一体どうしたんだ、説明しろよ」

「臨床実験言うわりには、実用的な機器が多すぎる。臨床実験言うわりには、確実なデータで溢あふれとる。──いるるが言うとるんは、そういうことやろ」

　説明する小槙。「ほう！」と病葉剣花が感心した表情で振り返った。

「ここで行われているのは、臨床実験というレベルじゃない……！」

　いるるが吐はき捨てるように、言い放った。

「人体実験だ！」

　祥が目を見開いた。

　実験室が、静せい寂じやくに包まれる。

　時間が停とまったかのような、不気味な静けさ。それを破ったのは、剣花の無む邪じや気きな声だった。

「あ、そっか」

　ようやく気づいたと言わんばかりに、ポンと手を打つ。

「ボクも、言葉を間違えてたみたいだね。ごめんごめん、そのせいで誤解させちゃった。おい、スモーク切ってくださいな」

　剣花の指示に従い、研究員が壁かべの装置を操あやつる。真っ暗だったガラス張りが色を失っていき、透とう明めい度を増していく。

「ここでやってるのは、人体実験なんかじゃないよ」

　透すき通ったガラスの向こうに現れたのは、こちらに向かって傾かたむけられた手術台だった。

　いるると祥が息を吞のんだのが、小槙にははっきりと分かった。

　手術台の上に横たわっていたのは、拘こう束そく衣いに身を包まれた人物だった。身体の自由を奪うばわれ、さらに太いゴムによって手術台そのものに縛しばりつけられている。顔と頭には包帯が巻き付けられ、左側の耳と碧あおい左目しか露ろ出しゆつしていない。手術台は奥にあるコンピュータ断層撮さつ影えい装置、ＣＴらしき白いボックスと繫つながっている。

　実験室にいる全員の視線が集中する中、病葉剣花があっさりと言った。

「──〝人体改造〟だよ」

　手術台に横たわる人物の瞳が、ジロリと小槙を見つめた。







　病葉剣花がニコニコと笑いながら、ガラスの向こうの包帯人間に向かって手を広げた。

「紹しよう介かいしよー。彼は、イオ・アンセルメ。実験が始まってから四体目の被ひ験けん体たいさ。彼は素す晴ばらしいんだよ、ボクが目指す理想に最も近い。なにしろ──」

「黙だまれ、犯罪者め」

　いるるが、剣花の言葉を切って捨てた。祥が肩をおさえていなければ、今にも小こ柄がらな研究者に向かって突とつ進しんしそうな勢いだ。剣花が目をしばたたかせる。

「犯罪者？　ボクが？　なんで？」

「こんな実験は、明らかに医い療りようの法規制外だ。法だけじゃない、倫りん理り委員会だって黙ってはいないぞ。正気の沙さ汰たじゃない」

「日本ではそうかもしれない。しかし、ウォリスランドでは合法の範はん囲いなんだよ。キミ、いまどこにいると思ってんの？」

「国際規定がある。──いいや、法なんてどうでもいい。そんなものはクソ食らえだ。問題はアンタ自身だ。いま四体目と言ったな？」

「そうだよ。一年前にこの国の政権交代と同時に始まったこの実験も、順調に段階を踏ふんでいるんだ。当時、法規制を緩かん和わしたウォリスランド以外の国じゃ、どうしてもこの実験はできなかったからね」

「人間を、なんだと思ってる……！」

「ぶはっ！　うわぁ、久しぶりに聞いたよ、それ！　〝人間をなんだと思ってる〟！　しかし真まことに驚おどろくべきは、傲慢科の生徒の口からその言葉が出たことだ！　世界中の知を手にしようとしている傲慢なキミが、そんな常識的な言葉を放つとはね！　研究者、いや学者の卵が言うセリフじゃないよ！」

「私は学者になるつもりなど毛頭ない」

「何になるの？」

「教師に。学問を学ぼうとする子供たちは誰だれだって、教師ならなんでも知っていると思うものだ。だから私は、それになる」

「はっ！　教師、教師だって？　キミも、キミの担当教授であるアレと同じかよ！　苦労して得た知識を、なぜ己おのれのために使おうとしない？　短い人生を、己の研けん磨まに使おうとしない？」

「自分のためだけに使う人生など、それこそ必要ない。人生うんぬんはともかく私をあのバカ教授といっしょにするな。そこだけは訂てい正せいしないと、そのピーナッツ頭をひっこ抜ぬくぜ」

「理解できないなー。ところでキミ、そろそろ口の利きき方に注意しろよ。ちょっと不ふ愉ゆ快かいだ。あ、いまピーナッツ頭って言ったの？　聞き捨てならないな、ボクの頭は振ふっても音はしない」

　白衣姿の二人の女性の間で、怒ど濤とうのように罵ば倒とうの台詞せりふが飛びかう。売り言葉に買い言葉で、剣花も頭に血が昇のぼりだしたようだ。後半は何の口論か分からなくなってきている。

「二人とも、落ち着いてや。いるる、とりあえず説明くらい聞いたほうがええで」

　小槙は手術台の人物と見つめ合ったまま、いるるをいさめた。

　鈴藤いるるという従姉妹いとことは、生まれた頃ころからのつきあいだ。彼女の性せい癖へき、何よりも自分の目の前で他人が傷つくことを嫌きらうという性格は、じゅうぶんに承知している。

　しかしなぜそこまで他人との繫がりにこだわるのか、いまだに理解できない。その点では、小槙はむしろ病葉剣花に近いのかもしれない。

　可能ならば、どんなに禁止されても実行する人間はいるだろう。

　そう、割り切ってしまう。

　しかし、いるるは割り切れない。

　そして小槙の同級生である少年も、割り切れない──いや、割り切るつもりなどこれっぽちもないようだった。

「鈴藤さんの言うとおりだ。説明を聞こうぜ。暴れるなら、それからだ」

　いるるから手を離はなし、春野祥が剣花を見た。彼の場合は、おとなしくしているほうがかえって物ぶつ騒そうに思えた。いざ病葉剣花に対たい抗こうすると決めたら、彼はそうするだろう。いるるより迅じん速そくに。そして確実に。

　年下の二人に制され、いるると剣花がやむなしといった様子で身を引いた。

「興奮して失礼しました。どうぞ、続けてください、ピーナッツ博士」

「ピーナッツはやめろってば。まあいいさ、態度の悪い学生の扱あつかいは慣れたもんだ」

　病葉剣花が、ガラス張りになった壁を叩たたいた。

「またキレて暴れる前に、補足しておいたほうがよさそうだね。確かに彼は被験体で、数えて四体目の素体だ。しかし実験に関しては、本人の了りよう承しようを得ている。それに被験体は皆みな、なにも人間として再起不能になったわけじゃない。適正がないと判断した時点で、それなりの補ほ償しようと地位を用意している。彼らは今も、平和な日々を過ごしているはずだよ」

「後こう遺い症しようは？」

　いるるが、すかさず質問した。剣花が肩かたをすくめる。

「少なくとも私生活に影えい響きようする範囲内では、ないかな」

「どうだか」

「むしろ、感謝してくれていると思うね。最初の被験体──約一年ほど前、この実験がはじまって一体目の被験体は、実験前と何一つ変わらない完全なる失敗作だった。しかし、その後の他の三体はそれぞれ良いい意味で反応は出ている。こんなことをわざわざ説明することになるとは思わなかったよ。──おい、スクリーン」

　制せい御ぎよ盤ばんの前に置かれたボードが点てん滅めつした。ただのホワイトボードだと思っていたが、実際は大きなディスプレイだったようだ。ボードには人間の脳の断層映像が浮うかんでおり、その周りに英語による文字が無数に浮かんでいる。

　剣花が胸むな元もとのポケットからスティックを取り出し、ボードをなぞる。脳の映像が三次元的に回転し、それにしたがって周囲の文字も変わった。

「さて、ようやく本題に入れる。ボクがここで扱っているのは〝脳内における信号交こう換かんに関する研究〟だ。傲ごう慢まん科で脳治ち療りようの研修も済んでいると聞いているし、脳のだいたいの構造は理解していると思うけれど、ついでだし説明しておこう。人間の脳、ここでは主に大脳を指すが、それは大きく前頭葉、頭頂葉、側頭葉、後頭葉に分かれ、またそれぞれにさらに働きによって分ぶん岐きしている」

　スティックが空を切ると、映像内の脳がアップになった。一部分の断面が映し出される。

「中でも注目すべきは前頭葉だ。前頭葉は五感を司つかさどるだけでなく、あらゆる情報、それも高次な処理を受けた情報が詰つまっている。また運動系の色々な脳部位、さらに海かい馬ば、扁へん桃とう核かくなどの大脳辺へん縁えん系けいとも結びついている。まあようするに感情と記き憶おく、情報処理、身体機能などが直結してるってことだ。ここを損傷した人間が知性と衝しよう動どうのバランスを崩くずしたり、大昔には野や蛮ばんな人間のそれを切除しておとなしくさせたなんていうエピソードもあるくらいだ。もっとも後者のロボトミー手術を受けた人間は、無感情になったり、逆にかえって時と場所をわきまえない乱暴者になったりしていたらしいけどね。おや、どこかで聞いた症しよう状じようだね。いるるくん、キミ、どっかで前頭葉をうっかりなくした覚えはない？」

「嫌いや味みはけっこう。どうぞ、先を」

「つれないなー。脳は、シナプスという神経細さい胞ぼうの接合部分で、伝達物質をやりとりすることで情報を扱う。変へん換かんしたり、保存したりね。いわゆる思考と記憶ってやつだ。しかし、中にはまったく働いていないシナプスもある。〝サイレントシナプス〟って呼ばれている怠なまけ者さ。いいかい、サイレントシナプスだよ。ここテストに出るからね。ボクはそれを覚かく醒せいさせたいと思った。そして研究を続けていくうちに、サイレントシナプスを目覚めさせるのに有効な方法を見いだした。それは、他ほかの部分の信号停止。常に働いている部分を故意に停止させることで行き場を失った電気情報が、使われていなかった部分──すなわち、サイレントシナプスへと供給される。これにより脳の未覚醒だった部分が目覚めるんだ」

　ボード上の映像が、別のものへと変わった。機能的核かく磁じ気き共鳴断層撮さつ影えいという脳の部分ごとの電気信号を映像化するための技術だ。

　いるるの表情が、見る間に険悪になっていた。

「脳の本来の機能を、造りかえる。すなわち──人体改造」

「正解。ボクはこの実験によって、これまでの人類とは異なる能力を持つ〝超ちよう人じん〟を生み出す」

　病葉剣花が、ニヤリと笑った。子供のように無む邪じや気きだったそれまでの顔つきから一変、狡こう猾かつで抜ぬけ目のない大人の笑えみだった。

「質問を受けつけよう」

「人じん為い的な信号停止による障害は？」

「なくはない、とだけ言っておくよ。程度は、自分の目で確かめるといい」

「……サイレントシナプスの覚醒によって得られた変化は？」

「身体機能の向上、五感の発達、計算能力の上じよう昇しよう、言語能力の上昇など、他にもあらゆる面で顕けん著ちよな結果が得られた。けれど、問題もある。能力の強化が、持続しないんだ。今のところの課題だね」

「なぜ、こんな実験がまかり通ってるんでしょう。いくらなんでも、倫りん理りを無視しすぎている。先ほどはこの国の規制が甘いと言っていたが、他国が放ほうっておくはずがない。国立大学で研究をしているからには、国ぐるみで隠いん蔽ぺいしているとしか思えませんね」

「そこらへんは、大人の事情ってやつさ。国もこの研究に期待している。そしてボクは、自分が研究できる場所と資金を提供してもらっている。なにしろつい最近まで、果須田裕杜の特許に研究予算がまわっていたからね。ボクもそれらの資金を取り返すのに躍やつ起きになってるわけ。外にいた衛兵たちを見た？　連中の戦せん闘とうシステムにも、ボクの研究が応用されている。代わりにボクは、もっと大がかりな研究所を手に入れる。新研究所もすでに建設中だ」

　いるるが、黙だまり込んだ。納なつ得とくした様子は微み塵じんもないが、ある種の覚かく悟ごを決めたようだ。剣花を睨にらんだまま口を閉とざす。

「ついでだ。キミらも聞きたいことがあったら、どうぞ」

　剣花が、小槙と祥を見た。

　ポケットに手を突つっ込んで話を聞いていた祥が、手術台に横たわる人物を見み据すえた。

「どうして、超人なんてものを造ろうと？」

「〝できるかもしれない〟、〝よし、それならばやってみよう〟。それが研究者の性さがってもんだよ。まあボク個人の動機としては、少々じれったく思っていた部分もあったしね。ようやく実行するだけの金と場所が見つかったってだけさ」

「じれったい？　なにが？」

「人類の進化ってヤツがね、どうも停てい滞たいしているように思えていた。むしろ衰すい退たいしているようにも、ね。たまに現れる先天的な〝次世代の可能性を持つ人間〟、つまり突然変異ミユータント──果須田裕杜あたりだって、すぐに消えてしまう。彼ですら、たった十七年間しか生きられなかった。これじゃあ、ダメだよ。ぜんぜんダメ。だからボクがここらでいっちょ人類をステップアップさせてやろうっていうわけだ」

「何様だよ、あんた」

　静かな、低い声で祥が言った。

「いち、挑ちよう戦せん者しや。ボクは人類の限界に挑戦する」

　ニヤリ、と病葉剣花が祥の敵意を一いつ笑しように付する。

「人類の進化……」

　ぽつり、と小槙は呟つぶやいた。

　剣花、いるる、祥が小槙を見た。

　──僕が勝利した場合、僕は世界を変える。

　小槙の幼なじみは、自らが生み出した〝ゲーム〟の中で、そう言っていた。自らを、そして小槙を、進化の可能性とも呼んだ。

　──でもな、誰だれが新人類になっても、ひとりぽっちじゃ寂さびしいわ。

　小槙は裕杜に対し、そう言った。

　超人の量産。それは、果須田裕杜もまた望んでいたことなのだろうか？

「超人を産む手段として、遺い伝でん子し治ち療りようもある。ＤＮＡレベルで人間を造りかえていくんだね。しかしそれだと変化が現れるまで何世代もかかる。そして、どんな変化が起きるかも未確定だ。そんなんじゃ、まどろっこしすぎる。──ああ、そういえば、さらに他の手段を考えたのがいたね。ボクに言わせれば、ナンセンスきわまりないけれどね。〝消えない人格〟によって人類を導こうとした夢見がちな一族」

「『永遠の人格』」

　小槙の口から、無意識に言葉がこぼれた。剣花が手を叩たたいて笑う。

「そう、灰火秋一族！　あはは！　人間以上の頭脳を持つプログラムド・パーソナリティ！　そんなもの、百年かけたって出来るわけないのにさぁ！　人間とコミュニケーションを可能とする疑似人格を造るのだって、まだ成功例なんてないのに！　せっかく果須田裕杜に負けない実力を持っていたってのに、そんな夢見てたらそりゃ島も海に沈しずむっての！」

「完成させかけてたで。あの一族は」

　無言で剣花に詰つめよろうとした祥を、小槙の一言が制した。

「二百年、かけて」

　灰火秋秋日子アキヒコ。灰火秋一族の前代当主だった、美しき研究者。彼女はあたかもそれが一族の呪のろいであるかのように、『永遠の人格』という名のコンピュータ・プログラムの開発に命を賭として散っていった。

　一族の悲願を詰めた小さな小箱は、秋日子の妹である灯に受け継つがれた。あの少女ならば、いずれ一族が求めたものを手に入れるだろう。彼女が見る結末を、灰火秋一族が見た夢の果てを、願わくば小槙も目にしたいと思う。

　あるいは──。

　あまりにも飛び抜ぬけていた異い端たん児じ、果須田裕杜。

　あまりにも純じゆん粋すいすぎた呪われし一族の当主、灰火秋秋日子。

　研究者という人種であるためには、彼らはもっと混こん沌とんとしていなければならなかったのかもしれない。目の前にいる野望溢あふれる研究者、病葉剣花のように。

「……ふん、興味ないねぇ」

　剣花が、鼻で笑いとばした。実際、自分の研究以外のことはまったく興味がないのだろう。

　小槙はガラスの向こうを見つめたまま、たずねた。

「実験でいくら能力が上がるいうても、副作用があるならプラスマイナスゼロちゃうん？」

「副作用など些さ細さいなものだよ。少なくとも、そう思わせるくらいにプラスのほうが大きい」

「プラスとマイナスは、どうやって決めるん？」

「データさ。数値が、決める。〝女じよ王おう蜂ばち〟システム、〝ミネルヴァの梟ふくろう〟、〝メドゥーサの盾たて〟──これはコードネームだけれど、被ひ験けん体たいから得られたそれらの成果は非常に大きい。知能だけ見ても、ボクが教えた日本語を簡単におぼえるくらいに向上したしね」

「なるほど。納なつ得とくや」

　具体的な数値がデータとして出ているのならば、疑うことは何もなかった。

「小槙……」

　いるるの悲しげな表情が、視界の端はしに映った。小槙は自分の従姉妹いとこがどうして、そのような顔をするのか分からない。

　祥はというと、じっと小槙の顔を見つめて何かを考えているようだった。

「ほら、はじまるよ。実験の成果を、その目で見てくださいな」

　となりの部屋に研究員が入った。手術台に横たわる人物に、様々な機器を取りつけていく。

　機能的磁気共鳴断層撮さつ影えいを撮とるための電極が、被験体の頭部に張りつけられた。腰こしの前で組み合わせられた両手に、テレビゲームのコントローラにも似たスティックを握にぎらせる。また包帯をかきわけて露あらわになった唇くちびるに、クリップ式の点てん滅めつするコードを装着する。

「どうしてあのような拘こう束そく衣いを着けているんです？　あれじゃまるで、獄ごく中ちゆうの凶きよう悪あく犯はんだ」

「脳に人じん為い的に電気信号を送ると、手足が痙けい攣れんする場合があるんだ。だからああやって、台に体をぶつけて怪け我がしないようにしてるのさ。拘束してるんじゃない、保護してるんだよ」

　研究員が去ると同時に、人物の眼前に立体映像が浮うかび上がった。パソコンのディスプレイほどの大きさの映像内にびっしりと、文字の羅ら列れつが現れた。

「準備オーケイ？　よし、スタートしてくださいな」

　剣花の指示によって、被験体の眼前で数字の波が高速で移り変わっていく。目で捉とらえることすら困難なほど、映像の変化は激しかった。包帯のかかっていない左側の眼球が、目まぐるしく動いているのが分かった。

「データを取るための、一種のゲームだ。コンマ一秒ごとに入れ替かわる映像内にある、一から十までの桁けた数すう、約百個の数字の暗算を行う。解答がプラスなら眼球を上へ、マイナスなら下、分数なら右、虚きよ数すうなら左といった感じにね」

　いるるがそばにあるボードを見て、唸うなった。

「……こいつは……」

　手術台の人物の、脳の動きだろう。機能している部分が赤く輝かがやくらしい映像の中で、急激に脳の一部分が真っ赤に染まっていた。

「おもに数学的計算を行う部分が、活発に働いているのが分かるよね？　彼の脳で処理される電子量、情報交こう換かん速度は常人の百倍を超こえる」

「……！」

「次は、反射速度の試験だ」

　手術台の上に浮かぶ映像が、切り替わった。いくつもの光点が激しく点滅しはじめる。人物の手の中で、スティックが軽かろやかに躍おどった。

「光っては消える光点の座標を、正確に捉える。今度はまた脳の別の部分が働いているだろ？」

　剣花の言うとおり、ボード上では先ほどとは異なる場所が真っ赤に輝いていた。

「空間把は握あく能力、そして反射速度は常人の十倍。今回はまた記録を塗ぬり替えそうだ」

　いるると祥が呆ぼう然ぜんと、手術台の人物を凝ぎよう視ししていた。目の前の現実は、二人の予想をはるかに超えていたようだ。いるるが小槙に顔を寄せ、ささやいた。

「小槙……あの手術台の彼と、同じことができるかい？」

「ムリやな。やってみたけど、半分くらいで計算も把握も追いつかんようになってもうた」

　小槙は、平然と答えた。

　被験体は小槙の見たかぎり、問題に全すべて解答していた。それはつまり、計算力と反射能力において彼のほうが小槙よりも上回っていることを意味する。

「超ウルトラ・飛躍ジヤンプしても？」

　いるるが、小声でたずねた。

　超飛躍。

　思考能力を飛躍させ、自らの能力を加速する能力。

　学術的には否定されているが、小槙はそう呼ばれる能力を持っている。また非常に稀まれではあるものの、超飛躍と思われる現象を操あやつる他ほかの人間もこの目で確かく認にんしていた。

　──君は、超飛躍の王だ。

　また果須田裕杜の顔が、小槙の脳のう裏りをよぎった。

　超飛躍は脳内の興奮物質の過か剰じよう分ぶん泌ぴつによって、一時的に個人能力を高めることを可能とする。

　得られる能力は個人ごとに異なるが、能力者に共通して現れるのが瞳ひとみの色の変化だ。視神経の異常な活発化によって血流速度が高まり、瞳の色が深しん紅くに染まるのである。

　同時に、能力の変化が一時的なものにすぎないという現象も、共通する。脳を強制的に活発化する興奮物質は、実は非常に強力な毒素でもある。超飛躍の使いすぎは、身を滅ほろぼすのだ。

「イヤや、そんなん。疲つかれるもん」

　超飛躍という能力も、もしかしたらサイレントシナプスとやらと関係があるのかもしれない。そんなことを考えた。

「ふむ。しかし通常のキミよりも上というだけで、信しん憑ぴよう性せいは出てきたわけだ。〝超人〟なんて眉まゆ唾つばだと思っていたが……くそっ、まいったな」

　苛いら立だたしそうに頭をかき、いるるが嘆たん息そくした。彼女は決して、目の前の問題から逃にげることをしない。誤植のせいで解答のないパズル雑誌と一カ月、寝しん食しよくをともにした前科もある。怒いかりにまかせて帰国する理由をなくしてしまったようだ。

　超人、つまり人間という種を超える存在──。

　超人が超人たる証明には、超飛躍を可能とする小槙たちよりも優すぐれていなければならない。

　それどころか、突とつ然ぜん変異である果須田裕杜すらも、超えなければならない。

　その可能性が今、小槙の眼前に存在していた。

「ふふん、やっぱりだ。全問正解。最短レコードを更こう新しんだ。お疲れ様、イオ」

　デスクから吐はき出されるデータ用紙に目を通し、剣花が満足げに頷うなずいた。ガラスの向こうでは、白衣の研究員が人物の拘束を解いている。

「さあ、挨あい拶さつしてくださいな、イオ。キミの新しい友達だよ」

　剣花がマイクに向かって言った。包帯を取り払はらった人物が、ゆっくりと立ち上がる。

「友達フレンド？」

　首をかしげる小槙と、ガラス一枚を挟はさんで長身の少年が向かいあった。

　金きん髪ぱつ、碧へき眼がんの白人である。年ねん齢れいは二十歳はたちには満たないはずだ。少年の穏おだやかな笑え顔がおに、なぜか果須田裕杜の影かげがよぎった。

　ふと、イオが手にしているものが気になった。拘こう束そく衣いの中で肌はだ身み離はなさず持っていたようだ。革かわ製せいの、古びた手帳である。

『こんにちは、皆みなさん。イオ・アンセルメです』

　流ちょうな日本語が、スピーカを通して聞こえた。一目で小槙たちを日本人と見み抜ぬいたのか、それともそれまでの会話が聞こえていたのか、はたまた日本語しか喋しやべることができないのかは分からない。

「彼のほうは、明日になったらキミらのことなんて忘れているだろうけどね。ま、些さ細さいなものだよ。実験の副作用としてはね」

　剣花がデータ用紙を放ほうり投げた。整理整せい頓とんという言葉とは無む縁えんのようだ。

　怪け訝げんな顔をする小槙たちに向かって、病葉剣花が平然と言ってのけた。

「彼の記き憶おく力は、一日しか保もたないんだ」

　ガラスの向こうで、イオが澄すんだ笑みを浮うかべた。







　──若い学生たちが行き交かう廊ろう下かから、橙だいだい色いろに染まるキャンパスが見えた。

「私はこの由々しき問題を、見過ごすことはできない」

　病葉研究室を出てからずっと黙だまっていたいるるが、強い口調で言いはなった。

　いるるだけでない。

　祥や小槙も、一言も喋らなかった。現実離ばなれした現実を、一度に見過ぎたせいだ。

　小槙たちが歩いているのは、キャンパスのはずれにある学がく寮りようだった。外見は古びた四階建ての建物だが、屋内は整然としている。生徒たちの宿舎として使われているだけでなく、ロの字に配置された建物の中庭はテニスコートになっている。また小さな教会や図書館なども備わっていると聞いている。

　小槙たち三人は今日も含ふくめて五日間、ここに寝ね泊とまりすることになっている。「悪あく魔まと呼ばれることはあるが、来訪一日目からコキ使うほど鬼き畜ちくじゃない。今日はゆっくり休んでくださいな」と病葉剣花に見送られた。

「正気の沙さ汰たとは思えないね。頭をいじくって超人を造り出すだって？　キミの言った通りさ、春野祥。いったい何様のつもりだよ！」

　いるるが廊下の壁かべに、拳こぶしをうちつけた。すれ違ちがった生徒が、びっくりして振ふり返る。

「そないに、悪いことなん？」

　小槙は歩きながら、首を傾かしげた。いるるが鬼おにのような形相で小槙を振り向いた。

「小槙！　おいおい、小槙！　これは、許されざることだよ。人間が人間を造りかえようってんだぜ！　これが怒らずにいられるかい？」

「どうして？　人間はもっとひどいことしとるやん。遺伝子組み換かえ技術で、豚ぶたとか牛とか、家か畜ちくを造りかえていくのと何がちゃうん？　動物が良くて、人間がダメなん？」

「小槙……」

　いるるが、また悲しげな顔で小槙を見た。小槙にはやはり、彼女がどうしてそのような顔をするのか理解できない。ただ、従姉妹いとこを悲しませたくないとは思う。

「あのね、小槙。人間はそう、エゴに満ちた種族だ。自然を破は壊かいし、人間以外の動物を良いいように造りかえる。こんなこと言ったら、合学科で神学を学ぶ資格はないと言われるだろうよ。しかし、私はあえて人間のそんな所業を受け入れる。それすら、弱肉強食の範はん囲い内だと思っている。でもね、生き物である以上、やっちゃいけないことがあるんだよ。それはね、〝造らず〟、〝変えず〟、〝守らざる〟。同族に関してそれをやっちゃお終しまいだと、私は思うんだよ。生物における禁忌タブーともいえる」

　足を止め、小槙の両りよう肩かたを従姉妹の腕うでが強く摑つかんだ。

「何をしようと、人間が生き物としてマシなレベルでいられるのは、それを破らないからだ。倫りん理りとか、神様とか、そんなものは関係ない。感情がそれを許さないからこそ、人間は人間という種にしがみついていられるんだ」

　小槙はじっと、いるるの瞳ひとみを見つめ返す。従姉妹の眼まな差ざしは、必死に小槙に向かって語りかけているように思えた。

「私は、あの手術台にいるのがもし小槙だったらと思うと……怒いかりと悲しみで、我を保っていられなかったよ。そんな感情さえなくしてしまったら、人間なんて滅ほろぶしか道がないだろう？」

　鈴藤いるるは、悪いことを心から悪いと言える。小槙にはそれが羨うらやましいし、彼女なら必ず良い教師になれると思っている。しかし──。

「わからへん」

　小槙には、いまだに従姉妹の感情に同調することができない。あの手術台にいたのは、小槙ではない。目の前にいる従姉妹でもない。

　いるるが唇くちびるを嚙かんだ。耐たえがたい痛みに耐えるように、顔を歪ゆがめる。だがすぐに自分自身を落ち着かせるように息を吐はき、歩き出した。

「どれだけ知識を学んでも、どれだけの言葉をおぼえようとも……まだ、足りない。分かっているんだ。キミに届く声を、言葉を、いつか私は必ず見つけ出してみせる」

　前を向いて歩くいるるは、毅き然ぜんとしていた。彼女の眼差しが見つめるのは、病葉剣花だろうか。それとも、まったく別の何かなのかもしれない。

「私は、私の戦い方を貫つらぬくのみだ。病葉剣花なんて、目じゃないぜ」

　白衣をはためかせて歩くいるるの横顔は、これまでに小槙が幾いく度どか目にしたもの。

　ただ一つの目的のために戦い続ける、挑ちよう戦せん者しやの顔だった。

　そして小槙は、となりにいるもう一人の挑戦者を見上げる。

「春野くんは、どう思っとるん？」

　研究室からここまで言葉一つ発さなかった同級生は、前を向いたまま目を合わせない。

「やっぱり、怒っとるん？」

「いや、俺は……被ひ験けん体たいってやつのほうが気になってた」

　春野祥が、ようやく小槙を見る。

「今より強くなるためなら、何かを失なくしてでも──」

「え？」

「冗じよう談だんだよ。なんでもない」

　ふっ、と祥が表情を緩ゆるませた。小槙の頭をぽんぽんと馴なれ馴れしく叩たたき、前を歩くいるるに向かってたずねる。

「おい、いるる。結局、俺のアルバイトって何なんだよ。言っとくけど、あんな研究の手伝いなんてないぜ。専門知識なんて持ってねーし」

「ん？　何を言う、立派に働いてくれたじゃないか。これで当分は自分を保っていられると思うから、キミは明日から観光でもしてきたらどうだい？」

　手をひらひらと振るいるる。祥がヘンな顔をした。

「は？」

「いや、キミを連れてきて正解だったよ。小槙じゃあ事態を理解できても、運動能力が絶無だからね。もし手て遅おくれになっていたら、破壊した研究機材の莫ばく大だいな請せい求きゆう費ひが届くところだった」

「お、おいおい……まさか、アレが？　自分が暴れるのを止めるために、俺を連れてきたってのか？」

「いるるは本気で怒ると、本気で暴れるねん。後先考えないで目に見えるものを手当たり次し第だいに、無茶苦茶にすんねん。あと普ふ段だんの生活でも、一人だと朝起きるどころか、着き替がえだってろくにちゃんとせえへん。せやからあたしが、身の回りの生活担当」

「言ったろ？　鈴藤一族は優ゆう秀しゆうな血統だが、人間としては……ってね。──私の担当教授は、とんでもない馬ば鹿か野や郎ろうでね、どうせろくでもない研究を見せられると予想していたんだ。だが、私はきっと自分で自分を抑おさえられない。小槙も、ね。うん、キミは実に良い働きを見せてくれたよ。もし何かヤバそうだと感じた時は呼ぶから、よろしく頼たのむよ」

　案内役の衛兵が、足を止めた。

　小槙といるるの部屋に、到とう着ちやくしたようだ。祥は別室である。

「朝食は、いっしょにとろうぜ。それじゃ、また明日」

「また明日」

　宇宙人でも見るかのような顔の祥に向かって、いるるが投げキッスを贈おくる。小槙も、なんとなく真似まねをしてみせた。

　二人に割り当てられたのは、いかにも学生寮りようといった感じの狭せまい部屋だった。

　床ゆかに敷しかれたカーペットと窓にかかったカーテンは薄うすっぺらく、天てん井じようには照明が一つしかない。入り口のそばに、トイレとバスルームがあるのみで、キッチンはない。リビングと寝しん室しつで分かれているはずもなく、小さな机と椅い子すの向こう側に、二段式のベッドがある。

　机の上には、一台のノートパソコンが置かれていた。電源ケーブルとは別のケーブルが延のびているところを見ると、有線でネット回線と接続されているのだろう。

「なんだよ、おい！　冷蔵庫の中身は、空かよ！　パソコンなんかよりも、ビールを用意するくらいの気き遣づかいしてくれよな。おっと、ベッドは上をもらうぜ。あとは一番風ぶ呂ろもだ。汗あせをかいたことだし、シャワーを浴びるとしよう」

「好きにしてや。あたしもいっしょに入らへんで、大だい丈じよう夫ぶ？　ちゃんと体を洗って、そのあと洗い流すんやで。バスタブでおぼれたらあかんで。滑すべって転んでも知らんし」

「おいおい、いくらなんでも私を買いかぶらないでくれよ。注意点は一度に三つまでしか守る自信はないぜ。悲鳴を上げたら助けにきてくれ」

　荷物を置くなり衣服を脱ぬぎ捨て、バスルームへ特とつ攻こうするいるる。小槙は黙もく々もくと彼女の衣類を拾い集めてきれいに畳たたむと、ベッドに座り込んだ。

「……」

　やはりというか、なんというべきか。

　傲ごう慢まん科がらみで、まともな旅になるはずもなかったわけだ。

　窓から見える中庭のテニスコートでは、夕暮れの中で生徒たちが遊んでいた。小槙はぼんやりと彼らのゲームを眺ながめる。

「なにやら、大変な研究に首を突つっ込むことになったみたいやなあ」

「うん、そうだねぇ。できれば関かかわりたくないけど、見過ごすことはできないよ。合学科の中じゃあ医学方面は苦手なほうだけど、そんなことを言ってる場合じゃないさ」

　バスルームが近いせいで、小槙の独り言は筒つつ抜ぬけのようだ。反はん響きようしてくぐもった従姉妹いとこの声が返ってくる。

「まあ、あたしにはこれっぽちも関係あらへんけどな」

　あくまで病葉剣花、ひいては人体改造という突とつ飛ぴな研究に関わるのはいるるだ。小槙の仕事は、この幾いく分ぶんだらしない従姉妹の生活面での面めん倒どうを見ることにすぎない。

　小槙と、超ちよう人じんを造り出すという研究。

　両者の接点はすでに断絶した。二度と関わり合うこともない。

「そうだね。あの研究に関しては、私の領分だ。キミにそこまで助力は求めないさ」

「明日から、なにしようかなあ」

「春野祥といっしょに、観光でもしてこいよ。せっかくの海外なんだし。──とはいっても、幼い頃ころから父に連れられて世界を渡わたり歩いたキミにとっては、新しん鮮せんとまではいかないかもしれないけどね。気分転てん換かんしてこいよ」

「観光してもええけど、春野くんといっしょは嫌いやや。きっとまたいじめられるし」

「なに言ってるんだい。仲良さそうじゃないか。さっきのようにキミの頭を撫なでられるヤツが、私以外に実在したなんてちょっとショックなくらいさ。やっぱり友達だったんじゃないか」

　しっかり見られていたようだ。小槙は腰こしを浮うかし、椅子に座る。パソコンをいじくり回し、電源を入れる。なんとなく手持ちぶさただったための無意識の行動だった。

「友達ちゃうわ。春野くんは嫌きらいや、意地悪やねんもん」

「それなら、ここで新しい友達でも作ったらどうだい？　少なくともキミが通う普ふ通つう高校なんかよりは、会話のレベルが合うんじゃないか？」

「友達なぁ」

　小槙は起動したパソコンを、適当に操作する。表示される基本言語は英語だったが、ＯＳが日本でも流通しているタイプであるため操作は容易だった。マウスを動かし、デスクトップ上のアイコンをクリックする。

　友達。

　小槙はこれまで、友達と呼べるような相手がいたことがほとんどない。潮天市に移住する前、西に住んでいた頃に時間を共有していたミキという同級生はいた。しかし彼女が自ら「小槙は自分の友達だ」と言ってくれるため、かろうじて友人と呼べるのである。

　あとは、果須田裕杜。そしてその姉、明葉。

　彼らに関しては、友達というよりも、むしろいるるに近い存在だったように思える。小槙を理解してくれる存在。小槙を許容してくれる存在──それをどう呼ぶのか、小槙は分からない。

「そこらへんに落ちてへんかなあ、友達」

「おいおい……」

　いるるの呆あきれたため息を聞きつつ、マウスを操作する。大学内の共用ネットワークに接続されているようだ。ブラウザが開き、アウルス大学を紹しよう介かいするページが現れた。

　小槙は大学の施し設せつ案内を発見し、細部を拡大させていく。校舎と学がく寮りよう、礼拝堂や運動場などに加え、水処理施設まで備わっているようだ。水力発電や浄じよう化かシステムの研究にも使われているらしく、処理場はアウルスシティと下水道で繫つながっていると記されていた。構内で迷わないよう、小槙は施設の配置を記き憶おくしておく。

　さらにページを切り替かえると、急に音楽が鳴り響ひびいた。

　学生が自作したホームページを紹介しているらしい。画面が急に派手なデザインへと変わる。

「なんや、やかましい音楽やなあ」

　リンクをたどり、いくつかのサイトを見て回る。フェスティバルだろうか、花火を打ち上げる学生の写真や、機械科らしき学生の作品群などが次々と映し出されていく。

　ふと、小槙は手をとめた。

　適当にいじっているうちに、奇き妙みようなページにたどり着いた。数字と英語で埋うめ尽つくされた、真っ赤なページだ。説明も何も一いつ切さいなく、文字を入力するための小さな長方形だけがぽっかりと浮かんでいる。

「なんやろ、これ。暗号やろか？」

「暗号だと！」

　バタンッ、と音をたててバスルームが開いた。滴しずくでカーペットが濡ぬれるのも構わず、従姉妹がこちらへと向かってくる。

「体くらい拭ふいてや、いるる」

「目の前に暗号があるってのに、体を拭けだと？　気は確かかよ、小槙！」

　比ひ喩ゆではなく、いるるが目の色を変えていた。濡れた手でディスプレイをひっつかむ。

　どうやら小槙の一言が、パズルマニアたる従姉妹を暴走させてしまったようだ。小槙は仕方なく、バスタオルで彼女の体を拭いてやる。

「うん、確かにこれは、ただの文字化けじゃないね。どことなく法則性を感じる。キミはどう見た、小槙？」

　衣服を自分で着るつもりは、毛頭ないらしい。小槙は応急処置として、上着かけから白衣をとって従姉妹にかけてやる。

「学生の意味のないイタズラちゃう？」

「おいおい、暗号とパズルに意味なんて求めるなよ。そんなことを聞いてるんじゃないさ」

「〝エリュシオン〟」

「……なんだって？」

「せやから、〝Ｅｌｙｓｉｕｍエリユシオン〟。不規則に多用しとるアルファベットの繰くり返しを抜ぬき出して、別の文字に置き換かえとるんや。置き換えた文字は簡単や。繰り返しが使われた部分の下の行で同列の英字をアナグラムしただけや。ホメロス、西の果て、至福者とかいった意味あいの言葉が出てくるわ」

「ギリシャ神話か！　詩人ホメロスによる叙じよ事じ詩しの中で、西の果てにあるという至福者の楽園……アヴァロンやエデンと同義とされる英えい雄ゆうたちの安息の地、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟」

　いるるが、震ふるえる指先でキーボードを叩たたいた。入力部分にその単語を打ち込むと、ページが移り変わった。正解だったようだ。

「キミはなんてひどいヤツなんだ……解答なんかを聞いたわけでもないよ……」

　脱だつ力りよくしたように、椅い子すに腰こしを落とす従姉妹いとこ。机の上に突つっ伏ぷし、肩かたを震わせる。

「どうやら置ち換かん式しきとストリップを織り混ぜた暗号だったんだね……ああ、自分で解いたらさぞ楽しかったろうなぁ……優ゆう秀しゆうな従姉妹を持って、私は世界一の幸せモノだ……でも、知ってるかい？　昔、まだ読んでない推理小説の犯人をバラした友人を、絞しめ殺したミステリマニアがいたらしいぜ……」

「ごめんな、いるる。でもまだ続きがあるかもしれへんで」

　濡れた髪かみを拭いてやりながら、小槙は画面を見た。




　Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｅｌｙｓｉｕｍ！




　大きなタイトルの下に、入力欄らんが二つあった。自らの名前、いわゆるネット上で自分を示すハンドルネームとパスワードを決めるよう書かれている。

　本気で悔くやし泣きをしている従姉妹に代わり、小槙はキーボードを叩いた。

　ネームの欄には、〝Ｋｏｍａｋｉ〟。パスワードには〝Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ〟と入力する。

　画面が、変わった。




（message　in：Ｋｏｍａｋｉ）

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉お？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ややや、何ヤツ！　ええい、名を名乗れー！　って、アホかー！　すでにハンドルネームが表示されとるやんけー！

　Ａｔｈｅｎａ 〉あの暗号を解いたのですね

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉新しい友達だね！　ふつつか者ですがよろしくお願いします！

　Ａｔｈｅｎａ 〉友達になっていただけますか？




　それは、チャット画面だった。一定間かん隔かくで更こう新しんされ、複数の人間が書き込んだメッセージが羅ら列れつしていく、電子上の会話である。表記されているメッセージは日本語である。

　Ｐｅｒｓｅｕｓ、Ｐａｎｄｏｒａ、Ａｔｈｅｎａ。どれもギリシャ神話に登場する名前である。また他ほかにもチャットにログインしているメンバの名前の中に、Ａｘｘｏｎというハンドルネームがあった。これは、エーオンと読むのだろうか？

「友達やて」

　小槙は画面を指さした。

　顔だけを持ち上げて画面を見た従姉妹が、片方の眉まゆを持ち上げた。面おも白しろそうに笑えみを浮うかべ、小槙を見返す。

「まさか、本当にそこらへんに落ちてるとはね。おめでとう」

　小槙は不思議な思いで、再び画面に向き直った。







　３　春野祥　その一




　自室に荷物を置くとすぐに、春野祥は部屋を出た。

　学がく寮りようの中を歩き回り、各所を訪おとずれる。

　食堂はカフェのようになっており、学生たちが談だん笑しようしながら夕食をとっていた。自分も夕飯にしようかと考えたが、もう少し後にすることにする。

　次にやってきた図書館は、狭せまかった。もっと本格的な場所が学内のどこかにあるのだろう。祥が通う高校の図書室と広さ自体はそれほど変わらない。机に向かって本を開いている生徒が数人いるだけだ。

　さらに通りがかったついでに教会をのぞいてみる。こちらは静まりかえった屋内で、掃そう除じ係らしき人物がテーブルを拭ふいているだけだった。

　一通り学寮の探検を終えると、外は真っ暗になっていた。

　廊ろう下かを歩き、建物の外を目指す。すれ違ちがう生徒たちは白人が多く、会話を聞いていると英語がよく使われていた。ごくたまに、イタリア語やフランス語らしき声も耳に入る。

　外に出ると、風が心地ここちよかった。乾かん季きに入っているウォリスランドのそよ風が、祥のタイを揺ゆらした。

　自分が出てきた建物を振ふり返ると、窓から明かりがこぼれていた。

　あの中に、鈴藤小槙たちがいる部屋もある。

「なんか、ヘンな感じだな。こんなに静かな場所で、鈴藤さんといっしょにいるなんて」

　同級生であるところの鈴藤小槙とは、最近になって急に距きよ離りが近づきつつある。果須田裕杜の〝ゲーム〟で偶ぐう然ぜんにパートナーになってから、灰火秋島でも同じ事件に巻き込まれた。

　祥は自ら、それらの危険に身を投じているからいい。

　しかし鈴藤小槙は違う。

　偶然に巻き込まれたにもかかわらず、祥の横を追い抜ぬき、次々と天才たちを打ち破っていく。

　果須田裕杜や、灰火秋秋日子。彼らと対たい峙じしたのは、彼らに挑ちよう戦せんしようとした祥ではない。

　あのとぼけた顔の同級生、鈴藤小槙だ。

　夏休みが終われば、祥と小槙は元の学校生活に戻もどる。祥は他の同級生たちと語り合い、小槙は一人で窓の外を眺ながめているのだ。それはいつも通り、元通りの互たがいの生活。

　そうなったら、小槙は決して祥に近づこうとしないだろう。

　なぜなら、彼女の視界には祥など映っていないのだから──。

「果須田裕杜、灰火秋秋日子……ヤツらと戦うために手を尽つくしてたのが、バカみたいだぜ」

　建物を見上げながら、祥は皮肉を込こめて笑う。

「どこよりも近い場所にいる同級生の目に映るだけで、精せい一いつ杯ぱいなんだからな」

　拳こぶしを握にぎりしめる。焦あせりにも似た感情に支配されているのが、自分でもよく分かった。

　少しでも立ち止まれば、鈴藤小槙という少女の背中すら見えなくなってしまう。

　──他人の評価に揺らぐほど、キミ自身の才能は脆もろいものじゃないぜ。

　鈴藤いるるの言葉も、ただの慰なぐさめに聞こえた。

　今よりも強く、賢かしこくなるためなら、自分はなんでもするだろう。

　そう、人体改造という許されざる実験に、思わず心を奪うばわれてしまいそうになるほどに……。

「終ぉーわりーの歌ーをぅーうたーおうー」

　思いに耽ふけっていた祥は、突とつ然ぜんの歌声でハッと我に返った。

「美しきぃー輝かがやぁーけるぅー刻ときをぅー胸にぃーしーまいー」

「……」

　ひどい。

　あまりにひどい歌声だった。音程も節もあったものではない。しかし気になったのは、その歌が日本語によるものだということだ。

　声の主は、すぐに見つかった。

　広場の中央、大きな樹きの根本に置かれたベンチに小さな肩かたが見えた。祥のいるところからでは顔までは見えないが、後ろ姿からすると女の子のようだ。

　祥が学寮から出た時には、ベンチは無人だったはずだ。砂利じやりが敷しき詰つめられた通路を通らないとたどり着けないはずだが、足音が聞こえたおぼえもない。

「ありゃ、新しい友達が来ちゃった！　ええい、名を名乗れ！　って、アホかー！」

　携けい帯たい式しきのゲームでもしているのか、それとも携帯電話で誰だれかと話しているのか、小こ柄がらな影かげは激しく体を揺さぶっている。

　奇き妙みような言動につられ、祥はベンチへと近づいていく。

「ふつつか者ですが、よろしくお願いします！」

　樹の根本にいき、ベンチの真後ろにまわり込む。すると少女が何をしているのかが判明した。携帯電話を両手でつかんで必死に操作しているようだ。メールをしているようにも見える。だが急に、ディスプレイが真っ暗になった。

「うわー！　なんだよこりゃー！　挨あい拶さつもそこそこにトラブル発生！　誰か１１０番してください！」

「……ずいぶんうるさい独り言だな」

　思わず、祥は呟つぶやいた。

　少女が弾はじかれたようにベンチから飛び上がった。

「むむ、ワタシの背後をとるとは何ヤツ！　名を名乗れ！　できれば日本語でお願いします！」

　そう言って祥に向かって、見るからにテキトーな構えを見せる女の子。予想外のリアクションに、祥のほうが驚おどろいてしまう。

「あ、いや、俺はべつに──」

「ワタシの背後に立つと血を見るぜ！　ビックリして転んだワタシが足を擦すり剝むきます！」

「お前がかよ」

「それから、えーと、えーと……とにかく恐おそろしいことが起こるよ！　もンのすごいパニック状態になるんだから！　そう、まさに今のワタシがそれです！」

　鎖さ骨こつまで髪かみを伸のばした、若い少女だ。キャミソールからのぞく手足は、猫ねこ科の動物のようにしなやかで長い。背せ丈たけは鈴藤小槙より少し高いくらいだろう。縁ふちの一部が〝ｆｉｎａｌｅ！〟というロゴの形に変形したメガネが、鼻からずり落ちている。

　祥と同世代くらいだろう、およそ大学生のようには見えなかった。しかし二十八歳には見えない病葉剣花という前例がある。眼前の少女も意外と大人なのかもしれない。

「驚かせるつもりはなかったんだけどな。っていうか、驚きすぎだろ、いくらなんでも。俺が殺さつ人じん鬼きにでも見えるのか？」

　祥が一歩、近づいた。すると少女がさらに困こん惑わくした顔で、後ろに退さがった。身構えた体が、かすかに震ふるえているのが分かった。

「えええ、エマージェンシー！　エマージェンシー！　予期しない事態発生！　皆みなの者、落ち着け！　しっかり落ち着いたらワタシを落ち着かせてください！」

「……」

　どうやら、通常の会話が成立しないタイプの人間らしい。一いつ般ぱん的な生活を送っている者なら、その場で迷わず彼女とのコミュニケーションを諦あきらめるに違ちがいない。

「なんなんだ、俺は……宇宙人を呼び寄せる体質なのか？」

　しかし祥は、この手の人間には慣れていた。鈴藤小槙を筆頭に、知人の詩し音ね間まチカ、そして酔よっぱらった時の鈴藤いるるなど、まともではない人間とのつきあいは後を絶たない。

　嘆たん息そくし、祥は少女に向かって手を伸ばした。

「ほら」

「ななな、なに？　カツアゲ？　お金持ってないので、部屋に取りに戻もどっていいですか！」

「違う。それだよ、それ」

　少女の手から、問答無用で携帯電話をひったくる。「ああ、誘ゆう拐かい犯！　身みの代しろ金きんはいくらですか？」と騒さわぐ少女を無視し、勝手に携帯電話をいじくり回す。見たこともない機種だが、大体の構造はすぐに分かった。

「どっか壊こわれたわけじゃねーよ。ただの電池切れだな、こりゃ」

　言い、少女に携帯電話を返した。

「……」

　少女が目を丸くして、祥の顔を見つめ返した。つい今しがたの騒ぎっぷりが噓うそのように、心から驚いた様子で硬こう直ちよくしている。

「部屋に戻ってやれよ。そんな暗いところで画面見てると、目を悪くするぞ。じゃあな」

　言い残して去ろうとした祥だったが、後ろからシャツを引っ張られて足をとめる。

「……なんだよ？」

　振ふり向くと、少女が祥の服をつかんでうつむいていた。

「で、電池切れなんて……自分で分かってたし。そんなことで助けられたなんて思われると、いい迷めい惑わくなんだよね。ありがとうございます、助かりました」

「べつに助けたなんて思ってねーよ。どういたしまして」

　合わせて答えてみせると、少女が表情を輝かがやかせた。

　──余計なことをしたかもしれない、と今さらながら後こう悔かいする。

「そ、そこにちょうどいい感じのベンチがあるんだけど！」

　なにがどうちょうどいいのか知らないが、少女が自分が座っていたベンチを指さした。

　座れ、と言っているのだろうか？

「座ってみたいなーとか思わない！」

「……」

「ほ、ほらほら！　座り心地なんて最高だよ！　この硬かたくて冷たいクッション性がそそるよね！　って、アホかー！　クッションなんかついてないよ！　ごめんなさい噓つきました！」

　ついに自らが座り込んで目を潤うるませだした。祥は仕方なく、彼女のとなりに腰こしを下ろす。

「いや、だから……落ち着けよ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ご、ごめんね！」

　祥が座ったので、ひとまず安心したようだ。少女が祥の視線から逃にげるように、自分の膝ひざを見つめる。

「ワタシ、人と向かい合って話すのがニガテで……なにせピュアでイノセントなアレでして、興奮すると自分でもワケが分からなくなって普ふ通つうに喋しやべれないんだよね。初対面の相手は大たい抵てい、なぜか相手が逃げちゃうし。この前、街でナンパされた時も話して五秒で逃げられました！」

　話しているうちにまた興奮してきたのか、少女が拳こぶしを握にぎって力説する。

　そりゃそうだ、と祥は納なつ得とくした。可愛かわいい顔をしているため、ナンパくらいはされるだろう。そして先ほどの反応を見る限り──相手は、すぐに逃げ出したくもなるだろう。

「対人恐きよう怖ふ症しようってやつか」

「何を隠かくそう、初対面の人とリアルでこんなに話したのははじめてだよ！　ただいま記録更こう新しん中です！」

　少女が勢いよく、祥の鼻先にヴイサインをつきつけてくる。

「人に指先を向けるな」

「ぎゃあ、折れるぅ！　衛生兵の出動を要よう請せいします！」

　祥が逆関節に折り曲げた指をおさえ、うずくまる少女。肩かたを震わせながら、涙なみだを浮うかべた瞳ひとみで祥を見上げてくる。

「キミは──」
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　少女が、おずおずと言った。

「ワタシと……普通に話してくれるんだね」

　怯おびえと期待の両方を、押し殺したような顔だった。意識的にそうしているのか、それとも今までの経験から無意識にそうしているのかは分からない。

　だが祥の目には、後者のように映った。祥は望まずに孤こ独どくを強しいられている人間を、何人も知っている。

「普通に話せない理由なんて、ないだろ」

　笑い飛ばす。──つい最近、同じ台詞せりふをどこかで言ったような気がしたが、思い出せない。

「……うん」

　こくり、と少女が頷うなずいた。姿勢を正し、祥に向かって頭を下げる。

「ワタシは森もり野のイズミといいます。はじめまして」

「春野祥」

　つられて祥も自己紹しよう介かいをした。イズミが顔を輝かせ、祥の腕うでをつかんでくる。

「ねぇねぇ、サッチー！」

「いきなりサッチー呼ばわりかよ、コラ」

「サッチーはさ！　ここの生徒なの？　それにしては、見かけない顔のような気がするんだけど！　ちなみにワタシは医学部看護学科二年生です！」

　話し相手ができたのが、よほど嬉うれしかったのだろう。キスを迫せまりそうな勢いだ。祥は彼女の額を押して遠ざけながら、眉まゆをひそめた。

「二年生って……お前、何歳なんだよ？　とても大学生には見えないぞ。お前も老化抑よく制せいの薬とやらを飲んでるのか？」

「そうそう一日三回、食後に必ず飲んでるよ、ってアホかー！　そんな薬あるわけないじゃん！　ワタシは十六歳だよ！　勉強は苦手だけど、ちょっとした事情で飛び級入学です！　特に語学はダメ、日本語しか喋れません！　しかも、ずっと日本に帰ってないから敬語とかの使い方が間ま違ちがってるような気がします！」

「日本語しか喋れないって……そりゃ、マズいんじゃないのか？　授業とかどうするんだよ」

「うん、だから成績は急下降中だね！　あ、もともと低かったから低空飛行か。地面ギリギリ、墜つい落らく間近って感じです！」

　入学試験は、日本語訳されていたのだろうか。成績が悪いくせに飛び級で入学できたというのは、どういう理由なのだろう？

「看護科って聞いて、ワタシの看護服姿を想像した？　したよね？　思春期全開のサッチーは、もうドキドキです！」

「想像してねえ。──俺は今日この国に到とう着ちやくしたばかりなんだ。見かけない顔で当然さ」

　首を傾かしげるイズミに、祥はアウルス大学にやってきた事情を話した。

　同級生の従姉妹いとこが、病葉研究室に手伝いとして派は遣けんされたこと。自分は、彼女の〝保護者〟として同どう伴はんしたこと。ただし病葉研究室の研究内容については、口止めされているので詳くわしくは話さなかった。

「病葉研の……」

　話を聞き終えると、イズミがぽつりと呟つぶやいた。

「そっか。外部の人間に手伝わせるくらい必死になってるってことは、いよいよあの研究も大おお詰づめなんだね。四体目の被ひ験けん体たいが、良い結果を出してるんだ」

　イズミが祥の腕から手を離はなした。祥は眉まゆ根ねを寄せる。

「〝あの研究〟……？　おい、どうしてそんなこと知ってるんだ？　ピーナッツ頭は、研究は国家機密になってるって言ってたぞ」

　イズミが、くすりと笑った。ベンチから立ち上がり、声のトーンを上げる。

「ねぇねぇ、サッチー！　明日のご予定はありますか？」

　広場には、通路沿いにしか電灯が配置されていない。ベンチにいる二人を照らしているのは、建物から届く明かりだけだ。佇たたずむ少女の笑え顔がおは、影かげになって半分しか見えない。

「明日？　いるるは、観光でもしてこいとか言ってたっけ」

「それならワタシが、アウルスを案内してあげるよ！　シティの名所から美味おいしいパスタの店まで、どこへでも連れてってあげるよ！　興味があるなら病葉剣花博士に関かかわる場所、新設中の新研究所や衛兵の本ほん拠きよ地ちにもご招待です！」

　イズミの顔から、笑みが消えた。影になって片かた眼めしか見えない瞳ひとみが、祥を見つめる。

「知ってて、当然だよ。病葉剣花の研究で最初に選ばれた被験体。何ひとつ成果が出なかった失敗作フオア・ナツシング。──それが、ワタシなんだから」







　４　鈴藤小槙　その三




　早朝の食堂は空すいていた。席の半分ほどしか埋うまっていない。

　小槙の従姉妹、鈴藤いるるが（虫の息で）言うには、この時間帯に朝食をとるのは一時間目から講義をとっている生徒だけなのだろうとのことだった。

「ほら、ちゃんと口開けてや。目も開けへんとあかんて。あー、こぼれてもた」

　朝食はバイキング形式になっていた。サラダやボイルドエッグなどが、食堂の中央に置かれたワゴンに盛られている。

　小槙は麦のパンにサラダとチーズをはさんでサンドウィッチにし、まぶたを開こうとしない従姉妹の口に詰つめ込んだ。交こう互ごにスープを飲ませようと試みるが失敗した。

「酒をくれ……ワインを……」

　寝ね言ごとのように呟くいるるの髪かみは、まだ梳すいてもいない。ここに連れてくるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。小槙は従姉妹の頰ほおをペチペチと叩たたく。

「なに言うてんねん。ほら、ちゃんと目ー覚まし。初日から遅ち刻こくするで」

「ホントに自己管理能力ゼロなんだな。よくその歳としまで生きてこられたな……」

　フォークでハムを刺さしながら、向かいの席に座った祥が言う。着ている服は、やはり潮天市で通っている高校の制服である。シャツの着き替がえだけは持ってきていたようだ。

　一方、いるるはＴシャツにジーンズ、そしていつもの白衣。小槙は黒のＴシャツとベージュのスカートの上に、左ひだり肩かただけを覆おおうカーディガンという服装である。

　寝ねたまま口だけを動かしている状態のいるるに、祥がたずねた。

「俺はホントに、いっしょについていかなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？　また昨日みたいなことがあったら、どうするんだよ。おいってば、いるる」

「……いっそ、殺してくれ……」

「そんなことは聞いてねえよ」

「大丈夫や思うで。本人はどんな時に自分が抑おさえられなくなりそうか、だいたいの予感があるみたいやから。昨日の顔合わせで、状じよう況きようも理解できたと思うし。むしろ甘やかしたら、あかんねん。良いリハビリや」

「リハビリって……鈴藤さんがマトモなこと言ってるのも、なんか妙みような感じだよな」

「失礼やなあ。あたしはいつもマトモやん」

　日本とウォリスランドの時差は、約八時間である。小槙は体内時計の調整に慣れているし、それは祥も同じようだ。しかしただでさえ朝に弱い従姉妹にとっては、致ち命めい的らしい。

「それじゃあ、お言葉に甘えて観光してくるとすっかな。昨夜、ここの生徒と知り合ってさ、街を案内してくれるって言ってんだ」

「ここの生徒と？　春野くん、日本語以外も喋しやべれるん？」

「英語ならな。でもそいつは日本人だよ。森野イズミっていう、俺とタメの女。飛び級で入学したらしいぜ。──そうだ、俺も驚おどろいたんだけど、そいつが」

「……女の子なんや。春野くんはいつでもどこでも、ナンパばかりしとるなあ」

「おい、コラ。いま、小声で聞き捨てならないセリフ吐はかなかったか？」

　小槙の頰に向かって伸のばした祥の腕うでを、横から伸びた手がつかんだ。

　いるるだ。

　小槙を救ってくれたものと思いきや、様子がおかしい。つい今まで生死の狭はざ間まを彷徨さまよっていたような顔つきが一変、鋭するどい目つきで祥を睨にらんでいた。

「いま、なんと言った？　春野祥」

「聞き捨てならないセリフを──」

「キミの女おんな癖ぐせについては今後、ゆっくり話し合おう。違ちがう。キミがナンパした相手の名前だ」

「ナンパじゃねーって。……森野イズミか？」

　きょとんとした顔で、祥が答えた。するといるるは片方の眉まゆを持ち上げ、腕を離した。大きなため息とともに、スープへと手を伸ばす。

「森野イズミ……ああ、ありふれた名前だね、よかった。そりゃ、そうだ。ウォリスランドがいくら混こん沌とんの街とはいえ、まさか、ね。しかし心臓に悪いな、目が覚めたよ」

「なんのことだ？」

「聞き間違いだよ、忘れてくれ。確かに眠ねむ気けをとばさないといけないな……あんなタチの悪い犯罪者と聞き間違えるなんて。犯罪学なんて学ぶものじゃないぜ」

　スープを口に運びながら、いるるが口の中で呟つぶやく。口調は笑い飛ばしているが、目元は笑っていない。それ以上は話すつもりがない、というより、話したくもないといった様子だった。

「それと……なに？　春野くん、なにか言いかけてたやろ」

　小槙がたずねると、怪け訝げんな顔をしていた祥がこちらへと向き直った。

「ああ。……いや。なんでもない」

　少し考える様子を見せ、祥が首を振ふった。

「というわけで今日は、そいつと観光してくるぜ。鈴藤さんも来るだろ？」

　今度は、小槙が考える番だった。

　観光も悪くはないが、今の小槙にはそれよりも大切な用事があった。

「やめとくわ」

　不思議そうな顔をする祥に向かって、言う。

「あたしも、新しくできた友達と約束があんねん」

　カラン、と音を立てて、祥の手からフォークが落ちた。







　いるるを研究室に送り届けた帰り道。

　陽ひの当たるキャンパスを、小槙は学がく寮りように向かって歩いていた。

　──あっはっは。なんだ、鈴藤さんこそ目が覚めてなかったんだな。鈴藤さんに友達ができるなんて、夢みたいなことがあるわけないだろ。おはよう、もう朝だぜ？

　小槙が誘さそいを断ると、祥はそう言って小槙の頰ほおを何度か叩たたいた。思い出し、小槙は憤ふん慨がいする。

「ホンマに失礼やで、春野くんは。あたしかて友達くらい作るっちゅうねん」

　無表情に呟きながら、芝生しばふを区切る石いし畳だたみを渡わたっていく。

　アウルスシティは、今日も快晴だ。

　穏おだやかな風が、生徒たちの行き交かう広場を吹ふき抜ぬけた。小槙は髪をおさえ、空を仰あおぐ。横を自転車に乗った学生が通り過ぎていった。

　学舎としての厳格さと、知を修める者を受け入れる暖かさが入り混じる不思議な空気。社会と切り離はなされ、時間が停てい滞たいしたような静かな空間。

　そんな特とく殊しゆな場所を象しよう徴ちようする人物を、広場の中央に見つけた。

　芝生の中央。植えられた樹に寄りかかるようにして座り、手帳を開いている少年がいた。

　短く刈かった髪、穏おん和わな顔つき。まっすぐに手の中の手帳を見つめる眼まな差ざしは、オーシャンブルーに輝かがやいている。Ｔシャツにジーンズというラフな服装をしているが、こめかみにガーゼをつけているのが気になった。おそらく、病葉剣花による実験の痕あとだろう。

　イオ・アンセルメだ。

　病葉研究室の四体目の被ひ験けん体たいにして、〝超ちよう人じん〟の可能性を秘ひめた素体。

「……」

　小槙はぼんやりと、イオの横顔を見つめた。穏やかで、しかし強い力を秘めた少年の瞳ひとみに、今は亡なき幼なじみの影かげがよぎった。彼はどことなく果須田裕杜と似ている。

　無意識に、体が動いていた。通路を逸それ、芝生に足を踏ふみ入れる。

「こんにちは。なにしとるん？」

　声をかける。

　イオが、顔を上げた。太陽を背にした小槙を見上げ、まぶしそうに目を細める。

　しばし考えた様子を見せたが、すぐに表情を緩ゆるませる。

「はじめまして、マイフレンド」

「……」

　はじめまして。

　小槙は昨日、病葉剣花の実験室にてガラス越ごしに彼と面会している。

　──彼のほうは、明日になったらキミらのことなんて忘れているだろうけどね。

　病葉剣花の言っていた台詞せりふを思い出す。

　──彼の記き憶おく力は、一日しか保もたないんだ。

　混沌の研究者の言葉を信じるならば、彼は小槙のことを忘れているのだろうか。

　しかし、それならば……。

「はじめまして、なのに〝マイフレンド〟なん？」

「そうだよ。だって僕は、〝新しい友達〟としか紹しよう介かいされてないらしいしね。病葉博士の研究の手伝いに派は遣けんされてきた三人の日本人……その中の、一人だと思ったんだけど？」

　まるで人づてに聞いたような言い方をする。しかし、その割にはよどみない、確信に満ちた口調だった。

「鈴藤小槙や」

「僕はイオ・アンセルメ。──こちらの名前は、昨日も紹介したみたいだけどね」

　言い、おかしそうに肩かたを揺ゆすらせて笑う。重なっていた果須田裕杜の影が、消えた。裕杜は声を出して笑わない。

「はは、コマキ、か。へえ、そっか。こいつは日記に書いておかないと」

「あたしの名前、そないに珍めずらしい？」

「いや、そうじゃないんだ。気を悪くしたらゴメンね。──どうぞ？」

　イオが自らのとなりの芝生に手をやる。

　促うながされるまま、小槙は彼のとなりに座った。足を折り、自分の膝ひざを抱だく。

「実験室に居なくても、ええの？　イオがいないと実験にならないんちゃう？　それとも抜け出してきたん？」

「あはは、僕はそんな悪い被験体じゃないみたいだよ。実験の内容が内容なだけに、立て続けに施せ術じゆつはしない。今まででいちばん早かった間かん隔かくでも、三日おきくらいだったらしいしね」

　まただ。優やさしげな笑えみを浮うかべたまま、彼は自分のことを他人ひと事ごとのように話す。

「〝みたい〟、〝らしい〟──そんなんばかりやね。ホンマに、昨日までの記憶がないん？」

「うん。そうだよ」

　小槙の質問に、イオが微び笑しようとともに頷うなずいた。あまりにも簡単、あまりにも平然とした態度だった。小槙もまた、「そうなんや」と無表情に頷く。

「正確に言うと、十二歳からの五年間の記憶が持続していないって言ったほうが正しいかな。記憶障害の症しよう状じようは、この大学に来るまでにもあったんだ。十二歳で発はつ症しようして、憶おぼえていられる記憶があやふやになった。十二歳までの記憶はおぼえているんだけど、一カ月前にあった出来事がうまく思い出せない。それが今では、一日になった。寝ねて目を覚ますと、十二歳までの記憶しか残ってないってわけ」

「ふうん。難なん儀ぎやなぁ」

　小槙は彼から目をそらし、広場の向こうにある校舎を見た。

　本人は明るく話しているが、記憶障害としてはかなりの重じゆう症しようである。たとえば一週間しか憶えていられないならば、料理の仕方や人間関係などを毎日繰くり返すことで、常に記憶の〝補ほ塡てん〟を行うことができる。少なくとも、それらに限った記憶を持続することができる。

　しかしタイムリミットが一日のみとなると、それすらも難しい。

　たとえば。

　小槙が、イオと同じ症状を患わずらった場合を考えてみる。

　朝、目が覚める。同じ家に、年上の女性が居る。「おはよう、はじめまして」「はじめまして、私はキミの従姉妹いとこで鈴藤いるるという」──初対面の従姉妹との自己紹介からはじまり、夜にはこう言うのだろう。「ホンマにいるるは自己管理能力がないねんなぁ」「ふふ、昨日も同じことを言ったよ、キミは」笑い合う二人。

　そして、翌日。

　目が覚めて、二人は向かい合う。「おはよう、はじめまして」──。

　従姉妹が浮かべた笑みが、昨日よりも少し寂さびしげになっていることにすら、気づくことができない──。

「それは、難儀やなぁ」

　繰り返す。

「マクスウェルの悪あく魔まは存在せえへんしな」

　分子や原子を自由に操あやつる力を持つ存在、〝マクスウェルの悪魔〟──自然法則に逆らうその悪魔は、実在しない。コップからこぼれた水は蒸発し、二度と元のコップに戻もどらない。再び注つぎ直したとしても、それは全く別の分子からなる水だ。

　一度でも失ってしまった記憶と感情は、人づてに聞いても二度と取り戻せない。

　しかし、イオは肩をすくめた。

「いいや、そうでもないんだ。僕の場合はね」

　首を傾かしげる小槙に向かって、右手に持っていたものを掲かかげて見せる。

　革かわ製せいの、大きな手帳だ。さきほどまで一人でめくっていたものだ。昨日、実験室で見たのと同じものである。拘こう束そく衣いを着せられて手術台に縛しばられてなお、体から離はなさずにいた手帳。

「見ててごらん」

　くすり、と笑い、イオが手の中で手帳をめくった。パララ、と軽快な音を立てページが次々とめくられていく。かなり使い込んでいるようで、ページの端はしがすり切れている。

　イオの青い双そう眸ぼうが、めくられていくページの一枚一枚を凝ぎよう視しする。

　小槙の目にも、ページの中身がかいま見えた。

　目にとまらない速度で入れ替かわっていくページのどれもに、びっしりと文字が書き込まれていた。──だが、それらはどこの国の言語でもない。

「……」

　十秒と経たたず、手帳がすべてのページをめくり終えて閉じた。

　イオがまぶたを閉とざし、空を仰あおいだ。

　まるで、いま目にした手帳の中身を反はん芻すうするように。

　目に見えない何かを、自らの中から掘ほり起こすように。

「この手帳に名を付けたのが、今から百三十日と三時間前だ。当時の僕はこの一冊の手帳を、こう名付けた。──〝我が人生マイライフ〟」

　独白するように呟つぶやき、イオが両目を開いた。小槙の顔を見つめ、微笑む。

　碧あおい瞳ひとみ。

　小槙は彼の姿が、なぜ果須田裕杜と重なって見えたのか分かったような気がした。

　イオの眼まな差ざしは、圧あつ倒とう的な知をもってあらゆる物事を見通す目だ。

　小槙の見ている前で、たった今。

〝超ちよう人じん〟が、あるべき姿を取り戻していた。

「たったいま、僕の失われた五年間の記き憶おくが〝補塡〟された」

　小槙は表情を変えない。ただ、イオの瞳を見つめ返す。

「十二歳だった頃ころから、毎日あった出来事がこの中に詰つまっているんだ。僕はその日にあったことを、余さずこの手帳に書いている。僕自身の筆ひつ跡せきで、僕自身が考えた暗号で、僕自身の回りにあったことがこの中に詰まっている。この手帳があるかぎり、僕は何も失わずにすむ。病葉博士が、それができるようにしてくれたんだ。キミのことも、昨日の日記に書いておいた来訪客の外見の特とく徴ちようがキミに似ていたから、すぐに分かった」

　イオが見せる明るい笑みは、間ま違ちがいなく十七年間の人生を歩んだ少年のそれだった。

「本来の言語にして数百倍の情報を圧縮したこれで、ボクは昨日までの人生を取り戻す。本来は英語しか喋しやべることができないけれど、この手帳を読むことで日本語や他ほかの国の言葉を〝学習〟することもできる。……信じられないかい？」

　噓うそだとは、思わなかった。

　五年間の人生を、一分とかからずに〝復習〟するイオ。

　おそるべき学習能力と計算能力を、手に入れたのだろう。まさにそれは、記憶能力の欠けつ如じよという欠点を補った超人に他ならない。

　しかし、小槙は違い和わ感をおぼえた。

　自らが書いた字とはいえ、『今日は春野祥にほっぺたをつねられて痛かった』──紙の上に書かれたその文字を見て、小槙はその傷みと春野祥に対する怒いかりを、思い出せるのだろうか？

　──生き物である以上、やっちゃいけないことがあるんだよ。

　いるるが口にしていた台詞せりふが、脳のう裏りをよぎった。

　小槙にはやはり、マクスウェルの悪魔は存在しないように思える。

「すごいんやなあ、イオは」

　小槙はイオの顔を見たまま、ぼんやりと呟く。

　何が正しくて、何が悪いのか。それはきっと、本人しか判断のできないことだ。彼の関かかわっている実験に関して、小槙が言えることは何一つない。だから、別の疑問を口にする。

「でもどうして、明日から先の日記まで書かれとるん？」

「……！」

　イオが、目を見開いた。手帳を握にぎりしめる彼の顔から、笑え顔がおが消える。

　速読と暗号解読は、イオには及およばないながらも小槙にもできる。

「あのな、チラッと見えてん。そんでもって日付だけ解読できた気がするねんけどな、最後のほうに明日から数日後の日付も見えたんや。日記って、昨日か今日までしかないのが普ふ通つうやろ。なんでなん？　イオはマクスウェルの悪あく魔まだけやのうて、ラプラスの悪魔も飼ってるん？」

　マクスウェルの悪魔の上位にあたる〝ラプラスの悪魔〟──その悪魔は、宇宙の法則を知り、現在の情報から未来に起こる全すべての出来事を予言する。

「すごいのは、コマキのほうだよ」

　イオが感かん嘆たんした様子で笑った。しかし手帳を、小槙から少しだけ遠ざけたように見えた。

「でも、残念。こんなのはただのカムフラージュだよ。他人にプライバシーを知られたくないから、ちょっとしたフェイクで日付をずらして誤ご魔ま化かしてるだけ。──でも、驚おどろいたな。今日の日記を書くのが、楽しみだよ。あはは」

　言葉の前半は、口調が硬かたかった。しかし後半は、心から楽しげな笑顔を見せていた。人生を楽しんでいるような、とても嬉うれしげな顔だった。

　大学の入り口、〝クレア〟のある方角から、鐘かねの音が響ひびいた。礼拝堂で鳴っているのだろう。

　イオが芝生しばふから立ち上がった。

「こんな楽しい気持ちをどう書き表せばいいか、それだけで一日かかりそうだ。──さて、僕は次の講義に出なくちゃならない。いちおう立場は学生なんだ」

「そうなんや」

「ねえ、コマキ。明日って、予定ある？」

　座ったままの小槙を、イオが見下ろした。少年らしい、茶目っ気のある笑顔だった。

「大学を、案内させてほしいんだけどな。ようするに、デートのお誘さそい」

　一いつ瞬しゆん、春野祥の顔が思い浮うかんだ。彼は明日も小槙を誘ってくるのだろうか？　──いや、きっと今日と同じように、仲良くなった女の子と遊ぶのだろう。そうに違いない。

「ええよ」

　頷うなずく。被ひ験けん体たいの少年を見上げながら、言う。

「なんか、映画みたいやね。〝一日だけの恋こい人びと〟」

「そいつは、どうかな。キミと僕との関係は、しっかりここに証しよう拠ことして残るぜ」

　手帳を叩たたき、イオが屈くつ託たくなく笑う。

「ほな、また明日な」

　遠ざかっていく少年を見送りながら、小槙は思った。

　明日、会った時にはまたこう挨あい拶さつするのだろうか。

　はじめまして、と。







　部屋に戻もどると、小槙はすぐに机へ向かった。

　椅い子すに座り、ノートパソコンのディスプレイを持ち上げて電源を入れる。

　ＯＳが立ち上がり、画面上にブラウザが表示された。まずアウルス大学の案内ページが現れ、小槙はマウスを操作してページを切り替かえていく。

　すぐに文字と記号で埋うめ尽つくされた、真っ赤なページにたどり着いた。

〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟。

　コマンドを入力する。




　Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｅｌｙｓｉｕｍ！




　大きなタイトルが現れた。自らのハンドルネームとパスワードを入力する。

　チャット画面へと切り替わる。




（message　in：Ｋｏｍａｋｉ）

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉なにをー！　ワタシだってデートくらいするよ！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉わかった、わかった

　Ａｔｈｅｎａ 〉こんにちは、Ｋｏｍａｋｉ

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉やあ、Ｋｏｍａｋｉ！　昨夜は急に落ちちゃってゴメンね！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉よお、Ｋｏｍａｋｉ




　小槙が入室──ログインすると、三人のメンバが挨拶を投げかけてきた。

　昨夜、偶ぐう然ぜんからメンバに加わってしまったチャットルームである。会員制なのか、最初のページにあった暗号を解かないかぎり、メンバになるためのパスワードは発行されないらしい。

　チャットというものの知識はあったが、実際に利用するのは昨夜が初めてだった。

　突とつ然ぜんに現れた小槙を、四人のメンバは快く受け入れてくれた。小槙は彼らとわずかばかりの会話をした後、今日も皆みなと話す約束をした。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉おはよう




　小槙は、キーボードを操作して文字を打ち込む。

　たった一言のその言葉を入力して、小槙は奇き妙みような感想を抱いだく。

「なんや、おかしな感じや。学校でも、おはようなんてめったに言わへんのに」

　ぽつり、と独り言をもらす。

　小槙が通う高等学校では、小槙が教室に入っても誰だれも彼女を振ふり向かない。




　Ｐａｎｄｏｒａ 〉って、アホかー！　こんな時間におはようかよ！　おはようございます、良い朝ですね！

　Ａｔｈｅｎａ 〉おはようございます

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉おはよう




　キーボードにかかった小槙の指が、ピクリと動いた。

「……おはよう」

　無意識に、声が漏もれた。

　胸のあたりがくすぐったいような、不思議な感覚をおぼえる。




　Ｐａｎｄｏｒａ 〉いやいや、それどころじゃないんだよ！　大事件だよ！　天変地異です！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉自分で言うなよ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉どないしたん？

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼女はこれからデートなのだそうです




　文字入力は、日本語で行われる。チャットルームを開設した誰かが、そのように設定したのだろう。アウルス大学のサーバを使っているからには、大学関係者に違いない。

　同様に、メンバも大学内の人間なのだろう。

　顔も素す性じようも分からないが、昨夜、話したかぎりでは小槙はそう考えている。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉ホントかどうか、怪あやしいもんだ。Ｐａｎｄｏｒａのキャラクターについていける人間が実在するのかね




　Ｐｅｒｓｅｕｓ──ペルセウス。ギリシャ神話における、アルゴスの王アクリシオスの娘むすめ、ダナエと大神ゼウスの子として生まれし、最初の英えい雄ゆう。輝かがやかんばかりに気高きその姿を怖おそれたアクリシオスによって青銅の箱に閉じ込められ、海へ流されることから彼の伝説は始まる。

　英雄の名をハンドルネームに持つ彼は、若い男性のようだ。少なくとも、言こと葉ば遣づかいや性格からはそう感じられる。メンバの全員に気配りをし、常に話題の中心となっている。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私は信じています




　Ａｔｈｅｎａ──アテナ。ゼウスとメティスの間に生まれた娘とされる、オリンポス十二神の一柱。知と戦いくさの神とされ、護まもるべきもののためにのみ戦う女め神がみ。純潔の象しよう徴ちようともされる。

　気き性しようが荒あらいという伝説とは異なり、チャットでのＡｔｈｅｎａは随ずい分ぶんおとなしい。日本語の扱あつかいに慣れていないようで、小槙の独特な日本語をたまに理解できないこともある。




　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ありがとう、Ａｔｈｅｎａ！　キミとの友情は永遠さ！　Ｐｅｒｓｅｕｓはワタシの魅み力りよくをちっとも理解していません！




　Ｐａｎｄｏｒａ──パンドラ。〝全すべてを贈おくられし者〟という意の名を持つ彼女は、しかし神ではない。火を得た人類に対する罰ばつを与あたえるために作られた、最初の女性。神々によってあらゆるものを贈られた彼女は、しかし自らの好こう奇き心しんによって人類に厄やく災さいをもたらす。

　あえて〝人間〟の名をハンドルネームに扱うＰａｎｄｏｒａは、非常に陽気である。日本語の使い方からすると、小槙と同じように彼女も日本人なのかもしれない。

　そしてこのチャットには、もう一人のメンバがいた。

　Ａｘｘｏｎエーオンという奇妙なハンドルネームを持つ人物だ。他ほかのメンバの名前から想像するに、神話の神々の名に由来するネームなのだろう。今はログインしていないが、彼は日本語を扱うことはない。〝ｙｅｓ〟、〝ｎｏ〟以外の会話はしないのだ。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉相手はどんな人なん？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉よくぞ聞いてくれたよ、Ｋｏｍａｋｉ！　ちょっと待ってね！　ただいま考え中です！

　Ａｔｈｅｎａ 〉私も聞きたいです

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉カシオペア座からやってきた王子様です！　とかいうのはナシだぜ

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉地球人だよ！　ヒト科の雄ゆう性せい体たい、染色体はＸＹです！

　Ｋｏｍａｋｉ 〉男の子やね

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ズバリ！　運命の人って感じかな！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉ずいぶんアレだな、日本語でなんていうんだっけ、陳ちん腐ぷ？

　Ａｔｈｅｎａ 〉読めません

　Ｋｏｍａｋｉ 〉ありきたりな表現ってことやな

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉うん、いいんだ。この気持ちは、きっとワタシにしか分からないから




　てっきりムキになって反論すると思いきや、Ｐａｎｄｏｒａは素す直なおだった。

　彼女の気持ちが伝わったのかもしれない。チャットルームに表示されるメッセージが一時、停てい滞たいする。

　人を好きになるという気持ちを、小槙は味わったことがない。だからそれが、一体どのような感情なのかも分からない。

　灰火秋島で、ある少年に好きという感情についてたずねたことがある。だが、彼は教えてはくれなかった。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そうか、本気なんだな

　Ａｔｈｅｎａ 〉素敵です

　Ｋｏｍａｋｉ 〉きっとカッコいい男の子なんやろな

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉というわけで、ワタシはもうおちるよ！　いざ、出しゆつ陣じん！　では皆みな様さま、ごきげんよー！

（message　out：Ｐａｎｄｏｒａ）




　Ｐａｎｄｏｒａが去り、三人が残された。

　画面ではＰｅｒｓｅｕｓとＡｔｈｅｎａが、Ｐａｎｄｏｒａのお相手について想像を膨ふくらませていた。もうしばらくは、この話題が続きそうだ。

　デートという単語で、小槙は思い出した。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉あのな、実はあたしもさっき、男の子にデートに誘さそわれてんねんで




　小槙の発言に対する、二人の反応は早かった。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉で、今度はどこの星雲からやって来た宇宙人なんだ？

　Ａｔｈｅｎａ 〉その方も陳腐な人なのですか？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉なんでやねん







　５　春野祥　その二




　医学部の学がく寮りよう内、あらかじめ教えられていた部屋の前へと祥はやって来ていた。

　約束の時間通りにやってくると、すぐにドアが開いて少女が姿を現した。

「お待たせ！」

「……」

　十六歳の大学二年生、森野イズミが満面の笑えみで祥の前に立っていた。〝ｆｉｎａｌｅ！〟のロゴの形に縁ふち取どられたメガネは、昨日会った時と同じである。

　ただ着ている服装は、昨日と似ても似つかなかった。華きや奢しやな身体からだを、一昔前の日本で言うとボディコンスタイルともいうべき露ろ出しゆつの多い衣い装しようで包んでいる。首からは何やら大きな飾かざりのようなものを下げている。

　祥はドアを開き、イズミを部屋の中へと押し戻もどした。

「残念賞ー。五分で着き替がえ直さないと、俺は街で勝手にガイドを見つけることにします」

「うそー！　前に日本に帰った時は、こういうのが流行だったはずなのに！　それとも直球で看護服のほうがお好みでしたか？」

「知らん知らん。ふつーでいいから、さっさと着替えてこい」

　きっかり五分後。カジュアルな服に身を包んだイズミが、部屋から姿を現した。

　Ｔシャツに薄うす生き地じのブラウス、脛すねまで裾すそをまくったジーンズにブーツ。祥の希望通り、ごくありふれた服装だ。「サッチーの好きなコスチュームを探さぐるのは困難です」などと呟つぶやくイズミに、「コスチュームってなんだよ……」という祥の声が聞こえている様子はない。

　学寮を出ようとしたところで、祥は異様な人ひと影かげを見つけた。

「なんだ、あいつ……？」

「あ、珍めずらしいな！　幽霊フアントムさんだよ」

　通路の突つき当たり、非常階段がある扉とびらの前でうずくまっている人物がいた。

　トレーナーにも見えるが、ただのパジャマにも見える大きな服を着ている。袖そでや裾が伸のびきっていて、手首を覆おおい隠かくしてなお、だらりと袖が垂れ下がっていた。不自然なほどに長い手足を縮め、膝ひざの上に置いた小さなパソコン端たん末まつを凝ぎよう視ししている。頭からすっぽり大きな布をかぶっているせいで、顔すらも判断がつかない。

「幽霊……？」

　イズミが言うように、夜の学寮で彼（彼女？）の姿を見たらそう思っていたかもしれない。薄うす暗ぐらい通路にぼんやりと浮うかび上がる姿は、不気味としか言いようがなかった。

「うん！　アウルス大学医学部名物、〝幽霊フアントム〟さん！　ここの学生らしいけど、講義どころかめったに部屋から出てこないんだよね。彼を見てしまうとその日は不幸が訪おとずれるというジンクスがあります！」

「縁えん起ぎでもねーな。つーか、黒くろ猫ねこかなんかと同じ扱あつかいかよ」

　幽霊は、袖で隠された指でキーボードを叩たたいていた。祥たちの視線に気づくと、ゆらりと立ち上がる。両りよう腕うでを隠した袖が、床ゆかについてしまいそうだ。パソコンを摑つかんだまま、足音もなくこちらに向かって歩いてくる。

「……！」

　布に隠れた青ざめた顔が、ジロリと祥を見た。背筋に悪お寒かんが走り、思わず身構えてしまう。

　──が、幽霊は祥たちを一いち瞥べつしただけで、彼らとすれ違ちがった。そのまま日ひ射ざしを避さけるようにして通路の奥へと曲がって姿を消す。

「なんつーか……気味が悪いヤツだな」

「幽霊が不気味なのは、当たり前だよ！　ねえ、それより早く行こうよ。おすすめのカフェでランチタイムが終わっちゃいます！」

　イズミに腕を引かれ、学寮を出た。

　昼が近いせいか、広場の人通りも多かった。街で昼食をとろうという学生たちだろう、医学部のエリアを過ぎ、ファースト・コートまで来るとさらに人の数が増えていった。礼拝堂と繫つながったキャンパスの中心〝クレア〟へ足を踏ふみ入れる。

　正門までやってくると、赤い車体のバスが何台も並んでいた。イズミによると、大学と街を往復する学生専用バスだという。二人はバスに乗り込み、街を目指す。

　イズミは窓まど枠わくに身を乗り出し、上じよう機き嫌げんだ。

「晴ぁーれーわたるぅー空ぁー、あたたぁーかいー風ぇー」

　出会った時のように、頭を揺ゆらしてイントネーションのズレまくった歌を歌う。他ほかの乗客のクスクスと笑う声が気になったが、本人が楽しそうなので放ほうっておく。

　窓の外には、農地や工場など郊こう外がいののどかな風景が拡ひろがっていた。丘おかの先には、建物が密集した地域──アウルスシティの中心街が見えた。

　近代的な建物に囲まれて育った祥には、中世の空気を残した街並みが新しん鮮せんだった。乾かん燥そうした風には、石と土、そして緑の匂においが混じっていた。

「こうして見ると、アウルスシティが〝混こん沌とんの街〟だなんて呼ばれてるのがウソみたいだな。平和そのものじゃないか」

　イズミに顔を近づけて外を眺ながめながら、呟く。するとイズミは頰ほおを赤らめ、歌を中断した。

「外から来て間もない人はみんな、そう言うよ！　この国の情勢に興味がない人たちも、同じだね！　でも、この街ほどイドラに満ちた街はないと思うよ！」

「イドラ？」

「サッチー、知らない？　〝イドラに気をつけよ〟──昔の哲てつ学がく者しやの警告。人間の本ほん性しようを歪ゆがめる、現実にある四つの偏へん見けん」

　首を傾かしげる祥に対し、イズミが詠うたうように語り出した。

「〝種族のイドラ〟は、混沌であるはずの自然に不必要な秩ちつ序じよを作り出すこと。この国は今、強ごう引いんに世界を変えようとしてるから、とにかく敵が多いんだ。〝広場〟のイドラは、存在しないものを信じさせてしまうこと。この国の急激な変化に、国民はついていけてないんだ。理解しないまま受け入れてるのが現状なんだよね。〝劇場〟のイドラは、誤った理論を受け入れてしまうこと。他国が指し摘てきしている誤った政策を、この国は盲もう信しんしてる。そして〝洞どう窟くつのイドラ〟は……行きすぎた信条と感情。病葉剣花の研究がそうだよ。感情で動く国は、滅ほろぶのも早い」

　間近から祥を見つめ、イズミがにっこりと笑ってみせた。

「──なんつって！　よーするに見た目は平和でも中身はドロドロってワケ！　政権交こう替たいで、たしかに人口は増えたよ！　技術力も生活レベルも加速度的にステップアップしたし！　でも成長すれば成長するだけ、周りの国からは危険視されるんだよ！」

「危険視……」

「果須田裕杜がいた頃ころは、成長と平和が共存してたんだ。彼は成長と同時に抑よく制せいもしてくれていたからね！　でも、今は違うんだ。王キングがいなくなった途と端たん、野心たっぷりの連中が好き放題に暴れ出したからね！　特にそう、やっぱり病葉剣花博士は良くないね。一年前の政権交代を機にウォリスランドにやってきて実験を始めてすぐに評価を得たのはいいけど、果須田裕杜がいなくなってからはもう敵ナシ！　飛ぶ鳥を落とす勢いってやつで、他の研究者をおしのけてるからね！　敵も多いと思うよ！　他国にもかなり目をつけられてるみたいだよ」

　一いつ瞬しゆん、イズミの笑えみに影かげが落ちたように見えた。祥が見つめ返すと、彼女はウィンクをし、窓の外へ向き直る。

　──病葉剣花の研究で最初に選ばれた被ひ験けん体たい……それが、ワタシなんだから。

　昨夜、イズミが言っていた言葉を思い出す。

　あの時は、すぐにイズミが怒ど濤とうのように関係のないことを喋しやべりだしたため、その言葉の真しん偽ぎを確かめることができなかった。

　拘こう束そく衣いを着せられて手術台に縛しばられていた、イオ・アンセルメ。

　いま目の前にいる少女も、彼のように実験台になっていたのだろうか？

　拘束衣で華きや奢しやな身体からだの自由を奪うばわれ、顔や頭を包帯で覆い隠す。おさげ髪がみの博士が、そんなイズミの頭にメスを近づける──その光景を思い浮うかべて、ひどく嫌いやな気分になる。

　いるるが言っていた言葉を、今さらながら理解する。

　──私は、あの手術台にいるのがもし小槙だったらと思うと……怒いかりと悲しみで、我を保っていられなかったよ。

　彼女の言う通りだった。

　力や能力、〝超ちよう人じん〟という存在に揺れ動いていた自分自身に、怒りがわく。

「俺は……バカだ」

　顔を歪めて毒づく祥を、イズミが不思議そうに見つめる。

「イズミ」

「は、はい！　なにかな？　もしかして、愛の告白？　心の準備はできてます！」

「病葉剣花のこと、恨うらんでるか？」

　祥は、たずねた。

「恨む？　なんで？」

　イズミがきょとんとした顔をする。

「あんな実験に関かかわって……嫌なこともあったんじゃないのか？　少なくとも昨日見たかぎりじゃ、あの女は他人のことなんて人間とすら思ってなかった」

「うーん、確かに痛かったり気分が悪くなったりってのは、あったよ。でも、恨むっていうのは少し違うような気がする。なんていうのかなー、〝悪いことしたな〟って感じ？」

　予想外の返答に、祥は言葉を失った。イズミが苦笑いし、頭をかく。

「ちょっとした理由であの実験の被験体に選ばれはしたけど……一カ月も経たたないでお役やく御ご免めんになっちゃったんだ。もう、見事な無反応だったらしいよ！　これっぽっちの変化の兆ちよう候こうもなかったんだ。それなのに今でも、授業料とか生活費の面めん倒どうまで見てもらっちゃってるから」

「そういう問題じゃ……ないだろ！」

　あまりに脳天気なイズミの口調に、思わず声を荒あららげる。肩かたをつかむと、イズミはびっくりした顔で祥を見つめ返した。

「なんで怒ってるの？　サッチーを怒らせるようなこと、言った？」

「自分が、どんなことされてたか分かってんのか？　勝手に頭の中をいじられて……それでも平然としてんだぞ、あの女は！」

　祥が厳しい顔で言うと、イズミはようやく理解したようだ。どこか上の空といった様子で、手を打つ。

「そっか、ワタシが……ナルホド。自分のことで怒ってもらったの、生まれてはじめてかも」

「それにさっき、お前だって病葉剣花のことを良くないって言ってただろう？」

「ああ、アレは違うよ。それに、ワタシが悪いことをしたって思うのは、他ほかにも理由があるの。ワタシが何も結果を出せなかったせいで、次の被験体からはかなりヒドイことされるようになったみたいなんだ。ワタシが原因で、彼らの実験は〝始まって〟しまった。それだけはすごく……悔くやしいかな」

　アウルスの中心街が、近づきつつあった。イズミの無感情な瞳ひとみが、街並みを眺ながめる。

「二人目の被験体は、頭に直接、機械を埋うめ込まれたんだって。電極をつけた……チップっていうのかな？」

「な──」

「それでも、思うような結果が出なくて失敗したらしいけどね。三人目も、方法は知らないけどまた失敗。今の四人目で、なんとか成果が出たみたいだけど……とにかく、そうなった原因がワタシにもあるわけでして」

　これまで常に明るかった少女が、はじめて弱々しい笑顔を見せた。祥には表情が見えないように、顔をそむける。

「ワタシは、超人になれなかったんだ。ワタシは失敗作で、そのせいで──」

「……」

　昨夜、夜の広場で出会った陽気な少女が、別人のように儚はかなく見えた。ワケの分からない実験の被験体にされ、勝手に失敗作の烙らく印いんを捺おされ──彼女はどのような気持ちで、アウルス大学のキャンパスを踏ふんでいるのだろう。

　気に入らない。

　超人を造り出すという病葉剣花の研究に対する怒りが、ますます膨ふくらんでいく。

　祥は、イズミの背中を見つめる。

　分からないことや、気に入らないことは多い。

　しかしこの少女が今、祥の目の前にあることに安心している自分がいる。

「混こん沌とんの街……か。話を聞いてると、何が良くて何が悪いのか、分からなくなりそうだぜ」

　腕うでを組み、シートに深く座り直す。横目にイズミを見やり、微び笑しようする。

「でも、お前が無事で良かった」

　驚おどろいた顔のイズミが、祥を振ふり返る。

「サッチー……」

「お前って、面おも白しろいヤツだしな。この国に来て良かっ──」

　軽い口調で笑おうとして、目を見開いた。言い終えるよりも先に、イズミの顔が鼻先に近づいていた。何を思ったのか、目を閉じて顔を急接近させてくる。

「おわぁっ！　な、なにしてんだよ、離はなれろっ！」

「恥はずかしがる必要なんてナッシングだよ！　愛の告白と受け止めていいんだよね！　結けつ婚こんを前提によろしくお願いします！」

「誰だれも告白なんてしてねーよ！　離れろっての！」

　一進一退の攻こう防ぼうを繰くり広げる二人の向こうに、巨きよ大だいな時計塔とうの尖せん閣かくが姿を現した。







　アウルスシティの中心街にあるビシュリー通りは、活気に溢あふれていた。

　古めかしい建物が並び建つ通りを、自動車がゆっくりと流れていく。歩道には人種も様々な通行人が練り歩いていた。ペットを連れた中年女性、ヘッドフォンをした青年、談笑するカップルなど、ランチタイムの風景がひろがっている。

　通りの先には巨大な時計塔、グランデ塔がそびえ立っているのが見えた。あの下をくぐれば、サン・ガーランド通りがある。銀行や官庁が乱立し、さらにその向こうには国会議事堂があるはずだ。

　ビシュリー通りに面したカフェ。祥は両手にドリンクを持って、窓まど際ぎわの席に向かった。

「ほら」

　椅い子すに座り、向かい側に座っている森野イズミにドリンクを渡わたそうとする。

　二人はすでに昼食を済ませ、食後のデザートも平らげた後だった。

　ドリンクを買って戻もどってくると、イズミは携けい帯たい電話を夢中で両手で操作しているようだった。よほど日常的に扱あつかっているのか、澄すました顔のわりには指先の動きが異様に速い。

「おーい、こら。聞こえてんのか？」

「ぎゃあ！」

　冷えたカップをイズミの額にあてて、ようやく彼女は祥に気づいたようだ。

「冷たいよ！　サッチー、ワタシを冷やし殺す気？　ありがとうございます、一生大事にとっておきます！」

「今すぐこの場で飲め。……なにやってんだ？　メール？」

「ううん、チャットだよ！」

　元気に答え、イズミが大事そうに携帯電話をしまった。

「自じ慢まんだけど、ワタシは友達がいっぱいいるんだよ！　だからみんなが寂さびしがらないように、いつも話しかけてあげないといけないんだ。人気者も楽じゃありません！」

「へえ、ふーん」

「うわあ、ぜんぜん信じてない顔だね、サッチー！　もうちょっと自分の恋こい人びとを信じようよ！」

　笑え顔がおで肩かたを叩たたかれ、祥は頰ほお杖づえをついた。恋人うんぬんに関しては、食事時にさんざん言い合ったので諦あきらめる。イズミが祥の話をちっとも聞かないので、その件に関しては保留中である。

「いや、だってお前、初対面の人間とはうまく話せないって言ってたじゃんか。俺の経験上、そういうヤツは決まって友達少ないんだけどな」

「あはは、人をコミュニケーション能力皆かい無むの宇宙人みたいに言わないでよ！　顔を合わせなくても楽しく喋しやべれるのが、チャットなの！　この中ではどんな人だって正直になって、誰とでも仲良くなれるんだよ！　特に今のチャット仲間とは仲が良いいんです！」

　ふうん、と適当に相づちをうちつつ、想像してみる。たとえば祥の知るコミュニケーション能力皆無の宇宙人代表、鈴藤小槙でもチャットならば友達を作れるのだろうか？

　そういえば、彼女は今日、こちらでできた友達と約束があると言っていた。もし本当に友達がいたとしたら、小槙と気が合う人物とは一体どのような人物なのだろう。少なくとも、彼女自身の従姉妹いとこ、鈴藤いるると同レベルの変人であることには間ま違ちがいない。

　ドリンクを片づけると、二人は店から出た。

「どうしよっか、サッチー？　歩いて行ける距きよ離りにある観光名所といえば国会議事堂と金きん融ゆう街がい、それにグランデ塔くらいかな。なにか見たいモノ、ある？　ちなみに国会議事堂は来週の国会に備えて厳重警備を敷しいてるから、建物内の見学はできないよ。金融街はただの古くさい建物があるだけだし、グランデ塔も改装中で展望台には入れないけど。グランデ塔は綺き麗れいだから、近くまで行ってみる？」

　イズミが言うには、数日後の国会では新たな法規制が定まるかどうかの瀬せ戸と際ぎわらしい。この国だけでなく、他国からも注目が集まっているそうだ。そのためサン・ガーランド通りは今、ちょっとした緊きん張ちよう状態にあるという。

　アウルスシティの郊こう外がいには、世界遺産にもなっている滝たきや綺麗な湖もあるそうだ。しかし、そこまで行くと一いつ泊ぱくは覚かく悟ごしないといけないとのこと。イズミは「ワタシはお泊とまりＯＫです！」と親指を立てたが、祥は却きやつ下かした。さすがに今回の旅のパトロンである鈴藤いるるに無断で、外がい泊はくをするわけにもいかない。

　結局、祥が着き替がえをほとんど持っていないという理由で、ビシュリー通りでのショッピングという形にとどまった。行きはグランデ塔を目指し、帰りはテレーヌ川に沿って帰ってくるという計画である。

「これって、デートの定番コースだよ！　すごい偶ぐう然ぜんだね！」

　策にはまった気がしないでもないが、祥はイズミとともにビシュリー通りを巡めぐっていく。

　ティーンエイジャーの客が多い洋服店で物色していると、祥はあることが気になった。両手に何着もシャツを持ってやって来るイズミにたずねる。

「この国は、見た目よりもずいぶん科学技術が行き届いてるんだな」

「んー？　なにが？」

　祥にシャツを押しつけて品定めしながら、イズミが訊き返した。祥は顎あごで、レジスタが置かれているほうを指す。会計をする人々は皆みな、クレジットカードのようなものを店員とやり取りしただけで店を出て行く。

「あれ、クレジットカードじゃないだろ」

「鋭するどいね、サッチー。ピンポン、正解！　あれはアウルスシティの市民がよく使うお財さい布ふみたいなものだよ。使用する五分以内に所有者の指し紋もん認にん識しきがないと効果を発揮しないから、安全確実、持ち運びも便利っていうスグレモノだね！　扱いが簡単なのでお年寄りに好評です！」

「例によって果須田裕杜か？」

「そうだよ！　治水、交通、経済、とにかく流れが速いものほど彼の技術が活いかされてます！」

　イズミが顎に手をやり、むずかしい顔をする。祥の胸にあてたシャツが、気に入らなかったようだ。すぐに次の服をあてがう。

「あのカードも、もうすぐ終わるけどね！」

「終わる？」

「ここは混こん沌とんの街だよ、サッチー！　マフィアやハッカーだって大勢、身を潜ひそめてるんだよ。彼らの違い法ほうな手が敵かなわなかったのは、あのカードを管理してるシステムが果須田裕杜によって頻ひん繁ぱんに書き換かえられてたから。果須田裕杜亡なき今、ヴァージョンアップが停てい滞たいしたシステムが犯罪組織の餌え食じきになるのも時間の問題だよ！　噂うわさじゃ、果須田裕杜に次ぐプログラミング技術を持ってた灰火秋一族に助力を求めたらしいけど、あっさり断られたらしいしね！　この国の経済が破は綻たんするのも時間の問題ってこと！」

　とんでもないことを、あっさりと口にするイズミ。

「経済が破綻、って……」

　祥はショップの窓から、通りを見た。

　街並みや人々の表情は、平和そのものだ。自然があり、産業も豊かで、環かん境きようも不便なく整っている。だが、その平和を支えている柱が、実は徐じよ々じよに蝕むしばまれつつあるとしたら──。

　急激な政権交代。

　政策や倫りん理り観のすれ違いによる、他国との摩ま擦さつ。

　そして、市民の生活を支えていた技術の崩ほう落らく──。

「──って、昨夜の特番でやってました！〝衝しよう撃げき！　ウォリスランドを襲おそう百の危機！〟だったかな？　ちなみに他ほかにもピンチはたくさんあるんだよ！　なんと郊外のショーンスタン山で伝説の怪かい獣じゆうが発見されたんだって！　〝驚きよう愕がく！　ギギンガーは実在した！〟」

「……ほほう。そりゃ面おも白しろそうだ」

「ぎゃあ！　どうして頭をグリグリされるのかな！　至急、救急車の手配をお願いします！」

　イズミのこめかみから拳こぶしを離はなし、祥は嘆たん息そくする。

「一いつ瞬しゆんでも真に受けた俺がバカだった。──いや、待て。お前って日本語しか分からないんじゃなかったのか？　どうやってテレビなんて」

「ダメだよ、サッチー！　どれもイマイチだよ！」

　数着目のシャツを祥にあてがったところで、イズミが頰ほおを膨ふくらませた。

「この店にはろくな服が置いてありません！」

「……」

　祥は背後を振ふり返る。思った通り、店員が険悪な目つきで、こちらを睨にらんでいた。

　──逃にげるように最初の店を出た二人は、すぐとなりの店へと場所を変える。同じ区画には同じような系統の店が集まっていて、祥たちはその後も近場の店を転々とした。

　数着の衣服を購こう入にゆうした後は、大きな時計を頂に張りつけたグランデ塔とうを訪おとずれた。本来ならば展望台への入り口なのだろう、塔のふもとに大きなスペースがある。だが現在は関係者以外の立ち入りを禁止しているらしく、近づくことができない。

　昨日、タクシーで塔をくぐった時は気づかなかったが、塔の周辺の歩道が広くなっていた。人々が歩くその脇わきで、屋台や出店が展開されている。祥たちはジェラートを買い、テレーヌ川へと向かう。

　テレーヌ川は、アウルスシティを貫かん通つうする運河だ。ビシュリー通りをそれて下町へと下るとすぐに、道路が途と切ぎれて川が姿を現した。

　川沿いを歩いていく。

　運河というわりには澄すんだ水が流れる川を、たまにボートが流れていく。下町の細い路地を通る人々は、恋こい人びとどうしが多いように見えた。たしかにここはデートスポットとしてうってつけの場所だ。

　夕刻の赤い空が、運河をキラキラと赤く輝かがやかせていた。

「ねえ、サッチー！　このままキャンパスに帰る？　それとも……うふふ」

　イズミが急に顔を赤らめ、言葉を濁にごした。ここに来るまでにさんざん彼女の言動に振り回された祥は、うんざりとした顔で手を振る。

「あのな、イズミ。何度も言うけど、俺たちはべつにそんな──」

「あれー？　サッチーってば、どこに行くと思ったの？　もしかして……いやん、サッチーは今、いかがわしいことを考えています！」

「……」

「ここから近いんだよ。病葉剣花の新研究所と、衛兵の本ほん拠きよ地ちの衛兵庁。……行ってみる？」

　イズミが祥の腕うでにしがみつき、こちらの表情をのぞき込んでくる。

「興味あるんでしょ？　あ、ワタシのことなら心配ないよ！　ノープロブレムです！」

「新研究所と……衛兵庁か。そういや、病葉剣花が衛兵のシステムにも関かかわってるって言ってたな。連中の何に、あの女が関わってるんだ？」

「頭に直接、チップを埋うめ込む実験が行われた被ひ験けん体たいがいるって言ったでしょ？　彼らはそれの劣れつ化かヴァージョン！　劣化とはいえ効果はけっこうあるみたいだけどね！　いわゆる量産型ってヤツです！」

　息をのむ祥の脳のう裏りに、昨日、アウルス大学の正門で見た衛兵たちの動きが蘇よみがえった。

　彼らの行動は素す早ばやく的確で、なおかつ驚おどろくほど連れん携けいがとれていた。──まるで、全員が一つの意志を持っているかのように。

「軍隊アリや働きバチっているでしょ？　女王のピンチを組織的に感じ取って、全員で同じ敵を狙ねらう──あれと同じことを人間でもやれるようにしたらしいけどね。感覚の共有、ようするに〝あれが敵だ〟〝こういうふうに攻こう撃げきしよう〟とか、そういった一つの意志を信号として増ぞう幅ふくして送信することで、なんとなく共有できるんだって！　身体からだはたくさん、気持ちは一つ！　みたいな！」

「そんなもの……なんのために」

「なんのために？　サッチーだって、もう分かってるクセに！　病葉剣花は、研究さえできればそれでいいんだろうけど、国はそうじゃないんだよ。あの研究をバックアップするからには、それなりの目的があるからだよ」

　無む邪じや気きに笑うイズミ。

　人を超こえた衛兵の量産が実際に行われているとしたら……その行き着く先を、祥は一つしか想像できなかった。

　軍隊への導入、つまり軍事利用である。

「急激な変化のせいで他国から睨まれはじめたっていうのに、今になって怯おびえてるんだよ。でもウォリスランドが慌あわてて軍隊を強化することで、さらに世界はこの国を危険視する。これはもう悪あく循じゆん環かんだよね、末期のループだよ！」

「……」

「って、昨夜の特番でやってました！　他ほかにもなんと、となりの州の湖で羽を生やした妖よう精せいの目もく撃げき証言が──」

「それはもういい」

　嘆たん息そくし、振り返る。ビシュリー通りがある方角を見ると、下町の小さな家屋の向こうに大きな時計塔があった。衛兵庁とやらは昨日、アウルス大学に向かう途と中ちゆうに見た。ここからだと、ビシュリー通りを通り抜ぬけて行かなければならない。

　イズミの話がどこまで真実なのかは、分からない。

　だが祥の目には、アウルスの街並みが昨日と違ちがって見えた。陽気で綺き麗れいな都が、微び妙みようなバランスの上に保たれているように感じる。

　もし、イズミの言うことが本当ならば──。

「どっちから見に行く？　衛兵庁に行くならビシュリー通りにいったん戻もどらないとだね」

　ウォリスランド共和国の首都、アウルスシティ。

「それとも新研究所？　新研究所があるのは」

　混こん沌とんの街は今まさに、緊きん張ちよう状態のピークにあり──。

「んー……あっちです！」

　森野イズミが、川を挟はさんだ反対側を勢いよく指さす。

　その瞬しゆん間かん。

　少女の細い指が指し示した方角から、真っ赤な閃せん光こうが立ち上った。

　爆ばく音おん。そして、爆風。

　──アウルスシティの水面下で張りつめていた緊張が、弾はじける音が聞こえた。







　呆ぼう然ぜんと立ちつくす祥とイズミのもとへ、土つち煙けむりが混じった突とつ風ぷうが吹ふきすさんだ。

　川沿いにいたカップルたちが悲鳴を上げ、地面に伏ふせる。さざめく川の水面に、何かの破は片へんだろうか、小さな欠片かけらが次々と舞まい落ちる。

「なっ……！」

　祥が見つめる先で、また赤い閃光が走った。ほんの一瞬遅おくれて、爆音が空気を切り裂さく。

「ななな、なんだなんだ！　あれって、新研究所がある方向だよ！　もしかしてワタシのせい？　ワタシって実はエスパーだったみたいです！」

　下町の家屋の向こう、煙が立ち上る方角を指さしたまま、イズミが取り乱す。二回目の爆風が、少女の髪かみをあおった。

「……！」

「あ、サッチー！」

　祥は周囲を見回し、地面を蹴けった。前方に見つけた橋に向かって、一直線に駆かける。

　また爆音が響ひびいた。

　驚きよう愕がくした様子で佇たたずむ通行人らを追い抜き、橋を渡わたる。橋のある通りはやや広くなっていて、商店が建ち並んでいた。背後、ビシュリー通りがある方向から、サイレンの音が聞こえた。

　閃光が見えてから爆音が聞こえるまで、一瞬しかタイムラグがなかった。そのことからも、爆発現場までは一キロと離はなれていないと考えられる。

　動どう揺ようする市民たちを次々と追い抜いて走っていく。やがて人だかりができているのが見えた。近づいていく間にも野次馬は増えていた。このまま大通りから現場に近づくのは難しそうだ。

　祥は舌打ちし、横道にそれた。細い路地を通り抜け、角を曲がって再び現場を目指す。

　やがて目の前に、大きな建物が現れた。

　壁かべが強化ガラスで作られた、近代的な建造物だ。一見すると、博物館や美術館のようにも見える。ガラスに夕日が反射して、キラキラと輝かがやいている。

　だが夕日とは反対側の壁は、無む惨ざんに燃えさかっていた。壁に大穴が空き、煙と炎ほのおを噴ふき出している。建物内でも爆発があったのだろう、煙は外傷のない壁からも立ち上っていた。

　まだ建設中だった証しよう拠こに、敷しき地ち内に何台もの建機が見えた。柵さくもまた設置前だったらしく、簡易式の工事用フェンスで敷地を囲っている。

　イズミの言っていた病葉剣花の新しい研究所だ──祥は確信する。建設中の新研究所が、なぜか爆発事故に巻き込まれていた。

「事故……か？」

　さらに近づこうと、祥は人気のない細道を駆けていく。

　いや、人気はあった。

　祥の他ほかにもう一人、こちらに向かって歩いてくる人ひと影かげがあった。大きな帽ぼう子しと大きなサングラスをかけた長身の人物だ。コートに両手を突つっ込んだその人物との距きよ離りが、縮まっていく。

　祥は走る速度を緩ゆるめず、人物とすれ違った。

　独特の匂においが、鼻び孔こうをかすめた。

「……！」

　匂いの正体を理解するより先に、身体からだが動いていた。

　両りよう脚あしを踏ふん張ばって急停止し、コートの人物めがけて直角に跳ちよう躍やくする。

「っらあっ！」

「……っ！」

　前まえ触ぶれなく繰くり出した祥の跳とび蹴りを、コートの人物が素す早ばやい反応で腕うでで受け止めていた。

　だが祥は空中で体を反転させ、逆の脚で回し蹴りを浴びせかける。帽子をかぶった人物が身を低くし、蹴りをかわす。

　祥のあとを追いかけてきたのだろう、森野イズミが通りの先に姿を現して目を丸くする。

「ななななっ！　何事だよ、サッチー！　ケンカですか？」

「研究所を爆ばく破はした犯人だ！」

　地面に着地しながら、叫さけぶ。コートをつかむべく手を伸のばすが、人物が半身になって彼の腕をかわした。

「身体から火薬の匂いがプンプンするぜ！　それに……ここまで来る途と中ちゆうで、爆発した方向を見てないのはコイツだけだった！　すぐ近くであんな爆発があったら、誰だれだってそっちを見るはずだろうが！」

「マジですか！　でも、それだけで──」

「とりあえず、とっ捕つかまえる！　違ちがったら、謝るか逃にげるかすりゃあいいんだよ！」

「そうだね、じゃあワタシは逃とう走そう用の車を用意しとくよ！　って、アホかー！　んな無茶な！」

　ゴミ収集箱の後ろに隠かくれたイズミが、祥に向かって裏手で叩たたく素そ振ぶりをする。

　祥は立て続けに腕を伸ばすが、人物の身体をかすることさえできなかった。祥の攻こう撃げきをかいくぐりながら、人物が片手をコートから出し、襟えりを持ち上げて口元を隠す。鋭えい角かく的な顎あごしか見えなかった上にコートを着ているため、眼前の人物の性別も分からなかった。

　次の瞬間、祥の視界が真っ白に染まった。一瞬遅れて、脳が顎から伝わった衝しよう撃げきを認にん識しきする。

「がっ……！」

　死角から顎を蹴り上げられたのだ。続けざまに、祥の視界が人物の拳こぶしを捉とらえる。しかし頭を揺ゆさぶられた後こう遺い症しようで、身体が反応できない。

　こめかみを打ち下ろすように、人物の拳が祥を殴なぐりとばす。

　なんだ、こいつ──。

　朦もう朧ろうとする意識を、奥歯を嚙かみしめて繫つなぎ止める。吹ふっ飛びそうになるが、両脚を踏みしめてかろうじてバランスを保つ。

「っの野や郎ろう……！」

　振ふり向くよりも先に、人物の靴くつが祥のみぞおちに埋うめ込まれていた。肺の空気を口から吐はき出し、声もなく前まえ屈かがみに膝ひざをつく。

「かはっ……」

　これまで、様々な敵と戦ってきた。格かく闘とう技ぎから実戦まで、命のやり取りに至るような状じよう況きようで戦いを積み重ねてきた。プロの格闘家から傭よう兵へいまで、あらゆる相手に挑いどみ、勝利してきた。

　だが、そんな祥が──まるで子供扱あつかいだった。

　顔を隠した人物が、もう片方の手をコートから出す。手て袋ぶくろをはめた手から、小さな金属の塊かたまりのようなものが祥の目の前に放ほうり投げられる。

「……！」

　大きく見開いた祥の瞳ひとみが、茶色から深しん紅くへと色を変えた。

　時間が停止したかのように、視界に映るもの全すべての動きが止まる。

　祥が立っている場所。すでに彼に背中を向けているコートの人物。そしてゴミ箱の後ろに隠れているイズミ。それらの位置にかかる、金属の塊が放射状に弾はじけた場合の影えい響きようが瞬しゆん時じに計算される。

　超飛躍──ごく限られた人間が有する、一時的に思考を加速させることができる能力である。

　祥の場合は、超飛躍の能力は特とく殊しゆな条件でないかぎり決して発現しない。命の危険にさらされた場合にのみ、超飛躍によって危機を回かい避ひするための活路を見いだすことができる。

　人物が投げた物体。

　それは、小型の手しゆ榴りゆう弾だんだった。

　──祥の視界が、元の姿を取り戻もどした。

　動きが停とまっていた手榴弾が、祥の横を通り抜ぬけて背後へ落ちる。

　祥はとっさに、通りの角へと飛び込み、壁かべに身を隠した。

　ピンが外された手榴弾が、コンクリートの上をバウンドした。

　腹の奥まで響ひびく振しん動どうが起こった。

　鉄てつ片へんをまき散らす爆発が、祥、そしてイズミの鼻先をかすめ細い裏通りを突き抜ける。

「この野郎……！」

　巻き上がった土つち煙けむりの向こう、コートを翻ひるがえす人物の背中を睨にらみつける。頭を殴られた影響でふらつく身体を奮い立たせ、人物を追いかける。

　超飛躍によって、祥は手榴弾の影響が及およぶ範はん囲いを計算した。

　それによって分かったこと。

「わざと俺たちが逃げられる位置に、手榴弾を投げやがったな……！」

　相手に、手加減をされた。

　屈くつ辱じよくに奥歯を嚙み、コートの人物を追う。

　だが祥と人物の間に突とつ然ぜん、赤い列が現れた。

　あらかじめ決められたような速さ、決められたような隊列で、赤い戦せん闘とう服ふくに身を包んだ人物たちが祥とコートの人物の間合いに詰つめよる。

　衛兵だ。

　顔を覆おおうバイザーから延びたコードが、こめかみへと突つき刺ささっていた。気味が悪いほどの同じ動きで、祥と正体不明の人物に向かって拳けん銃じゆうや機関銃を構える。

「不ふ審しん人物を発見！　爆発物の使用を確認！　身み柄がらを確保します！」

　英語による叫び声が聞こえた直後、祥の胸を無数の衝撃が突き抜けた。

「がっ……！」

　痛みをおぼえるよりも早く、身体からだが後方に吹っ飛んでいた。

　突然に発はつ砲ぽうされたことにも驚おどろいたが、祥は直前に見えた光景に愕がく然ぜんとした。

　同様に発砲された正体不明の人物が、一瞬で脱ぬいだコートで弾丸をことごとく弾き飛ばしたのだ。放たれたのは実弾ではなく、ゴム弾だまのようだ。だが人間の動体視力と反応速度で捉えきれるような弾丸速度ではない。

　信じられない光景に、衛兵たちも驚きよう愕がくしたようだ。まったく同じ様子で、走り去るコートの人物を呆ぼう然ぜんと見る。

「サッチー！」

　イズミの悲鳴で、祥を含ふくめてその場にいる全員が我に返った。

「ぐ……うっっ……！」

　数発のゴム弾が、狙ねらい違たがわず祥の胸に命中していた。なんとか立ち上がるも、激痛で思うように身体が動かない。

　衛兵たちが、祥に向かっていっせいに走り寄る。

「ちく……しょう……！」

　戦闘服たちに押さえつけられながらも、祥はコートの人物が消えた方角を睨み続けていた。







　──夜のキャンパスは、静かだった。

　広場のあちらこちらに電灯が配備されているが、芝生しばふの中央までは明かりが届かない。通路の脇わきに設置された電灯の明かりの下を、たまに学生が通り過ぎるのが見えた。

「痛つぅっ！　くそっ！」

　セカンド・コートを歩きながら、祥は胸をおさえて顔をしかめた。

　ゴム弾とはいえ、威い力りよくは凄すさまじかった。簡単な治ち療りようを施ほどこした医師が「よく骨が折れなかったね」と笑っていた。笑い事じゃねーよと言い返したかったが、衛兵庁に連行された時は痛みのあまり、声を発することもできなかった。凶きよう悪あく犯はんが他国から流れてくる前例が幾いく度どもあったらしく、この街では発砲の判断が早いという。

　あれから祥は二時間以上、衛兵庁で事情聴ちよう取しゆを受ける羽目となった。

　付き添そってくれたイズミとともに状じよう況きようを説明したが、簡単には信用されなかった。パスポートを見せ、病葉研究所に身元の確かく認にんがされ、ようやくただの旅行者であると判断された。

　すると今度は、コートの不審人物について根ね掘ほり葉掘り聞かれること一時間。ついに釈しやく放ほうの身となった。祥については〝爆ばく破は犯はんらしき人物を取り押さえようとした無む謀ぼうな一いつ般ぱん人じん〟と認識されたようだ。

「ちっとも平和どころじゃなかったな、この街は……あんな人間離ばなれした爆破犯と、それこそ軍隊みたいな警察がいるなんて、ここは戦場かっての。……警察なのか、あいつら？」

　ぶつぶつと毒づきながら、医学部の学がく寮りようを目指す。森野イズミは最後まで祥の身を心配していたが、先ほど祥が振ふり切る形で別れた。彼女の前では痛みをこらえて平静を装よそおっていたが、さすがに限界がある。

「そういや街で買った服──は、爆発で吹ふっ飛んでるよな。はあ、とんだ観光だぜ」

　嘆たん息そくまじりに、医学部のエリアに入った。病葉剣花の原研究所がある校舎〝マッドロウ〟の横を通り過ぎようとする。

　すると横から祥に声がかけられた。

「ヘイ、春野祥」

　声がしたほうを振り向くと、芝生の中央に人ひと影かげが見えた。木製のベンチに座り、缶かんのようなものを持っている白衣の女性だ。

「いるる？」

「話は聞いたぜ。とんだ災難だったな」

　笑いを嚙かみ殺した声は、紛まぎれもない鈴藤いるるのものだった。祥に向かって、横に置いておいた缶を放ほうり投げる。

　祥は缶をキャッチすると、いるるに歩み寄り、彼女の足元に座り込んだ。いるるの横は大量の缶に占せん領りようされていて、彼が座るスペースがなかったのだ。

「言葉の割には、ずいぶんおかしそうじゃねーかよ……」

　プルを開け、缶を口に運ぶ。予想はしていたが、それはビールだった。

　年上の大学生が、くっくっ、とさも楽しげに笑った。見上げると、いるるが潤うるんだ瞳ひとみで祥を見下ろしていた。すでに良い感じに酔よいが回っているようだ。明かりを反射する柔やわらかそうな唇くちびると、白衣がはだけた胸むな元もとは見なかったフリをする。

「んん？　気を悪くしたら、すまないね。これでも、キミに関しては心から同情しているんだ。なにせ爆破犯とやり合った挙げ句、衛兵に撃うたれたんだから。そりゃ不幸以外のなんでもない。しかし……くっくっ」

　いるるがビールを横に置き、両手で自分の後ろ髪がみを二つにまとめた。

「〝ウソだろー！　あそこには今度の国会で貰もらえるはずの予算で買った機械が、いっぱい搬はん送そうされてるのに！　ぜんぶオジャンだって？　カンベンしてくださいな！　借金地じ獄ごくどころじゃない、研究ペースの大おお幅はばダウンだ！　なに、いるる君の連れが巻き込まれて身元確認の電話が来てる？　知るか、バカ！　てきとーにハイハイ言っとけよ！　くそう、犯人を見つけたら、この手で頭をかっさばいてやる！〟」

　どうやら、病葉剣花の真似まねのようだ。小さな体をぴょんぴょんと跳はねさせて騒さわぎ立てる本人の姿が、目に浮うかぶようだ。祥は毒づいた。

「あの童顔博士……俺のことは眼中になしかよ。どおりで確認に時間がかかったわけだ」

「良いい気味さ。おっと、キミのことじゃなく、病葉剣花のことだよ」

　いるるが再び缶ビールを手にとり、口をつけた。祥を見つめるトロンとした目線に、思わずドキリとしてしまう。

「研究の調子は、どうなんだ？　ちゃんと働けてるのか？」

　いるるの大人っぽい視線から逃のがれるように、祥は〝マッドロウ〟へと顔を向けた。校舎二階、病葉研究室にはまだ明かりがついている。中で動いている人影も見えた。

「私のことは、心配いらないよ。自己管理能力は皆かい無むだが、お勉強はできるほうなのさ。午前中に過去の被ひ験けん体たいに関するデータは頭に詰つめ込んだ。午後からは、あの女の補助さ。現在の被験体──イオ・アンセルメの吐はき出すデータが凄まじすぎて、解かい析せきに時間がかかるんだ。この私が手伝っても、せいぜい効率が今までの六割増しってところか。国会で論文を提出するまで、ろくに寝ねる時間もないね。ちなみに今はサボリだけれど」

「……」

「ただ帰国する際にはもう一度暴れようと思うから、その時はよろしく頼たのむぜ」

　いるるの手の中で、空き缶がグシャリと歪ゆがんだ。

「知れば知るほど、罪深い……胸クソ悪くなるような研究さ。何度、あのピーナッツ頭を後ろから殴なぐり倒たおしてやろうと思ったことか。信じられるかい？　あの女は、自分と同じ人間の頭を好き放題にいじって機械を埋うめ込んだり、神経を切ったり繫いだりしてるんだ。正気の沙さ汰たじゃない。超ちよう人じん？　ハッ、人間じゃないヤツなら目の前にいる。病葉剣花、あいつには人間としての尊厳も倫りん理りもない」

　徐じよ々じよに強まっていった語気が、急にトーンを下げる。

「もっとも……罪深いというのなら、私も同罪か。目の前の罪を止めることができない」

　いるるがつぶれた缶を見つめ、弱々しく笑った。

「たった一日、研究に携たずさわっただけで分かってしまった。この国で、この研究は盤ばん石じやくな地位を確立しつつある。なにしろ……これまでの被験体が、結果を出しすぎてしまった。あわよくばデータを焼き払はらって全すべてを無に帰してやろうかとも思ったが……それじゃあ、意味がないことを知ってしまった。たとえ病葉剣花を殺しても、誰だれかが跡あとを継つぐだろう。たとえ今の被験体を救ったとしても、次の被験体が用意されるだろう。もう止まれないところまで、この研究は来てしまっている。それでも止まるとしたら……この国ごと、〝終わる〟しかない」

　いるるの表情が、みるみる歪んでいく。普ふ段だんは飄ひよう々ひようとして、なおかつ毅き然ぜんとしている女性が皮肉げに言い放つ。

「終わる……か。昼間、森野イズミの名前を聞き間ま違ちがえたのも、無意識に望んでいたのかもしれないな。この国の、終わりを」

「……？」

「冗じよう談だんだよ。──彼女とは、うまくやってるかい？」

　いるるは先ほど、過去の被験体に関するデータを調べたと言った。

　それはつまり、森野イズミという少女が最初の被験体だったことを知ったということだ。

　祥は頷うなずいた。

「ああ、なんつーか、脳天気なヤツだよ。ちょっと落ち着きがなさすぎるけどな」

「そうか、脳天気か。……仲良くしてやってくれよ、春野祥。彼女に優やさしくしてやってくれ」

「……？　なんだよ、それ？」

　いるるが自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべた。

「キミに比べて、私にできることなどせいぜい研究について探さぐり、いつの日か根本から研究を食い止める方法を探すことくらいだ。今の被験体を、見殺しにしてでもだ。なんて卑ひ怯きようで……なんて無力。学べば学ぶほど、自分の愚おろかさを思い知らされるだけなんだ。こんな人間が教師になろうだなんて思っているのだから、おこがましいにもほどがある！」

　己おのれのふがいなさを嘆なげくいるるに対し、祥は慰なぐさめも同情も感じなかった。ただ悪を悪と判断し、それと真っ向から戦おうとする彼女の姿勢は嫌きらいではない。心から尊敬できる人間だと、声を大にして言える。

「いるるは、良いヤツだな」

　笑みとともに言うと、いるるは我に返ったようだ。握にぎりつぶした缶かんを下ろし、微び笑しようする。

「私のはただの偽ぎ善ぜんだよ。力のない正義、実行できない正義ほどの悪はないんだ。……しかし、キミは違うようだね。研究を憎にくむ私の感情がピンと来ないだろうし、この私に挑いどもうとは決して思わないんだ。そうだろ？」

　祥は眉まゆをひそめた。

「キミは本当は、こんな研究のことなんてどうでもいいんだろう？　ここにやって来た時も言ったけれど、私とキミはまったく違うタイプの人間だからね」

「……？　何を言って──」

「もしキミがこの人体改造なんていう研究を憎むとしたら……実際に被ひ験けん体たいとなっている人間を救おうとした時だけだ。たとえばキミの友人や恋こい人びとが被験体になったとしよう。その時こそ、キミは何をしてでもその人間を救い出すはずだね。どんな手段を用いようと、何を敵に回そうと、迷わず、他ほかのことなど一いつ切さい見向きもせずに。違うかい？」

　祥は、黙だまり込んだ。

　森野イズミ。

　彼女が被験体になっていたと聞いて、祥は怒いかりをおぼえた。そして彼女が今、元気に彼の前にいることに心から安あん堵どした。

　もしイズミが現在の被験体だったとしたら……彼はおそらく、いるるが言った通りの行動をとるだろう。

「それこそ正義でもなんでもないだろうが。百パーセント、自分の感情でしかない」

　祥はいるるに背を向け、ベンチによりかかる。いるるが笑った。

「それでいいんだ。間違いなく、文句なく、それでいい。……もし私は、小槙が被験体となったとしても──考えるだけで頭が沸ふつ騰とうしそうだが、そんな時でさえ一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしてしまうかもしれない。〝いまここで小槙を助けて逮たい捕ほされてしまったら、この先に被験体となる人間を救うことができないかもしれない〟……実際にどうするかじゃない、躊躇してしまうかもしれない自分が恐おそろしいんだ。だが断言するが、キミは迷わない。国も研究も知るかと笑い飛ばし、小槙を救い出してくれる」

「……」

「私とキミのどちらが正しいかなど、関係ない。しかし私は、あえて言うよ。願いを込こめて。キミには……私と同じ道を選んで欲しくは、ない」

　祥は、何も言うことができなかった。

　いるるが嘆たん息そくした。

「私は、私にできることをするつもりだ。それにはひどく大きな覚かく悟ごがいるが……世界的には、とても些さ細さいなことだ。あの研究がこの世に存続すれば、いずれ人類の生態系を脅おびやかしかねない。だから私は、それを止めようと思う。それが、私の選んだ道なんだからね……」

　重く、長いため息だった。いるるの横顔は思い詰つめているようで、しかしある種の決意を固めて吹ふっ切れているようにも見えた。

「大だい丈じよう夫ぶか、いるる？」

　祥が気き遣づかうと、いるるが真しん剣けんな顔で遠くを見つめた。

「……私は酔よってるんだ。今まさに、ここで服を脱ぬごうか、それともちょっとした不安に関する話をしようか迷ってる」

「不安に関する話で」

「そうか、残念だ。自信はあるんだけどね。……この国は、やばいよ。とてつもなく、やばい。さっきも言ったが、病葉剣花の研究は結果を出しちまってる。国の内外で目をつけられているのは疑うべくもない。なにせ、軍事利用さえできそうな勢いだ。そりゃあ大変なもんさ。現に今日、病葉剣花の新研究所が何者かに爆ばく破はされたらしいぜ。知ってたかい？」

「マジで酔ってるな、いるる……知ってるどころか巻き込まれたこと、知ってるはずだろ」

「この世界には、スイッチのようなものがあるのかもしれない」

「……おーい、帰ってこい、いるる」

　理解不能な話を始めたいるるに、手を振ふってみせる。だが彼女は気にせず語り続ける。

「世界を変えるスイッチだ。かつてそれを握っていたのは、間違いなく果須田裕杜だった。彼はそのスイッチを押すべきかどうか、迷った。だから、〝ルール・オブ・ザ・ルール〟なんていうバカげたゲームを考えた。そのスイッチを押すのを止める人間が現れるかどうか、確かめようとしていたんだ。そして、彼を止める人間は現れた。そう、小槙とキミ──いや、キミには悪いが、ここはあえて小槙が果須田裕杜を止めたと言っておこう」

「……」

　祥は振っていた手をピタリと止めた。

「小槙は、果須田裕杜に置いてけぼりにされたと言った。私は、その言葉を信じた。あの子は彼から何も受け取っていないと思い込みたかった。だが先日の、灰火秋島での出来事だ。私はまた危き惧ぐをおぼえた。……もしや、そのスイッチは今、小槙に受け継つがれたのではと」

　いるるがおかしそうに笑った。

「話がオカルトになってきたって？　まあ、酔っぱらいの独り言と思ってくれよ。実際にそんなものがあるわけがないんだ。……だが小槙は昔から、そういう可能性を秘ひめていた。果須田裕杜に匹ひつ敵てきする能力を持ちながら、すべてが能動的だった。あまりに純じゆん粋すいで無む垢くだった。正義も悪もなかった。酔っぱらった私の背をさすってくれる時も〝目の前に苦しんでいる従姉妹いとこがいるから、背を撫なでてやるのが人間的な行動である〟というようにね。自分の感情というものがない。まるで受け皿だ。何かを受け入れるための、ただただ巨きよ大だいな容いれ物もの」

「そんな、バカな。俺にはそうは見えないぜ」

「当たり前さ。彼女が変わったのは、キミと関かかわってからなんだから」

　いるるが、祥の反論を切って捨てた。いつの間にか、いるるの表情が真剣になっていた。

「つまり、果須田裕杜と決別してからだ。私の背中をさすってくれる彼女の手が、少しだけ優やさしくなった。小槙が本当の意味で、自我を得たと言ってもいい。──どうして、変わった？　これから、どうなる？　私はそれを思うと、どうしようもなく恐ろしくなることがあるんだ」

　祥はわずかに目を見開いた。いるるの手が、かすかに震ふるえていた。

「果須田裕杜と小槙が、ゲームをして遊ぶ光景を見てきた。私はそのたびに、彼らがどんなに恐ろしいかを思い知った。同じくらい、自分の矮わい小しようさを知らされてきた。彼らの前では、誰だれもが敗北する。勝負をするまでもなく、自分が持つ可能性のちっぽけさを見せつけられる」

「いるる……」

「灰火秋島の出来事を聞いて、戦せん慄りつしたよ。小槙が事件に巻き込まれたのか？　いや、そうじゃない。小槙を中心に世界が変わろうとしているのかもしれない。今は自覚がないんだろう。しかし、いつの日か……彼女がふと見下ろした自分の手の中に、スイッチがあることに気づいたら？　彼女は、それを押すかもしれない。果須田裕杜は、小槙が止めた。しかし、彼女を止められる人間がいるのか？」

　考えすぎだ──そう言おうとしたが、言葉は出なかった。

　祥もまた、鈴藤小槙という少女の底知れない実力を知っているからだ。彼女といっしょにいればいるほど、自分とのレベルの違ちがいを知ってしまう。今の祥がいくら手を伸のばそうと、小槙には届かない。

「ねえ、春野祥。彼女の従姉妹として、キミにお願いしたいんだ。いざという時は、キミが小槙を救ってくれよ。彼女はきっと、スイッチの重さに耐たえられない」

　いるるが祥の肩かたに手をかけた。祥は無言のまま、答えない。

「もしやとは思うが、この国で何かが起こっているとしたら……小槙もまた、巻き込まれるかもしれない。なにせ今、小槙こそがスイッチを持っているんだから。私じゃ、ムリなんだよ」

「……買いかぶりだよ。俺だって鈴藤さんに敵かなわない一人なんだからな」

「ふふ、よく言うよ」

　いるるが、心から嬉うれしそうに笑った。

「いざとなったら、キミは躊躇ためらわないクセに」

　さがしていた宝物を見つけたような、期待と安あん堵どに満ちた笑えみだった。普ふ段だんのだらしない姿がウソのように、年上の女性の笑顔は綺き麗れいだった。

「ちょっと抜ぬけてて、ちょっとズバ抜けてるけど、私にとっては大切な従姉妹なんだよ。彼女を守るためなら、彼女をキミに奪うばわれるほうがまだマシだ……ホントは憎にくいんだぜ？　小槙を私からとりやがって、このやろう……」

　声が小さくなったと思った直後、急にいるるが祥の上にどさりと落ちてくる。思った以上に軽い体とやわらかな感かん触しよくに、顔が上気した。

「お、おいっ！　いるる？」

　慌あわてて彼女の身を起こすが、彼女は両目を閉とざして動かない。

「私は、私のやるべきことを……だからキミは、小槙を……助け……」

　やっと聞き取ることができるくらい、小さなうめき声が聞こえた。酔いつぶれ、寝ねてしまったのだ。

〝マッドロウ〟から、小さな人ひと影かげが電灯の下に飛び出してきた。

「夕メシの買い出しにどんだけかかってんだ、鈴藤いるる！　メシ代かっぱらって逃にげやがったな、こんにゃろー！」

　祥はベンチの上に置かれた缶かんの大群を見た。おそらくは数人分の夕食代に相当する量だ。

　よく見ると、それらは全すべて空だった。







　６　鈴藤小槙　その四




　小槙は一人、暗い部屋でパソコンと向かい合っていた。

　夕食をとることも忘れ、キーボードを打ち続ける。




（message　in：Ｐａｎｄｏｒａ）

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ただいま戻もどりました！　おかえりなさい！

　Ａｔｈｅｎａ 〉おかえりなさい

　Ｋｏｍａｋｉ 〉おかえり

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉自分で言うなっての

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉いやいやー、青春っていいね！　素す晴ばらしいね！　でも街は爆ばく破は事件で大おお騒さわぎです！

　Ｋｏｍａｋｉ 〉そうみたいやなあ




　病葉剣花の新研究所爆破の件は、すでにいるるから内線電話を受けて知っていた。

　春野祥が巻き込まれたと言っていたが、大事には至らなかったようだ。だから心配するな、と従姉妹いとこは笑っていたが、小槙はもとより彼の心配などしていない。春野祥という生物はたとえ溶よう岩がんに投げ込まれても死なないように出来ている。

　事件が病葉剣花に関係しているのなら、彼女の研究に関わっているいるるも他人ひと事ごとではいられないだろう。祥に至っては、無関係なはずなのに、すでに巻き込まれている。

　だが、小槙には関係のないことだ。

　明日も、明後日あさつても、今と同じように新しい友人たちと語り合っているだろう。

「そうや、明日はイオとデートやった」

　イオ・アンセルメ。彼もまた、小槙の新しい友達だ。

　小槙はアウルスでの生活が、わりと気に入っていた。

　このまま、友人たちと何気ない会話をするだけの数日間も、悪くない──。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉ああ、サイレンの音がここまで聞こえてきたな

　Ａｔｈｅｎａ 〉ニュースでも報じられています

（message　in：Ａｘｘｏｎ）

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉やあ、Ａｘｘｏｎもこんばんは！　昨日ぶりに全員、勢せい揃ぞろいです！

　Ａｔｈｅｎａ 〉こんばんは、Ａｘｘｏｎ

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉Ｐａｎｄｏｒａにボーイフレンドができたこと、知ってたか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉Ａｘｘｏｎも今日の爆破事件のこと、知っとる？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ




　Ａｘｘｏｎ。

　無口で、イエスとノーしか決して語らない人物。

　他ほかのメンバに聞いても、彼がそれ以外の台詞せりふを口にしたのを見たことがないそうだ。

　しかしメンバの、彼に対する信望はあつい。メンバ曰いわく、彼は非常に頭が良いいらしい。

「Ａｘｘｏｎって……ｘｘのところに、別のスペルが入るんやろか。他のメンバのネームからしても、きっとギリシャ神話の神様の名前なんやろな」

　小槙は誰だれにともなく、ぼんやりと呟つぶやいた。

　同じ内容をキーで打とうと指先を動かす。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

　画面を見た小槙は、ピタリと手を止めた。

「……やめてや」

　無意識に、言葉がもれる。

　何がいけないのか、何が嫌いやだったのか、自分でもよく分からない。

　しかし──。

　画面に表示された発言を見て、小槙は胸の奥が締しめ付けられるような感覚に襲おそわれていた。




　Ａｘｘｏｎ 〉Ｉ　ｄｉｄ　ｉｔ




　──〝私が、それをやった〟。

　何気ない会話をするだけの数日間。

　淡あわく輝かがやくディスプレイに描えがいた小槙の願望が、揺ゆらいでいた。







　７　鈴藤小槙　その五




　ウォリスランド共和国の首都、アウルスシティに滞たい在ざいして三日目の朝。

　鈴藤小槙は、医学部エリアの芝生しばふの上に寝ねそべっていた。

　黒いＴシャツとベージュのスカート、肩かたからかけた小さなカーディガンに芝がつくのも気にせず、ベッドで眠ねむっている時のように自然体で空を見上げる。

　芝生は中央が盛り上がっていて、大きな樹きが一本、立っている。小槙の顔を、青く茂しげった葉がつくった影かげが覆おおう。小槙からは、葉の隙すき間まから眩まぶしい朝日が見え隠かくれしていた。

　今日も、快晴だ。

　小槙の周りでは、行き交かう学生の語り合う声、砂利じやりを踏ふむ音、どこかの校舎の空調の音など、様々な雑音が飛びかっていた。

　心地ここちよい陽気と、子守歌がわりの雑音が、小槙に眠ねむ気けを呼び込んだ。まぶたが重くなっていき、彼女はゆっくりと両目を閉じていく。




　Ａｘｘｏｎ 〉Ｉ　ｄｉｄ　ｉｔ




　閉じたまぶたの裏に、一列の文字が浮うかび上がった。

　昨夜、チャットのメンバであるＡｘｘｏｎが打ち込んだ内容だ。

　──私が、それをやった。

　日本語に訳すと、そうなる。では〝それ〟とは何か？

　昨日、アウルスシティで起きた、病葉剣花新研究所の爆破事件のことだ。

　Ａｘｘｏｎという名を持つメンバは、普ふ段だんから冗じよう談だんを言うような性格ではないようだ。他のメンバたちの反応が、そのことを物語っていた。




　Ｐａｎｄｏｒａ 〉よし、自首してこい！　って、アホかー！　今日はＡｘｘｏｎがイエスとノー以外の、しかもジョークを言った記念日です！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そうだよな、冗談だよな。びっくりしたぜ

　Ａｔｈｅｎａ 〉本当に驚おどろきました

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ

　Ａｘｘｏｎ 〉Ｉ　ｄｉｄ　ｉｔ




　Ａｘｘｏｎは、もう一度繰くり返した。

　今度こそ、全員が黙だまり込んだ。しばらくの間、誰も発言をする者がいなかった。

　そして──。




　Ａｘｘｏｎ 〉ｔｏｍｏｒｒｏｗ

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｅｘｔ　ｔａｒｇｅｔ　ｉｓ　ｓｅｎｔｉｎｅｌ

（message　out：Ａｘｘｏｎ）




〝明日〟

〝次の目標は、衛兵だ〟

　そう予告して、チャットから姿を消した。

　再び、チャット画面から会話がなくなった。誰だれもが黙り、頭の整理をしているようだった。

　彼、もしくは彼女が言った言葉が本当なのかどうか、判断できずにいたのだろう。

　入会して二日と間もないが、小槙の感じたかぎりだと、メンバ全員がかなり頭が切れる人物であることは確かだった。

　Ｐｅｒｓｅｕｓという人物は、とにかく感覚が鋭するどい。メンバの発言の微び妙みような変化を読み取り、それに合わせて場のバランスを保つ発言をする。義ぎ理り堅がたいというか前時代的な──簡単な例を言うならば、〝男は女を守るのが義務である〟というような思想を持つ一面もあるが、それは短所ではなく長所である。それだけに、この場で迂う闊かつな発言をして、皆みなの動どう揺ようを誘さそうことを怖おそれたのだろう。彼はまず、自分よりもメンバを第一に考える節がある。

　Ａｔｈｅｎａは、小槙の感じでは、やはり女性だ。ただし年ねん齢れいは、よく摑つかめない。幼い子供のように純じゆん粋すいで傷つきやすい反面、医学やその他の知識量はメンバ随ずい一いちだからだ。感情が不安定なのは、まだ子供だからか──もしくは、精神的に未熟だからか。彼女の沈ちん黙もくは、おそらく感情的な理由、動揺に違ちがいない。

　Ｐａｎｄｏｒａというハンドルネームの人物は、若い女性であることは間違いない。おそらく、メンバの誰もがそう思っているだろう。彼女はしかし──メンバの中で最も頭の回転が速い。普段のボケと一人ツッコミ、そして会話の内容がコロコロ変わるのは、頭の切り替かえが速く、かつ柔じゆう軟なんであることを示している。彼女が今、黙っている理由は、分からない。

　そして、Ａｘｘｏｎ。この人物は、実態がおぼろげで正体がつかめなかった。普段の会話でも、誰にでも話を合わせるし、どんな内容でも話を合わせることができる。しかし、他のメンバからの信しん頼らいは厚い。きっとそれぞれのメンバに、彼との思い出があるのだろう。

　ふと、小槙は考えた。

　チャットの管理者アドミニスタは、誰なのだろう？

　会員制のチャットルーム〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟が存在するからには、それを創つくった人間がいるはずだ。Ａｘｘｏｎ以外の他のメンバに聞いたことがあるが、誰も自分ではないと言っていた。本人に確かめたことはないが、皆はＡｘｘｏｎではないかと考えているようだ。小槙以外では彼が最も後にメンバとなったようだが、チャットの創立とメンバとしての入会の時期をずらせば関係がない。メンバの中でコンピュータに最も詳くわしいのはＡｘｘｏｎだと、Ｐａｎｄｏｒａは言っていた。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉とりあえず




　昨夜の小槙は、キーボードを叩たたいた。

　おそらくメンバの誰もが考えている結論、最も合理的な一言が画面に表示された。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉明日になってみいひんと分からへんね




　感情に左右されない、当たり前の言葉。

　Ａｘｘｏｎという友達を、疑うとも疑っていないともつかない曖あい昧まいで第三者的な発言。

　すぐに、小槙が予想していた通りの反応が返ってきた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉明日を待つまでもありません




　真っ先にＰｅｒｓｅｕｓが怒おこるだろうと思っていたことだけが、小槙の予想に反していた。

　口火を切ったのは、Ａｔｈｅｎａだった。




　Ａｔｈｅｎａ 〉彼がそのようなことをするはずがありません

（message　out：Ａｔｈｅｎａ）




　Ａｔｈｅｎａが怒っているのが分かった。

　すぐにＰｅｒｓｅｕｓとＰａｎｄｏｒａが後に続く。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉オレも同じだ。Ａｘｘｏｎが犯人であるはずがない

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉そうそう！　ワタシたちの友達が、そんなことをするはずがないよ！




　そう言い残し、二人もチャットから退席してしまった。

　取り残された小槙は一人、ディスプレイを見つめたまま動くことができなかった。

　こうなることを、小槙はあらかじめ予測していた。

　それならば、どうして自分はあのような中立的な発言をしたのだろう？




　Ｋｏｍａｋｉ 〉ウソに決まっとるやん。Ａｘｘｏｎがそんなことするわけあらへんて




　他ほかの誰もがいなくなり、小槙一人だけがログインしているチャットルームで、小槙はそのような内容を打ち込んだ。誰にも見られず、誰にも届かない言葉が、薄うすく輝かがやくディスプレイの真ん中で躍おどる。

　なぜ他のメンバと同じように、あの時、こう言うことができなかったのだろう？

「あたしは、ただ……」

　芝生しばふの上で無表情にまぶたを閉じたまま、小槙は呟つぶやいた。

「もしこのままＡｘｘｏｎがいなくなったら、みんな……せやから……」

　他のメンバの反応は、小槙が予想していた範はん囲い内だった。あらかじめ分かっていたことだ。小槙が非難されるのは当然で、それは小槙にとっては慣れたものだった。

　いつもの学校、いつもの教室で、小槙はいつも孤こ立りつしている。そのことを辛つらいと思ったこともないし、悲しいと思ったこともない。

　たった一人──意地悪な同級生が、小槙に接してくるだけだ。

　意地悪な彼も、いつか小槙を一人にするのだろうか。彼女を置いて消え去った、果須田裕杜のように。

「あたしは……」

　キュッと胸をおさえた小槙に、声がかけられる。

「コマキ、だよね？」

　両目を開く。

　木こ漏もれ日びをバックに、小槙の顔をのぞき込んでいる少年がいた。

　明るい日ひ射ざしを背にしているせいで、少年の姿形は影かげになっていた。だがオーシャンブルーの瞳ひとみだけは、鮮あざやかに輝いている。

　イオ・アンセルメだ。

[image: ]

　上体を起こした小槙に向かって、イオが片方の手を差し出した。もう一方の手には、革かわ製せいの手帳〝我が人生〟がしっかりと握にぎられている。

「〝はじめまして〟」

「〝はじめまして〟」

　二人の口から、約束されていた〝再会〟の挨あい拶さつが交かわされた。

　──イオに手を引かれ、芝生の上から立ち上がる。身体からだについた芝生を払はらい落とすのを手伝ってくれる少年は、昨日と変わらず陽気な笑えみを浮うかべていた。

　長身で、髪かみは短く刈かられている。こめかみに張ったガーゼもそのままだ。カジュアルな衣服に身を包んだ姿は、ごく普ふ通つうの学生にしか見えない。

　昨日と同じ姿、昨日と同じ笑み。

　しかし、実際は違ちがうのだろう。今、目の前にいるイオ・アンセルメは昨日会った時の記き憶おくがリセットされ、日記に書かれた記録をもとに生まれ変わった新しいイオだ。

「昨日のあたしのことは、何て書いてあったん？」

「ん？」

　芝を落とし終わり、小槙は首を傾かしげた。問い返すイオに対し、小槙は彼が持っている手帳を指さす。

「企き業ぎよう秘密」

　目を細め、イオが愉たのしげに笑った。まるで悪戯いたずら好きの子供のように、無む邪じや気きで悪わる賢がしこい笑みだ。

　彼の記憶は、一日しか持続しない。

　夜になり、眠ねむりに落ちる。翌日に目を覚ますと、彼が記憶障害を煩わずらう以前の、十二歳にまで記憶が戻もどってしまうという。

　だが彼は常人離ばなれした理解力と学習能力で、彼自身の日記によって昨日までの記憶を一いつ瞬しゆんにして取り戻す──。

「なんやねん、気になるわ」

「あはは」

　笑いながら、イオが歩き出した。小槙は彼のとなりについていく。「どこ行くん？」と尋たずねると、「キャンパスを案内するよ。そう約束したらしいしね、僕は」とイオが言った。

　二人は朝の太陽の下、医学部エリアの通路を歩いていく。イオと並んで歩いていると、小槙もこの大学の学生になったかのような錯さつ覚かくをおぼえた。

　イオが向かっているのは、〝クレア〟がある方向だ。医学部エリアを離はなれるつもりらしい。

「ええとね」

　少年がわざとらしく、何かを思い出すように天を仰あおいだ。手帳を持っていないほうの手で、指折り数えていく。

「髪が短い。小さい。可愛かわいらしい。日本人。変わった日本語を喋しやべる。病葉研究所に手伝いにやってきた人の従姉妹いとこ。頭が良いい……」

　そんなことをせずとも、彼の記憶力ならば、一瞬にして思い出しているはずだ。──先ほどの小槙の質問に、答えているのだろう。小槙について、手帳に何と書いてあるかである。

「ちっさいってのは消しといてな。そんだけなん？」

「足りない？」

　屈くつ託たくのない表情で問い返され、小槙は黙だまった。

　たしかに、鈴藤小槙という少女を識別するには、じゅうぶんな情報だろう。他ほかの人間と小槙を区別することはできる。

　だが、それで良いのだろうか？

　ラプラスの悪あく魔まは、存在しない。

　表面的な情報を取り戻せば昨日、小槙と会った時のイオ・アンセルメに戻れるのだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　イオが、微び笑しようした。子供とも大人ともつかない、年ねん齢れいを超こえた優やさしげな笑顔だった。

「僕には、とっておきの言葉があるから」

「とっておきの言葉？」

「そう。それは、魔法の言葉なんだ。その一言で、僕は全すべてを取り戻すことができる」

　言い、にっこりと笑う。小槙はまた首を傾げた。

「分からへん。暗号みたいなもん？」

「ぜんぜん違うよ。それは暗号や記号なんてものを超ちよう越えつしてるのさ」

「どんな言葉なん？　それも、企業秘密なん？」

「コマキは、疑問ばかりだね」

　かつて、幾いく度どとなく言われた言葉。

　小槙を取り巻く世界は、とても謎なぞだらけで不安定だ。しかし小槙が出会う人々は、迷うことなく平然と世界を歩いて渡わたっている。

　小槙が知っていることなど、誰だれでも分かる。ただ理解する速度が違うだけだ。百桁けたの計算が即そく座ざにできたところで、何にもならない。誰だって、時間さえかければ解けるのだから。

　だが普通の人々が考えもせずに理解できることが、小槙には分からない。従姉妹のいるるにとっては、それがひどく悲しいらしい。

　小槙はまだ、人間として未完成のままだ──。

「せやねん。世の中は分からないことばかりや」

「それは、記号としてしか見ていないからじゃないかな」

　歩きながら、イオが優しく小槙を見下ろした。

「記号？」

「人も、感情も、行動も……そして、言葉もね。それらは単なる記号じゃない」

「それは真実やあらへん。他はともかく、言葉は記号でしかあらへんやん。複数の個体間でもコミュニケーションを成り立たせるための手段や」

「違うよ。キミだって、これまでにたくさん魔法の言葉を聞いてきたはずなんだ」

　二人がやってきたのは、小槙が予想していた通りの場所だった。

　中ちゆう央おう棟とう〝クレア〟のくすんだ壁かべが、目の前に現れる。小槙たちは他の学生が行き交かう入り口を抜ぬけ、通路を歩いていく。棟の反対側にある大学正門ではなく、建物内を壁に沿って歩いていく。どこか目的地があるようだ。

「あたしは、魔法の言葉なんて知らへん」

「知ってるはずさ。──これからゆっくり、思い出していけばいい。いや、いつかきっと思い出すはずだ。キミの中には僕と違ちがって、これまでの思い出が残っているはずなんだから」

　微笑するイオに対し、小槙は無表情のまま通路の先を見つめた。

　小槙は魔法の言葉など、知らない。だがもしイオの言うとおり、小槙の中にそれが残っているのならば、どうして思い出すことができないのだろう？　もしかしたら、ただ忘れているわけではなく、小槙が今の小槙であるかぎりずっと思い出せないのかもしれない。

　小槙が人間として、未完成だから。

「ここが、礼拝堂だよ」

　通路の突つき当たりが、扉とびらになっていた。イオが扉を開いた。

　光が、視界を埋うめ尽つくした。

　ステンドグラスになった窓から入る日ひ射ざしが、七色の雨となって降り注いでいた。

　何列にも並んだテーブルには赤いクロスが敷しかれている。大きなパイプオルガンの金属管が、向かいの壁にそびえ立っている。中央の通路は絨じゆう毯たんが敷かれ、あたかも太陽につながる階段のようだった。

「綺き麗れいやね」

　小槙は、感想を言った。眼前にある光景を、言葉ではそう表現する。

「うん、綺麗だ……」

　イオもまた、眩まぶしそうに礼拝堂を見つめていた。

　小槙は、彼の記き憶おくが一日しか持続しないことを思い出した。礼拝堂の場所はすぐに学習できても、この光景を見るのは〝今日の彼〟にとっては初めてなのだ。同じ言葉なのに、どうしてこれほどまでに小槙とイオでは違うのだろう。

「ふふ」

　立ちつくしたまま、ふいにイオが笑い出した。

「どないしたん？」

「ちょっと優ゆう越えつ感を感じただけ」

「優越感？」

「うん。昨日までの僕にね。……僕の日記には、たびたびこの礼拝堂が綺麗だと書いてある。でも、そのどれよりも今の礼拝堂は、綺麗なはずだ。悔くやしがるだろうな、昨日までの僕は」

　小槙は首をひねった。イオがくすりと笑う。

「今日のここは、特別に綺麗なんだ。キミといっしょに見たんだからね」

「……イオは〝はじめて〟見た光景やから、特別に綺麗に見えるだけちゃう？」

「それが、真実？」

「うん、それが真実や」

　頷うなずく小槙に対し、イオが愉たのしげに笑って肩かたをすくめた。その表情は、小槙の言うことをこれっぽちも信じていない様子だ。

「なんやねん」

　呟つぶやき、礼拝堂の中を歩き回る。教きよう壇だんに歩み寄ると、花の香かおりがした。香こう水すいでも振ふりまいているのかもしれない。見上げると、磔はりつけにされた男の偶ぐう像ぞうがあった。

「ここで結けつ婚こん式しきをあげる学生も多いらしいよ。デートの最初に行く場所としちゃ、悪くないだろ？」

「そうなん？」

「あんまりお気に召めさなかったかな？　こういうのは、綺麗とは思えない？」

　振り向く。中央の通路に立ったイオが、少し寂さびしげな顔をしていた。

　小槙の先ほどの感想が、気になったのだろう。イオのそれに対して、小槙の言葉が淡たん泊ぱくに聞こえたのかもしれない。

「ううん、綺麗や思うで」

「コマキはここよりももっと、綺麗なものを見たことがあるんだね」

　言われて、考える。

　小槙は幼少時から、父に連れられて世界中であらゆるものを目に焼き付けてきた。それは世界遺産の遺い跡せきだったり、何千万ドルもかけて建てられた建造物だったり、世界中に名を馳はせる美人女優だったりした。

　それらを目にしても小槙は同じ感想を言ってきたし、これからも同じだろう。

「うん」

　頷く小槙の脳のう裏りに蘇よみがえったのは、しかし過去に見てきた美しい光景ではなかった。

　たった一人の女性。

　あの豪ごう華か客船の中で見た、ドレスに身を包んだ美女。彼女の姿を目まの当たりにした時、小槙はこう思った。

「〝うてな〟でチェスをしていた時の晶あき良らさん……あれは、綺麗やったなあ」

　灰火秋一族の呪のろいに縛しばられた美しき科学者、灰火秋秋日子。チェスの王者に立ち向かう彼女の眼まな差ざしは、小槙が心から憧あこがれたはじめての対象かもしれない。

「そう」

　イオがまるで自分のことのように嬉うれしそうに微び笑しようした。彼の笑え顔がおはとても幼なじみの少年と似ていて、それもまた綺麗だと思った。

「次の場所に、行こうか」

　──〝クレア〟を離はなれ、小槙とイオは再び医学部エリアに戻もどってきた。

　小槙が聴ちよう講こう生せい、つまり講義を聴きくための権利もあることを聞いたイオが、学生といっしょに講義に出てみるよう提案したからだ。小槙は承しよう諾だくした。

「内角を足したら２７０度になる三角形？」

　医学部エリアのキャンパスを歩きながら、小槙は聞き返した。

　イオが悪戯いたずらっぽく笑った。

「三角形の定義は、分かるよね」

「三辺からなる直線を結んだ、任意の三つの内角を持つ図形や」

「そう、三つの直線と三つの内角。それが三角形の定義。普ふ通つう、三角形はどんな形をしていても、内角の合計は百八十度になるはずだろ？」

「せやね」

「毎朝、目が覚めると僕はまずこの問題を解かなくちゃならないんだ。だって記憶がリセットされて、自分がどうしてここにいるのか分からないんだから。でも、枕まくらにこの問題を書いた紙が張りついているわけさ。十二歳の僕は、必死になって解かなきゃならない。『内角の合計が二百七十度になる三角形をさがせ』」

　なぜそのようなことをするのだろうと思いつつ、小槙は問題の解答を導く。

　答えは、すぐに分かった。

「次の問題は、地ち球きゆう儀ぎにでも張ってあるん？」

「あはは！　正解！」

　イオが手を叩たたいて大声で笑った。

「地球みたいな球体の頂点で九十度になるよう、外周に向かって引いた二本の直線。それらを外周上で、もう一本の線で結ぶ。ほら、内角がそれぞれ九十度の三角形ができた。インチキと言われそうだけど、三本の直線と三つの角でできた図形には違ちがいない。──三角形と聞いて、自然と二次元を思い浮うかべてしまうのがワナだよね！　こいつが最初の難関なわけだよ」

「最初ってことは、次もあるん？」

「その通り。地球儀の裏にも、問題が張ってある。それを解くと、次は冷蔵庫。そのまた次はベッドにもどって……最後にようやく、机の引き出しにたどり着く。そこに隠かくしてあるのが、これってわけさ」

　イオが、手に持っていた手帳を持ち上げてみせた。

「僕はようやく、昨日までの自分を取り戻すことができる」

「なんでわざわざ、そないなことするん？　もし問題を解けなかったら、あかんやん」

「なんでって、宝探しだよ！　なんだかワクワクするだろ？」

「……アホや。自分で自分に罠わなを仕し掛かけて、どないするねん」

「分かってないなぁ。コマキもやってみれば分かるよ。寝ねる前にちょっと頭を殴なぐってもらえば、昨日までのこと忘れるかもしれないよ？」

「せえへんよ。痛いのはキライやもん」

　呆あきれる小槙を見て、イオがまたも「あはは！」と陽気に笑った。彼にとっては、自らの症しよう状じようですら人生を楽しむ一つの道具にすぎないようだ。

　彼がどうしてそこまでポジティブなのか、小槙には分からない。ただ、毎日〝はじめて〟見る光景に感動し、毎日〝はじめて〟ワクワクする冒ぼう険けんを乗り越こえ、毎日〝はじめて〟友人と出会う彼の生活は楽しくて仕方がないのかもしれない。いるるは不ふ謹きん慎しんと怒おこるかもしれないが、ほんの少しだけ小槙は羨うらやましく思う。小槙の毎日に、彼のような感動はない。

　校舎に向かう途と中ちゆう、研究棟とう〝マッドロウ〟を通りがかったところで小槙は立ち止まった。

「ひどいよひどいよ、サッチー！　朝から悩のう殺さつビキニで待ちかまえてたのに！　おかげでワタシは風邪かぜを引きかけました！」

「寝ね過すごしたんだから、仕方ねーだろ！　ってか、そんなもん着て待つな、バカ！」

　前方から見覚えのある人物がやって来るのを見て、小槙はイオの背中に隠れる。

「小槙？　どうしたの、急に。そんなところに隠れて」

「分からへん。きっと本能や」

　長身のイオの背後ならば、小槙の姿は大部分を隠すことができる。

　こちらとすれ違う形でやってきたのは、一組の若いカップルだった。

　一人は春野祥だ。今日も学校の制服姿である。

　一方、祥とじゃれあっているのは、小槙の知らない少女だ。ラフな格好と、ロゴが描えがかれた変わったメガネをかけている。おそらく春野祥が知り合ったという、森野イズミだろう。

「……」

「だいたい、サッチーはさ！　女の子の気持ちがちっとも分かってないんだよ！　そういうところも男らしくて素す敵てきです！」

「一いつ般ぱん的な女の子がみんな朝っぱらから水着で待ちかまえてたら、世界が終わるぞ」

「……」

「そうそう。ドキッ！　水着だらけの……水着だらけの……って、アホかー！　良いボケが思いつかないよ！　どんな水着だらけだったら世界が滅めつ亡ぼうしますか？」

「知るか！　──それはともかく、コラ。なに隠れてやり過ごそうとしてんだよ、鈴藤さん」

「いひゃいいひゃい」

　両者がすれ違おうとしたところで、春野祥の腕うでがイオの背へと伸のびた。彼の手が、的確に小槙の頰ほおをつかまえる。

　釣つられた魚よろしく、小槙が無理矢理にイオの背中から引きずりだされる。

「やめろ」

　救いの手は、すぐにやってきた。イオが祥の腕を振ふり払はらう。小槙の頰が解放される。

「嫌いやがっているだろう？　女の子に手を上げるヤツは最低だぞ」

「イオ」

　小槙はすぐに、彼の背中に隠れる。ひょっこりと顔を出して祥の様子を見て、青ざめる。

　春野祥は、叩かれた腕を押さえて目つきを鋭するどくしていた。……怒っている。

「てめーはたしか、病葉研の」

　イオに歩み寄り、睨にらみつける。身長差によって、祥がイオを見上げる形になる。

「なんでてめーが、鈴藤さんといっしょにいるんだ？　ああ？」

「……チンピラや。タチの悪いチンピラがおる。同じ日本人として恥はずかしいわ」

　祥が、ぎろりと小槙を睨んだ。小槙はすぐにイオに隠れる。

「サッチー！　そんなに初対面の人と話すと危ないよ！　パニックになるよ！　主にワタシが恐きよう慌こう状態に陥おちいります！」

　森野イズミもまた、なぜか祥の背中に隠れていた。身体からだをぴったりとくっつけ、不安そうにこちらの様子を窺うかがっている。

　小槙はピクリと肩かたを動かす。

　祥もまた、小槙の態度が気に入らないようだ。作り笑いを浮うかべ、言う。

「へええ、鈴藤さんこそナンパしてるんじゃないか。逆ナンってやつか。仲が良さそうだな。そりゃ観光の誘さそいも断るわけだ」

「春野くんといっしょにせえへんといて。ナンパとちゃうもん。春野くんこそ仲良さそうやん」

「ああ、仲はいいぜ。イズミは明るくて素直だしな。いっしょにいて楽しいぜ」

「あたしかて、仲ええもん。イオは誰だれかと違って、優やさしいし大人やし」

「……」

「……」

　無言の祥と無表情の小槙の視線が、交こう錯さくする。

　場に落ちた沈ちん黙もくを破ったのは、〝マッドロウ〟から響ひびいた高い声だった。

「あー、息が詰つまるってのはこのことだ！　くっそー、新研究所には最高級の空調システムと大容量のスピーカを置いておいたのになー！　で、マーラーを聴ききながら脳のあっちこっちをいじくるわけさ！　想像しただけで気分良くなるだろ、鈴藤いるる！」

「知るか、このド変態が。……ええ、私もぜひやってみたいものです」

「本音と建て前の音量が逆になってるぞ、こら！　てゆーか、どっちも聞こえてる時点でわざとやってるだろ、こんにゃろー！……っぶはー！　これ、ジュースじゃなくてアルコールじゃんか！　仕事中に吞のむなよ、バカ！　ボクはアルコール吞めないし！」

　研究棟とうから姿を現したのは、身長差の激しい白衣の二人組だった。

　病葉剣花と、鈴藤いるるである。

　休きゆう憩けい時間なのだろうか、ドリンクを持ってこちらへと歩いてやってくる。

「おや、イオじゃんか。体調はどうだい？」

「こいつは偶ぐう然ぜんだね」

　小槙たちに気づいた二人が、こちらに向かってきた。四人の間に漂ただよう妙みような空気を感じ取ったのか、いるるが「ははーん」と面おも白しろそうに笑う。

「問題ありません、ドクター」

　微び笑しようするイオの頭を、めいっぱい背せ伸のびをした剣花が撫なでる。

「よしよし。次の実験も近いから、ムリはしてくださんな。──おや？　そこにいるのは」

　剣花がお下げ頭を向けたのは、春野祥だった。

　いや、違ちがう。祥の背後にいる少女、森野イズミだ。イズミが元気に手を挙げる。

「はいはい、森野イズミです！　ひさしぶりだね、ドクター！　ご機き嫌げんいかがですか？　ワタシはいたって元気です！」

「なんだ、失敗作か。こんな時期に顔を出すなよな、縁えん起ぎが悪いなー、もう」

　露ろ骨こつに顔をしかめ、病葉剣花がため息をついた。

　その場にいる全員の表情が、凍こおりついた。

　病葉剣花がつまらなそうに、さらなる言葉を浴びせた。

「というか……お前、まだ生きてたの？」

　動物でも追おい払うように、イズミに向かって手を振る病葉剣花。

「春野くん。その子──」

　小槙が振り向いた時には、祥が行動に出た後だった。

　祥の右みぎ腕うでが、病葉剣花の白衣に摑つかみかかっていた。

　しかし──。

「……！」

　とっさに横から伸びたイオの手が、祥の腕を摑んで止めていた。

　祥の双そう眸ぼうが、静かにイオを睨む。

「はなせ」

「断る」

　イオもまた静かな眼まな差ざしで、祥を見み据すえていた。

「仲が悪いとはいえ、僕の友達の知人を傷つけるわけにはいかない」

「ああ？」

「衛兵や、春野くん」

　小槙の一言で、祥も気づいたようだ。

　いるるとイズミが、驚きよう愕がくの表情で立ちつくしていた。

　──いつの間に現れたのか、赤い服を着た衛兵たちが祥に向かって銃じゆうの照準を定めていた。

　建物の陰かげ、校舎の窓、さらには他ほかの校舎の入り口を見回っていた衛兵たちが全すべて、祥一人を狙ねらって身構えていた。

「衛兵が隠かくれてたこと、気づいてたのか？　鈴藤さん」

　祥の問いかけに、小槙はこくりと頷うなずいた。

「うん。昨日、同じくらいの時間にこのへんを散歩した時と、窓に映る影かげや木こ陰かげの形がちゃうねんもん。誰かが隠れてるのが丸わかりや」

　いるる、イオ、そして森野イズミが驚おどろいた顔で小槙を見た。

　病葉剣花が訝いぶかしげに、首を傾かしげた。

「なんだよ、キミ？　ボク、なにか気に障さわるようなこと言ったかい？　なんだか知んないけど、やめといたほうがいいよ。ボクの周りは特別な警護チームが常に見張ってるから。こう見えて有名人でさ、他の国から狙われてるんだ。暗殺者がどうとかも言ってたなぁ。──いくらゴム弾だまとはいえ、これだけの数だ。打ち所が悪けりゃキミ、死ぬよ？」

　剣花の顔つきが、老ろう獪かいな研究者のそれになる。衛兵たちをバックに、祥をせせら笑った。

「こいつらの頭には、感覚共有のための周波数発生装置が埋うめ込んである。額にある端たん子しから電気信号を供給することで装置を起動させ、サイレントシナプスを強制的に覚かく醒せいさせる。同じ周波数を発する他の衛兵たちと感覚を共有させるってわけさ。ボクはこれを、〝働き蜂ばち〟システムと名付けた。こいつはバリバリの戦せん闘とう兵器だ。キミみたいな子供じゃどうやっても──」

　病葉剣花の自信に満ちた説明を無視し、祥が衛兵たちを見回した。動じた様子など微み塵じんもなく、病葉剣花を睨にらみつける。

「オレが一発、殴なぐるほうが早い」

　拳こぶしを握にぎりしめる祥。全員が目を見開いた。

「バカか、キミは……！」

　イオが慌あわてて止めようとした直前だった。

「いてー！」

　小気味よい音とともに、病葉剣花が頭をおさえて背後を振ふり返った。

　衛兵たちの構えた銃口が、いっせいに剣花のそばにいた人物へと向けられる。

「……お前、いま殴ったか？」

「いいえ」

　病葉剣花の問いかけに、背後にいたいるるが涼すずしい顔で首を横に振った。

「殴ったろ！　うしろにゃお前しかいないじゃんか！」

「気のせいでしょう。もしくは心しん霊れい現象です」

「バカかお前、バーカ！　学生が教授殴ってタダですむと──あ、お前、うちの学生じゃないんだっけ。……ってコラ、酒吞んでないで話をちゃんと聞けよ！　殴ったろ？　殴ったよな？」

「相手にするな、春野祥」

　病葉剣花に摑みかかられながら、いるるが祥に向かって笑いかける。

「変質者の言うことだ。マトモな神経でつきあっちゃ、損をするだけだぞ」

「せめてマッド・ドクターって言えよ！　横文字のほうがカッコいーだろ！」

「さて、博士。休きゆう憩けい時間もそろそろ終わりです。研究室に戻もどりましょう。どいたどいた、病葉博士のお通りだよー」

「ひきずるなよ、こんにゃろー！　お前、絶対ボクのこと上司だと思ってないだろ！」

　呆ぼう然ぜんとする一同の前から、あっという間に鈴藤いるると病葉剣花が去っていった。

「……ちっ」

　怒いかりの矛ほこ先さきを失い、祥が舌打ちとともに拳を下ろした。

　収拾がついたと判断したようだ。衛兵たちが小槙たちに背を向ける。病葉剣花の言っていたように、周囲に張り込んでいたのだろう。再び持ち場へと戻っていくようだ。

　小槙はふと、疑問に思った。

　衛兵たちの反応速度はとても速く、狙いも的確のように見えた。それなのになぜ、いるるの病葉剣花に対する〝攻こう撃げき〟を防ぐことができなかったのか？　一人くらい、祥の他の面子メンツにも注意を払はらっていた衛兵がいてもよさそうなものだ。

　あるいは、それが──一糸乱れぬ統とう率そつ力を持ちすぎる、彼らの弱点なのかもしれない。

「……」

　横を見ると、去っていく病葉剣花を見つめる森野イズミの姿があった。イズミの手を、祥が握って引っ張る。

「行くぞ、イズミ」

「う、うん！」

　見るからに不ふ機き嫌げんな祥に手を引かれ、嬉うれしげなイズミが頷く。

　小槙の横を通り過ぎ、祥たちが〝クレア〟がある方角に向かって去っていく。

「もしかしたら、彼女は最初の被ひ験けん体たいなのかもしれない」

　祥の背中を見送る小槙のとなりで、イオが言う。

「最初の被験体は、何も反応を示さない失敗に終わったって聞いてる。僕も含ふくめて四人が被験体になった中で、彼女だけが何一つ結果を出せなかったとか……その上、彼女は──」

　言葉の途と中ちゆうで、イオが言いよどんだ。森野イズミに関して話に続きがあるようだが、結局、彼はそのまま黙だまり込んでしまった。

　失敗作。

　つまり、彼女は超ちよう人じんになる素質がないと判断されたのだ。

　森野イズミが超人として完成することはない。

　未完成。

　誰だれかにはっきりとそう断言された時、イズミは何を思ったのだろう？　彼女自身は、それで納なつ得とくできたのだろうか？

「なんか、あたしと似とるなぁ」

「え？」

「ううん、なんでもあらへん。──イオはどうして、病葉研の被験体になったん？」

　小槙は、イオの顔を見上げた。年上の少年の表情が、少しだけ寂さびしげに曇くもった。

「騙だまされた……ことになるのかな？」

「騙された？」

「十二歳の時に記き憶おく障害を発はつ症しようしてから、両親は僕を大事にしてくれた。毎日、記憶をなくさないよう家族や友人の写真を見せてくれたりね。でも、決して裕ゆう福ふくな家じゃなかったから……脳外科の最さい先せん端たん治ち療りようが無む償しようで受けられるって聞いて、飛びついた。結果、僕は記憶の持続時間が延びるどころか、一日しか保もたないようになった。代わりに、色んな力を手に入れたけどね」

　自らの感情を隠かくすように、イオが研究棟とう〝マッドロウ〟を見た。

「他の被験体も、同じような境きよう遇ぐうだと思う。お金とか、家の事情とか……自分の中の大切な何かとひきかえに、〝超人〟として生まれ変わったんだと思う」

「病葉剣花のこと、恨うらんどる？」

　小槙はたずねた。イオが微び笑しようする。

「……理由はどうあれ、僕たちは自分の意思で被験体になったんだ。だから、責任は僕らにもある。今さら逃にげるつもりもないよ」

　笑えみを浮うかべたまま、イオが歩き出した。小槙はあとについていく。

　逃げるつもりはない。

　イオが言ったその台詞せりふが、なぜか小槙の耳に残った。

「しかし、キミの友達はすごいね。ハルノサチだっけ？」

「すごくなんてないわ。ただのアホやで」

「いいや、すごいよ。それに……怖こわい」

　小槙はイオを見る。彼の横顔は、真しん剣けんだった。

「怖い？」

「自分の身のことなんて、少しも気にしてなかった。あんな人間、見たことないよ」

「そらそうや。春野くんがたくさんいたら、えらい迷めい惑わくや」

「気をつけたほうがいいよ」

　イオが、小槙の瞳ひとみを見つめ返していた。小槙は首を傾かしげる。

「彼は……とても、長生きできるような性格じゃない。彼の友達なら、彼を危険な場所に連れて行かないようにしたほうがいい」

「たぶん、へいきやで。春野くん、ああ見えて実は超ちよう合金でできとんねん」

　軽い口調で、言ってのける。イオは驚おどろいたようだった。だがすぐに、口元を緩ゆるませる。

「友達なんだね」

「ちゃうよ。友達はほっぺたつねらんもん」

　小槙とイオは、医学部の校舎へと入った。

　二人が選んだのは、行動医学の講義だった。

　理由は、同じ校舎内で午前中にイオが選せん択たくしている授業が、ここしかなかったからである。小槙がいくら聴ちよう講こう生せいの資格も持っているとはいえ、実験や研修の類たぐいを受ける権利まではない。

　もともと大学の講義というものに興味があった小槙は、階段教室のいちばん後ろの席に座った。イオはとなりの席だ。小槙が見下ろすことができる範はん囲い内にいる学生は、若い世代が多いが老若男女さまざまである。

　また教きよう壇だんに立っているのは、二十代半ばくらいに見えるスーツ姿の女性だった。

　いるるよりも長身で、綺き麗れいな金きん髪ぱつが流れるように肩かたにかかっている。講義も理路整然としているが、どことなく理路整然としすぎているような気がした。表情が動くこともなく、ボードと教壇を往復する足取りも一定。学生と質疑応答をすることもなく、淡たん々たんと講義を進めている。

「なあ、イオ。あの講師、えらい若くて美人──」

「しっ」

　声をかけようとした小槙の口に、イオが人差し指を当てた。険しい顔で、首を左右に振ふる。

　喋しやべるな、という意味らしい。小槙は不思議に思ったが、素す直なおに従う。

　小槙のとなりの席に座る男女が、小声でお喋りをしていた。するとそれに気づいた女性講師が、急にテキストを教壇に叩たたきつけた。

「死ねっ！」

　悲鳴のような金切り声が、階段教室に響ひびき渡わたった。

　女性講師が金髪を振り乱みだし、イヤイヤをするように頭を振っていた。両手で自分の耳をふさぎ、目に涙なみだを浮かべて怒ど鳴なり散らす。

「私は講義をするだけで、こんなムダな注意を呼びかけるなんて契けい約やくにないんです！　あなたたちのような子供が授業とお喋りを両立しようとおこがましい考えを持つこと自体、私は信じられません！　お喋りなんかするくらいなら、ここから出て行ってください！　それが嫌いやなら、この場で死ね！　消えろ！　消しよう滅めつしてくれ！」

　教室内に、張りつめた沈ちん黙もくが落ちた。

「……」

　講師のあまりの剣けん幕まくに、小槙は思わず両手で自分の口をふさいだ。──イオが喋るなと言った意味を、今になって理解する。

　女性講師が息を整えながら、そっと耳をふさいだ手を離はなす。おそるおそる、といった様子で教室が静かになったことを確かく認にんすると、ホッとした表情でテキストを手に取った。

　そしてまた、何事もなかったかのように機械的な講義がはじまる。

「……大学は怖いところや」

　誰だれにも聞こえないよう、小槙は小声で呟つぶやいた。

　講義終しゆう了りようの鐘かねが鳴った。

　小槙とイオは、階段教室から出た。

　教室から学生たちが溢あふれ出してくる様は、巣を人間に踏ふみつぶされて慌あわてて姿を現すアリに似ている、と小槙は意味のない連想をする。廊ろう下かを見み渡わたすと、他ほかの巣──もとい教室からも、次々と人が溢れ出ていた。

　窓まど際ぎわに避ひ難なんし、小槙たちは学生の流れをやりすごす。

「えらい緊きん張ちよう感かんやったわ。さすが大学となると、命がけなんやね。いるるが言ってたことを話半分に聞いてたことを反省したわ」

「ヘルダーリン講師の講義は、特別らしいけどね」

　イオが苦く笑しようして、持っている手帳を持ち上げてみせる。その中に、今の女性講師に関することも書かれているのだろう。

「そうなん？」

「クラウディア・ヘルダーリン、二十四歳。今年から臨時講師になったみたいだ。講義は分かりやすいけど、なんていうかまあ……とにかく厳しいらしいね」

　顎あごを持ち上げるイオ。彼の視線の先に、教室から出るクラウディアの姿があった。参考書を両手で抱だきしめ、周りの人々を避さけるようにしてうつむきがちに去っていく。だが小槙の目には、彼女よりも周りのほうがよほど彼女を避けているように見えた。

「さっきのことがなければ、気が弱そうに見えるわ。人は見かけによらんもんやね──」

　言い終えるよりも先に、小槙は悪お寒かんをおぼえた。学生の出入りもまばらになった、階段教室の入り口を見る。

　小槙は思わず、言葉を失った。

　異様な風ふう体ていをした人物が、入り口の陰かげに佇たたずんでいた。

　裾すそが伸のびきった衣服に身を包み、長い髪かみをたらした人物だ。不健康にやせ細った身体からだと、青白い顎の形だけが分かる。身長はイオと同じくらいだが、手足がやけに長い。もっとも、腕うでにいたっては裾に隠かくれてどこに手首があるのかも分からないが。

　人物と小槙の視線が、合った。長ちよう髪はつに隠れて相手の瞳ひとみは見えないが、小槙はそう感じた。

　だが目が合ったと思ったのは一いつ瞬しゆんで、人物はのろのろとした仕草で教室から出た。他の学生たちが出て行くのを待っていたようだ。まるで亡ぼう霊れいのように、足音も立てずに小槙たちの前を通り過ぎていく。

「彼はたぶん、幽霊フアントムだね」

「幽霊？　人間ちゃうん？」

「あだ名だよ。めったに講義に出ない学生みたいだね。過去の僕も、実際に近づいたことはなかったはずだ。彼を見かけると一日、不幸になるっていうジンクスがあるんだってさ」

「縁えん起ぎでもないわ。ていうか、黒くろ猫ねこか何かと同じ扱あつかいやん」

「そうだね、あはは！　──さて、次はどこに行こうか？　果須田裕杜が開発した浄じよう化かシステムを搭とう載さいした、水処理場があるよ。行ってみる？　あ、その前にランチかな」

「うん」

　頷うなずき、二人で廊下を歩き出す。

　窓から外を見ると、校舎から出て行く学生たちが見えた。小槙の知らない顔ばかりだが、もしかするとあの中に〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟のメンバがいるのかもしれない。そんなことを考える。

　Ａｘｘｏｎが言っていた〝次は衛兵を狙ねらう〟という言葉が、脳のう裏りに蘇よみがえった。

　あれは、どういう意味だったのだろう？

　衛兵を一人一人、無差別に狙うという意味だろうか？

　いや、違ちがう。小槙は、Ａｘｘｏｎの言葉の意味を理解している。そしておそらく、頭が良いい他のメンバたちも。

　今日、何も起こらなければ、Ａｘｘｏｎは無実だ。少なくとも、メンバ内ではそう思い込むことができる。小槙がそのように仕向けた。

　だが、もし──。

　小槙はイオを振ふり返り、言った。

「なあ、ちょっと自分の部屋に寄ってってええ？」

　──小槙といるるにあてがわれた部屋は、薄うす暗ぐらかった。

　カーテンを開けて、日ひ射ざしを取り込む。ふと外を見下ろすと、テニスコートの脇わきにイオの姿があった。碧へき眼がんの少年がこちらを見上げ、笑え顔がおで手を振った。小槙を待つ間、そこでひなたぼっこをしていると彼は言っていた。

　小槙は机に向かい、ノートパソコンのディスプレイを開いた。電源を入れ、ＯＳを起動させる。操作が可能になると、すぐにネットへと接続する。




　Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｅｌｙｓｉｕｍ！




　チャットルームの入り口にたどりつき、ハンドルネームとパスワードを打ち込む。

「……」

　だが小槙の手が、ピタリと止まった。

　昨日、Ａｘｘｏｎを信じていないともとれる発言をしたのは、小槙だけだ。

　他のメンバたちは怒おこっているようだった。

　彼らは今でも、小槙を友達と思ってくれているだろうか？

「今さら、やな」

　避けられるのには、慣れている。避けられる理由も、分かっている。

　悪いのは、小槙だ。

　小槙が人の感情や気持ちといったものを理解できないから、他人と触ふれ合うことができない。

　昔から分かっていることだ。

　父が生きていたあの頃ころから──それは今も変わらない。




（message　in：Ｋｏｍａｋｉ）




　ログインする。

　チャットに参加しているメンバのネーム欄らんには、小槙の名前しかない。

　小槙以外、誰だれも入室していないようだ。

　仕方なくログアウトしようとした直前だった。




（message　in：Ａｔｈｅｎａ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉こんにちは




　Ａｔｈｅｎａがログインした。

　小槙はキーボードを叩たたく。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉こんにちは




　それきり、二人のどちらも発言をしなかった。

　一分間ほど沈ちん黙もくが続いた。

　画面が更こう新しんされ、ようやくＡｔｈｅｎａの発言が表示される。




　Ａｔｈｅｎａ 〉こうしていると、Ａｘｘｏｎと出会った時のことを思い出します

　Ｋｏｍａｋｉ 〉そうなん？

　Ａｔｈｅｎａ 〉はい。彼がメンバになった時、私しかログインしていませんでしたから

　Ａｔｈｅｎａ 〉私はこの通りの性格です。彼もまた無口な人で

　Ａｔｈｅｎａ 〉でも、私はまだ彼がそういう人だということを知らなくて




　たしかにＡｔｈｅｎａは、Ａｘｘｏｎの次に無口だった。

　彼女がこんなに多くの発言しているのを、小槙ははじめて見た。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉お互たがい、黙だまり込んでしまったんや

　Ａｔｈｅｎａ 〉そうです。たぶん、一時間くらい

　Ｋｏｍａｋｉ 〉どっちも、よくログアウトせえへんかったなあ

　Ａｔｈｅｎａ 〉はい。私は彼がもう画面を見ていないと思っていました

　Ａｔｈｅｎａ 〉でも、勇気を出して声をかけてみたのです

　Ａｔｈｅｎａ 〉はじめまして。貴方あなたのお名前はとても変わっていますね、と

　Ａｔｈｅｎａ 〉すると、すぐに反応が返ってきました

　Ａｔｈｅｎａ 〉ｙｅｓ、と

　Ａｔｈｅｎａ 〉とてもほっとしたのをおぼえています




　今日のＡｔｈｅｎａは、饒じよう舌ぜつだった。

　彼女が言うとおり、Ａｘｘｏｎという不思議なメンバとの出会いを思い出しているのだろう。




　Ａｔｈｅｎａ 〉たくさんお喋しやべりをしたのです

　Ａｔｈｅｎａ 〉喋っているのはほとんど私だけでした

　Ａｔｈｅｎａ 〉でも、たくさんお喋りをしたのです。Ａｘｘｏｎと、二人で

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼は、とても優やさしかった




　小槙は、黙ってＡｔｈｅｎａの話を聞いていた。

　話を聞いて、理解した。

　小槙がＡｘｘｏｎを信じていないような発言をした時、彼女は真っ先に反論した。

　それは単なる友情でもなければ、反射的な反応でもなく──。

「Ａｔｈｅｎａは、Ａｘｘｏｎが好きなんやね」

　キーボードではなく、言葉にして言う。

　彼女の気持ちを踏ふみにじるような発言をしたことを、小槙は謝るべきだと思った。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉ごめんな

　Ａｔｈｅｎａ 〉いいえ、貴方が謝る必要はありません




　だが小槙の謝罪を、Ａｔｈｅｎａは完かん璧ぺきに否定した。




　Ａｔｈｅｎａ 〉本当は全員が、分かっていたのです

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼は、あのような冗じよう談だんを言うような人ではないと

　Ａｔｈｅｎａ 〉あの場で全員、Ａｘｘｏｎを信じていると言うのは簡単でした

　Ａｔｈｅｎａ 〉でもそれは、目の前の問題から逃にげているだけなのです

　Ａｔｈｅｎａ 〉貴方には、それが分かっていた

　Ａｔｈｅｎａ 〉あのまま彼が消えてしまったら、私たちは心の中で彼を疑ったままでした

　Ａｔｈｅｎａ 〉でも貴方の言葉のおかげで今日、何もなければ犯人ではないと思える

　Ａｔｈｅｎａ 〉たとえ二度と、彼がここに姿を現さずとも




　小槙は、わずかに目を見開いた。

　生まれてはじめてだった。

　──否いな、実際は今までにも何度か、あった。

　果須田裕杜には小槙の考えなど常に見通されていたし、春野祥には自分でも気づいていない心の底を見み透すかされたこともあった。

　だがこのような感覚、自らの気持ちが他人とつながったのは奇き跡せき的にも思えた。

　言葉に出さずとも、文字で書かずとも──記号なしで意思が疎そ通つうする感覚。

　生まれてはじめて感じる、不思議な気持ち。

　小槙は、キーボードの上でギュッと拳こぶしを握にぎった。




　Ａｔｈｅｎａ 〉貴方は、勇気を出しました

　Ａｔｈｅｎａ 〉だから私も勇気をもって動こうと思います

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎの、友達として




　彼女の発言から、はじめて力強さを感じた。

　Ａｔｈｅｎａの中で、何かが変わったようだ。迷いを打ち払はらい、何か行動に移る意志を固めたようだ。

　小槙はすぐにキーボードを打つ。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉何をする気なん？

　Ａｔｈｅｎａ 〉確かめてきます。この目で

（message　out：Ａｔｈｅｎａ）




　一方的に言い残し、Ａｔｈｅｎａはログアウトしてしまった。

　Ａｘｘｏｎとのチャット以外の連れん絡らく手段を持っているのか、それとも実際に彼の正体を知っているのかもしれない。もしくは、彼の行き先に心当たりがあるかだ。

　小槙が考えていると、また画面が自動的に更こう新しんされた。




（message　in：Ｐｅｒｓｅｕｓ）




　Ｐｅｒｓｅｕｓがログインした。

　彼は挨あい拶さつもせず、唐とう突とつに切り出した。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉昨日はすまなかった

　Ｋｏｍａｋｉ 〉なにが？

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉オレたちは、感情的になりすぎていた

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉キミがあんなことを言ったのは、Ａｘｘｏｎの無実を証明するためだ

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そんなこと、最初から分かっていたのに




　小槙は手を止めた。

　Ａｔｈｅｎａと同じように、Ｐｅｒｓｅｕｓにもまた小槙の意思は伝わっていたようだ。

「……」

　小槙はぼんやりと、画面を見つめた。

　実際に顔を見たこともない、パソコンの画面の中でしか知らない四人のメンバたち。

　彼らはなぜ、小槙の考えていることを理解してくれるのだろう？




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉他ほかのメンバには会ったか？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉Ａｔｈｅｎａがログアウトしたばかりや

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉彼女はなんて？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉勇気をもって動く、て

　Ｋｏｍａｋｉ 〉確かめる、て




　小槙の発言の後、数秒間の沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　何かを考えていたのだろうか、ようやくＰｅｒｓｅｕｓからの反応が返ってくる。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉行き先や手段は？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉言うてへん

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そうか




　また、彼が黙だまり込んだ。

　小槙は何も言わず、彼の次の言葉を待った。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉すまん、もうおちる

　Ｋｏｍａｋｉ 〉どないしたん？

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉また夜にログインする。その時、皆みなで話し合おう

（message　out：Ｐｅｒｓｅｕｓ）




　小槙の返答も待たずに、Ｐｅｒｓｅｕｓが退室した。

　周りに気を遣つかう彼にしては、一方的な会話で終わった。焦あせっているような印象すらあった。

　小槙はチャットからログアウトし、パソコンの電源を切った。部屋を出て、学がく寮りようの外へ出る。

「お帰り。さあ、ランチへ行こうか」

　テニスコートに行くと、陽気な笑え顔がおのイオが小槙を出で迎むかえた。

　二人で肩かたを並べて、食堂へと向かう。

「あちゃあ、ここはいっぱいみたいだね。となりの学寮に行こう」

　窓の外から食堂を見ると、席はどこも満席だった。イオが小槙の手を引き、方向転てん換かんする。

「なあ、イオ」

　先を歩く少年に向かって、たずねる。

「ん？　なんだい」

「イオは、〝魔ま法ほうの言葉〟がある言うたやんなあ。その言葉があれば、記き憶おくをなくしても全すべて取り戻もどせる言うてた」

「言ったよ」

「その言葉は、記号とはちゃうの？」

　イオが振ふり返った。目を細め、優やさしい笑顔で答える。

「違ちがうよ。とても大切な言葉なんだ」

「どんな言葉なん？」

「企き業ぎよう秘密だよ。今はまだ、ね」

　人差し指を口にあて、ウィンクをする少年。小槙は追つい及きゆうはしなかった。

　ＡｔｈｅｎａはおそらくＡｘｘｏｎに会いにいったのだろう。

　Ｐｅｒｓｅｕｓも、Ａｔｈｅｎａの行動を聞いて何かを実行しようとしたようだ。

　二人の目的は、同じ。

　Ａｘｘｏｎの真意を確かめることだ。

　衛兵を狙ねらう、というＡｘｘｏｎの言葉によって小槙が推測したのは、ある場所だった。

　ＡｔｈｅｎａとＰｅｒｓｅｕｓもまた、小槙と同じ結論を導き出したのかもしれない。

「なあ、イオ」

「今度はなに？」

「イオはアウルスシティの地理も、頭に詰つめ込んであるん？」

「もちろん」

　イオが自信たっぷりに振り返った、直後だった。

　彼方かなたの空から、振しん動どうが伝わった。

　重い衝しよう撃げき音おん──爆ばく音おんである。

　ビリビリと学寮の窓が振動した。学生たちが、いっせいに衝撃が伝わった方角を見ていた。

　キャンパスの向こう、アウルスシティの空に一本の黒い煙けむりが立ち上っていた。

　小槙は、無表情のままたずねる。

「衛兵庁って、どのあたりにあるか分かる？」

「……ああ、よく分かるよ」

　イオが、厳しい顔つきで煙がのぼる空を見た。

「たったいま、ちょうどいい目印ができたみたいだしね」

　小槙は無意識に、拳こぶしを握にぎりしめた。







　８　春野祥　その三




　病葉剣花の新研究所が見える裏路地にやってきたところで、祥は足を止めた。

　昨日、爆破犯と思おぼしき人物と戦った場所だ。手しゆ榴りゆう弾だんが爆発した跡あとが、通り沿いの建物の壁かべに刻まれていた。祥が購こう入にゆうした衣服が入っていた袋ふくろの切れ端はしを見つけたが、思っていた通り中身はどこにも見あたらない。

　柵さくの向こう側に見える新研究所は、赤い服を着た衛兵たちが何人も出入りしていた。白衣を着た人物や、スーツ姿の男たちの姿も見える。現場検証がまだ終わっていないのか、それとも犯人の再来を警けい戒かいしているのかもしれない。

「なんとなくまたここに来てみたのはいいけど……今さら手がかりが残ってるわけないよな」

　焦こげついた袋の切れ端を蹴けり飛ばし、祥は舌打ちした。後ろを振り向くと、彼についてきた森野イズミが携けい帯たい電話を操作していた。歩きながら両手で携帯電話を操あやつり、なおかつ例のイントネーションのずれまくった鼻歌を口ずさんでいる。

「またメールやってんのか？　前見て歩かないと転ぶぞ。泣いても知らないからな」

「そうそう、すってんころりんで大泣きするよ！　って、アホかー！　それくらいで泣かないよ！　メールじゃなくてチャットです！」

　携帯電話を見ながら、しかし地面の小石を避よけて歩くイズミ。変なところで器用な少女だ。

　イズミはここにやって来るまでも、無む駄だに陽気で普ふ段だんと様子が変わらなかった。祥はイズミを見つめ、不ふ機き嫌げんに言い放つ。

「……お前は、ムカつかないのかよ」

「へ？　なにがですか？」

「病葉剣花だよ。あんなこと言われて、頭に来ないのか？　失敗作だなんて……完全にイカレてるぜ、あの女」

　今朝、キャンパスであった出来事を思い出しただけで、苛いら立だちが湧わいた。

　病葉剣花という研究者がどういう人間なのかが、ようやく分かったような気がした。

　あの女は自ら手がけている研究に対して、まったく疑問を抱いだいていないのだ。疑問を感じていないため、罪悪感もない。研究を行いたいという欲求に、完全に取り憑つかれてしまっているのだ。病葉剣花ならば、たとえ我わが身の近くで戦争が起きても、昨日までと変わらず研究に没ぼつ頭とうすることだろう。

　病葉剣花は、研究のことしか頭にない。彼女には倫りん理りも善悪もない。それは非常に恐おそろしいことのように思えた。リミッターのない人間は、際限なく被ひ害がい者しやを生み続ける。鈴藤いるるが病葉剣花を嫌けん悪おした理由が、今になってはっきりと実感できた。

「別になんとも思わないよ」

　携帯電話を操作するイズミの表情は、しかし明るかった。

「あの研究でワタシは、人を超こえた神様の席には加われなかった。そのまま人間でいなさいって神様に烙らく印いんを捺おされたってことだよ。ただ、それだけだもん」

　画面から顔を上げ、祥に向かって屈くつ託たくのない笑え顔がおを振りまく。

「むしろあの人は、すごいと思うよ！　本当なら、ワタシが結果を出せなかった時点であの実験は〝終わって〟いたはずなんだ。でも、まだ続けてる。すごい執しゆう念ねんだよね！」

　人間を超えられなかった。

　それは、今の自分の殻からを破ることができなかったという意味だ。もし誰だれかに、〝今のキミがキミの限界だよ〟と断定された時、祥ならばどう思うだろう？　他人によって、自分を完成させられるというのは、一体どのような気持ちなのだろう？

　祥の脳のう裏りに、鈴藤小槙の後ろ姿が思い浮うかんだ。

　──春野くんはいつまで経たっても、あたしには勝たれへんで。

　鈴藤小槙の背中が、そう言ったような気がした。

「それだけじゃないだろ。あの女、よりによって〝まだ生きてたのか〟だと？　一体、何を考えて──」

　祥の怒いかりは収まらなかった。

　握りしめた祥の拳に、ふいに別の手が重なった。

　驚おどろいて顔を上げると、イズミが笑顔で祥の拳に触ふれていた。いつの間に携帯電話をしまったのか、両手で祥の手を包み込む。温かい体温が、手を通じて伝わった。

「だから、サッチーが代わりに怒ってくれる必要なんてないんだよ。ワタシは病葉剣花のことなんて、なんとも思ってないんだから」

「イズミ……」

「それよりワタシこと森野イズミは、サッチーこと春野祥に聞きたいことがあります」

　イズミの顔つきが急に険悪になった。祥を見つめる目が、睨にらむように鋭するどくなる。思わず手を離はなそうとするが、思いのほか強い力によって拘こう束そくを解くことができない。

「なんだよ？　おいコラ、離せ。うおっ、なんだ、このバカ力は」

「〝マッドロウ〟の前で会った日本人の少女は、春野祥氏と一体どのような関係なのですか？　簡潔かつ具体的に説明を求める次し第だいであります！」

「鈴藤さんのことか？　いや、ただの同級生──」

「ひどいよひどいよ、サッチー！　つきあいはじめたばっかりなのに、もう別の女なの？　理解あるワタシは、浮うわ気きも一回までなら許します！」

「浮気じゃねーし、そもそもつきあってねーだろうが！　離せ！」

　力ずくで手を引きはがし、祥は来た道を戻もどる。イズミは納なつ得とくがいっていない様子で「きっとぉー貴方あなたはぁー戻ってくるぅー」などと意味不明の歌を歌いつつ、祥のあとをついて歩く。少女の責めるような視線が、痛いほど背中に突つき刺ささっていた。

　亡ぼう霊れいのようにつき従うイズミとともに裏通りを歩きながら、ふと祥は考えた。

「鈴藤さん、か……」

　鈴藤小槙という少女は、祥にとってどういう存在なのだろう？

　同級生と呼ぶのは、当たり前すぎるような気がした。たまたま同じ年に生まれ、たまたま同じ高校の同じクラスに所属している。それはただの運によって生じた関係にすぎない。

　かつて自分は、彼女のことをパートナーと呼んだことがあった。

　果須田裕杜の〝ゲーム〟で、祥は鈴藤小槙とペアを組んだのだ。ただしそれも奇き遇ぐうともいうべき状じよう況きようで生まれた関係だ。それに、祥はパートナーという関係は対等であって然しかるべきだと考えている。今の祥では──不本意だが、鈴藤小槙と対等とは言えない。

　ライバル、という言葉が浮かんだ。

　だが、すぐに自ら否定する。ライバルと呼ぶには、鈴藤小槙は祥のことなど、眼中にないのだろう。

　ならば、目標？

　考えるまでもなく、却きやつ下かする。なんというか、祥はあんなふうにはなりたくない。

「なんなんだろうな、一体……あのちんちくりんは」

　頭をかきつつ、嘆たん息そくする。

　裏通りを出ると、人通りの多い車道が現れた。橋を渡わたった先は、ビシュリー通りである。祥は通行人をかき分け、歩道を進んでいく。

「ねえねえ、サッチー。どこへ行こうとしてるの？　ワタシはどこまでもついていきます」

「いや、お前はもう帰れ」

　振ふり向きもせず言い放つと、背後から少女の気配が消えた。

　不ふ審しんに思って振り返ると、イズミがショックを受けた様子で路地に立ちつくしていた。見る間に瞳ひとみに涙なみだを浮かべ、大声でわめき出す。

「ひどい……ひどすぎるよ、サッチー！　浮気を許さなかったから、もう捨てるの？　結局、ワタシの魅み惑わく的なボディーが目的だったんだね！　ごめんなさい、ワタシがんばって浮気を許せる女になります！　だから捨てないで！」

「……おい、すぐにその誤解を招くような叫さけびをやめろ。周りの視線が痛すぎる」

「それでも捨てるって言うなら、もっとがんばるよ！　がんばって、今しゃべったことを英語に訳します！　ヒーイズクレイジー！」

「やめろ。訳せてねーし」

　祥はイズミの口を手でふさぎ、強ごう引いんに路地の端はしへと連れて行く。何事かとこちらを見ていた通行人が、怪け訝げんそうに通り過ぎていく。

「そもそも、ついてくるなって言ったのに勝手についてきたんじゃねーか。いいからお前は、大学に帰れって」

　口から手を離すと、イズミが恨うらみがましい目で祥を睨んだ。

「なんでなんで？　昨日のデートの続きをしようよ！　サッチーだって、ワタシといっしょにいると楽しいって言ってくれたじゃん！」

「ああ、言ったよ。実際、悪くないよな。こうして二人で街を歩くのも」

　それは、祥の本音だった。

　昼が近づいたアウルスシティは、にわかに活気だっていた。昼食を求めて歩く人々が、通り沿いの店を覗のぞいては通り過ぎていく。車道を走る車の流れがゆるやかになり、次々と脇わき道みちへ逸それていく。昨日の爆ばく破は事件が夢であったかのように、平和な風景だ。どこからともなく、ランチの良い香かおりが漂ただよってくる。

　イズミが嬉うれしそうに笑った。

「だよね！　ワタシも楽しいよ！　これはもうデスティニーです！」

「でも他ほかにちょっと、やることができたんだよ」

「やること？」

「昨日のヤツに、借りを返す。やられっぱなしは、気に入らないからな」

　イズミの顔から、笑え顔がおが消えた。

　昨日のヤツ──祥が爆破犯だと判断した、コートの人物。正体不明のあの人物に、祥はまるで歯が立たなかった。子供のようにあしらわれた挙げ句、衛兵に取り囲まれ、結果的に救われる形となった。

　それが、祥には気に入らない。

「だから俺は、あいつを探し出す。この国にいる間にしか、できないからな」

　はっきりと言う祥を、イズミが驚おどろいたような顔で見上げる。

「つっても、まったく手がかりがないんだけどな。さて、どうすっかな」

「やめなよ」

　歩き出そうとした祥を、イズミが止めた。

　メガネをかけた少女の顔から、表情が消えていた。明るく笑うでもなく、必死に止めるでもなく、ただ冷たい眼まな差ざしで祥を凝ぎよう視しする。

「今度こそサッチー、死んじゃうよ。昨日だって、ぜんぜん敵かなわなかったじゃん。衛兵だって、危険だと判断すれば容よう赦しやなくサッチーを攻こう撃げきするよ」

「イズミ？」

「ここは日本じゃないんだよ。混こん沌とんの街、アウルスなんだ。この街で生きるには、サッチーはまっすぐすぎるよ」

　イズミの口調は、感情を感じさせない。祥の身の心配をしているというより、ただ事実を述べているだけといった様子だ。

　少女の突とつ然ぜんの豹ひよう変へんぶりに、祥は驚いた。だがすぐに、ニヤリと笑ってみせる。

「〝勝てるわけがない〟〝そんなことができるわけがない〟──そんな台詞せりふは、俺たちみたいな連中には禁句だぜ」

　イズミが、口をつぐんだ。

「そんなことを言われたら、もう引き下がるわけにはいかないからな。まずそうやって他人に笑われないと、やる気が出ないんだ」

　笑みを残し、祥は歩道を歩き出した。通行人とすれ違ちがいながら、考える。

　祥と戦ったコートの人物がもし本当に爆破犯だとしたら、新研究所を爆破した目的は何なのか。イズミの言っていたことを信じるならば、ウォリスランド共和国そのものが他国から睨にらまれているということになる。そうなると無差別のテロリストという線もあり得うる。

　いや、テロリストではない。

　祥は、すぐに自らの考えを否定した。テロリスト行こう為いの目的の一つは、多くの被ひ害がいを出すことにある。ならば、もっと人の多い場所を狙ねらうはずだ。建設中の施し設せつを狙うはずはない。

「サッチーは、挑ちよう戦せん者しやなんだね」

　背後から、呟つぶやく声が聞こえた。直後、イズミが祥の背中に体当たりをするようにぶつかってくる。

「わかったよ！　サッチーがその気なら、恋こい人びとたるワタシの命も捧ささげるよ！　死なばもろともです！」

「お前はついてくるなって言っただろーが！　あと死ぬ時はいっしょ、の間違いだろ！」

「水くさいよ、サッチー！　二人の力を合わせればどんな相手もちょちょいのちょいだよ！　１足す１は無限大です！　ふたぁーりぃーのラヴはぁーどこーまでもぉー」

「ワケわかんねーし、邪じや魔まだし……なんなんだ、お前は……」

　首に手をまわしたイズミをひきずるようにして、通りを歩いていく。テレーヌ川に架かかった橋を渡わたると、ビシュリー通りが見えた。今、祥たちがいる通りよりも人通りは多い。自動車の行き来も激しくなっていた。

「さて、マジでどこを探すか」

　中断していたコートの人物に対する推理を、再開する。

　祥の考えでは、テロリズム的な犯行とは思えない。昨夜はなるだけニュースをチェックしていたが、犯行声明が出されたという報道はなかった。さらに人災は、ほぼ皆かい無むだったらしい。つまり特定の人物を狙ったというわけでもない。

　そうなると、新研究所を爆破することが目的だったと考えるのが順当だ。

「アウルスにある研究施設を狙ってるのか？　……イズミ、昨日、爆破されたのと同じような研究所って他にもあるのか？　あと、いい加減に自分の足で歩け」

「いっぱいあるよ！　昨日も言ったけど、果須田裕杜がゲットするはずだった予算を横取りするために、色んな研究者が躍やつ起きになってるからね！　今のところ、病葉剣花が一人勝ちしてる感じだけど！　最後の要求は断固拒きよ否ひします！」

「いっぱいあるのかよ、絞しぼりにくいな。じゃあ別の線だ。もしヤツがあの新研究所を狙って爆破したと考えると……病葉剣花に関かかわってるような、他の施設は？」

「今の研究所だね！　病葉剣花研究室！　でもあそこはサッチーも知ってる通り、衛兵が警けい戒かいしてるみたいだったね！　でも表向きには、病葉剣花の研究施設はそれくらいしかないよ！」

　祥にひきずられたまま大声で叫さけぶため、やかましくて仕方がない。顔をしかめつつ、首に手を回したイズミにたずねる。

「表向きには？」

「忘れたの？　昨日この川沿いで話したばかりだよ、サッチー！　二人の甘い思い出は、もう記き憶おくの彼方かなたです！」

「ああ、お前が指さして研究所を爆破したアレだろ？」

「そうそう、ワタシが指先からこう熱光線をビーッと……ってアホかー！　何を隠かくそうワタシが真犯人ですか！　違うよ、もう一カ所、行こうとしてたところがあったじゃん！」

　耳元で喚わめかれ、思い出した。ビシュリー通りの向こうを見る。

「衛兵庁か」

　祥はイズミの腕うでをふりほどき、早足でビシュリー通りに向かった。イズミも小走りに、祥の後に続く。

　ランチタイムで賑にぎわうビシュリー通りを、イズミの誘ゆう導どうに従って通り抜ぬけていく。自動車の流れが切れるのを待って、車道を横切る。

　アウルスにやってきた初日に、衛兵庁の外観だけはタクシーの中から見ることができた。距きよ離り的には、ビシュリー通りからそう遠くないはずだ。

　メインストリートを逸それ、大きな車道へと入る。歩道をしばらく走っていると、イズミが前方を指さした。

「あれが衛兵庁だよ！」

　ビシュリー通りの建物とはうって変わって、近代的な高層ビルディングがそびえ立っていた。

　双ふた子ごのように並んだ二つのビルが、高さの半分ほどまで横に繫つながっている。ガラス張りになった壁かべが太陽を反射し、キラキラと輝かがやいていた。

　広い敷しき地ちは分厚い壁で囲まれており、正面の門だけが解放されていた。敷地内は整備された芝生しばふと噴ふん水すいがあり、軍用車が出入りしている。

「一いつ般ぱん人じんは、どこまで入ることができる？」

　衛兵庁に向かって歩きながら、祥はイズミに質問した。イズミが顎あごに手をあてて考える。

「うーん、門で理由をでっち上げて建物に入れたとしても、インフォメーションセンターまでしか行けないんじゃないかなぁ。ようするに一階の出入り口付近までってこと」

「壁を乗り越こえて侵しん入にゆうできそうだよな」

「どうかな。侵入者用に赤外線センサくらいは配置してると思うよ。センサのある場所を全部見分けられるような観察力と洞どう察さつ力があるなら、話は別だけどね！」

　祥の脳のう裏りに昨日、出会ったコートの人物が思い浮うかんだ。衛兵たちが撃うったゴム弾だまをはじき飛ばすといった離はなれ業わざを見せたあの人物なら、不可能ではないかもしれない。

「中、見たいの？　サッチー」

「見れるのか？」

「うん！　インフォメーションセンターまでなら問題ないよ！　イズミちゃんにお任せです！」

　胸を叩たたき、イズミが意気揚よう々ようと門に向かって近づいていく。祥は彼女を追いかける。

「ホントかよ……いきなり捕つかまったりしないだろうな？」

「ノープロブレムだよ！　ジャジャーン、通ぅー行ぉー証ぉー！」

　そう言ってイズミが取り出したのは、一枚のＩＤカードだった。イズミの顔写真や光こう学がく認にん証しよう部分らしき磁気コードがついたものだ。

　イズミが門に面した詰つめ所しよで、警備服を着た男にカードを見せた。すると警備員はそれを受け取って何かの機械に通す。電子音を確認した後、イズミにカードを返した。顎を動かしただけで、通行が許可される。

　イズミが「サンキューサンキュー」と笑顔で門を通る。同行する祥が止められることもない。

「通行証？　なんだってお前がそんなもん、持ってるんだ？」

「衛兵庁にはね、医い療りよう施し設せつも備わってるんだ。一定階級以上の衛兵に施ほどこされる〝脳外科手術〟を施術するだけじゃなく、アフターケアのためのカウンセリングから負傷時の治ち療りようを施ほどこすための特別機関があるんだよ。左っ側の建物の三階奥がそうです！」

「……？」

「病葉剣花の研究が活いかされてるとはいえ、たくさんいる衛兵たちを彼女が自ら施術してるわけないじゃん！　忙いそがしい彼女に代わって衛兵を造るための病葉研究室もどきが、この中にもあるわけだよ。病葉剣花が直接手を下すほどじゃない施せ術じゆつは、この中で行われるんだ。被ひ験けん体たいじゃなくなった後、ワタシもここで健けん康こう診しん断だんを受けてたんだよ。他の被験体の人たちも同じじゃないかな？」

　建物に向かって敷地を歩きながら、イズミが陽気にくるくると回転して見せる。手に持ったカードが、風にあおられて小刻みに揺ゆれていた。

　イズミの言うことを信じるならば、つまり過去の被験体なら衛兵庁に出入りするのは自由だということになる。

　だがそれよりも、気になることがあった。

　脳天気に前を進むイズミに向かって、たずねる。

「健康診断って……やっぱりお前、あの実験で何か副作用があったんじゃないか？」

　病葉剣花が言った、〝まだ生きてたの？〟という台詞せりふがどうしても頭から離れなかった。

「副作用なんて、ないよ！　だって成果もゼロだったんだから！　もともと些さ細さいな持病があっただけです！」

　しかしイズミは、気楽な口調だ。

「持病？」

「外国語が喋しやべれない病とかね！　いくら勉強しても、ダメなんだよ！　病葉博士は脳の言語中ちゆう枢すうが壊こわれてるんじゃないかって言ってました！」

「それは……病気なのか？」

　回りすぎて目が回ったのか、イズミがふらふらとおぼつかない足取りで衛兵庁に足を踏ふみ入れた。自動ドアを抜け、祥たちはロビーへと出る。人通りは多く、様々な背格好をした人々がせわしなく動き回っていた。

　ここがインフォメーションセンターなのだろうか、見た目はごく一般的な日本企き業ぎようの受付といった感じだった。広いロビーの中央に、受付係らしき制服姿の女性が三人座っていた。

　イズミが受付の女性に通行証を見せ、「オーケー？　オーケー？」と繰くり返す。本人が言う通り、本当に日本語以外は話せないようだ。必死にジェスチャーでやりとりをしている。

　なんとか意思の疎そ通つうができたらしく、イズミが笑え顔がおで祥を振ふり返った。

「交こう渉しよう完かん了りよう！　まだカードの有効期間が残ってたから、ここから医い療りよう部までなら自由に行き来できるよ！」

「医療部か……他ほかにはどんな設備があるのか、知ってるのか？」

「いろいろあるよ、アウルスシティ一帯の治安活動の拠きよ点てんだからね！　衛兵たちや衛兵たちの乗り物の位置を把は握あくしてるセントラルセンターとか、世界規模の犯罪者の履り歴れきを集めたデータベースとか……衛兵や軍隊の訓練施し設せつもあるみたいだよ。個人的には地下の購こう買ばい部で売ってるＢＬＴサンドがおすすめです！」

　祥は、ぐるりとロビーを見回した。赤い服を着た衛兵たちが数人、祥たちとすれ違ちがっていく。彼らは不ふ審しんそうに祥たちを見ていたが、無視した。

　イズミもまた、祥と同様にロビーをぐるりと見み渡わたしている。

「本当は今日だけは、衛兵庁に来たくなかったんだけどね。サッチーのことが心配なので、ワタシも勇気を出すことにしました！」

「あ？　今日だけはって……なんだよ、それ」

「ううん、なんでもないよ！　個人的な事情です！」

　怪け訝げんに思いつつ、祥は考える。

　もしコートの人物が病葉剣花関連で、新研究所を狙ねらったとしたら。彼女の研究が関係しているこの衛兵庁も、標的に挙げられるはずだ。

　だが冷静に考えてみると、ここは衛兵たちの本ほん拠きよ地ち。警けい戒かい態勢を敷しいているアウルス大学よりも、襲しゆう撃げきするには難しい場所に間違いない。さらにつけ加えるなら、コートの人物が再び犯行に及およぶ確証はないし、もし再犯があったとしてもそれが今日とは限らない。

「無む駄だ足あしだったかもな……」

　祥は、ぽつりと呟つぶやいた。だがイズミが否定する。

「そうかな」

　少女が真顔で、ロビーを眺ながめていた。いつ取り出したのか、彼女の手には携けい帯たい電話が握にぎられていた。

「〝次は衛兵を狙う〟……あの言葉の意味を考えるなら、ここは……きっと他のメンバも……」

「イズミ？」

　ぶつぶつと呟きだしたイズミに、声をかけた時だった。

「……っ！」

　腹に響ひびくような爆ばく音おんが、衛兵庁を突つき抜ぬけた。

　衝しよう撃げきがロビーを揺るがし、歩いていた人々がバランスを失って地面に手をつく。身体からだを支えていられなかったのは、祥も同様だった。とっさに壁かべに手をつき、となりにいたイズミを守るべく肩かたを抱だきしめる。

　周囲の人間が悲鳴を上げる間もなく、立て続けに数回の爆音が響き渡わたっていた。音が聞こえるたびに、建物が激しく振しん動どうする。

「大だい丈じよう夫ぶか、イズミ！」

「Ａｘｘｏｎ……やっぱりキミが……？」

　抱きしめた祥の腕うでの中で、しかしイズミに動どう揺ようしている様子はなかった。悲しげな顔で廊ろう下かの奥を見つめ、祥には意味の分からない言葉を呟く。

　爆音が止やんだ。遅おくれて、建物内に警報音が鳴り響いた。

　避ひ難なんと警告を呼びかける機械的なアナウンスが、どこからともなく聞こえた。受付係の女性たちや、衛兵庁の職員らしき人々が、狼狽うろたえた人々を落ち着かせようと声を張り上げる。

　イズミの身体を支えながら、祥は爆音が聞こえた方角に向き直った。

「本当に現れやがったな、あの野や郎ろう……イズミ、お前は他の奴やつらといっしょにここから逃にげろ」

「どこに行くの、サッチー！　ダメだよ、早く逃げないと危ないよ！」

　止めようとするイズミの腕を振り切り、祥は廊下を駆かけ出した。後方から制止する職員の声が聞こえたが、黙もく殺さつする。廊下の奥を、赤い服を着た衛兵たちが慌あわただしく行き来しているのが見えた。

「サッチーってば！　サッチーも衛兵に捕つかまっちゃうよ！」

「ついてくるな！」

　正面からやってきた衛兵たちを、角に隠かくれてやりすごす。同様に横で身体を丸めたイズミが、祥の腕を引っ張る。

「爆破犯なんて、衛兵たちに任せておけばいいじゃん！　なにもサッチーが相手をする必要なんてないよ！」

「衛兵がアイツを捕まえられなかったのを、お前も見ただろうが！」

「サッチーは、その衛兵にも敵かなわなかったじゃん！　今度こそ殺されちゃうよ！」

　祥はニヤリと笑い、角から頭を出す。衛兵たちは去ったようだ。

「今度は、俺が勝つ」

「そうそう、順番で言えば今度はサッチーが勝つ番だよね、ってアホかー！　根こん拠きよないじゃん！　ひょっとしてサッチーはおバカさんだったんですか？」

「今ごろ気づいたのか？」

「きー！」

　頭を抱かかえて奇き声せいを上げるイズミを置いて、祥は通路に躍おどり出た。衛兵たちのあとを追うように、一直線に廊下を走り出す。

　また、爆音が聞こえた。ただし今度は、衝撃は伝わってこない。

「待ってよ、サッチーってば！」

「ついてくるなって！」

「拒きよ否ひします！　どこまでもついていくって言ったじゃん！」

　廊下の奥に、銃じゆうを構えた衛兵たちの姿が見えた。エレベータを取り囲むように待機しているようだ。ドアが開くと、統とう率そつのとれた動きで機内に乗り込んでいく。

　祥は舌打ちし、イズミの首根っこを摑つかんだ。十字路になった通路の真ん中に少女を立たせ、周囲を見回す。

「じゃあ爆発現場まで案内してくれ！　衛兵たちに見つからないような行き方が分かるか？　もし戦いになったら、すぐに逃げろよ！」

「うー、もうどうなっても知らないよ！　爆発は上の階から聞こえたよね？」

「すぐ上じゃないが、かなり上でもない。三階から五階の範はん囲い内だろう。あともっと奥から聞こえたな。さっき言ってた、衛兵たちを造るための研究所もどきってのは？」

「ズバリ、三階のもっと奥だよ！」

「そこだ。衛兵たちみたいに人数がいるわけじゃないからな。場所を絞しぼらないと、連中より先にたどり着けない」

「いっそ先にたどり着けないほうがいいよ！　サッチーは無茶苦茶です！」

　泣きそうな顔をしながらも、イズミの状じよう況きよう判断は意外なほど早かった。四方に延のびた通路をざっと見み渡わたし、右手に折れた廊下を走り出す。

　途と中ちゆう、階段を警戒する衛兵たちを見つけ、慌てて迂う回かいしながらも、二人は非常階段へとたどり着いた。二階へと昇のぼったところで、上方から大勢の足音を聞いて廊下へと出る。

　爆音と警報音は、あいかわらずうるさく鳴り響いていた。しかし、なぜか最初の爆破の時のような衝撃は感じられない。避難を呼びかけるアナウンスがあいかわらず、建物中に連続して流されていた。

「こっちだよ！」

　別の階段から三階へとのぼると、黒い煙けむりが廊下に充じゆう満まんしていた。視界が悪くなったと同時に、周囲の空気が慌ただしく乱れているのが分かった。

　視界内の廊下のあちらこちらに、衛兵たちの姿が見えた。赤い服に拳けん銃じゆうやマシンガンを装備し、重そうなヘルメットをかぶっている。数人で一組のチームを組んでいるようだ。廊下の角のほとんどに、衛兵たちの集団が身を潜ひそめていた。

　祥とイズミは、階段をのぼったところで手すりに身を隠した。

「どうやら、ここが爆発現場らしいな。研究所は？」

「この先だよ。でもこれ以上はどうやっても近づけないよ、サッチー」

「衛兵たちは、もう犯人を包囲してるのか？　どうして、突とつ入にゆうしない？」

　祥の疑問を、立て続けに響ひびき渡わたった銃声がかき消した。

　煙で覆おおわれた廊下の奥で、衛兵たちに動きがあった。身を隠していた赤服たちが何かを叫さけび、いっせいに通路の先に向かって拳銃を構える。

　再び、銃声が鳴り響いた。

　祥は自分の目を疑った。

　拳銃を構えた衛兵たちが、続けざまに後方に吹ふっ飛んでいた。一分と経たたず壊かい滅めつしたチームの向こうから、煙に紛まぎれて現れた影かげがあった。

　地に臥ふした人間たちを悠ゆう然ぜんと見下ろす、神のように。

　暗雲を切り裂さいて現れた、太陽のように。

　点てん滅めつする非常ランプと黒煙、鳴り響く警報とアナウンスをバックに、一人の人物が姿を露あらわにしていた。

　漆しつ黒こくのライダースーツに身を覆った体つきは、まるで古代の彫ちよう像ぞうのごとき美しいラインを描えがいていた。文句のつけようのない均斉のとれたフォルムは、しかし頭部を隠かくしたフルフェイスのヘルメットによって完結している。

「女……だと……？」

　場ば違ちがいなほど幻げん想そう的な光景に、祥は息をのんだ。

　衛兵から奪うばったのだろう。ライダースーツの女は、両手に拳銃を構えていた。顔を動かすこともなく、機械的な動きで前後左右に両りよう腕うでを向ける。

　女の手の中で、拳銃が火を噴ふいた。

　今まさに通路から躍り出ようとしていた衛兵たちが、次々と吹っ飛んでいく。

　さらに女は後方にも銃口を向け、引き金を引いた。煙の向こうで、誰だれかの苦鳴が聞こえた。

　振ふり向くこともなく、背後の敵を撃うち抜ぬく。──そんな現実離ばなれした光景が、祥の目の前で繰くり広げられていた。

「この視界の中で……しかも、隠れた衛兵の居場所がどうして分かるんだ……？」

　戦せん慄りつする祥の横で、イズミもまた身動きがとれずにいた。目を見開き、少女が呟つぶやく。

「〝ミネルヴァの梟ふくろう〟……」

　カチン、という固い金属音が廊ろう下かに響いた。

　女が持つ拳銃のゴム弾だまが、切れたのだ。

　チャンスとばかりに、衛兵たちが女に飛びかかった。素す早ばやい動きで女を取り囲み、統率のとれた動きでスタンロッドで殴なぐりかかる。

　長身の女が、躍おどった。

　滑すべるように一人の衛兵に詰つめよると、攻こう撃げきをかわして背後に回り込んだ。首に手を回して、頸けい動どう脈みやくを絞しめつつ衛兵の腕をつかむ。別の衛兵にスタンロッドが炸さく裂れつする。

　火花を散らして一人が床ゆかに倒たおれると、気絶した衛兵を衛兵に投げつける。怯ひるんだ衛兵の懐ふところから拳銃を奪い取り、立て続けに引き金を引く。

　まるで無む駄だのない──無駄のなさすぎる動きだった。衛兵たちの動きを視覚に捉とらえてすらいない。前方、後方と関係なく銃口が向きを変え、そのたびに動く衛兵たちの数が減っていく。

「やばいよ、サッチー……！　あんなの普ふ通つうじゃない……人間じゃないよ！」

　怯おびえた顔で腕をつかむイズミを、しかし祥は振り向かなかった。

「……よし！」

「サッチー！」

　あれほどの人数がいた衛兵が、あっという間に全ぜん滅めつしていた。動く人ひと影かげがライダースーツの女一人になったことを確かく認にんし、祥は床を蹴けって廊下に飛び出す。

　女が持つ拳銃が、すでにこちらを向いていた。

　だが、銃声の代わりに金属音が響いただけだ。──相手に祥の居場所がバレていることも、さらに拳銃の弾数が切れるタイミングも、祥の目算通りである。

　一気に間合いを詰めよる祥に対し、ライダースーツの女が拳銃を放ほうり捨てた。そして静かに身を低くし、隙すきのない構えを見せる。

「……！　お前は……！」

　突とつ然ぜんに現れた祥に対しても、女が動どう揺ようした様子は見せなかった。祥は殴りかかるのを思いとどまり、別の攻撃──跳とび蹴げりを女に向かって見み舞まわせる。

「ひゅっ……」

　女が鋭するどく呼気を放つのが、聞こえた。落ち着き払はらった動きで、手のひらで祥の蹴りを受け流す。流れるような一連の動作で、もう片方の掌しよう底ていで祥の脇わき腹ばらを打ちつける。

「ぐっ！」

　バランスを失って地面に着地した祥を、女がさらに蹴り上げる。とっさに防ぼう御ぎよ行動をとろうとするが、それはフェイントだったようだ。クルリとその場で身体からだを一回転させ、後ろ回し蹴りで祥のこめかみを蹴り飛ばす。

　まともに衝しよう撃げきを受け、祥は床に手をついた。間かん髪はつ入れず襲おそいかかった掌底を、後方に跳んでかろうじてかわす。

　──強い。

　手玉にとられているのを認めざるを得ない。ライダースーツの女は強かった。

　しかし。

「お前……」

　女と距きよ離りを置き、祥は顔をぬぐった。こめかみに裂れつ傷しようが刻まれ、血が流れていた。

　圧あつ倒とう的な強さなのは、昨日のスーツの人物と変わらない。

　しかし、実際に向かい合ってみて、祥は気づいていた。

　昨日の爆ばく破は犯は、眼前の女のように構えたりはしなかった。さらに攻撃を受けてみて分かったのは、昨日に比べて攻撃が軽い、ということだ。武器の扱あつかいや身体能力は人間離れしているが、筋力は人間の女の域を出ない。
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「昨日の爆破犯とは、別人だな」

　祥の鼻先に、小さな金属の塊かたまりが迫せまった。

　女が投げたのだ。

「……！」

　祥の瞳ひとみが深しん紅くに染まった──が、超ウルトラ・飛躍ジヤンプによって祥の思考が加速するよりも、塊が弾はじけ飛ぶほうが早かった。

　目に映る全すべてが、純白の輝かがやきに吞のみ込まれた。

　閃せん光こう弾だんだ。

　空気が弾はじける衝撃と閃光によって視界を奪うことで、敵の戦せん闘とう力を殺そぐ兵器である。

「くっ！」

　とっさに腕で顔を覆おおうのが、精せい一いつ杯ぱいだった。あやうく意識が朦もう朧ろうとするが、歯を食いしばって衝撃に耐たえる。

　閃光はすぐにおさまっていき、再び非常ランプと黒こく煙えんで埋うめ尽つくされた廊下が現れた。

　ふらつく頭をおさえ、目の奥の痛みに耐えながらも薄うす目めを開ける。──ライダースーツの女が、目の前から忽こつ然ぜんと消えていた。

「くそっ……！」

「サッチー、大だい丈じよう夫ぶ？　ああっ！　ちちちち、血が……！」

　階段から飛び出し、イズミが祥に駆かけよってくる。

「俺は大丈夫だ。イズミこそ、なんともないか？」

「ワタシは怖こわくて、ばっちり目を閉じて耳をふさいでました！」

「アイツは、どっちへ消えた？」

「あっちだけど……でも──」

　戸と惑まどいながらもイズミが指さした先に、煙けむりにまぎれて黒いライダースーツが見えた。廊下の突つき当たりを曲がって姿を消す。

「逃にがすかっ！」

「待て待てー！　って、アホかー！　逃がそうよ！　ていうか、逃げようよ、サッチー！」

　イズミの制止を振ふり切り、祥はスーツの後を追いかける。

　直後、また爆音が廊ろう下かに響ひびき渡わたった。祥は思わず、足を止める。

「なんだ？　まだ爆発が……爆破犯は、別にいるのか？」

　爆発音は立て続けに衛兵庁に響き渡っていた。閃光弾で平へい衡こう感覚が混乱したままの祥は、音がどこから響いてくるのか分からない。

「……！」

　今度は、大勢の足音が聞こえた。音は狭せまい通路に反はん響きようし、前後左右、さらに階段の上下からも聞こえてくるようだった。

「ちっ、衛兵……！　囲まれたか……！」

　反射的に、周囲を警けい戒かいする。

　──だが衛兵たちは、どこからも現れない。

　爆音と衛兵の足音に、さらには人々のざわめく声までもが加わっていた。ようやく煙の向こうに新手の衛兵たちが姿を現すが、彼らまでもが際限ない雑音に戸惑っているように見える。

　爆発の音と衛兵の気配に取り囲まれ、祥はどうすることもできずに立ちつくす。

「なんなんだ、これは……？　音だけが聞こえて……？」

　祥の背中に隠かくれたイズミが、息を吞む気配が伝わった。

「〝メドゥーサの盾〟……」

　少女の呟つぶやきも、新たな爆音にかき消される。

　衛兵たちが、こちらを見た。銃じゆうを構え、何事かを叫さけぶ。

「もうダメだよ、サッチー！　これ以上、ここにいたら捕つかまっちゃう！　逃げよう！」

　イズミに腕うでを引かれ、祥は顔を歪ゆがめる。

「くそ！　くそっ……！」

　こちらに向かって駆けよる衛兵たちを睨にらみ、祥は壁かべに拳こぶしを叩たたきつけた。







　９　鈴藤小槙　その六




　ランチをとらずにイオ・アンセルメと別れ、小槙は自室へと戻もどった。

　椅い子すに座り、何もせずにノートパソコンをじっと見つめ続ける。

　ディスプレイにはチャットルーム、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟が表示されていた。

　ログインしているメンバは、小槙しかいない。一定時間ごとに画面が自動的に更こう新しんされては、変わらない画面が映し出されていた。

　小槙が微び動どうだにせず画面と向かいあってから、どれくらいの時間が経たっただろう。

　カーテンを開いた窓からは、うっすらと赤みをさしつつある空が見えた。本日の講義を受け終わった学生たちの声が、窓の外や廊下から聞こえた。

　小槙は、右手を動かした。

　パソコンの横に置かれたリモコンを使い、テレビを点つける。

　ニュース番組か、それとも特別番組か、アウルスシティで連続している爆ばく破は事件について、報道されていた。キャスターが爆破された二つの施し設せつの共通点や、被ひ害がい項こう目もくを読み上げている。

　最初の爆破事件、建設中だった病葉剣花の新研究所については、人災はなかったようだ。ただし最さい新しん鋭えいの設備のほとんどが燃えてしまったらしい。研究所の主あるじ、病葉剣花の実名は明かされなかったが、日本人の研究者とだけ発表された。

　二回目の爆破事件、すなわち今日の昼に爆破されたのは、衛兵庁の一部設備と正式に公表されたようだ。機密に関かかわる研究設備が破は壊かいされ、また少なくない数の衛兵が負傷したようだ。治安活動の拠きよ点てんたる衛兵庁が爆破犯の標的にされたとあって、世間の注目が急激に集まる結果となった。みすみす爆破犯を建物内部に侵しん入にゆうさせ、さらには犯人と思われる人物を取り逃がしたことを、キャスターが強い口調で非難していた。このぶんでは世間からの批判も、これからさらに強くなるだろう。

　一いつ般ぱん市民はまだ、破壊された両設備の共通点に気づいてはいないだろう。すなわちどちらの施設も、病葉剣花という研究者が関わっていることだ。

　いるるやイオに聞き、小槙は衛兵の特とく殊しゆな増強手術に病葉剣花が関わっていることを知った。マスコミが嗅かぎつけるのも時間の問題だ。いずれにしろ、ウォリスランド共和国の首脳陣じんは近いうちに判断を迫せまられるはずだ。

　すなわち真実を公表するか、それとも病葉剣花の研究を隠し通すか。

　公表するのは、簡単だ。ただそうなると、国内外からの非難と弾だん圧あつは避さけられない。政権交代したばかりの新政府が倫りん理りを無視した研究を推進し、軍事利用をもくろんでいる。──小槙が考えるかぎり、それは国全体に未み曽ぞ有うの危機をもたらすに足るスキャンダルだ。最悪の場合、国際機関の介かい入にゆうを受けるかもしれない。

　最悪のシナリオを回かい避ひするために、新政府は事件の真相を闇やみに葬ほうむろうとするのは明らかだ。

　だが、それをするにはまず解決しなければならない問題がある。

　爆破犯の早急な逮たい捕ほ、もしくは抹まつ殺さつである。

　ただ犯人は、ウォリスランドの治安を守り続けてきた象しよう徴ちよう、衛兵を出し抜ぬいている。一ひと筋すじ縄なわでは逮捕することは難しいだろう。

　どちらにせよ、明日に控ひかえた国会が一つの転機となるのは間ま違ちがいない。

　国会の場で、今後のウォリスランド共和国の方針が公表されるからである。

「混こん沌とんの街とは、よう言うたもんや」

　小槙は一人、誰だれにともなく呟いた。

「発展、成長、平和、犯罪、崩ほう壊かい……それに、正義と悪。そんなもんがこれほどまでに紙かみ一ひと重えで織り混ぜられた場所は、他ほかにないで」

　ウォリスランド共和国という一つの国の、進退を決定づける鍵かぎ。

　それが今、この街アウルスシティにあり──ひょっとしたら、小槙のすぐそばにあるのかもしれない。

「不安定なのは、嫌きらいや。どうなるか分からへんから、怖こわいもん」

　テレビを消す小槙の頭に、ふとした疑問が浮うかんだ。

　幼なじみの少年、果須田裕杜と決別してから、あることが気になっていた。

　自分の中に生まれた、小さな違い和わ感。

　灰火秋秋日子という科学者と別れた時に感じた、変わりゆく世界と対たい峙じする恐きよう怖ふ。悲しみ。

「どうしていつも、あたしの目の前で変わっていくんやろう」

　小槙の黒い瞳ひとみに、ディスプレイの輝かがやきが反射した。

　どくん、と心臓とは異なる、もっと胸の奥で何かが蠢うごめく気配を感じる。

　自覚した途と端たんに、鼓こ動どうは速まっていく。小槙が感じたことのない、得体の知れない感情と感覚がこみ上げてくる。

「それとも……もしかしたら、あたしがこの世界を……」

　鼓動が、停とまった。

　小槙の瞳の中で、自動更新された画面に新たな文字が浮かんでいた。

　同時に思考に耽ふけっていた小槙は、我を取り戻す。




（message　in：Ａｘｘｏｎ）




　小槙は、目を細めた。

　Ａｘｘｏｎ。名前のない、無口なメンバ。

　小槙は彼を、待っていた。キーボードに手をかける。

　だが先手を切ったのは、Ａｘｘｏｎだった。




　Ａｘｘｏｎ 〉ｈｅｌｌｏ　ｍｙ　ｆｒｉｅｎｄ




　小槙の手が、ピタリと止まった。

　アウルスシティにやって来てからずっと無表情だった小槙の顔が、無意識に歪ゆがんだ。

「ちゃうやろ……」

　キーボードの上で、両の拳こぶしを握にぎりしめる。

「そないなこと、今ここで言うなんて卑ひ怯きようやん。もっと前から、皆みなの前で言うべきちゃうかったん……？」

　Ａｘｘｏｎはそれきり、何も語らなかった。

　小槙はまぶたを閉じた。

　再び両目を開いた彼女の顔からは、表情が消えていた。冷静な瞳でディスプレイを見つめ、キーボードを叩たたく。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉ほんまにＡｘｘｏｎが爆破犯なん？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉まだ続けるつもりなん？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉自首するつもりは？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉それとも他に仲間がいるん？　誰かに命令されてやってるん？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉どうしてそないなことするん？




　機械的に続く小槙の質問に、しかし最後の問いかけにだけＡｘｘｏｎは答えない。

　小槙は無表情に画面を見つめ、キーボードを叩き続ける。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉ううん、理由なんてどうでもええわ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉本当にＡｘｘｏｎが爆ばく破は犯かどうかも、どうでもええ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉でも、どうしてここで自分が犯人だなんて言うん？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉友達やったんやろ？　みんな心配しとるで

　Ｋｏｍａｋｉ 〉相談するでもない、協力を求めるでもない

　Ｋｏｍａｋｉ 〉Ａｘｘｏｎは一体、何がしたいん？




　しかしＡｘｘｏｎは完全に無言になってしまった。

　不快な感情──苛いら立だちが、小槙の胸中に湧わいた。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉答えてや




　小槙には、Ａｘｘｏｎという人物の意図がまったく分からない。

　キーボードから、手を離はなす。

　苛立ちはすぐに消えたが、代わりに胸の奥に痛みが生まれた。

　我知らず、下した唇くちびるを嚙かむ。

「それとも、あたしが友達になれてへんだけなのかなあ」

　小槙の意図を他のメンバ、ＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓは言葉にせずとも理解してくれた。

　Ａｘｘｏｎの真意も、彼らならば理解できるのだろうか？　理解できないのは、小槙だけなのだろうか？

　他のメンバに代わって、Ａｘｘｏｎの意思を確かめようと思った。

　Ａｘｘｏｎを親しく思っている他のメンバでは、Ａｘｘｏｎと対峙するには辛つらいだろうと考えたからだ。

　だが、そんな小槙の行こう為いも、ただの無む駄だにすぎなかったのだろうか？

　画面が、移り変わった。




　Ａｘｘｏｎ 〉ｗｅ　ａｒｅ　ｆｒｉｅｎｄｓ




　小槙の瞳ひとみの中で、Ａｘｘｏｎの書き込みが揺ゆれた。

「答えになってへんよ……」

　ぽつり、と呟つぶやく。

　小槙の声の余よ韻いんが消えるよりも先に、立て続けに新たな書き込みがなされる。




　Ａｘｘｏｎ 〉ｔｏｍｏｒｒｏｗ

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｅｘｔ　ｔａｒｇｅｔ　ｉｓ　Ｗａｋｕｒａｂａ　Ｌａｂ




〝明日〟。

〝次の標的は病葉研究室〟。

　昨日と同じ、犯行予告。

「……」

　湧き上がる感情を押し殺し、小槙は人形のように画面を見つめたまま指先を動かす。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉やめる気はあらへんのやね




　彼女の問いかけに、Ａｘｘｏｎは答えなかった。

　無反応を予想していた小槙は、別の質問を書き込む。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉それなら一つだけ、教えてや

　Ｋｏｍａｋｉ 〉爆破事件とは関係あらへん

　Ｋｏｍａｋｉ 〉このチャットのことや




　Ａｘｘｏｎはまだログアウトしていない。

　小槙の質問を、必ず見ているはずだ。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉このチャット、Ｅｌｙｓｉｕｍの管理者はＡｘｘｏｎなん？




　質問が表示されると、小槙はキーボードから手を離した。

　反応は、返ってこない。

　だが小槙は、じっとＡｘｘｏｎの返答を待ち続けた。

　それまでとはまったく質の異なる内容の問いに、困こん惑わくしているのだろうか？

　──否いな、Ａｘｘｏｎは正直に答えても良いのか判断を迷っているのだ。

　小槙には、そのことが分かっていた。

　彼女の考えている通りならば、Ａｘｘｏｎはこの質問の重要性を、誰だれよりも理解している。

　だからこそ、小槙には確信があった。

　Ａｘｘｏｎは必ず、小槙の質問に偽いつわりのない答えを返してくる、と。

　その予想は、数分も経たった頃ころに的中した。




　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ




　Ａｘｘｏｎでは、ない。

　他ほかのメンバは、Ａｘｘｏｎだと思っているようだった。

　だが本人は、否定した。小槙はＡｘｘｏｎの回答を、噓うそではないと直感していた。

　停止していた小槙の思考が、急速に回転する。

　じっとディスプレイを凝ぎよう視ししたまま、再びキーボードに手をかける。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉その答えで、ちょこっとだけ分かったわ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉それが、ここで犯行予告する理由の一つなんやね

　Ｋｏｍａｋｉ 〉あと、あたしがおる時にだけちゃんと喋しやべる理由も

　Ｋｏｍａｋｉ 〉あたしがおる時にだけ、犯行予告するのも




　あたしだけ、〝神様〟の名前を持たない部外者やから──。

「偶ぐう然ぜん、メンバになったばかりのあたしだけが、Ａｘｘｏｎの言葉を正確に他の人たちに伝えられるから」

　ほんのわずかだけ、Ａｘｘｏｎの考えを感じ取ることができたような気がした。

　他人と繫つながる、感覚。

　友達という特別な関係である、証あかし。

「Ａｘｘｏｎは、ずっと怖こわかったんやね……怖くて、仕方なかったんや」

　小槙が呟いた直後、画面に変化が生じた。




（message　in：Ａｔｈｅｎａ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎ




　新たなメンバが、チャットルームにログインした。

　Ａｔｈｅｎａだ。

　しかし──。




（message　out：Ａｘｘｏｎ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎ

　Ａｔｈｅｎａ 〉待って




　現れたＡｔｈｅｎａを避さけるように、Ａｘｘｏｎがログアウトしてしまう。

　Ａｔｈｅｎａの呼びかけが、空むなしくチャット画面に表示された。

　彼女の詰きつ問もんは、残された小槙へと向けられた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉Ｋｏｍａｋｉ、彼と何を話していたのですか？

　Ａｔｈｅｎａ 〉今日のことについて何か言っていましたか？

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼はなぜ、私を避けたのですか？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉落ち着いてや、Ａｔｈｅｎａ




（message　in：Ｐａｎｄｏｒａ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉教えてください、Ｋｏｍａｋｉ

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼は何て？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉やほほー！　元気かい、みんな！　ワタシは爆ばく破は事件のことで頭が混乱中です！　って、アホかー！　それどころじゃないみたいだね！




　続いて、Ｐａｎｄｏｒａもログインした。




　Ａｔｈｅｎａ 〉たった今、私がログインすると同時にＡｘｘｏｎがログアウトしたのです

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉いたの？　Ａｘｘｏｎ

　Ａｔｈｅｎａ 〉教えてください、Ｋｏｍａｋｉ。彼と何を話したのですか？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉Ｋｏｍａｋｉは彼と話したんだね！　教えてよ、Ｋｏｍａｋｉ！

　Ｋｏｍａｋｉ 〉今日の爆破も、自分が犯人やて




　小槙が言うと、二人の女性は黙だまり込んだ。

　待っても反応がないため、続けてキーボードを叩たたく。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉爆破した理由も何も言わんかったで

　Ｋｏｍａｋｉ 〉ｔｏｍｏｒｒｏｗ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉ｎｅｘｔ　ｔａｒｇｅｔ　ｉｓ　Ｗａｋｕｒａｂａ　Ｌａｂ

　Ｋｏｍａｋｉ 〉それだけや




　二人からの返答はなかった。

　小槙は何も言わず、じっと彼らの反応を待った。

　しばらくすると、Ｐｅｒｓｅｕｓもログインした。

　小槙は、何も語らない二人の女性に話した内容を再び彼に説明した。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉そうか




　彼もそう言ったきり、無言になる。

　沈ちん黙もくが続いた後、Ａｔｈｅｎａが切り出した。




　Ａｔｈｅｎａ 〉今日の爆発現場に、私もいました

　Ａｔｈｅｎａ 〉衛兵を狙ねらうという言葉がもし本当ならば、衛兵庁が狙われると思ったのです




　小槙も、同じ推理をした。

　違ちがう場所にいる衛兵たちを狙うよりも、一カ所に集まっている場所、衛兵庁を狙うのが効率的だと考えたからだ。

　それとも、衛兵を狙うという意味は、〝それ〟を生み出す衛兵庁そのものなのかもしれない。

　他のメンバも小槙の予想通り、同じ考えに至っていたようだ。

　次々とＡｔｈｅｎａの言葉に続く。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉オレもだ

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ありゃりゃ、みんなそうなの？　ワタシもだよ！　じゃあどこかですれ違ってたかもしれないね！

　Ａｔｈｅｎａ 〉しかし、爆破犯らしき人物とは遭そう遇ぐうできませんでした

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉オレは姿こそ見えなかったが、犯人が近くにいたようだった

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ハイハイ！　ワタシ、犯人と会ったかもしれません！

　Ｋｏｍａｋｉ 〉ほんま？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ほんまです！　女の人だよ！　衛兵たちをばったばったとなぎ倒たおしてたよ！　人間業わざとは思えません！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉女？　Ａｘｘｏｎは、女なのか？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉Ｐａｎｄｏｒａ、怪け我がせえへんかった？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉心配ご無用！　怪我をしたのは、ワタシのボーイフレンドだよ！　って、アホかー！　ぜんぜん心配ご無用じゃないよ！　すごく心配です！




　Ｐａｎｄｏｒａが見かけたという女について、話し合う。

　ライダースーツを着た、長身の女だったそうだ。相当に武器の扱あつかいに慣れた人間でその上、格かく闘とう技ぎにも長たけているとのことだった。

　しばらく黙っていたＡｔｈｅｎａが、躊躇ためらいがちに発言をする。




　Ａｔｈｅｎａ 〉あの

　Ａｔｈｅｎａ 〉その女性は爆ばく破は犯ではないかもしれません

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉どうしてさ！　爆発現場にいたんだよ？　それに衛兵と戦ってたし！

　Ａｔｈｅｎａ 〉報道を見ましたが、犯人の目もく撃げき情報はないと言っていました

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉報道規制されてるんだろう。その女がＡｘｘｏｎかどうかはともかく、Ｐａｎｄｏｒａの話をきくかぎりじゃ、犯人だとしか思えない

　Ｋｏｍａｋｉ 〉状じよう況きようが状況やし、少なくとも当局はその人を爆破犯や思とるやろな

　Ａｔｈｅｎａ 〉そうですね。ごめんなさい、確かにその通りです




　また、沈黙が落ちた。

　皆みな、次の言葉を言いあぐねているのだろう。

　言ってしまえば、Ａｘｘｏｎが爆破犯だと認めてしまうことになる。その上で、ある覚かく悟ごが必要となる。

　小槙はキーボードを叩いた。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉明日、病葉研究室が狙われる可能性は高い思うで




　誰だれ一人ひとり、小槙の発言に反応する者はいなかった。

　何も言わずとも、皆の考えも同様なのだろう。

　だからこそ、何も言えずにいるのだ。

　静かに画面を見つめる小槙の瞳ひとみの中で、新たな発言が表示された。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私は、確かめようと思います

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎが本当に爆破事件の犯人であるかどうかは、まだ分かりません

　Ａｔｈｅｎａ 〉しかし、彼がここであのような発言をしたのには意味があると思います

　Ａｔｈｅｎａ 〉私はそれを確かめたい




　小槙は、じっと画面を凝ぎよう視ししたまま呟つぶやく。

「勇気があるんやなあ、Ａｔｈｅｎａは」

　彼女の勇気を、小槙は羨うらやましいと思った。

　他の二人も、決意を固めたようだ。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉オレも同じ気持ちだ。Ａｘｘｏｎは、意味もなくあんなことを言うようなヤツじゃない

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉そうだよね！　ワタシも同感だよ！　彼は良いい人です！

　Ｋｏｍａｋｉ 〉どないするん？

　Ａｔｈｅｎａ 〉犯行場所が分かっているのなら、対処も可能です

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉その通りだ。もし違ちがう場所で犯行があったり、犯行そのものがなければ、Ａｘｘｏｎは無関係ということになる

　Ｋｏｍａｋｉ 〉当局にまかせるわけにはいかへんの？　通報するとか

　Ａｔｈｅｎａ 〉チャットでの犯行予告などでは説得力がありません

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉相手にされないよね！

　Ｋｏｍａｋｉ 〉ほんなら、あたしたちみんなでＡｘｘｏｎに会いに行くん？




　小槙の問いかけに、しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉ごめんなさい

　Ａｔｈｅｎａ 〉皆と実際に会うわけにはいきません

　Ａｔｈｅｎａ 〉私は個人で動こうと思います

　Ａｔｈｅｎａ 〉ごめんなさい




　Ａｔｈｅｎａが申し訳なさそうに、しかし必死に謝罪する。

　何らかの事情があるのだろう。

　またＰｅｒｓｅｕｓも、会えないのは同様のようだ。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉悪いが、オレも顔を合わせることはできない

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉すまん

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉二人とも、シャイなんだね！　ワタシは別に、会っても問題ないんだけどね！　Ｋｏｍａｋｉはどうするんですか？




「どないしよう」

　小槙は、考える。

　Ａｘｘｏｎが何を考えているか、その一部を小槙は悟さとってしまった。

　その上で、自分がどう行動すべきか分からなかった。

　正直を言うと、今の時点で小槙はＡｘｘｏｎに託たくされた自分の役目を終えている。そのことは、はっきりと分かっていた。

　ここから先は、小槙の意思による行動ということになる。

　小槙は今、何をすべきなのだろう？

　どんな行動が、正しいと言えるのだろう？

　友達ならば、それを助けるのが人間として正しい行いである──そのことは、分かる。

　しかし、小槙は何をすれば友達を〝助ける〟ことに繫つながるのか、それが分からない。

「どないしよう」

　小槙の手が、キーボードの上で完全に停止した。

　──自分で、決めるんだ。

　──あなたが、決めるの。

　幼なじみの姉弟、果須田裕杜と果須田明葉の声が耳元で囁ささやいた。

　かつて彼らにそう言われた時、小槙は首を傾かしげることしかできなかった。

「決められへん。決められへんよ……裕くん」

　答えられずにいる小槙に代わって、Ｐｅｒｓｅｕｓが言った。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉危険があるかもしれない。それぞれの判断で、動こう

　Ａｔｈｅｎａ 〉そうですね

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉了りよう解かいだよ！　お互たがいの行動は把は握あくできるしね！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉ああ、このチャットで連れん絡らくをとりあおう

　Ａｔｈｅｎａ 〉分かりました




　結論が出たことで、メンバたちがログアウトしていく。

「小槙？　明かりくらい点つけろよ」

　部屋の照明が、点灯した。

　振ふり向くまでもなく、声で分かった。いるるだ。休きゆう憩けいのためか、はたまたサボりか、病葉研究室から戻もどってきたようだ。

　いつの間にか、夜になっていたようだ。

「決められへん……」

　画面から自分以外のメンバ全員がログアウトしてからも、小槙は動けずにいた。

　小槙の顔とディスプレイの間に、横向きになったいるるの顔が割り込んできた。小槙はようやく、我に返った。

「どうしたんだい、小槙？　なにかあったのか？」

「ううん、ちょっとぼーっとしてただけや」

　首を振ると、いるるは「ふうん、ならいつも通りだね」と軽口を叩たたき、冷蔵庫へと移動する。買い込んだビールを取り出し、ベッドの上にどさりと座り込む。

「研究室から抜ぬけ出してきたん？」

「的確な表現だね、小槙！　その通りさ、監かん視しの目をかいくぐり、まさに抜け出してきたのさ。あそこは地じ獄ごくだよ、いよいよ明日が期限とあってこの世の修しゆ羅らと化してる！　今夜はイオも含ふくめて、徹てつ夜やの突とつ貫かん工事さ！　国会開始のギリギリまで、データをまとめるってんだ。研究の行程表くらい作っとけっての」

「あのな、いるる。衛兵庁が爆ばく破はされてん。今日の昼頃ころや。テレビとか見てへんやろ？」

「知ってるよ。あの女が怒ど鳴なり散らしてたからね。〝はあ？　衛兵庁の〝衛兵製造所〟が爆破されただって？　知るかバカ！　バーカ！　極限バカ！　技術提供した時点で、ボクの責任は果たしてるんだ！　次はここが狙ねらわれるかもしれない？　じゃあ護まもれよ！　ボクの研究成果が欲しいんだろ！　ただし邪じや魔まをしたら脳みそかっさばくからな！〟だとさ」

「狙われることが分かっとるなら、逃にげといたほうがええよ。いるるは関係ないやん」

「それはできない。考えられないよ」

　小槙の忠告を、いるるが真しん剣けんな顔つきで辞した。缶かんビールを手に、鋭するどい視線で小槙を見る。

「今も言ったように、病葉剣花は国会に出席する直前まであそこを離はなれない。現在の被ひ験けん体たいであるイオ・アンセルメも、午前中は研究室に拘こう束そくされたままだ。あの女はともかく、被験体である彼や研究員に罪はない。彼らを危険にさらし、自分だけが安全な場所に逃げるわけにはいかない。研究に関かかわってしまった以上、私には責任がある」

「それが、正しい行動なん？」

「正否なんて、知らない。自分のルールに従っているだけだ。私自身が決めたことだよ」

　いるるが小槙を見つめたまま、表情を緩ゆるめた。何事もなかったかのように、缶ビールに口をつける。

　自分自身で決めたこと。

　どうやって決めたのかと訊きけば、自分のルールに従ったまでだというのだろう。

　小槙の中に確固たるルール、規則はない。あるのは、疑問ばかりだ。

「ふう……」

　いるるが、ベッドの上でうつむいた。眉み間けんをおさえ、顔を歪ゆがめている。

　よほど疲つかれているのだろう。たとえ溺おぼれたとしても藁わらより酒をつかみそうな従姉妹いとこが、飲みかけにもかかわらずビールを手放している光景をはじめて見た。

「ほんま、大だい丈じよう夫ぶなん？　いるるがそないに疲れるなんて、よっぽど大変な仕事なんやね」

　小槙が声をかけると、いるるが顔を上げた。何を思ったか、弱々しい笑えみを浮うかべる。

「優やさしいね、小槙。キミは以前のキミより、ずっと優しいんだ」

「……？」

「口では強がってみたが……このままでは、ダメだ。あの研究は、病葉剣花は、止まらない」

　いるるが愚ぐ痴ちではなく、弱音につながる言葉を吐はくのもまた、はじめてだった。

「研究者としてはともかく、〝研究屋〟としてのヤツは想像以上に手て強ごわい。研究の副産物によって得られる利益で、すでに何人かの政治家を懐かい柔じゆうしているんだ。ヤツの失しつ脚きやくを怖おそれている連中が、ゴロゴロいる。たとえ研究の存在を国際機関に告発したところで、そいつらによって、もみ消されるのは目に見えている」

　硬い口調で呟つぶやき、再び自らの髪かみを両手でつかむ。

「〝お見通しだぞ、鈴藤いるる。お前のことだから研究を手伝いながらも、ボクを止める手段を模も索さくしてるんだろ。……ふん、いきがるなよ、学生風ふ情ぜいが。ボクの研究を止めようとしてみろ。ウォリスランド全体が、お前の敵となるぞ〟」

　病葉剣花の真似まねだ。幼い外見とは裏腹に、あまりに老ろう獪かいな混こん沌とんの研究者。

「……だとさ。その通りだよ、私のような一いつ介かいの学生が勝てるような、なまやさしい相手じゃない。あのピーナッツ頭め、ガキのような容姿も、相手をあざむく計算に違ちがいない」

「ほんなら、諦あきらめたほうがええよ。わざわざいるるが危ない目にあうことないやん」

「いいや、ここで引き下がるような賢けん明めいな人間なら、合学科なんかにはいないさ」

　苦く笑しようとともに、いるるが言った。同感だった。

「ねえ、小槙」

　従姉妹の真剣な瞳ひとみが、小槙を見上げた。

「私が〝罪人〟になっても、キミは──」

「え？」

「……いや、なんでもない。ここで躊躇ためらっているようでは、本当にキミのそばにいる資格さえなくなってしまうな」

　小槙は、首を傾かしげた。いるるが何のことを言っているのか、理解できない。

「私は私のルールを貫つらぬくのみ。鈴藤いるる、ここにありだ」

　皮肉な微び笑しようで自己完結し、従姉妹がベッドに横になった。手て探さぐりで放ほうっておいた缶ビールを手に取り、一気に飲み干す。

　それ以上、従姉妹は話を続けるつもりはないようだ。完全に押し黙だまってしまった。

　いるるは決断を下したようだ。

　彼女曰いわく、自分のルールに従った結果である。

　小槙だけが、答えを出せずにいる──。

「ちょっと外の空気吸うてくるわ」

　ノートパソコンを閉じ、小槙は椅い子すから立ち上がった。

　部屋を出るとすぐに、数人の衛兵たちとすれ違った。通路を歩いていた学生たちが、訝いぶかしげに衛兵を振ふり返る。学生らは、キャンパス内の警備をする衛兵が増えている理由を知らない。

　照明で照らされた廊ろう下かを過ぎ、学がく寮りようを出た。

　外の空気は、芝生しばふの匂においがした。

　電灯がポツポツと明かりを落とした広場に、足を踏ふみ入れる。学生の姿も見えるが、同じくらいに赤い服を着た衛兵の姿があった。医学部エリアは特に、厳重に警備されているのだろう。

　石いし畳だたみと砂利じやりを敷しき詰つめた通路を、歩いていく。横を見ると、芝生の中央に大きな樹が立っていた。樹の根本には、一つだけベンチが置かれている。

　小槙は通路をそれ、ベンチへと近づいていった。

　木製に鉄の手すりがついた、古めかしいベンチだ。小槙は硬い感かん触しよくを感じつつ、真ん中からやや左側に座った。

　風が吹ふいた。

　乾かん季きにふさわしい、涼すずやかなそよ風。頭上に茂しげった葉が、ざわめく。擦すれ合う葉の合間に、星空が見えた。

「痛そうや」

　頭上を仰あおいだまま、小槙は呟つぶやいた。

「──二連敗だ」

　ベンチの真ん中からやや右側、つまり小槙のとなりに座っていた少年が呟いた。

　両りよう肘ひじを背もたれにかけ、空を仰いだ格好の春野祥。上を向いた彼の顔には濡ぬれたタオルがかけられているため、表情は見えない。だがこめかみのあたりに、大きな湿しつ布ぷが貼はられていた。

「爆ばく破は犯を見つけたはいいが、返り討うちだ」

「知っとる」

「誰だれから聞いたんだよ」

「春野くんの考えてることなんて、お見通しやねん。単純やから」

「相手にもならなかった。オマケに、人違いかもしれねー。昨日とは別のヤツっぽかった」

「それも多分……知っとる」

「鈴藤さんは、なんでも知ってるんだな」

　タオルを顔にかけた祥が、皮肉っぽく笑った。

　小槙は広場の電灯を、ぼんやりと眺ながめた。

「春野くんは、自分のルールっていうん持っとる？」

「持ってるよ」

「どこから拾ってきたん？」

「そうそう、拾ったから交番に届けて一割もらったのさ……って、アホかー！　拾いもんじゃねーよ！　拾得物横領は犯罪です！」

　こちらを見もせずに振り回した祥の右手が、小槙の鼻をぶった。小槙は痛む鼻をおさえ、涙なみだを浮うかべてうつむく。

「……Ｐａｎｄｏｒａに影えい響きようされすぎやで、春野くん」

「パンドラって、ギリシャ神話のか？　俺はあの話、わりと好きだな」

　話がまるで嚙かみ合っていないのが、はっきりと分かった。

　混こん沌とんの街で語りあうには、あまりにも他愛たわいない会話。知と学問が集結した海外のキャンパスで話すには、あまりにも平へい凡ぼんな内容。

　だが小槙は、先ほどまで混乱しかけていた思考が、落ち着いていくのを感じた。

　春野祥という人間は図ずう々ずうしくて単純なので、小槙に対し正直に物を言う。

　だから小槙も、彼に対して正直になる。

　──森野イズミという少女、イコール、Ｐａｎｄｏｒａという事実に、小槙はすでに気づいていた。午前中に会った際、イズミの言動がＰａｎｄｏｒａのそれと似ていたからだ。

　しかもイズミもＰａｎｄｏｒａも日本人で、同じ日に祥はイズミと出会ったと言い、Ｐａｎｄｏｒａはボーイフレンドを得たと言った。

　だから先ほど、Ｐａｎｄｏｒａが「ボーイフレンドが怪け我がをした」と聞いて、春野祥が怪我をしたことを知っていたわけである。

　だが小槙は、森野イズミがＰａｎｄｏｒａであることを知ったことで、同時にそれ以上のことにも気づいてしまった──。

「なあ、春野くん。〝ルール・オブ・ザ・ルール〟の時も言うてたやんなあ。ゲームに参加する理由があるって。どないしたら、自分でルールを決められるん？」

　鼻をさすりながら、たずねる。祥はタオルを顔にかけたまま、面めん倒どうそうに答えた。

「んなもん、簡単だろ。ルールなんて考えなけりゃいい」

「マジメに教えてや。あたしは本気で訊きいとんねんで」

「鈴藤さんはなんでも知ってるだろ。なのに、そんなことも分からないのかよ」

　言われ、小槙は自分の手を見た。だが、そんなところに求める解答があるわけがない。

「あたしは、何も知らへんねん。何も分からへんねん」

「……」

「裕くんは、数字に完かん璧ぺきなまでに支配されたのがあたしや言うてた。──その通りやねん。あたしが知っとるんは、見に見えるものだけや。ちょっと計算が速いだけやねん。友達とか感情とか……人の気持ちが、これっぽちも分からへんねん。だから、そういうものを前にしたら、どうすればいいのか──」

「噓うそつけよ」

　笑えみの混じった祥の声に、彼を見た。

　タオルがかかっていない少年の口元に、笑みが浮かんでいた。彼は小槙の不安を、笑い飛ばしていた。

「灰火秋島で、鈴藤さんは泣いてたじゃないか」

　溶よう岩がんに吞のみ込まれる直前、灰火秋秋日子と決別した。

　小槙は彼女を島から連れ出したかった。だが彼女は、島と命運を共にした。小槙にはそれがどうしても納なつ得とくできなかった。

「うん」

　小槙は、素す直なおに頷うなずいた。納得できずに涙を流していた小槙を救ったのは他ほかならぬ、今となりにいる少年だった。

「誰だって持ってんだよ、自分のルールなんて。そんなもん、ただのわがままなんだからな」

「わがまま？」

　わがまま。

　理り屈くつ抜ぬきの、自己中心的な考え。

　灰火秋秋日子を救いたいと思った。だがそれは小槙のわがままだ。秋日子が活路を開いてくれなければ、小槙らは溶岩に吞み込まれていた。それでも小槙は、彼女を助けたいと願った。

　小槙がわがままだったのは、今までの生しよう涯がいで唯ゆい一いつ、あの時だけだったのかもしれない。

「わがままを言いたくなった時は、また俺が助けてやるよ」

　ようやくタオルを取り、祥が小槙に笑いかけた。小槙は首を傾かしげる。

「どうして助けてくれるん？　それも、わがままなん？」

「うーん……ちょっと違ちがう気がするけど、今回に限ってはお互たがい様ってところかな」

「わからへん」

「こうも格が違う相手ばかりだと、笑うしかないよな。勝負になってないどころか、相手には俺なんか眼中にないんだ。ヤツらも、それに鈴藤さんも……俺とはまるで違う世界を見てて、俺は一体なにをしてるんだろうって思うよな、そりゃ」

　彼の言葉の意味が、理解できない。怪け訝げんな顔をする小槙を見て、祥がおかしそうに笑った。

「でも、鈴藤さんと話してたら、どうでもよくなってきた。とりあえず一発、ヤツらをぶん殴なぐってから考えることにする」

「その結論は、人としてどうか思うで」

　息を吐はき、祥から視線を外す。祥もまた、小槙から視線を外した。

　二人で、暗くら闇やみの広場を眺ながめる。

「春野くんは、あたしの知らないことをいっぱい知っとるんやね」

「鈴藤さんだって、俺の知らないことを知ってる」

　だから、二人で裕くんに勝てたのかもしれへんね──。

　その言葉を、しかし小槙は口には出さなかった。
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　朝、小槙はベッドの上でまぶたを開いた。

　従姉妹いとこのいるるとは違い、小槙は目覚めが良い。ベッドから身を起こし、クローゼットから着き替がえを引っ張り出した。

　スカートをはく際に椅い子すにつまずき、転てん倒とうする。うずくまって床ゆかに打ちつけた膝ひざをさすっていると、ベッドの下に布の塊かたまりを見つけた。引き出してみると、従姉妹の寝ね間ま着きだった。

　片づけろと小槙が注意するのを避さけるため、隠かくしたのだろう。幼よう稚ち園えん児じのような発想である。

　鈴藤いるるは、昨夜のうちに病葉研究室に戻もどっていった。

　春野祥の言葉通りならば、いるるは単なるわがままで研究室に残ったということになる。そう言われると、納得できた。あの従姉妹は大人の知識と子供の感情を持ち合わせている。

　着替えや洗顔など簡単な身み支じ度たくを終え、カーテンを開けた。

　アウルスシティは、今日も快晴だ。

「結局、雨は降らんかったなあ」

　雨降るビシュリー通りなどは、さぞ風ふ情ぜいがあったことだろう。だがこのぶんでは、明日も晴れそうだ。滞たい在ざい中にそれを見ることは叶かなわなそうである。

　リモコンを使って、テレビを点つける。ニュースが流れていた。

　今日はウォリスランド共和国全体が、そして他国からも注目を集める国会が開かれる日だ。

　画面には、慌あわただしい様子の国会議事堂が映し出されていた。警備の衛兵たちや装そう甲こう車しやが、画面の隅すみに映っていた。また入り口付近で、大勢の報道関係者が場所取りをしているのが見えた。音声では、政治評論家たちがそれぞれの主張をやかましく語っている。

　新政府の画策した国の躍やく進しんにおける協力者、果須田裕杜を失ったことによって先行き不ふ透とう明めいとなった新構想に対する見解と対策。膨ぼう張ちようしつつある軍事予算の使し途と目的。また連続する爆ばく破は事件の真相の公表など、今回の国会は今後のウォリスランドの指針を示す場となるはずだ。

　病葉剣花の報告会は、国会が報道される直前に行われると聞いている。彼女の報告が、国に最後の判断をつけさせるのか、はたまたすでに国の方針は決まっているのか。

　病葉剣花を擁よう護ごし、一個の国として独自の政策を進めるか。

　病葉剣花を更こう迭てつし、他国との共存を重視する以前のウォリスランドに戻るか。

　今日、ウォリスランド共和国の命運が決定する。

「あたしには、関係あらへんけどな」

　この国が改革しようと崩ほう壊かいしようと、小槙には関係がないことだ。小槙はこの国にとって、ただの異い邦ほう人じんにすぎない。

　多少、寝ね過すごしてしまった。時刻はすでに昼に近い。

　昨夜は考え事をしていて、遅おそくまで寝ねることができなかった。

　Ａｘｘｏｎ──。

　国がどうなろうと小槙に関係はないが、彼のことはそうはいかない。彼が爆破犯で、今日も犯行に及およぼうとするならば、小槙はどうするべきなのだろう？

　結局、答えは出なかった。

　友達として他ほかのメンバと同様に彼を見つけ出し、真相を問いただすべきか。

　それとも、傍ぼう観かん者しやとして事の成り行きを見守るか。

　Ａｘｘｏｎ自身は小槙におそらく──後者を、望んでいる。

　彼を助けるという意味から考えれば、小槙はむしろ動くべきではないのかもしれない。

　考えていると、腹が鳴った。

「朝ご飯、食べよ」

　昨日の昼から何も口に入れていなかったことを思い出し、小槙は部屋を出た。

　衛兵や学生たちとすれ違いながら、食堂へと向かう。中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯だからか、学がく寮りよう内の食堂は空すいていた。ちょっと早いランチメニューを頼たのみ、テーブルについて食事をする。

　大きな窓の向こう、テニスコートでは学生がゲームを楽しんでいた。講義がないのか、はたまたサボリか。午前中から無理なく身体からだを動かすことができる体力が、羨うらやましい。

「もし大学に入ったら、体育の授業から解放されるんやろか」

　体育会系のサークルにでも入らなければ、強制的に肉体を酷こく使しすることもないはずだ。マラソン大会もなければ、体育祭もない。そう考えると、急に大学という場が魅み力りよく的に感じられた。

　早々にランチを平らげ、再び会計に戻る。サンドウィッチをいくつか見み繕つくろい、袋ふくろに包んでもらう。代金を払はらい、小槙は食堂を出た。

　学寮の正面玄げん関かんから、広場へと出る。

　芝生しばふの匂におい、太陽の暖かさ、小鳥のさえずりが小槙を出で迎むかえた。

　平和そのもののキャンパスを、小槙はあてもなく散策する。通路を歩いていると時折、学生たちとすれ違ちがった。たまに人の会話が聞こえるだけで、余計な雑音が一いつ切さいない。

「いるるの大学とは、大違いや。あたしはこういう、落ち着いたところのほうがええなあ」

　無む駄だなものがなく、基調と平へい穏おんに満たされた空間。

　小槙はこの場所が、自分に合っていると思った。

　医学部エリアを一周したところで、小槙は歩く向きを変えた。

　数分ほど歩いてやってきたのは、研究棟とう〝マッドロウ〟だ。小槙の目にはあいかわらず、いや昨日以上にあちらこちらに潜せん伏ぷくしている衛兵の存在が分かった。棟の入り口は三人の衛兵が番をしていた。

　小槙がＩＤカードを見せると、携けい帯たい式の金属探知器で身体をチェックされた。

「猛もう獣じゆうのエサやねん」

　持っていた袋の中身も、厳重に調べられた。日本語が理解できないのか、小槙の台詞せりふを衛兵たちは完全に黙もく殺さつした。

　ようやく通行を許可され、小槙は建物内に入った。階段をのぼり、病葉研究室を訪おとずれる。

　研究室の入り口には数人の衛兵たちと、見慣れた少年の姿があった。

「何しに来たんだよ、鈴藤さん。ここは危ないぜ」

　腕うで組ぐみをして壁かべによりかかった春野祥が、小槙を睨にらんだ。昨夜、大木の下のベンチで笑っていた彼とは別人のようだ。

「差し入れ持って来てん。春野くんのことだから、きっとここにいる思て」

「お、気が利きくな」

　一転して機き嫌げん良よく、祥が小槙から袋を受け取った。いつ襲しゆう撃げきしてくるとも分からない爆破犯に対する緊きん張ちようと空腹で気が立っていることも、小槙は予想済みだ。

「よく入り口のチェックを抜ぬけられたな。弁当とドリンクは持ち込めなかったのに」

「中でがんばっとる人のためのお昼ご飯や言うて説得してん。容器があるのや金属缶かんはあかんよ。──今、どんな状じよう況きようなん？」

「ついさっき、病葉剣花が護衛といっしょに議事堂に向かったよ。論文の清書が間に合わなかったらしいから、ギリギリまでいるるがここでまとめて転送するって言ってた。病葉剣花は先に行って打ち合わせの会議があるらしい」

「イオは？」

　小槙が訊きくと、祥はサンドウィッチを食べ終えた手を舐なめ、衛兵の肩かたを叩たたいた。振ふり向いた衛兵に向かって、研究室の扉とびらを親指で指し示す。衛兵が頷うなずいた。

「中にいる。入れるぜ」

「おおきに」

　扉を開け、室内に足を踏ふみ入れた。

　アウルスにやってきた初日と、電子機器が並んでいる様子は変わらなかった。だが、乱雑に散らばった書類が消えている点だけが違った。白衣の研究員たちが、疲つかれた表情で室内の片づけをしている。

　奥に、開け放たれた電子ロック付きの扉があった。

　小槙は室内を横切り、奥の手術室に向かった。誰だれにも呼び止められることもなく扉をくぐると、まず鬼おにの形相をした鈴藤いるると出くわした。

「違う……！　これじゃあダメだ、もっとよく考えろ……！　サイレントシナプスが脳の各部に与あたえる影えい響きようの経路を──」

　ノートパソコンのキーボードを叩きながら、ぶつぶつと呪のろいの言葉を呟つぶやいている。周りに散らばった書類とディスプレイを交こう互ごに見ては、せわしなく指先を動かしている。

「とりあえず現時点での原げん稿こうを転送！　あの女に目を通させろ！　どうせ十八項こうあたりにケチをつけられるだろうから、そこはデータを解かい析せきしてグラフを細分化中だとでも言っておいてくれ！　バレなかったらラッキーだ、黙だまっとけ！」

　イタリア語で叫さけぶ。指示に従い、研究員たちが動く。すっかり研究員たちのリーダーとしてこき使われているようだ。

「悪いね、小槙。今ちょっと、忙いそがしい。相手はできないぜ」

　パソコンと格かく闘とうしたまま、いるるが振り向きもせずに言った。小槙はスモークがかけられた壁を、手のひらで触ふれる。

「イオは？」

「スモーク解除」

　いるるの指示により、壁が色を失っていく。

　完全に透とう明めいになったガラスの向こうに、イオ・アンセルメがいた。

　小槙とはじめて出会った、あの時と同じだった。

　拘こう束そく衣いに身を包み、頭に包帯を巻いた姿。手術台に縛しばり付けられ、青い瞳ひとみだけがじっとこちらを見つめている。

　最終的なデータ取得が完かん了りようしたのだろう。研究員がイオに歩み寄り、手術台から解放する。

　まず下半身の拘束具を取り外すと、少年は手術台から立ち上がった。

　小槙に向かって歩き出したイオの拘束着を、無表情の研究員たちが次々と外していく。

　上半身の拘束を解かれた少年の手が、ガラスに触れた小槙の手と重なった。同時に、頭に巻かれた包帯が取り外されていく。

　一枚のガラスを挟はさんで、小槙とイオの手が重なった──。

「〝はじめまして〟、イオ」

　小槙は、決められた彼との〝再会〟の挨あい拶さつを口にする。

　包帯を解かれ、露あらわになった少年が口を動かした。

　──は・じ・め・ま・し・て、コ・マ・キ。

　ガラスの向こうから、イオの手の感かん触しよくと温ぬくもりが伝わったような気がした。

　少年が微笑ほほえんだ、直後だった。

「……！」

　研究室の外から、爆ばく音おんが響ひびいた。

　室内の研究員たちが悲鳴を上げ、パニックに陥おちいる。

「落ち着け！」

　いるるの一いつ喝かつが、研究室に響き渡わたる。

「オペラ歌手なら、悲鳴のような歌を歌えばいい！　喜劇役者なら、面おも白しろおかしくわめくのもいい！　だが我々は今、何者だ？　研究者なら、職務を全まつとうしろ！　死んでもだ！」

　キーボードを打つ手を休めることなく、いるるが声を張り上げていた。

　研究員たちの動どう揺ようが、おさまっていく。皆みな、神しん妙みような面持ちで仕事を再開する。

　小槙は、イオを見つめ続けていた。

　イオは、微び笑しようを浮うかべたままだ。

　二人の手が、離はなれた。──先に離したのは、小槙だった。

「どこへ行く、小槙。外は危険だ。ここにいなさい」

　踵きびすを返し、小槙は手術室から出た。

「小槙！」

　いるるの制止を無視し、小槙は研究室の扉から廊ろう下かへと出た。階段を駆かけ下りていく春野祥の後ろ姿が見えた。

「爆音は、外から聞こえた！　鈴藤さんはそこから動くな！」

　大声で言う祥を見送った後、小槙は周囲を見回した。

　陽動を警けい戒かいしているのだろう、研究室の前には二人の衛兵が残っていた。バイザーを下ろし、こめかみのあたりの髪かみをかき上げる。頭部に金属の接続端たん子しが埋うめ込まれているのが見えた。衛兵たちは胸元からコードを延のばし、やにわに接続部分に端子を突つき刺さす。

　ビクン、と一いつ瞬しゆん、衛兵たちの表情が強こわばった。直後には、二人がまったく同じ動きで拳けん銃じゆうを抜ぬき放ち、マガジンの装そう弾だん数すうを確かめて再装そう塡てんする。合図もなしに、廊下の両側を警戒するように拳銃を構える。

　胸元のバッテリから供給される電気信号によって、頭の中に埋め込んだ周波数発生装置を起動しているのだろう。特とく殊しゆな周波数によってサイレントシナプスとやらを覚かく醒せいし、他ほかの衛兵たちと感覚を共有させる。──病葉剣花はこれを〝働き蜂ばち〟システムと呼んでいた。

「人の所業を超こえとるで……」

　頭部にコードを接続した衛兵たちを見て、小槙は無意識に呟いた。

　直後、小槙は悪お寒かんをおぼえ、廊下の先を振ふり向いた。

　通路の奥、日光も照明も届かない、薄うす暗ぐらい影かげの中に何者かが佇たたずんでいた。

　気配に気づいた衛兵たちが、人ひと影かげに向かって銃口を定めた。

　小槙の前に、人影がゆっくりと進み出た。

　それが誰であるか、小槙は知っていた。

「幽霊フアントム？」

　病的にやせ細った身体からだが、ぼんやりと影の中から姿を現していた。寝ね間ま着きのような衣服の袖そではだらしなく伸び、手首をすっぽりと隠かくしている。また肩かたからはタオルのような肩かた掛かけをぶら下げ、床ゆかにひきずっていた。長い髪の隙すき間まから、青白い顔と片方の目だけが露になっている。

　イオとともに受けた講義で見かけた、幽霊のニックネームを持つ学生だ。うつむきがちに歩きながら、小槙の顔を見上げるように凝ぎよう視ししている。

　異様な雰ふん囲い気きに困こん惑わくしたのだろう、二人の衛兵が大声で叫さけんだ。手を挙げろ、動くな、といった内容の指示だったが、彼らの声は最後まで続かなかった。

　幽霊が、わずかに前ぜん傾けい姿勢をとった。

「え──」

　小槙は、ヒュッ、という風切り音を聞いた。

　立ちつくす小槙の真横にいた衛兵が、吹ふっ飛んでいた。

　まるで瞬しゆん間かん移動したかのように、それとも時間が早送りされたかのように、幽霊が小槙の真横に移動していた。事態を把は握あくできなかった衛兵の顔面に、幽霊の膝ひざがめり込んだのだ。

　吹っ飛ばされた仲間を振り向いた衛兵を、幽霊の拳こぶしがとらえた。顎あごを殴なぐられた衛兵が、天てん井じようにぶつかるほど宙に浮く。床の上に自由落下した後は、もうピクリとも動かなかった。

　人間の、動きではない──。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす小槙を、幽霊がゆっくりと振り返った。

「小槙」

　研究室の扉とびらに、人影が現れた。

「イオが……消えた。窓を突き破やぶって──」

　いるるだ。室内からは、扉の前に立った小槙の姿しか見えなかったのだろう。小槙に向かって長身をもたげ、ジロリと見下ろす異様な人物を見て目を見開く。

「な……！　キミは……！」

　幽霊が、大きく口を開いた。あたかも小槙を頭から吞のみ込もうとするかのように。

「逃にげろ、小槙！」

　いるるの声が、かき消された。

　──小槙の眼前で響き渡った、耳をつんざくような爆発音によって。
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　誰だれもいない学がく寮りようの一室。

　静まりかえった室内に、電源を入れたままのノートパソコンのファンが回転する音だけが響いていた。

　ぼんやりと輝かがやくディスプレイの中で、画面が自動更こう新しんされた。




（message　in：Ａｔｈｅｎａ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ｋｏｍａｋｉ

　Ａｔｈｅｎａ 〉応答してください

　Ａｔｈｅｎａ 〉画面の前にいないのですね

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼の動きを捕ほ捉そくしました。礼拝堂の方角に向かっているようです

　Ａｔｈｅｎａ 〉私も行動を開始しようと思います

　Ａｔｈｅｎａ 〉皆みなに伝えてください

　Ａｔｈｅｎａ 〉皆と会えて嬉うれしかった

　Ａｔｈｅｎａ 〉友達になってくれてありがとう

　Ａｔｈｅｎａ 〉ありがとう

（message　out：Ａｔｈｅｎａ）




　再び画面が変化を失った。

　だが間をおかず自動更新された画面に、新たな発言が表示された。




（message　in：Ｐａｎｄｏｒａ）

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉あーあ、ホントにはじめちゃったか

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉Ｋｏｍａｋｉ、いる？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉いないみたいだね！　大だい丈じよう夫ぶ、問題ないよ！　一人で勝手に歌います！

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉って、アホかー！　歌うのかよ！　この非常時に！

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉今からちょっとみんなを捜さがしてくるよ！

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉終わりの歌を歌おう

（message　out：Ｐａｎｄｏｒａ）




　そして画面は、再び沈ちん黙もくする。

　学寮の外、〝マッドロウ〟がある方角から、立て続けに爆発音が聞こえていた。
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　研究棟とう〝マッドロウ〟の周囲を警けい戒かいしていた祥の頭上から、爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。

　衛兵たちも、いっせいに研究棟を見上げる。

「鈴藤さん──」

　心臓が、凍こおりついた。

　爆音は病葉研究室のあたりから、聞こえた。

　鈴藤小槙は今、病葉研究室にいる。

「どけっ！」

　研究棟になだれ込む衛兵たちをおしのけ、祥は入り口から建物内に入った。

　脇わき目めもふらず、階段を駆かけ上がる。

「鈴藤さん……！」

　二階へたどり着き、病葉研究室を見る。

「鈴藤さんっ！」

　走り出した足が、ピタリと止まった。

「春野くん」

　鈴藤小槙が、いつもの無表情でこちらを見つめていた。となりには白衣を着た従姉妹いとこ、鈴藤いるるの姿もある。

「落ち着いてや。皆、無事やで」

　祥は呆ぼう然ぜんとして、立ちつくした。

　衛兵たちが祥を追い抜ぬき、病葉研究室を取り囲む形で陣じん形けいをとった。拳けん銃じゆうを構えて、合図と同時に研究室内に飛び込む。小槙といるるを無視し、中にいた研究員を一人一人保護し、身み柄がらを確かく認にんしていく。

　あっという間に二階の廊ろう下かは、完全武装の衛兵たちで埋うめ尽つくされていた。

「今、ここで爆発が──」

　状じよう況きようが理解できず、祥は歩み寄るなり小槙の肩かたを両手で摑つかんだ。夢ではないかと思い、小槙の頭をつかんで振ふってみたり、顔をつかんで耳を引っ張ったりしてみる。

「なにすんねん、春野くん。痛い痛い」

「……夢じゃないみたいだな」

「自分の身体からだで確かめてや、そんなん」

「よかった……」

　安あん堵どのあまり、膝ひざから力が抜けた。額をおさえ、壁かべにもたれかかる。そんな祥を、小槙が不思議そうな顔で見つめていた。

「あの爆音は、なんだったんだ？　外も、どこも破は壊かいされた痕あとなんかなかったぜ。それに今、ここで起きた爆発は……？」

「爆発なんて起こってへんよ。春野くん、気づかへんかったん？　よっぽど慌あわててたんやね」

「気づくって、何にだよ？」

「どの爆音も、まったく同じ音やってん。音程や音量から音が持続している時間、それに計測すれば分かるやろうけど、きっと周波数も同じやで」

「……？　どういうことだよ」

「擬ぎ声せいや。あの爆音、全部」

　祥は頭から手を離はなし、小槙を凝ぎよう視しした。

「擬声……？　あれが、人間の声だってのか？　冗じよう談だんだろ？　爆音を人が真似まねただけで、あんなことができるわけないだろ？」

「いや、可能だ。常人よりも強きよう靱じんな声帯と肺活量、それに音をコピーするための発達した耳管による聴ちよう覚かく、音を分ぶん析せきして人間の声帯域へと変へん換かんできる感覚細さい胞ぼうさえあれば、ね」

　答えたのは、いるるだった。顎あごに手をあて、苦り切った顔で考え込んでいる。彼女の口調は、なにかを知って苦しんでいるようにも見えた。

「そんなことができる人間なんて、聞いたことがないぞ！」

「ところが、存在してしまうんだ。それも、ごく身近に。──彼は、車善鉄チヤソンチヨルだ」

「彼？」

　眉まゆをひそめる祥に対し、廊下の奥を見つめた小槙が言う。

「さっき、あたしたちの前に現れてん。このキャンパスで、〝幽霊〟呼ばれとる人や。衛兵を二人やっつけて、目の前で爆音に見せかけた擬声を残してまた走り去ってったわ」

「幽霊？　あいつか……」

「彼は病葉研究室の、三人目の被ひ験けん体たいだ」

　祥と小槙が、同時にいるるを見た。いるるは押し殺した声で、語る。

「過去のデータを読んだ。彼は……車善鉄は、中国系の十九歳で、半年ほど前に被験体として病葉研究室に送られてきた。二人目の被験体で得られたデータを元に脳神経系の手術を行い、五感の機能向上と筋肉細胞の増強につながるホルモン分ぶん泌ぴつを図はかった。結果として、いくつかのサイレントシナプスの覚かく醒せいを確認。目的の能力は向上したが、感情をコントロールする部分の脳活動の低下も確認された。他者との意思疎そ通つうにおける障害……すなわち、自じ閉へい症しようだ」

　いるるが感情を抑おさえているのが、明らかだった。うなだれ、拳こぶしを震ふるわせる。

「当然といえば当然だが……彼はこの忌いまわしい研究を、恨うらんでいたんだ……！　彼が一連の爆破事件の犯人だったなんて──」

「ホンマに、そうなんやろか」

　いるるの言葉を遮さえぎったのは、鈴藤小槙だった。言うが早いか、衛兵たちの間をすり抜けて、階段へと向かう。祥は彼女のあとを追いかける。

「鈴藤さん？」

「小槙？」

「いるるは、そこにおってや。イオが戻もどってくるかもしれへんし。あたしはちょっと、自分の部屋に戻るわ」

「ああ、そうしたほうがいい。事態が収まったら、連れん絡らくするよ」

　いるるの声を背に受け、小槙が階段をおりて〝マッドロウ〟を出た。祥は早足に駆け、小槙の横に並ぶ。

「イオも、いなくなったのか？」

「うん。……なんでついてくるん、春野くん？」

「何か知ってるんだろ、鈴藤さん」

　小槙の肩をつかんで、立ち止まらせる。

「昨夜から、思ってたんだ。さっきの口ぶりといい……鈴藤さんは、研究所の爆破事件について何か知ってるんじゃないか？　それも、かなり最初の頃ころから」

　祥は小槙の黒い瞳ひとみを、正面から見み据すえた。少女の双そう眸ぼうに、真しん剣けんな自分の顔が映っていた。祥を見つめ返す小槙の瞳が一いつ瞬しゆん、揺ゆれたように見えた。

「分からへんねん」

　祥の視線を逃のがれるように、小槙が顔をそむけた。祥の手をふりほどき、再び学がく寮りように向かって歩き出す。

「今から自分の部屋に戻れば、たぶん全部分かるはずやねん。でも、たとえ真相が分かっても、それからあたしはどないすればいいのか、分からへんねん」

　小槙の呟つぶやきは、祥に向けられたものではなかった。昨夜からずっと、同じ内容のことを考えていたのだろう。

　祥は無言で、小槙といっしょに歩いていく。

　学寮に到とう着ちやくし、二人は小槙といるるに与あたえられた部屋へと入った。

　部屋の中央には机が置かれ、そこには電源が入れられたままのノートパソコンが置かれていた。小槙が一直線にパソコンに向かい、マウスを操作する。

「これは？」

　祥は小槙の肩かたの上から、画面をのぞき込んだ。

　チャット画面だということは、すぐに分かった。文章の列が並んでいるのが見て取れた。




（message　in：Ａｔｈｅｎａ）

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ｋｏｍａｋｉ

　Ａｔｈｅｎａ 〉応答してください

　Ａｔｈｅｎａ 〉画面の前にいないのですね

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼の動きを捕ほ捉そくしました。礼拝堂の方角に向かっているようです

　Ａｔｈｅｎａ 〉私も行動を開始しようと思います

　Ａｔｈｅｎａ 〉皆みなに伝えてください

　Ａｔｈｅｎａ 〉皆と会えて嬉うれしかった

　Ａｔｈｅｎａ 〉友達になってくれてありがとう

　Ａｔｈｅｎａ 〉ありがとう

（message　out：Ａｔｈｅｎａ）

（message　in：Ｐａｎｄｏｒａ）

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉あーあ、ホントにはじめちゃったか

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉Ｋｏｍａｋｉ、いる？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉いないみたいだね！　大だい丈じよう夫ぶ、問題ないよ！　一人で勝手に歌います！

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉って、アホかー！　歌うのかよ！　この非常時に！

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉今からちょっとみんなを捜さがしてくるよ！

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉終わりの歌を歌おう

（message　out：Ｐａｎｄｏｒａ）




　内容から見て取れるのは、二人のメンバがログインとログアウトを繰くり返したということだった。時刻表示は、どの発言も今からつい直前になされていることを示していた。

「このＰａｎｄｏｒａっていうヤツ……このしゃべり方は、まさか──」

　祥のよく知る少女と、まったく同じ口調だった。

「なあ、春野くん」

　マウスから手を離はなした小槙が、抑よく揚ようのない声で訊きいた。

「Ｐａｎｄｏｒａ……森野イズミは、日本語以外も喋しやべれるん？」

　祥は、画面から小槙へと視線を移した。質問の意図は理解できないが、鈴藤小槙の問いかけが、何らかの意味を持っていることが分かった。

「あいつは、日本語しか喋れない。それは間ま違ちがいないはずだ」

「……二人とも、あたしの友達やねん」

　小槙が、祥を振ふり向いた。

「二人だけやないねん。Ｐｅｒｓｅｕｓも、それにＡｘｘｏｎも……」

　少女はいつもと変わらぬ無表情だった。だが祥の目には、彼女が今にも泣き出してしまいそうに儚はかなく見えた。

「全部、分かってもうた。でも……あたしはどうすればええのか、分からへんねん」

　小槙が、単調な口調で続ける。

「あたしはホンマに、みんなの友達なんかなあ」

「……」

　小槙の問いに、祥は答えなかった。ディスプレイを一いち瞥べつし、訊き返す。

「これは、礼拝堂に爆ばく破は犯はんが向かってるってことだな？」

　小槙が頷うなずいた。

「全部終わるまで、鈴藤さんはずっとここにいろよ。危険だからな。何があっても絶対にここから動くなよ。絶対だぞ」

　冷たく言い放ち、祥は小槙に背を向けた。礼拝堂へ向かうべく、部屋から出ようとする。

　──だが背後からシャツを引っ張られた。

　振り返ると、小槙が祥の服を摑つかんでいた。躊躇ためらいがちで、自分自身も戸と惑まどっているかのような、今にも手を離してしまいそうな弱い力だった。

「嫌いやや」

　少女が揺れる黒い瞳で、祥を見つめていた。

「いいから、ここにいろって。死ぬかもしれないんだぞ」

「嫌や」

「ここにいろ。お座り！　ハウス！」

「犬やあらへん」

　まっすぐに彼の顔を凝ぎよう視しする小槙を見て、祥は噴ふき出した。真顔で意地を張る少女が、むしょうにおかしかった。

「わがままだな、鈴藤さんは」

「……」

「仕方ないな、じゃあいっしょに行くか？　行きたいなら、最初からそう言えよ」

　笑えみを浮うかべる祥に対し、小槙が低い声で呟つぶやいた。

「……春野くんは、意地悪や」

「鈴藤さんの友達なんだろ？　俺にも紹しよう介かいしてくれよ」

[image: ]

　祥は、小槙に向かって手をさしのべた。少女が彼の手を凝視し、ゆっくりと自らの手を持ち上げる。

「いじめんといてな。あたしの友達やねんから」

　二人の手が、重なった。







　13　クラウディア・ヘルダーリン




　Ａｔｈｅｎａ──アテナはギリシャ神話において、知と戦いを司つかさどる女め神がみとされている。

　オリンポス十二神の一柱にして、市民の守り神。気き性しようは激しいが、彼女は決して戦いを好んでいたわけではない。自分の国を護まもるためだけに戦う、純潔の化け身しん。常にそばに従っていた梟ふくろうは、アテナ自身と同様に知の象しよう徴ちようとされている。

「衛星とのリンクを完かん了りよう。標的の位置を捕ほ捉そく。追つい尾びプログラム……起動しました。標的の行動は衛星による追尾を意識しているものと憶おく測そくされます。衛星が標的をロストした時点で、自動的に感覚共有レベルを６に上げます。感覚共有が不可能な衛兵は、大学のすべての出口を封ふう鎖さ。学生たちへの避ひ難なん勧かん告こくを徹てつ底ていしてください」

　衝しよう撃げき吸収に優すぐれた特とく殊しゆ素材で作られた深しん紅くの戦せん闘とう服ふくに、袖そでを通す。ボディラインがはっきりと浮かぶ上下一体型の戦闘服を着終えると、そばに置かれた携けい帯たい端たん末まつ装置を二の腕うでにあてる。

　端末はすでに起動済みで、画面には小さな文字が浮かび上がっていた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉友達になってくれてありがとう

　Ａｔｈｅｎａ 〉ありがとう




　人工衛星からの情報を直接受信もできる最さい新しん鋭えいの端末で、たかがチャットをするなど前代未み聞もんだろう。そう思うと、自然と表情がほころんだ。

　だが彼女はすぐに顔つきを引き締しめ、指先で画面に触ふれた。チャット画面が消え、アウルス大学の地形を縮小したマップが表示される。

「三班は〝マッドロウ〟の警備の増ぞう援えんに。五班は〝クレア〟の出入り口を封鎖。標的の動きを誘ゆう導どうします。感覚共有可能の衛兵〝働き蜂ばち〟は全員、〝女王蜂〟の起動に備えてください」

　マジックテープで端末を腕に固定する。硬こう度どを上げたナイフを鞘さやごと、太ももに巻き付ける。サブマシンガンを背負い、マガジンを肩かたからかける。拳けん銃じゆうの弾たま数かずを確かめ、腰こしに一いつ挺ちよう、さらに端末をつけていないほうの腕に忍しのばせた。こちらは服の中に仕込んだスライド式のホルダーに装着した。ポケットに数発の閃せん光こう弾だんを入れる。

「〝女王蜂〟の起動の際に、意識レベルの低下を伴ともなう恐おそれがあります。それぞれの端末で意識レベルのチェックを行い、戦闘が不可能だと判断した者は即そく時じ撤てつ退たい、医務班の回収を待つようにしてください」

　武器の装着を終えると、彼女は赤いブーツに手を伸のばした。静せい穏おん性に優れた軟なん金属ブーツを履はき、マジックテープで衣服と密着させる。また防弾性のグローブを両手にはめ、長い金きん髪ぱつをかきわけてバイザーを顔にかける。胸元のバッテリにつながった二本のコードを伸ばし、片方をバイザーへ接続する。もう一本の接続端子は、針のように鋭するどい。

　髪かみをかき上げる。こめかみに埋うめ込まれたインプラントチップのコネクト端子に、鋭えい利りな針を近づける。

「〝女王蜂〟を起動します。３……２……１……」

　針を、一気に根本まで側頭部に突つき刺さした。

「……っ！」

　がくんっ、と彼女の頭が揺ゆれた。

　視界にノイズが走り、一いつ瞬しゆんの幻げん覚かくが眼前をよぎった。

　まるで走そう馬ま灯とうのような、儚はかない記き憶おく。

　アウルス大学にやってくる以前の、家族の思い出だ。幸せそうに笑う、自分の姿が見えた。

　だが甘美な記憶は、すぐに霧む散さんした。

　代わりに彼女を満たしたのは、拡大した五感──触しよつ覚かくや視覚、嗅きゆう覚かく、味覚や聴ちよう覚かくまでもが、アウルス大学全体に行き渡わたっているような、奇き妙みような感覚だった。

　口が、勝手に動いた。

「コネクト完了。リンク確かく認にん……完了しました。〝働き蜂〟は意識レベルのチェック。〝女王蜂〟は三名の意識喪そう失しつを感知しました。医務班は転送した座標に向かってください」

　病葉剣花の実験における最初の被ひ験けん体たいは、何一つ成果を残せなかったらしい。

　そこで病葉剣花は手っとり早く研究予算を得うるために、軍事利用が可能な〝超ちよう人じん〟を造ろうとした。クラウディアの頭に微び細さいな電気を放つチップを埋め込み、強制的にサイレントシナプスを刺し激げきする方法を試みたのだ。

　実験は、成功した。

　クラウディアは〝超人〟と呼ばれるに足る能力を得た。〝ミネルヴァの梟〟というコードネームがつけられたその能力は、病葉研究室の最初の功績だった。──周囲の空気の動きや物体の匂においなど、五感に伝わる情報を極限まで敏びん感かんに察知する、超ちよう感知能力。それはまさに人間の感覚能力を超こえた領域に達していた。

　だが同時に、失ったものもあった。副作用によって、クラウディアは感情のコントロールが困難になった上に、周囲の気配を敏感に感知しすぎてしまう〝ミネルヴァの梟〟の能力によって、視界を動くもの全すべてに怯おびえるようになった。

　また〝ミネルヴァの梟〟の最大の真価に、クラウディアの身体からだは一度きりしか耐たえられないことも判明した。本来の〝ミネルヴァの梟〟の能力は、普ふ段だんの感知能力の十倍に達する。

　──臆おく病びような戦士。

　──使い捨ての超人。

　それが、クラウディア・ヘルダーリンという最初の〝超人〟。

　欠けつ陥かんだらけの商品。

　病葉剣花はさらなる予算取得のため、もっと簡単に量産できる商品を作った。

　それが〝働き蜂〟システム。衛兵たちが持つ〝第三者との感覚共有〟だ。同じインプラントチップ方式の手術を施ほどこされるとはいえ、彼らはあくまで人間の能力の範はん囲い内での成果。剣花に言わせると彼らは超人ですらないそうだ。あくまで国から資金を得るための〝お遊び〟だと言った。

　クラウディア、そして衛兵たちという成果を、ウォリスランドは高く評価した。

　予算を得て満足した病葉剣花は、インプラントチップ方式の実験に飽あきたようだ。クラウディアと衛兵を国に引き渡すと、すぐに次の実験段階へと進んだ。

　以後、クラウディアはリハビリも兼かねた大学講師としての地位を与あたえられた。しかしあくまで彼女の立場は、軍に従属する衛兵であり、国の奴ど隷れいだった。

「アウルスシティ機動捜そう査さ隊たい、特務班班長〝女王蜂〟クラウディア・ヘルダーリン。作戦を開始します」

　クラウディアは目の前の扉とびらを、勢いよく開いた。

　キャンパスの中央、ファースト・コートに停車した軍用トラックから降り立つ。

　完全武装をしたクラウディアを、数十人からなる〝働き蜂〟が取り囲んだ。クラウディアと同じ装備をしているのだが唯ゆい一いつ、ヘルメットをかぶっているところだけが異なる。

　クラウディアと行動を共にする部隊の他ほかにも、キャンパスのいたる場所に〝働き蜂〟は身を潜ひそめている。彼らのすべてが彼女の目であり、手足なのだ。

　──〝働き蜂〟システムにクラウディアの〝能力〟が加わることで、両者の長所を融ゆう合ごうした〝女じよ王おう蜂ばち〟システムが生まれた。クラウディアの能力さえも隊全体で共有してしまうことで、隊全体の戦せん闘とう能力がさらに向上するのだ。クラウディアの超感知能力に同調できなかった〝働き蜂〟が戦闘不能状態に陥おちいるという欠陥を残してはいるが、それは実戦に投入するに足る人間兵器に他ならない。

「……！」

　大勢の〝働き蜂〟に囲まれ、一瞬、クラウディアは顔を強こわばらせた。

　彼らの視線、彼らの存在感が、クラウディアを追いつめる。落ち着きを失い、今すぐにでもその場から逃げ出したい衝しよう動どうにかられた。

　だが彼女は歯を食いしばり、恐きよう怖ふとパニックを抑おさえ込んだ。

　逃げるわけにはいかない……今日、この時だけは……！

　表情を引き締しめ、衛兵たちの間をすり抜ぬけて広場を歩き出した。クラウディアのあとを、〝働き蜂〟たちが足を揃そろえて付き従う。

　クラウディアのバイザーに、新たな情報が浮うかび上がった。

「標的の位置を確認しました。礼拝堂にて、包囲を完かん了りよう。衛星映像から、共有感覚による視覚補助へと切り替かえます」

　中央棟とう〝クレア〟の建物内に、足を踏ふみ入れる。

　避ひ難なんが遅おくれた学生たちだろう。衛兵たちに保護された彼らが、驚おどろきの表情でクラウディアを見た。「ヘルダーリン講師……？」と訝いぶかしむ声が聞こえた。

　クラウディアは学生たちを無視し、通路を歩いていく。

　──クラウディア・ヘルダーリンが病葉研究室の被験体としてアウルス大学にやってきたのは、約九カ月ほど前だった。

　クラウディアは当時、家族全員が巻き込まれた交通事故によって天てん涯がい孤こ独どくの身となり、自失状態となってカウンセリングを受ける日々だった。そこへ病葉研究室からの使者がやってきた。クラウディアは促うながされるがままに、契けい約やく書しよにサインをした。

　激しい嘔おう吐と感と目め眩まい、時には突とつ然ぜんの意識喪失など、研究の副作用はひどかった。だがクラウディアは言われるがまま、研究に協力を惜おしまなかった。惜しまなかったというより、拒きよ否ひする理由がなかったと言ったほうが正しいかもしれない。クラウディアは人生の目的を見失っていたから。

　研究によって、クラウディアは常人では持ち得ない能力を得た。

　大きな苦痛や人間としての普ふ通つうの生活と引き替えに得た〝力〟。

　それは戦うことなど望んでいない彼女にとっては、まるで必要のないものだった。

　しかし、それでもクラウディアは良かったのだ。

　彼女がこうしてアウルス大学へとやって来なければ、〝彼〟とも出会えなかったのだから。

「標的に接近。標的の位置を感知しました」

　礼拝堂に到とう着ちやくした。

　クラウディアは堅かたく閉じられた扉に、そっと触ふれる。

　周囲の空気が、動いていた。また人の脂あぶらの匂においも、感じる。

　極度に研とぎ澄すまされたクラウディアの五感が、その場で起きた過去を脳のう裏りに映し出した。

　──一人の人物が、目の前の扉を通過した。匂いの残留量からすると、数分と経たっていない。また匂いの質から、人物が男性であることが分かった。周囲の空気は、扉を巻き込むように動いている。扉を閉じた人物は、コートのようなものを着ているのかもしれない。隙すき間まから感じる風の動きが、礼拝堂の右手奥で停てい滞たいしている。おそらく人物は、そこにいる。そして、おそらく扉が開くのを警けい戒かいして、場合によってはそこから離はなれるつもりだ。

〝ミネルヴァの梟ふくろう〟という能力を持つクラウディアには、死角というものがない。それはまた、彼女とリンクした現在の〝働き蜂〟たちも同様だった。

　クラウディアの感覚を共有した〝働き蜂〟が、いっせいに扉を取り囲んだ。

「作戦を開始します」

　クラウディアが、扉を押し開いた。

　太陽のきらびやかな明かりが、内部を照らし出していた。

　ステンドグラスがキラキラと輝かがやき、色とりどりの明かりを足元に落としていた。

　クラウディアは微び笑しようした。

　彼女の視線の先、いくつも並んだテーブルの一つの上に、一人の人物が佇たたずんでいた。

　コートに身を包み、帽ぼう子しとサングラスで顔を隠かくした男だ。




　Ａｔｈｅｎａ 〉はじめまして




　クラウディアの脳のう裏りに、ノイズとともに過去の記き憶おくが蘇よみがえった。

　はじめて彼と出会った時の、チャット画面。

　何もやる気が起きず、ただ流されるままに講師としての講義と訓練を続けていた日々だった。

　だが、そんなクラウディアでもたった一つだけ、楽しみがあった。

　それが、偶ぐう然ぜんに見つけたチャットルーム。

〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟だった。

「攻こう撃げき、開始」

　微笑を浮かべたまま、クラウディアは命令を下した。

　彼女の背後で、激しい銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。

　ゴム弾だまが彼女をかすめ、コートを着た人物へと襲おそいかかる。




　Ａｔｈｅｎａ 〉貴方あなたの名前は、とても変わっていますね




　──クラウディアがＡｔｈｅｎａというハンドルネームで入会した当時、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟にはＰｅｒｓｅｕｓとＰａｎｄｏｒａがいた。

　Ａｘｘｏｎが入会した時、ログインしていたのはクラウディアだけだった。

　クラウディアは新しいメンバに怯おびえ、一時間近くも何も語らなかった。

　Ａｘｘｏｎもまた、ずっと黙だまっていた。

　悩なやんだ末に思い切って発言したのが、そんな内容だった。




　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ




　コートの人物が、雨のような銃じゆう弾だんをテーブルに隠れてやりすごした。

「爆ばく発はつ物ぶつが投とう擲てきされます。回かい避ひ行動に移ってください」

　クラウディアは陰かげに隠れた人物の動きと、爆薬の匂いを感知した。彼女の指示が終わるよりも先に、〝働き蜂ばち〟たちが統とう率そつのとれた動きで礼拝堂内部へ侵しん入にゆうする。

　テーブルの奥から、金属の塊かたまりが放ほうり投げられた。

　塊はクラウディアの頭上を越こえ、廊ろう下かの奥に落ちたところで爆発した。

　被ひ害がいは、ゼロである。

「テーブルに並行して、左右に移動。爆発物を使用できないよう、近接戦にて対応します」

　爆風にあおられながらも、クラウディアは微び動どうだにしない。

〝働き蜂〟たちが素す早ばやく散開し、人物が隠れたテーブルを取り囲んだ。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私はＡｔｈｅｎａといいます

　Ａｔｈｅｎａ 〉日本語が分かりますか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉日本語を打ち込むことができないのでしょうか、トラブルですか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ

　Ａｔｈｅｎａ 〉理解しました

　Ａｔｈｅｎａ 〉貴方はｙｅｓかｎｏしか答えられないのですね

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉私と友達になっていただけますか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ




　──相手が喋しやべらないと知ると、なぜか安あん堵どしたのを憶おぼえている。

　Ａｘｘｏｎという不思議な人物は、何も語らない。だから、クラウディアを追いつめることも決してない。

　クラウディアはＡｘｘｏｎとの会話が楽しくなり、様々なことを話した。

　彼は何も語らない。

　ゆえに、彼は彼女との会話を誰だれにも語らない。それは秘密を守るということだった。

　クラウディアは彼にだけ、自らの秘密を明かした。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私はある実験に協力したのです

　Ａｔｈｅｎａ 〉それは苦痛しかもたらさなかったけれど

　Ａｔｈｅｎａ 〉何もないよりははるかに楽でした

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎにも分かってもらえるかどうか

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉ありがとう




「後退。距きよ離りを置いてください。四班、突とつ入にゆう」

　コートの人物の動きは、クラウディアの予想を超こえていた。

　二手に分かれた〝働き蜂〟が格かく闘とう戦せんに持ち込むのを、男は待ちかまえていたようだ。戦力を分断した途と端たんに、片方の衛兵たちに襲いかかったのだ。その動きは明らかに人間の瞬しゆん発ぱつ力りよくを超えていた。クラウディアの反応が追いつかない速度で、次々と衛兵たちが昏こん倒とうしていく。

　大だい音おん響きようとともに、ステンドグラスが割れた。

　屋根の上に待機していた〝働き蜂〟の別働隊が、ロープを使って建物内に突入したのだ。

　ロープに身体からだを固定した衛兵たちが、頭上から弾だん丸がんの雨を浴びせる。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私は何もかもが怖こわいのです

　Ａｔｈｅｎａ 〉いっそのこと発はつ狂きようして果ててしまいたいくらい

　Ａｔｈｅｎａ 〉貴方あなたはこのような経験などないでしょうね

　Ａｘｘｏｎ 〉ｎｏ

　Ａｔｈｅｎａ 〉貴方は噓うそをついています

　Ａｔｈｅｎａ 〉私の気持ちなど分からないくせに




　──当時、クラウディアは今以上に感情の抑よく制せいが利きかなかった。

　一度は気を許した反動で、Ａｘｘｏｎの受け答えに対する不満が爆発した。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私の気持ちが分かるというのですか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉どうして分かると言えるのですか？

　Ａｔｈｅｎａ 〉答えてください

　Ａｔｈｅｎａ 〉答えてください

　Ａｔｈｅｎａ 〉答えてください




　銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。

「……！」

　コートの男が自らが倒たおした衛兵を盾たてにして、拾った拳けん銃じゆうで応戦したのだ。

　ロープにつかまっていた衛兵たちは、彼の的と化した。身動きがとれない衛兵たちを、次々と男の銃弾が撃うち抜ぬいていく。

「閃せん光こう弾だん、用意。……使用してください！」

　不利と見たクラウディアは、〝働き蜂〟たちに閃光弾を投げさせた。

　礼拝堂が、真っ白な輝かがやきと衝しよう撃げきに包まれた。

　衛兵たちも同様に視力を失うが、このような状じよう況きようこそクラウディアの能力が発揮される。

　彼女の能力に、視覚は必要ない。

　クラウディアは光の中を移動する、確かな気配を感じ取っていた。

　彼女と感覚を共有した〝働き蜂〟たちが、気配を確実に撃ち抜いた。

　──だが、吹ふっ飛んだのは衛兵たちだった。

　光が収まり、クラウディアは状況を理解した。

　クラウディアが感知したのは、コートの男が放ほうり出した気絶している衛兵だった。自らは移動することなく、狙そ撃げきした衛兵たちを返り討ちにしたのだ。

「そういう……ことなのですね」

　クラウディアは戦せん闘とう中ということも忘れ、微び笑しようした。

「貴方は、私の能力を知っているのですね。衛兵たちの弱点も」

　統率のとれた先頭集団、〝働き蜂ばち〟の唯ゆい一いつの弱点。

　それは感覚を共有しているために生じる、一瞬の隙すきをも〝共有〟してしまうということだった。一人が思考を停止すると、フローバックした感覚の中断が隊全体を巻き込んでしまう。一つの敵を全員で捕ほ捉そくできる反面、いちど見失った相手に対するフォローができないのだ。

「貴方は、私と同じだったのですね」

　理解した途端、喜びが胸に満ちた。

　彼がクラウディアを理解してくれた理由が、今になって分かった。

　当然だ。

　彼もまた、クラウディアと同じだったのだから。




　Ａｔｈｅｎａ 〉いつになったら答えてくれるのですか？




　──それは、根比べのようなものだった。

　チャットでのクラウディアの問いにＡｘｘｏｎが答えないまま、数時間が経過していた。

　だがどちらもログアウトせず、にらみ合いが続いた。

　結局、先に折れたのはクラウディアだった。




　Ａｔｈｅｎａ 〉こんな私でも友達になってくれるのですか？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉いつまでも？

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｘｘｏｎ 〉ｙｅｓ

　Ａｔｈｅｎａ 〉ありがとう

　Ａｔｈｅｎａ 〉私も貴方を決して裏切らないと誓ちかいます




「……」

　静せい寂じやくが訪おとずれた。

　クラウディアは、頭部に接続したコードを引き抜いた。

　ノイズが、視界をよぎった。

　感覚共有システムは、必要性を失っていた。

　──〝働き蜂〟は全ぜん滅めつしていた。

　倫りん理りや道徳を無視し、他国からの批判も押し返してまで生み出された戦闘プログラムが、たった一人の人間の前に数分と経たたず崩ほう壊かいしていた。

　クラウディアは〝女じよ王おう蜂ばち〟システムをシャットダウンし、一人の人間としてのクラウディア・ヘルダーリンへと戻もどっていた。感覚を共有していない状態ならば、彼女の思考が他ほかの衛兵に感知されることはない。

　クラウディアは、ゆっくりと礼拝堂の中央に進み出た。バイザーを外はずし、床ゆかに落とす。

　コートの人物も身を隠かくすことなく、割れたステンドグラスの前に進み出た。

　その姿は神こう々ごうしいばかりに、堂々としていた。床に散らばった七色のガラスの反射光を浴び、全身が光り輝かがやいていた。

　クラウディアは神秘的な光景に、目を奪うばわれていた。思わず、ため息をつく。

「貴方あなたが、Ａｘｘｏｎなのですか？」

　クラウディアは、日本語でたずねた。

「……」

　光に包まれた男が、頷うなずいた。

　クラウディアの胸に、抑おさえきれない感情がこみ上げた。

「はじめまして、Ａｘｘｏｎ」

　頰ほおを、一筋の涙なみだが伝った。

「会いたかった……ずっと……」

　──いつからだろう。

　クラウディアが、画面の向こうにしかいないＡｘｘｏｎという人物に惹ひかれたのは。

　もしかしたら、出会った瞬しゆん間かん。

　独りよがりでわがままな自分をただ受け入れてくれた、あの時からなのかもしれない。

　生きる目的も何もなく、ただ周囲に怯おびえる毎日だった。

　だがＡｘｘｏｎという不思議な人物に自分のことを語るたび、自分の中で何かが変わっていくのを感じた。自分という人間が何者なのかを、確かく認にんできた。

　そしてクラウディアは、いつかＡｘｘｏｎと直接、語り合う日を夢見た。

　いつか、きっと会える。

　空くう虚きよしかなかったクラウディアに芽生えた、新たな目的。

　生まれてはじめて待ち望んだ、未来。

「最初の新研究所……あれを破は壊かいしたのは、貴方なんですね」

　クラウディアは、静かな口調でたずねる。チャットで語り合った時のように、心を躍おどらせながら。彼と少しでも、会話をしていたいと思った。

　男が、頷いた。

「二回目の……衛兵庁も」

　男が、頷いた。

「私、貴方に会いに行ったのですよ。すれ違ちがいになったみたいで、鉢はち合あわせた衛兵たちと戦う羽目になってしまいました。……ふふ、本来ならば私は衛兵側のはずなのに。見知らぬ少年と戦ってしまったり。あの後、誰だれかが私の逃とう亡ぼうを助けてくれたようでした。あれは貴方だったのですか？」

　そう──クラウディアは二回目の爆ばく破は事件の際、Ａｘｘｏｎに会うべく衛兵庁にいた。

　衛兵庁は彼女にとって二つめの自宅のようなものだ。潜せん入にゆうするのは容易だった。爆破が起きてすぐに現場へ向かったが、犯人らしき人物と遭そう遇ぐうすることはかなわなかった。それどころかフルフェイスで顔を隠していたクラウディアが爆破犯と勘かん違ちがいされてしまった。混乱状態で、味方であるはずの衛兵たちと戦う結果となってしまった。

　爆発の煙けむりで視界が悪かったとはいえ、また〝女王蜂〟システムを起動していなかったとはいえ、危険な行動だった。クラウディアの正体が衛兵庁にバレなかったのは、爆破によって現場の監かん視しカメラもまた破壊されていたおかげだった。

　衛兵を倒たおし、偶ぐう然ぜん、現場に居合わせたらしい少年と戦った。彼もまた彼女を爆破犯と思い込んでいたようだった。未熟だが、やけに戦い慣れた様子だった。そのため、手加減することもできなかった。

　現場から立ち去ろうとしたクラウディアを、助けてくれた存在がいた。

　爆音や衛兵の声が不自然に、建物内に反はん響きようする不思議な現象だった。

　あるいはそれをしてくれたのが、Ａｘｘｏｎだったのだろうかとも思ったが──。

「……」

　男は、首を左右に振ふった。

　予想が外れたとはいえ、落らく胆たんはしなかった。

　クラウディアは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「実際にこうして会ってみても、貴方はｙｅｓとｎｏでしか答えてくれないのですね」

　目を伏ふせ、息を吐はく。

　男は逃にげることもなく、また攻こう撃げきをしてくるでもない。ただクラウディアを静かに見下ろし、彼女の言葉を待ち続けている。──チャットでも、そうであったように。

「貴方と会って、話がしたかった。そして、訊ききたかった……」

　クラウディアは、顔を上げた。笑えみを消し、怒いかりに顔を歪ゆがませる。

「どうして〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟で、私たちに犯行を教えたのですか……！」

　風船が破は裂れつするように、クラウディアの中で感情が爆発した。眼前の男を想おもう気持ちが裏返しになり、同じくらい彼を憎にくらしく思う。

「貴方がどんな理由で犯行に及およぼうとも！　貴方が何に対して怒り、何を憎もうとも！　あの場所でそれを明かしてほしくなかった！　あそこは、私たちの楽園！　私たち友達が触ふれ合えるこの世で唯ゆい一いつのエリュシオンだった！　それなのに、貴方はそれを壊こわした！　貴方を友達だと思っているからこそ！　貴方のことが好きだからこそ！　私たちが貴方のために動くことなど、分かり切っていた！　貴方にそのことが分からないはずはなかった！」

　生まれてはじめて出したような大声で、クラウディアはＡｘｘｏｎを罵ば倒とうした。涙が溢あふれていたが、そのことに気づきもしなかった。

　現在の状じよう況きようでは、Ａｘｘｏｎが衛兵の手から逃のがれる術すべはないと思った。

　だからこそ、クラウディアは自分の手で彼を捕とらえようと決意した。衛兵たちの指揮官にあたる自分なら、隙すきを見て彼を逃がすことも可能かもしれないから。

　だがＡｘｘｏｎは、クラウディアにそれさえもさせてくれなかった。

「どうして……！　どうしてですか……！　答えてください、Ａｘｘｏｎ……Ａｘｘｏｎ！」

　すがる思いで、クラウディアはＡｘｘｏｎを見上げた。

　だが彼は、何も語らない。

　チャットで会話していた時と、同じように。

　声を嗄からし、クラウディアは絶ぜつ叫きようした。

「私たちは……友達ではなかったのですか……！」

　Ａｘｘｏｎが、頷うなずいた。

　クラウディアは目を見開いた。

「なにを……貴方あなたは私たちを裏切ったくせに……！」

　Ａｘｘｏｎが、首を左右に振って否定した。

　彼の意図するところが理解できず、クラウディアは言葉もなく立ちつくした。

「逃げろ、Ａｔｈｅｎａ」

「……！」

　自分の耳を疑う。それは紛まぎれもない、チャットでも聞いたことのない、Ａｘｘｏｎの声だった。若い男性のはっきりとした声。

　Ａｘｘｏｎが身を翻ひるがえした。粉々に砕くだかれたステンドグラスの上を走り、割れたガラスから身を躍おどらせる。クラウディアの〝ミネルヴァの梟ふくろう〟の能力が、礼拝堂から遠ざかるＡｘｘｏｎの気配を感知する。

「……Ａｘｘｏｎ……？」

　金かな縛しばりにあったように動けずにいるクラウディアの周りで、呻うめき声を上げながら衛兵たちが立ち上がる。ゴム弾だまの衝しよう撃げきによって気を失っただけで、死亡者は一人もいない。そのことは、感覚を共有していた先ほどまでで確かく認にん済みだ。

「と、ともかく、ＰｅｒｓｅｕｓやＰａｎｄｏｒａに事態を知らせないと……！」

　腕うでに装備した端たん末まつを操あやつり、チャット画面にログインする。

　ＰｅｒｓｅｕｓとＰａｎｄｏｒａがログインしているのが目に映った。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　礼拝堂を、いくつもの悲鳴が満たした。

「……！」

　同時にクラウディアは、礼拝堂内を駆かけめぐる正体不明の気配を感じ取っていた。

　だが、いくら頭を振り回しても、どうしても気配の主を視覚に捉とらえることができない。

　立ち上がろうとしていた衛兵たちが次々と悲鳴を上げ、倒たおれていく。気配を感知して振り向くが、クラウディアの視界には噴ふき上げる血ち飛沫しぶきしか見えなかった。

　私に見えないように動きながら、衛兵たちを倒していくだなんて……そんなことをできるはずが──。

　周囲で何が起きているのか、理解できなかった。

　彼女が戸と惑まどっている間にも、衛兵たちが頭から血を流して昏こん倒とうしていく。──血が流れているのは、彼らの頭に埋うめ込まれた接続端たん子しからだった。動き回る何物かが、その部位を狙ねらっているのは明らかだった。

「か、怪かい物ぶつ……！」

　姿さえも見えない暗殺者の存在に、クラウディアの背筋が凍こおりついた。

　怪物モンスター。

　人間ではない、何物か。

　かつて世界でそう呼ばれていた人物がいた。

　果須田裕杜。

　だが彼はもう、この世に存在しない。

　怪物はもう、いないはずなのだ。

　だがクラウディアは、周囲を動き回る存在をそう呼ぶしかなかった。

「……！」

　クラウディアは、ハッとした。

　Ａｘｘｏｎは、クラウディアと同じ存在だということが分かった。

　そのことが彼女にはたまらなく嬉うれしく感じられた。

　だが、それが偶ぐう然ぜんではないとしたら。

　クラウディアとＡｘｘｏｎだけではなく、他ほかのメンバも同じだとしたら──。

「私たちは、ずっと……狙われていたのですか……？」

　血飛沫に埋め尽つくされた礼拝堂で、クラウディアは天てん井じようを仰あおいだ。

　クラウディアの中で、全すべてが繫つながった。

　一度は流れを止めた涙なみだが、頰ほおを伝った。

　何も知らなかった自分が情けなかった。怒いかりよりも、悲しみが胸を満たしていた。

　クラウディアのような超ちよう人じんすらも獲え物ものとする〝人外〟の存在が、すぐそばに潜ひそんでいたのだ。

　──あの楽園がはじまった、その時から。

　彼女はようやく、その事実に気がついた。

「Ａｘｘｏｎ……だから、貴方は一人で──」

　とめどなく涙を流しながら、視線を落とす。

　正体不明の気配は、あいかわらずクラウディアの周りを駆け抜ぬけていた。テーブルの陰かげを絶えず移動しているようだ。今の彼女では、とても把は握あくしきれない素す早ばやさだった。

　クラウディアは太ももから、拳けん銃じゆうを抜いた。右手を伸のばし、戦せん闘とう服ふくの下に仕込んだスライドホルダーからも拳銃が飛び出す。

　両手に拳銃を構え、クラウディアは両目を大きく見開いた。

　これが、現実。

　Ａｘｘｏｎが護まもろうとした、真実エリユシオン。

　ならばクラウディアがとるべき行動は、たった一つだった。

「Ａｘｘｏｎ……貴方あなたは約束を守ってくれました！　こんな私とずっと友達でいてくれた！　だから今度は、私が約束を守る！」

　──知ってるかい、クラウディア！　その現象は、超ウルトラ・飛躍ジヤンプとかネクストとか言われてるらしいよ！　喜べよ、きっと人類初だよ！　人工的に超飛躍の能力を得たなんて！

　病葉剣花が言っていた言葉を、思い出す。

　あの混こん沌とんの研究者は、続けてあっさりと言い放った。

　──あ、でもキミ、もう一度その能力を使ったら、死ぬよ。常人は超飛躍の過負荷に耐たえられないからね。

「Ａｘｘｏｎは、誰だれにも殺させない……！」

　見開いたクラウディアの瞳ひとみが、深しん紅くに染まっていく。

　視界に、ノイズが走った。

　直後、膨ぼう大だいな情報量がクラウディアの脳神経へと伝達されていく。まるで礼拝堂そのものが自分の体内であるかのように、内部で起こっている全ての現象が五感へと伝導する。

　正体不明の影かげが動くことによって生じる、空気の動き。床ゆかを擦こする摩ま擦さつ。ガラスを弾く音。そして影そのものが放つ体温、体たい臭しゆう、息づかいが手に取るように分かった。

　また、視界にノイズが混じった。

　だがクラウディアの感知能力は衰おとろえない。クラウディアの赤い瞳が〝ミネルヴァの梟ふくろう〟となって、影の動きを追つい尾びする。

「──さようなら、Ａｘｘｏｎ」

　クラウディアが浮うかべた微び笑しようが、いびつに歪ゆがんだ。

　攻こう撃げきに転じた人ひと影かげの腕うでが、クラウディアの顔面をとらえたのだ。そのまま人間離ばなれした膂りよ力りよくで硬いテーブルを打ち砕くだき、壁かべに叩たたきつけられる。

　テーブルとの衝しよう突とつで肋あばら骨ぼねが砕けたことを自覚しながら、クラウディアはニヤリと笑えんだ。

　銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。

　動きを感知できたとしても、それについていくだけの身体能力がクラウディアにはない。

　それでも反はん撃げきするには、まず攻撃を受けて相手の動きを止めるしかない。

「うっ……！」

　クラウディアを壁におさえつけた人物が、苦痛の声を上げた。だがすぐに姿を隠かくされてしまったため、一発しか銃じゆう弾だんは命中しなかったようだ。

「がはっ……！」

　解放され、クラウディアは血の塊かたまりを吐はき出した。折れた肋骨が内臓を傷つけているのが分かった。だが彼女はすぐに、顔を上げる。

　姿の見えない暗殺者の攻撃は、すぐにやってきた。

　背後からの気配を感知し、クラウディアはとっさに閃せん光こう弾だんを投げる。視力さえ奪うばえば、少なくともテーブルに隠れての攻撃はできないはずだ。

　だが──。

　カシュッ、と果物を切り裂さくような音が聞こえた。

　クラウディアの視界を、信管部分と弾薬部分に分けて真っ二つに両断された閃光弾がよぎった。信管がなければ、閃光弾は爆ばく発はつしない。

「……っ！」

　一いつ瞬しゆんの動どう揺ようが、命取りとなった。

　衝しよう撃げきが、クラウディアの頭部を襲おそった。

　ノイズが、視界を覆おおった。

　──何かが弾はじけて壊こわれる音が、頭の中で聞こえた。

　頭部を殴なぐり飛ばされ、クラウディアの身体が弾け飛ぶ。テーブルを打ち砕き、ステンドグラスの破は片へんをまき散らし、反対側の壁へと叩きつけられる。

「あ……う……！」

　床に投げ出されたクラウディアは、しかし指一本すら動かすことができなかった。

　混迷した情報が、乱雑に脳神経を伝わった。

　──完全に、破は壊かいされてしまっていた。肉体も。そして、頭に埋うめ込まれたインプラントチップさえも。

　Ａｘｘｏｎ……──。

　心の中で、想おもいを寄せる人物に呼びかける。

　だが返事は返ってこない。

「……」

　大きく見開いたクラウディアの瞳が、色を失いつつあった。

〝ミネルヴァの梟〟が、クラウディアのもとから飛び去っていく──。

　薄うすれゆく意識の中で、誰かが自分の腕を持ち上げた。

　端たん末まつを操作しているようだ。

　操作を終えた人物は、無造作に彼女の腕を放ほうり出す。

「その想いは、無む駄だなんだ。Ａｔｈｅｎａ」

　声が、聞こえた。

「彼はＡｔｈｅｎａのことなんて──てしまうんだから」

　涙なみだがクラウディアの頰ほおを伝った。

　Ａｘｘｏｎへの想いすらも断たち切られ、クラウディアは絶望の淵ふちへ沈しずんでいった。
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　息を切らし、小槙は中央棟とう〝クレア〟の廊ろう下かを走っていた。

　やや先を走っているのは、春野祥だ。足の遅おそい小槙を、もどかしそうに振ふり返る。

「じゃあ、その鈴藤さんの友達の一人が、自分が爆破犯だって言ってるんだな？」

「うん」

「なんで通報しなかったんだよ！」

「確信が持てへんかってん。他ほかのメンバも、最後まで信じたなかったやろうし」

　通路の先に、開け放たれた扉とびらが見えた。

　礼拝堂だ。

　入り口の周辺は爆発に巻き込まれたように、壁が焼けただれていた。床に亀き裂れつが走り、窓ガラスが無む惨ざんに割れている。

「止まれ、鈴藤さん」

　祥が足を止め、小槙を手で制した。小槙は急に止まることができず、祥の背中にぶつかる。

「誰だれか、いる」

　小槙は扉の先を見た。

　砕くだけ散ったステンドグラスの下をよぎる人ひと影かげが見えた。人影は割れたガラスの向こうに飛び降りたようだ。かすかに、布のようなもので頭を隠しているのが見えただけだ。

　礼拝堂に静けさが落ちたのを確かめ、祥が再び走り出した。小槙も後につづく。

　昨日、イオ・アンセルメが綺き麗れいだと言った礼拝堂だ。

　だが内部に足を踏ふみ入れた小槙が見たものは、凄せい惨さんな戦場の痕あとだった。血と火薬の匂においが充じゆう満まんし、数十人もの衛兵たちが床ゆかに倒たおれ臥ふしていた。

「まさか……さっきのヤツが一人で、これをやったってのか？」

　祥の戦せん慄りつする声を聞きながら、小槙は周囲を見回した。

「……Ａｘｘ……ｏｎ……」

　壁かべ際ぎわから、小さなうめき声が聞こえた。小槙と祥は、声のもとへと駆かけよる。

　金きん髪ぱつの女性が、倒れていた。深しん紅くの戦せん闘とう服ふくを着た長身の女性だが、小槙は彼女に見覚えがあった。クラウディア・ヘルダーリンという講師だったはずだ。

「動かすな、鈴藤さん」

　思わず女性に手を伸のばしかけた小槙を、祥が押し殺した声で止める。クラウディアは頭部から血を流し、全身に重傷を負っているようだ。

　だが倒れた女性の様子は、単なる重傷によるものではなかった。こめかみに直接埋め込まれた金属製の接続端たん子しから、血が流れていた。見開いた瞳ひとみが、わずかに赤く染まっている。小槙の身体からだが影かげとなっても、瞳どう孔こうが正常に動いていない。脳に損傷があるのかもしれない。

「……Ａｘｘ……ｏｎ……」

　クラウディアの口が、人形のように動いた。赤い瞳から、一ひと滴しずくの涙がこぼれ落ちた。

　女性の腕うでには、携けい帯たい型の端末が装備されていた。小槙は彼女が何者かを理解する。

「しっかりしてや、Ａｔｈｅｎａ」

　クラウディアの瞳を、見つめる。

　赤い瞳が、小槙の黒い瞳と重なった。

　──どくん、と小槙の頭の中で何かが蠢うごめいた。クラウディアの赤い瞳の中を、梟ふくろうのような影が羽ばたいたような気がした。クラウディアから飛び立った一羽の梟が、小槙の瞳の中へと飛び込んだ。

　共鳴、というのかもしれない。

　小槙とＡｔｈｅｎａ、二人の体が同時に震ふるえた。

「……！」

　一いつ瞬しゆん、小槙の全身が鳥とり肌はだ立った。

　五感が鋭えい敏びんになり、周囲の気配がまるで手に取るように分かったような、奇き妙みような錯さつ覚かくをおぼえる。同時に、クラウディアの瞳が色あせていく。

「私……たちは……友達……」

　目を見開いたまま呟つぶやくクラウディアの手を、小槙は握にぎりしめた。

「Ａｔｈｅｎａ」

　涙を流し続ける女性に向かって、囁ささやきかける。

「せやで。あたしたちは、友達や」

　クラウディアの瞳が、はじめてはっきりと小槙を見た。小槙の言葉を聞くと、安あん堵どした様子で目を細める。──誰かに否定されて絶望していたところを救われたかのような、そんな表情だった。

　目を細めたまま、クラウディアの身体から力が抜ぬけた。意識を失ったようだ。

　すぐに他の衛兵たちが救助にやって来るだろう。だがクラウディアの身体がそれまで保もつかどうかは、分からない。それほど出血はひどく、何より頭部に受けたダメージが深刻だった。

「大だい丈じよう夫ぶか、鈴藤さん？」

　黙だまったままの小槙を心配したようだ、祥が声をかけてくる。小槙は握っていたクラウディアの手をそっと離はなす。

「うん、平気やで」

　小槙の中で、得体の知れない鼓こ動どうはまだ鳴りやんではいなかった。だが小槙は湧わき上がる衝しよう動どうを抑おさえ込み、クラウディアの腕に装備された端たん末まつを見た。

「……」

　祥の視線を、感じた。だが小槙はあえて気づかないフリをして、端末に表示されている内容を確かめる。

　それはチャット画面だった。〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟である。

　小槙は自分の部屋を出るときに、ログアウトしてきた。その後に書き込まれた内容が、表示されていた。

　ログインしているのは、ここにいるＡｔｈｅｎａだけではなかった。ＰｅｒｓｅｕｓやＰａｎｄｏｒａもチャットルームに参加していた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎの居場所が分かりました

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼は大階段教室へ潜ひそんでいるようです

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉そうなの？　わかった、行ってみるよ！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉俺も向かう




　書き込みをされた時刻表示を見ると、Ａｔｈｅｎａの発言が今から数分前だった。

　ＰａｎｄｏｒａとＰｅｒｓｅｕｓの返答は、まさについ今しがたのものだ。

「あかん」

　小槙は思わず、声を上げた。

　これほどの重傷を負ったＡｔｈｅｎａが、数分前にチャットに書き込みができるような状態であったはずがない。

　それは、すなわち──。

　小槙はすぐに、Ａｔｈｅｎａのハンドルネームのまま端末を操作する。




　Ａｔｈｅｎａ 〉待ってや

　Ａｔｈｅｎａ 〉このＡｔｈｅｎａはニセモノやねん

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｔｈｅｎａはもうやられてもうた

　Ａｔｈｅｎａ 〉大階段教室いうんはワナや




　小槙の発言が、画面に表示された。

「なるほどな」

　立ったまま画面を見下ろした祥が、言う。

「ここでその女をやったヤツが、その女のハンドルネームを使って他ほかのメンバを誘さそい込もうとしてるんだな」

　彼の言うとおりだ。

　Ａｔｈｅｎａの発言ならば、他のメンバは無条件にそれを信じるだろう。クラウディアを傷つけた何者かは、そのことを知っているのだ。

「つまり、そいつはなぜか他のメンバを狙ねらっていて──今、大階段教室にいるわけだ」

　祥の不敵な声に、小槙は端末を操作していた指先を止めた。

「あかんで、春野くん」

「助けたいんだろ？　他のメンバを」

　端末を見つめたまま、無言になる小槙。顔は見えないが、祥の口調から彼がもう行く気なのが分かった。

「あかんねん。春野くんは……あかんねん」

「なにが？　俺じゃあ、助けられないってのか？」

「ちゃうねん」

　端末から顔を上げ、小槙は祥を見た。彼は冷静な顔で小槙を見下ろしていた。

「こいつをそんな目に遭あわせたのは、例の爆ばく破は犯はんなんだろ？」

　小槙は、無表情に頭を横に振ふる。

「たぶん、別人や。最初は爆破犯──Ａｘｘｏｎと戦ったんやろうけど……Ａｘｘｏｎには、Ａｔｈｅｎａをここまで傷つける理由なんてあらへんもん」

「じゃあその別人が、理由は知らんがチャットの他のメンバを狙ってるってわけか。爆破犯のほうがどこへ消えたかは、分かってるのか？」

「予想はつくわ。大学の出口を封ふう鎖さされたのを分かっとるはずなのに、正門に近いここで衛兵たちの注意を引きつけたのも……きっと、あそこから外に出るためやねん」

「そうか、じゃあ話は簡単だ。詳くわしい事情や理由を聞いてる時間も、なさそうだからな」

　祥が〝クレア〟へと繫つながる出口を見た。もう間もなく増ぞう援えん部隊の衛兵たちがやって来るだろう。今の状じよう況きようからすると、真っ先に小槙と祥は疑われるのは明らかだ。いちど拘こう束そくされれば、簡単には釈しやく放ほうされないのは祥が身をもって証明済みである。

「鈴藤さんは、どっちへ行きたいんだ？」

　祥が扉とびらから小槙へと視線を戻もどした。

「Ａｘｘｏｎとやらと、大階段教室。どっちへ行くか、鈴藤さんが決めろ」

　小槙の思考が一いつ瞬しゆん、停止する。

「なにもどちらか一方を見捨てろって言ってるんじゃない。鈴藤さんが行けないほうには、俺が行ってやる。だから安心して決めろよ」

　小槙が通っている高校の教室でもそうであったように。

　春野祥が、不敵に笑っていた。迷いのない、あまりに潔いさぎよい姿だ。

　そんな彼の笑え顔がおを見るたびに、小槙は不思議に思っていた。

　どうして春野祥という少年はこうまで、自分自身の決断に自信が持てるのだろう？

「でも、危険やで。春野くんは、関係あらへんのに」

「潮天市の〝ゲーム〟や灰火秋島も、俺にはこれっぽっちも関係なかったぜ。自分から勝手に首を突つっ込んでやりたいことをやっただけだ」

「そういえば、そうやね」

　祥は笑みを崩くずさない。小槙の答えを、待っている。

〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟のメンバは、小槙を友達と呼んでくれた。

　だから小槙は、彼らのために何かがしたいと思う。

「Ａｘｘｏｎに、訊ききたいことがあんねん」

　小槙は祥に向かって、はっきりと言った。

「他のメンバも全員、訊きたかったはずのことや。このままやと、誰だれも訊けへん」

　祥が、頷うなずいた。

「わかった」

　小槙に背を向け、少年が扉に向かって歩き出した。大階段教室へと向かうつもりだ。

「ごめんな、春野くん。大階段教室には、きっと……」

「ん？　なんか言ったか？」

　振り返る祥に対し、小槙は無表情のまま頭かぶりを振った。

「ううん。──あたしたちはいつも、肝かん心じんなところで別々なところにおるなあ思てん」

「そうだな。考えてみりゃ、けっこう良いいコンビだよな」

「なんでやねん」

　即そく座ざにツッコむ小槙に対し、祥がニヤリと笑った。

「離はなれてたって、力を合わせられるんだからな。そういないぜ、そんなヤツら」

　少年の後ろ姿が、礼拝堂から消えた。

　小槙は、考える。

　二人は危険に巻き込まれるたびに、別々の場所にいた。

　だが、不安はなかった。むしろ別の場所にいるからこそ、再会の時に向けて前を向き続けることができたような気さえする。

　アウルスシティにやって来た時に、考えていたこと。

　二学期がやってきて、二人は元の学校生活に戻る。

　祥はクラスの友人たちと行動を共にし、小槙はまた一人でぼんやりと窓の外を眺ながめるのだ。

　二人の距きよ離りは、また離れるのだろう。

　だが、ふとしたきっかけで、またこうして──。

「春野くんは、やっぱり友達ちゃうわ」

　このような奇き妙みような関係を、友達とは呼ばない。不安もなく、笑いながら、それぞれの危険に身を投じるような二人は恋こい人びとでもない。

「友達は助け合うもんや。なあ、Ａｘｘｏｎ」

　小槙は立ち上がり、歩き出した。
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　大階段教室の正式名めい称しようは、共通利用施し設せつ三階３０２号教室という。

〝クレア〟からファースト・コートを直進し、法学部に近い広場に共通利用施設〝グローリング〟がある。〝グローリング〟は外見は大きな校舎で、内部は全学部生が利用できるアリーナになっている。一階には運動設備と温室プールがあり、二階はアウルス大学に由来のある歴史物の展示場がある。

　三階にある大階段教室は、扇おおぎ形がたになった広大な面積に階段状に机が置かれた教室だ。論文の発表会などが主な利用目的だが、合同講義などに使用されることもある。入り口は最下部と最上段部にそれぞれ二カ所、計四カ所あり、上下の入り口の落差は五メートルはある。最上段の机に座ると、最下部にある教きよう壇だんは二階から見下ろしているようなものだ。

　また天てん井じようも高く、数カ所にモニタが設置されている。視力などの関係で教壇が見えない学生のための措そ置ちである。モニタに教壇周りに設置されたカメラが撮とった映像が映し出されるのだ。

「……」

　非常灯のみが点灯した階段教室は、薄うす暗ぐらかった。非常灯が設置されている間かん隔かくが大きいため、教壇のあるステージ以外は、教室のあちらこちらに明かりの届かない暗くら闇やみがある。

「……」

　息をひそめ、足音を殺し、彼は階段教室の中央に降り立った。上下に机が並んだ教室内を、ぐるりと見み渡わたすことができた。

　そばの机に、持っていた小型のパソコン端たん末まつを置く。ぼんやりと薄うすく輝かがやくディスプレイには、チャット画面が表示されていた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｘｘｏｎの居場所が分かりました

　Ａｔｈｅｎａ 〉彼は大階段教室へ潜ひそんでいるようです

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉そうなの？　わかった、行ってみるよ！

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉俺も向かう




　早くやって来すぎたようだ。

　階段教室には、まだ自分以外の誰もいないようだ。

　彼は息を殺して、メンバの到とう来らいを待つ。

　焦あせることはない。

　誰がやって来ようと、もう関係なくなってしまった。

　彼の目的は、たった一つだけなのだから。

　──最上段にある扉とびらが、バタンと音を立てて開け放たれた。

「終ぉーわりーの歌ーをぅーうたーおうー」

　通路の明かりを背に、薄暗い階段教室に小こ柄がらな人ひと影かげが現れた。

　大学生とは思えないほどに若い女の子だ。

「美しきぃー輝かがやぁーけるぅー刻ときをぅー胸にぃーしーまいー」

　奇妙な鼻歌を口ずさむ少女は、どこかウキウキとした様子だった。軽い足取りで階段を降りる彼女の背後で、扉がゆっくりと閉じていく。

「……」

　彼は教室の中央に立ったまま、動かなかった。

　もう、姿を隠かくす必要はない。

　後あと戻もどりはできない。

　一方、少女のほうは警けい戒かい心しんなど皆かい無むに見えた。友達との待ち合わせに向かう、年とし頃ごろの女の子そのものだ。

「おーい！　誰だれもいないの？　いない人は挙手お願いします！　って、アホかー！　いない人は手を挙げられないよ！　挙げたら怖こわいです！」

　一人で無む駄だにはしゃぐ口調を聞いて、彼はすぐに少女の正体を悟さとった。

　──Ｐａｎｄｏｒａだ。

　チャットでの口調とまったく変わらない、無駄に高いテンションですぐに分かった。

「やっとみんなと会えると思ったのに、一番乗りだよ！　こうなったらどこかに隠れて、後から来る人を驚おどろかしてやります！」

　少女が階段を降りていき、ついには彼の目の前へとやって来た。

　だが少女はそのまま彼の前を横切って、階段を降りようとしたところで、バッと振ふり返る。

「って、アホかー！　ツッコんでよ！　どう見ても一番乗りじゃないじゃん！　それともあえてツッコまないという高等テクニックなボケですか！」

　少女が満面の笑え顔がおで、彼の顔をのぞき込んでくる。嬉うれしげに彼の周りをぐるぐると回る。

「ねえ、ここにいたってことは、キミも〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟のメンバだよね！　自己紹しよう介かいしようよ！　ワタシはＰａｎｄｏｒａです！　キミは……あ、ちょっと待って！　当ててみせるから！　うーん、うーん……あ、コレ、キミが使ってる端末？」

　Ｐａｎｄｏｒａが、無防備に彼に背を向けた。机に置かれた小型パソコンを見る。

　──彼は、口元を緩ゆるめた。

　あまりにも想像通りの性格、あまりにも無む邪じや気きな彼女に思わず笑みが浮うかんでいた。

　彼がＰａｎｄｏｒａに向かって、手を伸のばそうとした時だった。

　画面が自動更こう新しんされ、新たな発言が表示された。




　Ａｔｈｅｎａ 〉待ってや

　Ａｔｈｅｎａ 〉このＡｔｈｅｎａはニセモノやねん

　Ａｔｈｅｎａ 〉Ａｔｈｅｎａはもうやられてもうた

　Ａｔｈｅｎａ 〉大階段教室いうんはワナや




　立て続けに、Ａｔｈｅｎａが書き込みをしていた。

　いや、Ａｔｈｅｎａではない。これは──。

「あれ？　この喋しやべり方って、Ｋｏｍａｋｉだよね？　ワナ……？」

　Ｐａｎｄｏｒａが首を傾かしげる。

　彼は、目を見開いた。

　さらに画面が自動更新され、新たな文章が浮かび上がった。




　Ａｔｈｅｎａ 〉Ｐａｎｄｏｒａに気をつけてや




　その文字が、目に入った瞬しゆん間かんだった。

　Ｐａｎｄｏｒａが、彼を振り向いていた。

「ちぇっ、バレちゃったか」

　今だかつて見たこともないような、暗い瞳ひとみだった。まるで夜の暗くら闇やみを切り取ったかのような双そう眸ぼうが、じっと彼を凝ぎよう視ししていた。

「……っ！」

　全身を、悪お寒かんが貫つらぬいた。まさに本能としか言いようのない衝しよう動どうで、全身のバネを使って眼前の少女から離はなれる。

「くっ……はっ！　かはっ……！」

　とっさに動いたせいで、バランスを崩くずして床ゆかに手をつく。喉のどに走った痛みに気づき、伸びきった袖そでに隠れた手で首をおさえる。トレーナーの生き地じに、たちまち血の染しみが拡ひろがった。

　彼の喉に、浅い裂れつ傷しようが刻まれていた。

　もしコンマ一秒、身を遠ざけるのが遅おそかったら──。

　全身から、冷たい汗あせが噴ふき出した。見開いた眼まな差ざしで、Ｐａｎｄｏｒａを見る。

「あらら、避よけられちゃったか。……って、アホかー！　なんだよ、その反射速度と脚きやく力りよく！　助走もなしのひとっ跳とびで何メートル跳ぶんだよ！　幅はば跳とび世界記録です！」

　どこから取り出したのか、大おお振ぶりのアーミーナイフを握にぎったＰａｎｄｏｒａが、驚きの表情を浮かべていた。小こ柄がらな身体からだと可愛かわいらしい無む垢くな顔立ちから、不気味に刀身を輝かがやかせるナイフが浮いていた。

「さすが幽ゆう霊れいさん、重力とか関係ないんだね！　それとも、Ｐｅｒｓｅｕｓって呼んだほうがいいですか？」
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　Ｐａｎｄｏｒａが興奮した様子で、ブンブンとナイフを上下に振り回した。

　袖の伸びたトレーナーに身を包んだ彼──善轍は、喉をおさえたまま顔を歪ゆがめた。

「Ｐａｎｄｏｒａ……？　な、なんで、お前……お前が……」

　嗄しわがれた、老人のような声で呻うめく。

　喉を怪け我がしたせいではない。これが彼の地の声なのだ。喋る際にどもってしまうのも、彼の癖くせだった。彼の声を聞くと誰もが怯おびえるため、普ふ段だんはめったに喋ることはない。

　彼の名は、車善鉄。

　中国系の十九歳の学生であり、病葉剣花研究室の三体目の被ひ験けん体たいだ。またチャットルーム、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟ではＰｅｒｓｅｕｓというハンドルネームを使っている。

　Ｐａｎｄｏｒａが彼を呼んだ〝幽霊フアントム〟とは、医学部の学生内で囁ささやかれている彼のあだ名だ。稀まれにしか講義に姿を現さない彼を皮肉った名前である。

「一番、森野イズミ、自己紹介します！　って、アホかー！　名前言っちゃってるじゃん！　Ｐａｎｄｏｒａよりもイズミちゃんと呼んでください！　ちなみに森野イズミというのは真っ赤な偽ぎ名めいです！」

　困こん惑わくする善鉄をよそに、Ｐａｎｄｏｒａ──森野イズミは一人ではしゃぎ続けている。喋るたびにナイフを振ふり回しているのが、危なっかしくて仕方がなかった。

「な、なんで、なんでお前が、オレを……？　Ａｘｘｏｎは……Ａｔｈｅｎａは……？」

　イズミの無邪気な振る舞まいを見るといっそう、善鉄はますます混乱していった。

　たった今、善鉄に斬きりかかったのは、紛まぎれもないＰａｎｄｏｒａだ。

　それなのに、どうして彼女はあんなにも明るいのだろう？

　どうして彼女は、彼に斬りかかったのだろう？

　Ｋｏｍａｋｉが言っていた、Ａｔｈｅｎａが〝もうやられた〟とは？

「Ｐｅｒｓｅｕｓは頭の回転がイマイチだね！　ワタシたちの中で一番、頭が悪かったです！」

　ひょいっ、と軽い身のこなしで、イズミが机の上に飛び乗った。ナイフを持ったほうの人差し指で、メガネを直す仕草をする。

　イズミの動作で、善鉄は思い出した。

　目の前にいる少女は一昨日おととい、学がく寮りようの廊ろう下かで会った奇き妙みようなメガネをかけた少女だ。少年といっしょにいて、ずいぶん若いカップルだと思ったのでおぼえている。しかし今のイズミはメガネをかけていないし、頭にマフラーのような布を巻いている。

「ああ、哀かなしき運命を背負うはＰｅｒｓｅｕｓ！　頭の悪い彼は、最初っから最後まで、自分が友達に利用されていたことに気づけなかったのです！　かわいそうだね！」

　机の上で、イズミが両手を拡げて一回転した。

「り、り、利用……？」

　目を剝むく善鉄に向かって、ピタリとイズミが静止した。

「だって、そうじゃん！　Ａｘｘｏｎの言葉を真に受けてさ！　二回目の爆ばく破は事件、衛兵庁が狙ねらわれた時、犯人の逃とう亡ぼうを手伝ったでしょ！」

　ビクリ、と善鉄は肩かたを震ふるわせた。

「今日だって、〝マッドロウ〟で爆破騒さわぎを起こしたのもキミだよね！」

　善鉄は言葉を失った。イズミが続ける。

「衛兵庁の時は、Ａｘｘｏｎが爆破現場にいると思ったんでしょ？　それとも、Ａｘｘｏｎを心配したＡｔｈｅｎａがいると思った？　チャットの爆破予告を見て様子を見に行ったキミは、犯人らしき人間が衛兵と戦ってるのを見つけた！　だから、犯人の逃亡を助けたんです！」

　イズミの無意味に大きな声が、大階段教室に反はん響きようする。

「今日の病葉研究室のことだって、同じだよね！　Ｋｏｍａｋｉから聞いたＡｘｘｏｎの爆破予告を聞いて、今回ばかりは衛兵たちにＡｘｘｏｎが捕つかまっちゃうんじゃないかと思った！　だからキミはあえて爆破が起きる前に騒ぎを起こして、Ａｘｘｏｎの犯行を未然に防ごうとしたんです！」

　まさに、イズミの言うとおりだった。

　言葉も出ない善鉄を見て、イズミが微び笑しようした。おかしそうな、しかし嬉うれしげな笑え顔がおだった。

「メンバの中で一番、優やさしいＰｅｒｓｅｕｓ。一番、みんなを大切にしていたＰｅｒｓｅｕｓ。そして……一番、お人ひと好よしなＰｅｒｓｅｕｓ」

　少女が、ナイフを降ろした。

「ワタシはそんなＰｅｒｓｅｕｓが、メンバの中でも特に大好きでした！　いつも、ワタシのボケにツッコんでくれたしね！」

　イズミが天使のような笑みを浮うかべたのは、一いつ瞬しゆんだった。

　次の瞬間には、少女の双そう眸ぼうは暗く濁にごっていた。背筋が凍こおるような冷たい眼まな差ざしが、善鉄を容よう赦しやなく貫つらぬく。

「でも、それもこれも全部、Ａｘｘｏｎの計算通りなんだよ」

「……！」

「Ａｔｈｅｎａも同じだったよ。Ａｘｘｏｎを助けるために衛兵庁に忍しのび込んだり、彼を自分の手で捕まえようとした。──でも、それはＡｘｘｏｎのアリバイ作りを手伝っただけなんだよね！　結局、最初から最後までＡｘｘｏｎの目的に手助けしただけなんです！」

「え、Ａｘｘｏｎの……も、目的？」

「それは、秘密だよ！　トップシークレットです！　Ａｔｈｅｎａはなんとなく、最さい期ごに気づきかけてたみたいだけどね！」

　善鉄の心臓が、大きく高鳴った。

「さ……さ……最期……？」

　喉のどをおさえた手が、小刻みに震えた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉はじめまして




　──はじめて彼女と会った時、善鉄は思ったのだ。

　この人を、護まもろう。

　彼女を護れるような人間に生まれ変わろう、と。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私と友達になっていただけますか？




　善鉄が病葉研究室に被ひ験けん体たいとして移送されてきたのは、およそ半年ほど前だった。

　彼が生まれた貧ひん民みん街がいでは、特に貧しい家の子供が安い賃金で無期の労働にかり出されることが少なくなかった。

　いわゆる人身売買だ。

　妹が人手に渡わたりそうになった時、善鉄は必死に護ろうとした。だが少年一人が抵てい抗こうしたところで、結果は何も変わらなかった。妹が去った後、善鉄は親や自らの境きよう遇ぐう、そして自分自身の弱さを呪のろうことしかできなかった。

　だがある日、善鉄にも買い手が現れた。男の、しかも十九歳という成人間近の人間が買われることは珍めずらしかった。

　善鉄は病葉研究室に売られ、被験体として実験という名目であらゆる手術を受けた。

　抵抗はしなかった。彼一人がどう足あ搔がこうと、何も変わらないと思っていた。




　Ａｔｈｅｎａ 〉Ｐｅｒｓｅｕｓは優やさしいのですね




　──目に見えて実験の成果が停てい滞たいすると、善鉄は被験体の任を降ろされた。

　学生という立場を得て解放された彼の前に、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟というチャットルームが現れた。最初、メンバは彼一人しかいなかった。管理者は誰だれなのだろうか、と疑問に思ったのをおぼえている。

　そこで、Ａｔｈｅｎａと出会った。




　Ａｔｈｅｎａ 〉ありがとう、Ｐｅｒｓｅｕｓ




　実験の成果で、善鉄は驚きよう異い的な身体能力を得ていた。だが副作用によって、声帯と言語能力に障害を残した彼は、コンプレックスの塊かたまりになっていた。

　まるで、人間でなくなってしまったかのようで、自分が恐おそろしかった。

　どうしようもない孤こ独どくで、心が押しつぶされそうな日々だった。

　だが、Ａｔｈｅｎａと出会って、考えを変えた。

　気が小さく、無口なＡｔｈｅｎａ。

　──彼女は善鉄の生まれてはじめての友達だった。

　彼女のことを護りたいと思った。

　護るためには、今の善鉄のままではいけないと思った。

　彼女を護るために、強くならなければならない。

　彼女を護るために、自分を変えなければならない。

　今度こそ、大切な人を護るために。

　チャットルーム〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟でのＰｅｒｓｅｕｓは、優しく、強い。

　それは、彼の理想像だった。




　Ａｔｈｅｎａ 〉私たちは、友達です




　喉の奥、生来のそれとはかけ離はなれた能力を持ってしまった声帯が唸うなった。

「パ、Ｐａｎｄｏｒａ……お、お、お前……Ａｔｈｅｎａに、何を……」

「あのね！　実は今日が、私たちの友情が終わる日なんだよ！　だから──」

　机の上で、ナイフを持った少女がにっこりと微笑ほほえんだ。

「ワタシが、彼女を終わらせたんだよ！」

　その言葉を理解するよりも先に、身体が動いていた。

　大きく口を開け、大きく身体をのけぞらせる。大量の空気を吸い込み、一気に吐はき出す。

「Ｐａｎｄｏｒａあああああぁぁあああぁあああああっっ！」

　善鉄の口から、咆ほう哮こうが迸ほとばしった。

　爆ばく発はつ音おん、人の悲鳴、ガラスを割る音、動物の鳴き声。

　これまで善鉄が〝取り込んだ〟音声を全すべて織り混ぜた、音とも衝しよう撃げきともつかない叫さけびが大階段教室全体を揺ゆるがした。モニタの画面が砕くだけ散り、教室中の机がビリビリと振しん動どうする。

　だが直後、善鉄の視界が揺れた。

「あんまり大声出さないでよ！　近きん所じよ迷めい惑わくです！」

　イズミのブーツが、善鉄の首筋を蹴けり飛ばしたのだ。ナイフを持ったまま両手で耳をふさいだ少女の姿が、弾き飛ばされる直前の視界に映った。

「普ふ通つうの人だったら、鼓こ膜まくが破けちゃうところだよ！」

　階段を転げ落ちながらも、善鉄は机をつかんで止まる。顔を上げ、長い髪かみの奥からイズミを睨にらみつける。

「どうして……Ａｔｈｅｎａをっ……！」

　Ａｘｘｏｎの目的など、どうでもいい。

　善鉄以上に人間離ばなれした動きを見せるイズミの正体すら、どうでもよかった。

　ただ、怒いかりが善鉄を突つき動かしていた。

　イズミと──Ａｔｈｅｎａを護ることができなかった自分自身に対する、怒り。

「超ちよう人じん狩がりだよ！」

　少女がナイフを構え、前ぜん傾けい姿勢をとった。

「Ａｘｘｏｎは、そのことに気づいてたみたいだね！　だから今、必死になってるんです！」

　瞬まばたきをすると、眼前にイズミのナイフが迫せまっていた。通常の人間よりも発達した反射速度を持つ善鉄でさえ、紙かみ一ひと重えで刃は先さきをかわすのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　少女の体が一回転したと思った直後には、善鉄の顎あごを回し蹴りがとらえていた。なすすべもなく弾き飛ばされ、机に激げき突とつする。

「ぐおおっ！」

　すぐに立ち上がり、床ゆかを蹴る。増強された筋力による瞬しゆん発ぱつ力りよくで、たちまちイズミとの間合いを詰つめる。

　だが、善鉄の拳こぶしは空を切った。

　笑えみの残像を残し、イズミが机の陰かげに隠かくれたのだ。小こ柄がらな少女の姿が、視界から消えた。

　敵を見失った善鉄は、周囲を警けい戒かいする。──イズミの気配が、完全に消えていた。

「……っっ！」

　頭部を、ハンマーで殴なぐられたような衝撃が襲おそった。後方から殴られたようだ。床にはいつくばった善鉄は、悪お寒かんをおぼえて横に転がる。

　一瞬の差で、善鉄の頭があった床にナイフの切っ先が突き立てられる。とっさに立ち上がった善鉄の視界で、青白い火花が飛び散った。

「惜おしいっ！　次は外さないからね、Ｐｅｒｓｅｕｓ！　Ａｔｈｅｎａに一発もらっちゃったせいで、動きが微び妙みように悪いです！」

　刃先を床に突き立てたまま、陽気に笑うイズミ。

　善鉄は、心の底からぞっとした。

　未完成に終わったとはいえ、善鉄は病葉剣花によって超ちよう人じんと呼ばれるにふさわしい力を得た。自分自身でさえ、人間という種の枠わくから逸いつ脱だつしてしまったことに恐きよう怖ふをおぼえたほどだ。

　しかし眼前の少女、森野イズミは全てにおいて、その善鉄を上回っていた。

　的確に敵を追いつめ、非情に急所を狙ねらう様は、あたかも野生の獣けもののようだ。イズミの動きは一挙手一投足において、徹てつ底てい的に無む駄だが排はい除じよされている。

　善鉄の心に牙きばを立てたのは、本能からくる恐怖。

　天敵に出会った時の、狩かられる側の生き物がおぼえる恐怖だった。

「でも、痛くはないよ！　Ａｔｈｅｎａが命をかけて、ワタシにくれた痛みだからね！　友情の証あかしです！」

「……お前っ……！」

　イズミの言葉に、善鉄の中で再び怒りが燃えさかった。本能の恐怖を、同じく本能の怒りで抑おさえ込む。

　長ちよう髪はつに隠れた善鉄の双そう眸ぼうが、深しん紅くに染まった。

　かつての病葉剣花の言葉が蘇よみがえる。

　──よしよし、超ウルトラ・飛躍ジヤンプに関するサイレントシナプスの覚かく醒せいに成功だ。キミの前の被ひ験けん体たいに感謝しなよ？　彼女は一度しか超飛躍できない失敗作だったが、キミは違ちがうんだ。

　赤い瞳ひとみで、森野イズミを凝ぎよう視しする。

　少女から発せられる情報が、電気信号となって善鉄の脳内で刺し激げきを呼び起こした。

　眼球の動き、発声の周波数と音階、呼吸と筋肉の緩かん和わ、緊きん張ちようのリズム。人格のメカニズム、そして思考のトレース。森野イズミという少女を形成する情報が、車善鉄の肉体に急速に同調していく。

　──でも、超飛躍だとこれが限界かな。キミ、もういいや。次は超飛躍なしで究極の人間を造るぞー！　がんばろー、おー！

　超飛躍をするたびに、病葉剣花の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。善鉄は顔を歪ゆがめた。

「ややや、ついに本気を出したね、Ｐｅｒｓｅｕｓ！　イズミちゃん、ピンチです！」

　イズミがナイフを持ったまま、両の拳を頰ほおに当てておどける。

「ややや、ついに本気を出したね、Ｐｅｒｓｅｕｓ！　イズミちゃん、ピンチです！」

　じっとイズミを見つめたまま、善鉄は口だけを動かした。彼の声帯から、イズミと同じ声、同じ声量の音声が紡つむぎ出される。

　同調を完かん了りようした善鉄に向かって、イズミが床を蹴けった。ブーツが床を擦こする音が響ひびき、残像を残して机を蹴って跳ちよう躍やくする。

「真似まねしないでよ、もう！　肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいです！」

「真似しないでよ、もう！　肖像権の侵害です！」

　善鉄の身体からだが、自動的にイズミの動きをトレースする。机を蹴り、跳躍する。

　両者の蹴りが互たがいの脇わき腹ばらに命中した。

「うっ……！」

「うっ……！」

　善鉄とイズミが床の上に投げ出された。受け身を取って立ち上がったイズミが、素す早ばやく机の陰かげに身を潜ひそめる。善鉄も、少女とまったく同じ行動を取った。

　静せい寂じやくが大階段教室を包んだ。

　足音を消して机の陰を移動する善鉄の前に、イズミの顔が現れた。

「がふっ……！」

「がふっ……！」

　互いの顔面に、相手の拳が直ちよく撃げきした。再びはじかれるように距きよ離りを置き、身を隠す二人。

「痛いよ痛いよ！　二発もくらっちゃったよ！　顔はやめてよ、ボディーにしてください！」

「痛いよ痛いよ！　二発もくらっちゃったよ！　顔はやめてよ、ボディーにしてください！」

「真似しないでってば！」

「真似しないでってば！」

「ワタシはパッパラパーのお色気ナッシング娘むすめです！」

「……」

「やーいやーい、ひっかかっ……てないじゃん！　だれがお色気ナッシングだよ！　そこは真似してください！」

「……」

　どこからともなく聞こえたイズミの抗こう議ぎを、しかし善鉄は繰くり返さない。

　イズミの思考と動きのコピーは、完了した。あとは体力を無駄に使う必要はない。相手の動きに合わせてしばらく相討ちを繰り返し、逆転のチャンスを狙う。

「興奮物質の分ぶん泌ぴつで強化された肉体で、五感を刺激する情報を模写、同調する能力。それが、キミの〝メドゥーサの盾たて〟の能力なんだね！　すごいよ、ワタシに動きがそっくりです！」

　病葉剣花の研究で得られた成果の一つ、〝メドゥーサの盾〟──善鉄はサイレントシナプスの覚醒による超飛躍をすることで、あらゆる音、物体の動き、第三者の思考をトレースし、自ら再現することができる。

「本領発揮で一発逆転ホームランかな、Ｐｅｒｓｅｕｓ！　九回裏、ツーアウト満まん塁るいです！」

　善鉄がチャットで使用しているハンドルネームＰｅｒｓｅｕｓとは、ギリシャ神話に登場する最初の英えい雄ゆう、ペルセウスのことだ。

　見た者を石へと変える怪かい物ぶつと化した女め神がみ、メドゥーサを倒たおした英雄、ペルセウス。彼が使ったのは、アテナから譲ゆずり受けた青銅の盾だった。彼は盾に映し出されたメドゥーサの姿しか見ないことで、怪物を退治した。彼は生け贄にえとなっていた女神を救い、討とう伐ばつしたメドゥーサの首をアテナに献けん上じようした──。

　彼に救われた神々は数多い。強く、優やさしい英雄、Ｐｅｒｓｅｕｓ。

　善鉄は伝説の英雄に憧あこがれ、彼の名を借りた。

「痛いのはヤだから、もう近づかないよ！　こうなったら、持久戦だね！　学校のマラソン大会に憧れてました！」

　イズミのはしゃぐ声が、大階段教室の中を絶え間なく移動し続ける。

　彼女の動きをコピーした善鉄は、まったく同じ動きで教室内を駆かけめぐる。イズミの行動パターンに同調することで、彼女の動きははっきりと分かっていた。

「終ぉーわりーの歌ーをぅーうたーおうー」

　激しく動きながらも、イズミはイントネーションのずれた歌を口ずさんでいた。

「……」

　善鉄は、無言だ。無む駄だな発声は、体力の消しよう耗もうに繫つながる。

「美しきぃー輝かがやぁーけるぅー刻ときをぅー」

「……」

「胸にぃーしーまいー」

「……」

「今ぁーこそぉー我らがぁー安らぎのぉー楽園からぁー」

「………………はっ……はっ……」

「旅ぃー立とうー」

「はっ……はっ……はあっ、はあっ！」

　イズミが口ずさんでいるのが、ただのデタラメではなく、中世の音楽家による交こう響きよう曲きよくだということが分かった。善鉄は選せん択たく講義で神学と歴史学をとっているからだ。なぜか日本語訳だったため、なかなか気づくことができなかった。

「終ぉーわりーの歌ーをぅーうたーおうー」

「はあっ！　はあっ！　ぜえっ！　はあっ……！」

　善鉄の肺活量は、常人の五倍という記録を残している。肺の膨ぼう張ちよう率りつと酸素の消費量が、極きわめて効率が良いいのだ。それは彼が並はずれた体力を有していることを意味する。

　だが──。

「はあっ！　ぜっ！　ひゅうっ……！」

　喉のどの奥から、空気が漏もれた。胸の内側を心臓が叩たたき、激しい動どう悸きが耳元で鳴っていた。善鉄の両りよう脚あしが悲鳴を上げ、ついには一歩も動くことができず床ゆかにくずおれた。

　イズミとまったく同じ動きを始めてから、数分と経過していないはずだ。それなのに、善鉄だけが極度の疲ひ労ろうで動けなくなっていた。

「イズミちゃんの勝ちだね！　一等賞の旗はどこですか？」

　頭の上から、声がした。

「Ｐｅｒｓｅｕｓはエネルギーを無駄にしすぎだよ！　力の流れが、まったく見えてません！」

　全身から汗あせを流した善鉄は、声も出せずに顔を上げる。

　倒れた善鉄を、机の上に座ったイズミが見下ろしていた。ナイフを持っていないほうの指先で、彼の頭をツンツンと突つっつく。彼はそれを振ふり払はらう体力さえ失っていた。

「重力、電磁力、強い力と弱い力！　もっと細かく分ければ、引力や遠心力、慣性エネルギーに運動エネルギーに熱エネルギー、加速力と反発力！　浮ふ力りよく、弾だん力りよく、柔じゆう力りよく、効力、動力、光力、結合力、電力、風力、火力、水力、筋力、努力と根こん性じよう、超ちよう能のう力りよく！　って、アホかー！　最後のほうはワタシにも見えないし！　この世界は、こんなにもいっぱいの力で溢あふれてます！」

　無駄な動きにしか見えないが、手振り身振りで説明するイズミに、疲労の色は微み塵じんも見られなかった。

「まあ、仕方ないけどね！　実際にそんなのが見えるのなんて、ワタシか果須田裕杜くらいだろうし！　世界に二人くらいは、そんな人間もいるんだよ！　突とつ然ぜん変異のワタシたちが人類代表です！」

　ミュータント。

　イズミは自らのことを、そう呼んだ。

　普ふ通つうの人間でもなければ、超ウルトラ・飛躍ジヤンプを可能とする人種でもない。もちろん、超人でもない。

　病葉剣花の口から、聞いたことがある。

　──超人の証明、それは果須田裕杜を超こえる人間を造ることだよ。超飛躍という異能に頼たよることなく、人類の最高性能を引き出す〝次世代の可能性を持つ存在〟。キミたち超人は、突然変異たる彼らを超えてもらわなくっちゃな！

　また、剣花はこうも言っていた。

　──でもなー、連中、すぐに死ぬんだよなー。果須田裕杜をはじめ、他ほかのそれっぽい人間、灰火秋一族なんかも二十歳はたち前には死んじゃうんだよな。もともと何かしらの欠けつ陥かんを持ってるし。そーゆー意味じゃ寿じゆ命みように制限のないキミらはもう、連中を超えてるのかもな。

　自分にはまったく関係のないことだ、と善鉄は聞き流していた。

　だが今、まさに目の前に一人の突然変異がいた。

　病葉剣花が目指した、超人へ至る道。

〝人類の壁かべ〟は、あまりにも──。

「はあっ……！　はあっ……！」

　善鉄は震ふるえる腕うでを、イズミに向かって伸のばした。

　彼は目の前にいる少女を、倒さなければならない。

　Ａｔｈｅｎａを、護まもらなければならない──。

「諦あきらめなよ、キミには無理だったんだから。──Ａｔｈｅｎａを護ることなんて」

　善鉄の腕の先で、イズミが暗く笑んだ。絶望へと追い込む闇やみの双そう眸ぼうが、善鉄を凝ぎよう視しする。

「たかだか超人ごときが、人間に勝てるとでも思ったの？」

　衝しよう撃げきが、善鉄の身体からだを浮うかした。羽のように舞まった善鉄が、机を次々と打ち砕くだいて壁へと激げき突とつする。さらに、衝撃が善鉄の全身に襲おそいかかる。

「キミがしてきたことは、何もかも無む駄だだったんだよ」

　絶え間なく善鉄を殴おう打だしながら、イズミが優やさしい口調で告げた。

「Ａｔｈｅｎａのことが好きだったんでしょ？　〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟のみんなが好きだったんでしょ？　だから、Ａｘｘｏｎを助けようとした！　だから、Ａｔｈｅｎａのことを聞いて、そんなに怒おこってるんだよね」

　善鉄は抵てい抗こうもできず、ただ少女の攻こう撃げきを受け続ける。

「でも、結果はどうなの？　Ａｘｘｏｎに利用されただけじゃない。Ａｔｈｅｎａを想おもう気持ちすら、無意味だったんだよ。だって彼女は──Ａｘｘｏｎが好きなんだから。そして彼女の想いすら、決して報むくわれない」

　イズミが愉ゆ快かいげに、善鉄の腹に蹴けりを打ち込んだ。

「キミの恋こいは最初から……もう、〝終わって〟たんだよ」

　善鉄を支えていた全すべてのものが、音をたてて崩くずれ去っていく。

「お？」

　さらに殴なぐりかかったイズミの手を、善鉄は受け止めた。

「友達じゃ……なかったのか……！」

　涙なみだが、頰ほおを伝った。

　Ｐａｎｄｏｒａという少女が、彼は嫌きらいではなかった。

　いつもおどけていて、しかしどのメンバに対しても分け隔へだてなく明るく接していた。

　そんな彼女が、どうして──。

「すべて、噓うそだったのか……Ｐａｎｄｏｒａっ……！」

「噓じゃないよ。みんな、ワタシの大切な友達だよ！」

　イズミが笑った。一点の偽いつわりもない、親しみを込こめた笑顔だった。

「でも、もう終わりの時間なんだ。ワタシたちの友情も、そしてこの国も。──Ａｘｘｏｎが、そうさせたんだよ」

　涙を流しながら、善鉄は口を大きく開いた。

　喉のどから、最大音量の咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　今まで善鉄が抱いだいていたＡｔｈｅｎａに対する感情、楽園の仲間たちに抱いていた連帯感。そして、それらを全て失った絶望を込めた叫さけびが、善鉄の喉から突き出していた。

　だが、すぐにイズミの手が、善鉄の口を強ごう引いんに押さえつけた。

「……うるさい断だん末まつ魔まだなあ。もうちょっとで一気に意識が持ってかれるところだったよ」

　善鉄は、掠かすれた視界でイズミを見み据すえた。最後の力を振り絞しぼった叫びで、肺の血管が切れたようだ。口を押さえたイズミの手が、善鉄が吐はいた血で赤く染まっていた。全ての力を使い切った善鉄の意識が、急速に遠のいていく。

「それじゃ、お別れだね。キミと友達になれて楽しかったよ、Ｐｅｒｓｅｕｓ」

　逆手に構えたナイフの切っ先が、善鉄の側頭部に触ふれた時だった。

　大階段教室の扉とびらが、何者かによって勢いよく開かれた。







　16　鈴藤小槙　その九




　アウルス大学の西、敷しき地ちの外れに、その建造物はあった。

　百メートル近い面積内に、まるで檻おりのように太い金属の柱が突つき立てられていた。柱に支えられているのは、近代式の建物だ。表面には太陽光を電力へと変えるためのパネルが張り巡めぐらされている。あたかも現代の高たか床ゆか式しき住居のようなそれは、管制室だったはずだ。

　柱が乱立する地面は、いくつものエリアに分けられた貯水槽そうとなっていた。直径数メートルものパイプが、それぞれの貯水槽を繫つないでいる。貯水槽の周りには階段があった。地下へと潜もぐるには、その階段を降りていくのだろう。地下には大型ポンプが十台、設置されているとアウルス大学の案内サイトで説明されていた。

　また貯水槽や管制室の向こうには、背の高い柵さくに囲まれた高電圧受電設備があった。さらにその向こうには、沈ちん殿でん槽そうや生物処理槽がある。実験設備としての水力発電設備も、遠くない場所にあるはずだ。

　アウルス大学、水処理センターである。

　アウルスシティへの配水設備としても運用されている、国有の巨きよ大だい施し設せつだ。大学内では浄じよう化かシステムや水質実験、水力発電の実験にも利用されている。

　──不意に、静まり返った施設内に、アウルスシティの空を突き抜ぬけるような咆哮が響ひびいた。

　柱の一つに背を預けていた小槙は、顎あごを持ち上げた。

　獣けものの咆哮にも似たその叫び声は、なぜか小槙の胸を締しめつけていた。

　ぽつり、と小槙は呟つぶやいた。

「Ｐｅｒｓｅｕｓ」

　小槙の瞳ひとみが一いつ瞬しゆん、深しん紅くに染まった。

　咆哮がある種の情報の渦うずと化し、小槙へと転送されていく。

「……ぉお……」

　わずかに開いた小槙の口から、たった今聞こえた咆哮と同じ声が漏もれた。

　次の瞬間、小槙はハッとして我に返った。

「……？」

　自分が何をしていたのか分からず、首を傾かしげる。

　そしてまた、小槙はその時を待ち続けた。

「Ｐｅｒｓｅｕｓも、やられてもうたんやな」

　小槙が無表情に呟いた時だった。

　足音が聞こえた。

　何者かが地面を蹴けって駆かける音が、背後から小槙へと近づいてくる。

　小槙は、じっと動かない。

　足音は小槙へと近づき──彼女が隠かくれた柱を、通り過ぎた。

　風が吹ふいた。

　小槙を追い抜いた人物のロングコートがはためき、地面に一冊の手帳が落ちた。

　コートを着た人物が、落とした手帳を拾おうと背後を振ふり向いた。

「！」

　ようやく小槙の存在に気づいた男が、金かな縛しばりにあったように立ちつくした。

　小槙は柱から離はなれ、地面に落ちた手帳に向かって歩み寄る。

「こんにちは、Ａｘｘｏｎ」

　動かない男に代わって、手帳を拾いあげる。

「今日、会うのは二度目や。せやから、〝はじめまして〟やあらへん」

　ロングコートの人物は、小槙と違ちがってキャンパスを堂々と走り抜けることはできない。衛兵たちの目をかいくぐって来たため、小槙よりも遅おくれてここへ辿り着いたのだろう。

　手帳を手にしたまま、小槙は男を見つめた。

「なあ、イオ」

　男の顔が一瞬、驚おどろいたように強こわばった。だがやがて、肩かたから力を抜き、口元をほころばせる。帽ぼう子しとサングラスをとり、地面に放ほうり捨てる。

　優やさしく微び笑しようした碧あおい瞳が、小槙を見つめ返した。

「こんにちは、コマキ」

　数メートルの距きよ離りを挟はさんで向かい合う二人の間を、アウルスの乾かわいた風が通りすぎた。

　小槙は何も言わず、手の中の手帳を開いた。

　ページの冒ぼう頭とうからパラパラと音をたててめくっていく。

　小槙の黒い瞳が、深紅に染まった。

　──急速に、小槙の思考が加速していく。

　極限まで圧縮された暗号、イオの数年間の人生に相当する情報が、小槙の思考空間に展開された。暗号は記号と数字の奔ほん流りゆうとなり、時間軸じくを超ちよう越えつした世界で、小槙を取り囲む。

　小槙は赤い瞳でそれらを見上げた。記号の群れは分解され、時には増ぞう殖しよくし、小槙の周りに再構築されていく。暗号という枷かせを解かれ、真の姿を取り戻もどした情報が小槙の支配下におかれる。

　閃せん光こうのように、イオのこれまでの人生が目の前をよぎっては消えていった。

　一日一日、イオという少年が毎日、生まれ変わるたびに感じた記き憶おく。一日かぎりの思い出。

　小槙はそれらを理解し、共鳴していく。

　イオが毎朝、繰くり返してきた〝転生〟。

　記憶を失っては取り戻す過程を、小槙もまた実感する。

　最後のページまでめくり終え、全すべてを知った小槙は両のまぶたを閉じた。

「……最初にこれを見た時、数日後の日付まで載のってた理由が分かったわ」

　ゆっくりと、目を開いていく。

　瞳の深紅が薄うすれ、小槙は現実世界へと意識を復帰する。

　イオが太陽の暖かさを感じさせる、穏おだやかな笑えみを浮うかべて小槙を見つめた。

「イオの計画通りやったんや。──ううん、計画してこうなったわけやあらへん。イオはこうなることを〝知ってた〟んやね」

　ギリシャ神話における、大神ゼウスの子にしてオリンポス十二神の一つ。

　芸術や医い療りようを司つかさどる神。

　知と道徳、法の守護者。

　光り輝かがやく者。

　その神の名は──。

「予言の神、Ａｐｏｌｌｏｎ──それが、Ａｘｘｏｎの本当の名前やってんな。イオは最初から、こうなることを知っとったんや」

　閉じた手帳を、イオに向かって差し出す。

　イオは微笑を崩くずさなかった。ゆっくりと手を伸のばし、小槙から手帳を受け取る。

「それには今日の出来事も載っとる。今までのことだけやない。これから起こることも」

「これを解読されたのは、キミがはじめてだよ」

「イオも死ぬかもしれへんねんで。それでも、止まれへんの？」

「友達のために、僕は行くよ」

「Ｐａｎｄｏｒａは一体、何者なん？」

「おそらく他国から送り込まれた暗殺者、っていったところかな。そのあたりは直接、彼女に訊きかないと分からないよ」

　言い放つイオの表情は、しかし明るかった。医学部の広場、芝生しばふの上で小槙と語り合った時と、まったく変わらない笑顔だ。

「あのチャット、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟を見つけたのは、偶ぐう然ぜんだった。──そう思ったけれど、すぐに違うことが分かった。はじめてログインしてＡｔｈｅｎａと話した。彼女は自分が病葉剣花の研究の被ひ験けん体たいだったことを、僕だけに話してくれたんだ。そして僕も彼女と同じ実験の被験体……これは本当に偶然なのか？　そう思ったのが、全ての始まりだった」

「あたしが見つけてログインしてもうたんは、正真正しよう銘めいの偶然やったみたいやけどな」

「あはは、そうだね。メンバになるために解かなければならない暗号……あれを解ける人間が被験体の他にはいないと思っていたんだろうね、〝彼女〟は。──そう、キミも気づいた通り、キミ以外のメンバが〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟を見つけたのは、偶然じゃない。僕はＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓと話していくうちに、そう確信した」

　イオの表情が、哀かなしげに曇くもった。

「あれは、仕組まれた楽園だったんだ」

　少年の静かな声が、風吹ふく水処理場に響ひびいた。

「僕はメンバの全員が、病葉剣花の研究の被験体だと気づいた。でも、どうしても分からないことがあった」

「管理者。つまり、誰だれがあの楽園を造ったのか」

　無表情に呟つぶやいた小槙に対し、イオが頷うなずいた。

「僕らが出会うように仕向けたからには、管理者には何かの目的があったはずだ。ネットとはいえ、被験体を一カ所に集めようとしたのはなぜか？　僕らは一体、誰に監かん視しされているのか？　それが分からないかぎり、僕は迂う闊かつな行動を取ることができないと思ったんだ。だから、イエスとノーでしか会話ができなかった。……最初は病葉剣花を疑った。でも、すぐに違ちがうと判断した。彼女は今の研究以外は何も、興味がない。終わった研究、過去の被験体なんて、彼女の眼中にはなかった」

「管理者を見つけ出すいうんも、施し設せつを爆ばく破はし続けた理由の一つやった」

「そう、ようやく見つけた。僕たちを監視し続けていたのが、監視される側──被験体であり、チャットのメンバでもあった僕らの中にいるとは思わなかった。……Ｐａｎｄｏｒａさ」

　イオが顔を上げ、遠方に見えるファースト・コートを見た。彼の視線の先には、今ごろは春野祥が到とう着ちやくしているであろう大階段教室がある。

「コマキは、彼女が管理者だって分かってたみたいだね。どうして？」

「春野くんや。春野くんが出会った森野イズミいう女の子が、Ｐａｎｄｏｒａと同一人物やと分かった。そしてＡｘｘｏｎは病葉剣花に関する施設を次々と破は壊かい。メンバのうち少なくとも二人が、病葉剣花でつながったんや。偶然や思っとったけど、春野くんに聞いて確信してん。Ｐａｎｄｏｒａ……森野イズミは、もともとか実験の副作用か知らへんけど、日本語しか喋しやべれへんねん。〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟は日本語しか使えへん。もしそれが偶然やないとしたら……〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟の基本言語を日本語に限定した理由は──」

「管理者が日本語しか使えないから、ってわけか。あはは、そんな単純な理由か……被験体は皆みな、病葉剣花から日本語の学習を強制されていたから、日本語しか使えないメンバがいるとは思いもしなかったよ」

　額を押さえて笑うイオに対し、小槙はたずねた。

「最初の新研究室を爆破して春野くんと戦ったんは、イオや。衛兵庁は……きっと、新研究所を爆破したその日に、時限式の爆ばく弾だんを設置しといたんやろな。次の日になって、爆弾は自動的に爆発した。そしてイオを心配したＡｔｈｅｎａとＰｅｒｓｅｕｓが衛兵庁に向かった」

「彼らが爆破犯として疑われるようにね。僕は、彼らを利用したんだ。ギリギリまで、僕から国の目を遠ざけておきたかったから。……爆弾は、大学内で材料を集めて作ったのさ」

「Ａｘｘｏｎが爆破予告をしたのは、あたしがログインした時だけや。そうやないとあかん理由があった。誰が管理者かとも分からない状じよう況きようで、あたししかメンバ全員に正確な予告内容を知らせる確信があるメンバがいなかったからや。他ほかのメンバ、もし管理者が別のメンバに伝えたら、噓うその情報を伝えるかもしれへんからな。……事実、さっき、Ａｔｈｅｎａがやられた時にそれをされてもうた。Ｐｅｒｓｅｕｓが罠わなにかかって、邪じや魔まの入らない場所に誘ゆう導どうされてもうた」

　イオから、笑えみが消えた。手帳を持つ彼の手に、力が込こめられたのが分かった。

　これが、現在に至る状況の全すべてだった。

　イオが爆破事件の首しゆ謀ぼう者しやであり、ＡｔｈｅｎａとＰｅｒｓｅｕｓは彼に利用された。そしてＰａｎｄｏｒａは事の成り行きを常に監視していた。

　同時に、全てはイオの手帳に記き載さいされていた〝予言〟通りに進行していた。

　他のメンバが彼を助けようとすることも、ただしその中に一人だけ全員を監視している者がいるであろうことも。全ては彼の予言に含ふくまれていた。

　だが、肝かん心じんなことが小槙には分からない。




（message　in：Ｋｏｍａｋｉ）

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉お？

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉ややや、何ヤツ！　ええい、名を名乗れー！　って、アホかー！　すでにハンドルネームが表示されとるやんけー！

　Ａｔｈｅｎａ 〉あの暗号を解いたのですね

　Ｐａｎｄｏｒａ 〉新しい友達だね！　ふつつか者ですがよろしくお願いします！

　Ａｔｈｅｎａ 〉友達になっていただけますか？




　はじめて〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟にログインした時のことを思いだし、小槙は拳こぶしを握にぎった。

　顔も知らない、はじめて出会った小槙を、彼らは受け入れてくれた。

　Ａｘｘｏｎとしてのイオと語る時間は少なかった。だが、あの楽園に集まったメンバは誰もが、友達だったはずだ。

　イオだって、彼らを友達だと思っていたはずだ。

　だって、誰もがイオを友達だと思っていたから。

「なあ、イオ……」

　小槙の胸中で、こみ上げる感情があった。

　アウルスの街で爆破事件が起こり、小槙はその実態を知った。誰がどのような行動をとって、今の状況に至ったか。計算と推測でそれを理解した。

「どうして、こんな騒さわぎを起こしたん？」

　だが肝心なところが、小槙には分からない。

　イオが何を思い、このような事態を引き起こしたのか。

　真実を、小槙は理解できなかった。

「仕組まれた楽園でも、ええやん。監視されてたかて、よかったやん。そうすれば、みんなが友達のままでおられたんちゃうの？」

　小槙の問いかけを、イオは真しん剣けんな眼まな差ざしで受け止めた。

「イオが動くことで、監視者が他のメンバを傷つけることも書いてあった。──それって、イオが何もしなければ、ずっとみんな友達でいられたかもしれへんってこととちゃうの？」

「コマキ」

　イオが優やさしい声で、小槙の名を呼んだ。小槙は口を閉とざす。

「キミは〝魔ま法ほうの言葉〟が知りたいって言ったよね？　昨日までの僕が、手帳にそう書いてたんだよ」

　魔法の言葉。

　一日しか記き憶おくが持続できず、しかし桁けた外はずれの頭脳で手帳によってそれまでの人生を取り戻もどすイオ・アンセルメ。小槙は彼が、文字だけで昨日までに感じた感動、抱いだいた感情までも取り戻すことができるということが、どうしても信じられなかった。

　従姉妹いとこのいるるが言っていた。

　記録は残せるが、一度失った記憶を取り戻すことは困難だと。だからこそ、感情や思い出は何よりも大切なのだと。

　しかしイオは、その魔法の言葉で、昨日までのイオに戻れるという。

「朝、昨日の自分が仕し掛かけた冒ぼう険けんをくぐり抜ぬけて、この手帳を見つけ出すんだ。それには昨日までの思い出と、出会った人々のことが書かれてる。でもね、やっぱりしっくりこないんだ。はじめて会う人が、自分の同級生や講師だなんて。だって、そうだろ？　僕には昨日までの記憶がない。彼らと共有したはずの感情を、ぽっかりと失っているんだから」

　大切そうに手帳を見下ろす少年に、しかし悲しみや寂さびしさといった感情は見えなかった。

「でもね、この手帳にはこう書いてあるんだ。『〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟に行け』──」

　イオが小槙を見つめる。

「『そこで、〝友達フレンド〟が待っている』」

　小槙はじっと彼の顔を見つめ返す。

「そこへログインすると……〝いつものメンバ〟が〝いつも通り〟に僕に接してくれるんだ。記憶がなくても、共有した時間を失っても、彼らと触ふれ合うだけで、僕は確信できるんだよ。ああ、彼らは僕の友達だ、って」

　見つめ合いながら、小槙の内面で何かが揺ゆれた。

「それにね、コマキ。友達以外にも、キミと出会ってもう一つ増えたんだよ。魔法の言葉がね」

「……どうしてなん？」

「……」

「そこまで大切に思っとるなら……どうして今、こんな状じよう況きようになっとるん？　おかしいやん、イオのせいでイオの友達は傷ついとるんやで？　楽園がなくなってもうたんやで……！」

　小槙の口調が、自然と強くなっていた。

　罵ば倒とうされても、イオは平静だった。笑えみすら浮うかべ、言う。

「チャットに潜ひそんでいた監かん視し者しやは、外国からの刺し客かくだ。この国が対処するなら、もっと直接的な方法をとるからね。つまり僕たち〝超ちよう人じん〟が脅きよう威いであるという審しん判ぱんを下すために、潜んでいたんだ。審判が下されれば、僕らは必ず存在ごと排はい除じよされるだろうと思った。隠いん蔽ぺいじゃなく、排除だ」

「審判は、もう下ってもうた。イオがきっかけを起こしたんや」

「そうかもしれない。でも、違ちがうかもしれない。きっと、今日の国会で病葉剣花の研究は予算を獲かく得とくする。完成とはいかないまでも、僕という確かな成果を得てしまったからね。どちらにしろ、審判は下ったはずだ」

「下らないかもしれへん」

「そう、僕はそれが一番、怖こわかった」

　小槙は言葉を失った。イオが自らの胸に手をあてる。

「自分のことだから、分かるんだ。友達のことだから、分かるんだ。僕らは必要のない力と引き替かえに、大事なものを失ってる。チャットで出会うたびに、みんなの苦く悩のうを感じた。みんな、こんな力なんて欲しくなかったんだ。ただ避さけられない事情でここへ連れてこられて、なすすべもなく実験台になって……代だい償しように得た力なんて僕らには何一つもたらさないっていうのに。僕らは……失いすぎた」

「……」

「今日、審判が下らなかったとしたら、どうなる？　僕もいずれ、病葉剣花の手を離はなれるだろう。そして、また──」

　イオが、はじめて怒いかりを浮かべた。それが耐たえられない苦痛のように。甘く引きよせられる誘ゆう惑わくに、必死に耐えるように。

「また、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟の友達が増えるのか……！」

　小槙は目を見開いた。胸を強く摑つかみ、イオが顔を歪ゆがめる。

「コマキが新たなメンバとしてログインした時、僕は気が狂くるいそうだった！　友達が増えたことを一いつ瞬しゆん、喜んでしまった自分が恐おそろしかった！　だってその新しい友達は……何よりも大切な何かを失って、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟へと迷い込んできたかもしれないのに！　こんなことが許されるのか？　あの楽園はあまりに甘くて……哀かなしすぎる……」

「……あたしが……」

　小槙は、戦せん慄りつした。心臓が高鳴り、呼吸が止まりそうになる。

　施し設せつの爆ばく破は。

　傷つき、倒たおれるＡｔｈｅｎａ。

　Ｐｅｒｓｅｕｓの断だん末まつ魔ま。

　それらを引き起こしたのは、すべて小槙が──。

「あたしが……きっかけやったん？　あたしが、あの楽園を壊こわしたん……？」

「それは違う」

　イオが、小槙を見た。怒りを消し、明るい笑みで小槙を優やさしく包み込こむ。

「コマキは巻き込まれただけだ。それに、僕はキミを利用した。手帳に今日までの日付が載のっていたように、僕はもともと動くつもりだったんだ。たとえ、他ほかのメンバを利用してでもね」

　少年の笑みはあまりに穏おだやかで、彼がもう止とどまる意思がないことを示していた。

「研究施設を破は壊かいし、これから国会を襲しゆう撃げきする。他でもない、最も超人の完成形に近い、この僕が」

「……！」

「他国じゃなく、この国に研究が危険だと判断させる。病葉剣花を殺しても、無む駄だなんだ。そうすることでしか研究を止めることは、できない。この国は研究を危険だと悟さとれば、過去の被ひ験けん体たいである皆みなを保護してくれるはずだ。隠蔽という目的のためにね。そう──危険なのは僕だけで、他のメンバは僕を止めようとした良い超人なんだから」

　そのために──。

　小槙は唇くちびるを嚙かみしめた。

　それこそ、イオが〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟で犯行を予告した理由。

　ＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓは結果的に、友達であるＡｘｘｏｎの犯行を防ごうとしたことになる。

　イオは、彼らがイオを止めようとすることを知っていた。

　危険なのはイオ・アンセルメという四体目の被験体だけだということを、この国に明確に示すためだけに、わざと彼らを利用したのだ。

　友達である他の被験体を、護まもるために。

「それにＰａｎｄｏｒａは、他のメンバを殺しはしないはずだ。僕よりも不完全な彼らと戦う理由はたった一つ──僕と力を合わせないように戦せん闘とう不能にすることだけだから。この僕と戦って、最終審判を下すまでは殺す理由がない。他のメンバを動けなくした上で、僕を追ってくるはずだ。僕は彼女に追いつかれる前に、国会を襲おそう。病葉剣花の研究が、法律で認められる前に。この国が、〝終わり〟への道を踏ふみ出す前に」

「イオ」

　小槙はイオに向かって、手を伸のばした。

　──しかしイオは、一歩だけ後退した。小槙の手が、空を切る。

「ＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓは保護されるやろ。でも、イオはどうなるん？」

　イオは答えなかった。微び笑しようを返し、小槙から遠ざかっていく。

「あかん、イオ」

　少年の背中が、宙を舞まった。

「さようなら、マイフレンド」

　笑えみを残し、少年が階段を使うことなく貯水槽そうの底へと飛び降りた。数メートルの高さから着地する音が、地下へと繫つながる通路に反はん響きようした。

「……分からへん」

　少年を止めることができなかった手が、宙を摑む。

　走り去るイオの背中に、幼なじみの少年の影かげが重なった。

「分からへんよ。あたしには、ちっとも分からへん」

　小槙の幼なじみであると同時に、人類の王だった果須田裕杜。

　小槙に挑ちよう戦せんすることを望み、しかし沈しずみゆく島と運命をともにした灰火秋秋日子。

　そして今。

　イオ・アンセルメもまた、小槙を置いて去ってゆく。

　その理由が、まったく理解できなかった。

「どうしてみんな、あたしを置いていくねん」

　小槙はまた、独りになる。

　小槙は誰だれも止めることができない。

　一歩もその場から踏み出すことができず、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

　だが、そんな小槙の耳に、春野祥の言っていた言葉が聞こえた。

　──灰火秋島で、鈴藤さんは泣いてたじゃないか。

　小槙は泣いた。

　果須田裕杜と別れた時や、灰火秋秋日子と別れた時、泣くことしかできなかった。

「あんなんは、もう嫌いやや」

　小槙の中で、決定的な何か──小さな波は紋もんが、生まれた。

　瞳ひとみが深しん紅くに染まる。

　はじめての小槙の明確な意志が、小槙そのものを吞のみ込もうとしていた。

　──小槙の中で、何かのスイッチが入ったような気がした。

「ぜったい、嫌やねん」

　赤い瞳で、イオが走り去ったあとを見下ろす。

　小槙は、決断を下した。
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　大階段教室の扉とびらを開いて中に入るとすぐに、祥は周囲を見回した。

　非常灯に照らされた広い室内は、薄うす暗ぐらかった。上下にある出入り口、また最下部にある教きよう壇だん以外は、照明の光が届いていない箇か所しよも多い。

　階段状に並んだ机が一部、破壊されているのが目に入った。祥は嫌な予感をおぼえる。

「あれれ？　サッチー？」

　声が聞こえた。壁かべ際ぎわの暗がりに、見慣れた脳天気な顔を見つける。

「イズミ！」

　森野イズミだ。トレードマークのメガネをかけてはいないが、きょとんとした顔でこちらを見上げている。イズミの無事な姿を見て、祥は胸を撫なで下ろした。

「すごい奇き遇ぐうだね！　やっぱり二人の愛はデスティニーです！」

　祥の心配を知ってか知らずか、イズミが陽気にはしゃぐ。祥はイズミのもとへ向かうべく、階段を降りていく。

「お前なぁ、人がどれだけ心配──」

　言いかけ、ピタリと足を止めた。

　近づいていくにつれ、イズミの周囲がはっきりと視界に映し出されていた。暗さに目が慣れると、イズミが伸ばした手の先にあるものが見えた。

　大おお振ぶりのアーミーナイフだ。

　さらに、もう片方の手が壁かべに押しつけているのは──先日、医学部の学がく寮りようで見た幽霊フアントムの異名を持つ人物だった。

「イズミ……？」

「あ、これ？　気にしないで！　すぐに終わるから、待っててね！」

「お前──」

「ごめんね、今日はデートできないんだよ！　でもサッチー、明日までアウルスにいるんだよね？　ワタシも今日でお仕事が終わりそうだから、サッチーといっしょに日本に帰っちゃおうかな！　って、アホかー！　飛行機の予約とってないよ！　密入国はお手の物です！」

　こちらを見上げて陽気に笑いながら、ナイフを振ふりかぶるイズミ。まるで邪じや気きのない、まな板にのせた野菜を切り刻むかのような仕草だった。

　少女のあまりに軽い口調に、何が起きているのか一いつ瞬しゆん、理解できなかった。だが、イズミがナイフを振り下ろそうとしたところで我に返る。

「やめろ！」

　不気味に明かりを反射する刃やいばが、幽霊の頭部に突つき刺ささる直前に停止した。

　イズミが不思議そうに首を傾かしげる。

「ワタシに言ったの、サッチー？」

「なにやってんだ、お前……」

　祥は信じられない思いで、イズミを凝ぎよう視しした。少女が気がついたとばかりに、幽霊からナイフを離はなす。

「あ、もしかしてサッチー、先せん端たん恐きよう怖ふ症しようなの？　ごめんね、気がつかなくて！　これは使うの、やめるよ！　ワタシは尽つくすタイプです！」

　イズミが背中に隠かくしてあるらしいホルダーへ、ナイフを戻もどした。空になった手を握にぎり、幽霊の頭部を拳こぶしで殴なぐりつける。今度は祥が止める間もなかった。

　鉄球でも激げき突とつしたかのような衝しよう撃げきが、大階段教室に響ひびき渡わたった。壁に叩たたきつけられた幽霊が、イズミの手から解放されて床ゆかにくずおれる。コンクリート製の壁に、亀き裂れつが生じていた。

「うん、鋭えい角かく四十五度、俯ふ角かく三十二度、九十キログラムの衝撃を加圧。サイレントシナプス〝Ｐｅｒｓｅｕｓ〟に推測四十五キログラムのダメージ。目標シナプス破は壊かい完かん了りよう。……ふう、ナイフで直接破壊したほうが簡単だったんだけど、多分これで大だい丈じよう夫ぶかな。ちょっと強く殴りすぎちゃったけど、増量サービス期間中です」

　一仕事終えたとばかりに、パンパンと音を立てて手を払はらう少女。

　祥は愕がく然ぜんと立ちつくしたまま、一歩も動くことができない。

「イズミ……お前、一体……？」

　イズミがこちらを見上げ、嘆たん息そくした。

「そうだよね、サッチー。急にメガネをかけてないワタシを見たから驚おどろいたよね。──うん、正直に話すよ。恋こい人びとに隠し事はいけないと思うし。実はアレ……伊達だてメガネだったんだ。視力は良いいほうです」

　少女が、哀かなしげに顔を伏ふせる。メガネのことなど今はどうでも良いのだが、そのピントの外れた彼女の感覚が、現在の状じよう況きようでは異常に思えた。

「あとこれはついでだけどね。ワタシって本当は、伝説の暗殺者なんだ。今はある国に保護されてるけど、南米では賞金もかけられてる国際指名手配犯なんだよ。極ごく秘ひの使命を与あたえられて、今は超ちよう人じんたちをばったばったと怒ど濤とうのごとくなぎ倒たおしてる最中なんだよ。それにワタシの本当の名前は、終おわり野のイズミっていいます」

　祥は、何も言うことができない。

「あ！　でもね、サッチーを想おもう気持ちはホンモノだよ！　これからは学生じゃなく、ちゃんと暗殺者としてサッチーとお付き合いします！」

　にっこりと笑えみを浮うかべ、イズミが言った。軽い足取りで幽霊から離れ、階段を上ってくる。

「まだお仕事が残ってるんだ！　すぐに終わるから、夕食はいっしょに食べようよ！　終わったら連れん絡らくします！」

「……どこへ行く気だ？」

「ちょっとＡｘｘｏｎを追いかけて暗殺してくるんだよ！　って、アホかー！　極秘なのに、内容明かしちゃったよ！　サッチーには隠し事をしません！」

「なんでお前が、そんなことをする？」

「もっと詳くわしく知りたいの？　サッチーは好こう奇き心しん旺おう盛せいです！　ワタシはもともと、ウォリスランドの軍事力の増強につながる病葉剣花の研究を阻そ止しするために、他ほかの国に雇やとわれて最初の被ひ験けん体たいとすり替かわったんだ！　あんな〝普ふ通つうの人間〟用のへっぽこ実験じゃ、もともと高性能のワタシを変えられるわけないしね！　ワタシで実験が失敗に〝終わった〟段階で、お仕事完了のはずだったんだよね。なのに、病葉剣花ってしつこいんだよ！　諦あきらめ悪く、実験を続けるもんだからさ！　ワタシはこの国に残って観察続行、チャットを使って後の被験体を包囲したんだよ！　他のメンバの部屋に置いてあるパソコンをこっそりいじって、ワタシが作ったチャットにたどり着くよう細工しました！」

　飛び跳はねるように、イズミが階段を上ってくる。

　祥は、まぶたを閉じた。顔を歪ゆがめ、拳を握りしめる。

「それが、鈴藤さんが言ってたチャットか……お前が作ったのか」

「〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟って言うんだよ！　ワタシはいつも、まずはこうやって標的とお友達になるんだよ！　でもついさっき雇い主からゴーサインが出たので、友達とはお別れなんだ！　ついでにこの国まるごと〝終わらせ〟ちゃうんだよ！　スズフジサンって誰だれですか？」

「鈴藤小槙」

「Ｋｏｍａｋｉか！　Ｋｏｍａｋｉも友達だよ！　彼女は病葉剣花の研究とは関係ないから、これからもお友達続行です！」

「いいや、鈴藤さんはもうお前とは友達のままじゃいないはずだ」

　ようやく、目の前の現実を理解することができた。──いや、まだ納なつ得とくしたわけではないが、嫌いやでも納得するしかないようだ。

「え？　なんでかな？　彼女を怒おこらせるようなこと、何もしてません！」

　森野イズミ、否いな、終野イズミという少女は、鈴藤小槙の友達を殺すつもりらしい。

　だとすれば、祥がやるべきはただ一つだ。

「それに……俺もだ」

　階段を上ってくるイズミの進路をふさぐように、祥は出入り口の前に立った。爪つめが食い込むほど、拳を強く握りしめる。

　森野イズミという少女のことを、嫌きらいではなかった。しかし──。

「お前とは、ここでお別れだ」

　祥はイズミを見下ろし、言い放った。

　少女が足を止めた。驚きよう愕がくの眼まな差ざしで、祥を見上げる。

「え……？」

「もうやめろよ。そうじゃなければ、俺がお前を警察に突つき出す」

　押し殺した声で、言う。

　イズミは心の底から意外そうな顔だ。

「サッチー……？　どうして……？」

　──現実に納得しかけていた祥の心が、再び揺ゆれた。

　少女の頰ほおを、一筋の涙なみだが伝っていた。

　祥は歯を食いしばる。

「そっか……ワタシたちの愛は、もう終わりなんだね。二人はもう分かり合えません」

　イズミが、そっと涙を拭ふいた。──第三者が見れば、わざとらしい茶番にしか見えなかっただろう。だが祥は、自分でもはっきりと分かるくらいに動どう揺ようしてしまう。彼女が演技でやっているのではないということが、分かっているからだ。

　終野イズミという少女の行動は、すべて本気の上に成り立っている──。

「でも」

　涙を拭いたイズミが、再びこちらを見上げた。

　祥は思わず、息をのんだ。

　少女が笑んでいた。

　それまでの陽気な笑顔の影かげもない、暗く歪んだ笑み。むしろこれが彼女の本来の姿だということを、ぎらぎらと輝かがやいた双そう眸ぼうが物語っていた。

「〝終わり〟があるから、輝いているんだよね。友情も、愛も、なにもかも。ワタシは終わりの時が、何より好きです」

　終野イズミが、腰こしからナイフを抜ぬき放った。祥を見上げ、猫ねこのように姿勢を低くする。

「二人の関係は、もう終わったんだよ。だからお仕事の邪じや魔まをするなら、サッチーも終わらせちゃうよ。いくら元カレといえど、容よう赦しやなしです」

　祥は大きく深呼吸し、身構えた。相手が犯罪者で、これから人を殺しに向かうような人間であることを自分に言い聞かせる。

「サッチーのこと、本気で好きだったんだよ」

「……！」

　一いつ瞬しゆん、イズミが無む邪じや気きな笑えみを見せた。祥は思わず硬こう直ちよくする。

　──視界が歪んだ。

　少女が床ゆかを蹴けったと思った直後、真上からブーツの踵かかとが襲おそいかかっていたのだ。回かい避ひすることもかなわず、頭を衝しよう撃げきが突き抜ける。

「……っ！」

　無防備に一撃を受けてしまい、祥は両りよう腕うでを床についた。朦もう朧ろうとする意識の中、うずくまった祥の腹にイズミの拳こぶしが迫せまるのが見えた。

「ごふっ！」

　祥の身体からだが、宙に浮ういた。拳で腹を殴なぐられたのだ。

　イズミのブーツが床との摩ま擦さつで火花を散らした。モーターのように軸じく足あしを回転させ、後ろ回し蹴りを祥に浴びせる。床に落下することも許されず、祥は机の上へと吹ふっ飛ばされる。

「がは……！」

　机の上をバウンドし、床へと落ちて悶もん絶ぜつする。痛みのあまり、気絶することもできない。

　イズミが川に浮かんだ石を跳とぶように、机の上を身軽に移動した。祥のそばへ飛び降りると、身を屈かがめてこちらの様子をうかがう。

「……イズミ……！」

　祥は少女に向かって、腕を伸のばした。だがイズミはひょいっと顔を横に動かし、なんなく腕をかわす。振ふり払はらわれた彼の腕が、机の側面に叩たたきつけられる。

「まだ動けるんだ、すごいねサッチー！　超ちよう人じんさんたちよりタフかもね！　そもそも超人さんたちは、もっと上手に攻こう撃げきをよけました！」

　少女の手が、彼の頭を無造作につかんだ。髪かみを引っ張り、顔を引き寄せる。

　あどけない表情、無邪気な笑み。

　アウルスシティにやって来て、祥につきまとっていた時とまったく変わらない表情だった。

　だが、彼女の動きと力は、祥が今まで出会った中でも飛び抜けていた。

　街で戦った、爆ばく破は犯はんたちよりも。

　そして──もしかしたら、果須田裕杜よりも。

「お前……いったい……」

「さっき言ったじゃん！　国際指名手配犯で賞金首で暗殺者だよ！　戦せん闘とうに関しては世界一と好評です！」

　戦せん慄りつ。そして──絶望。

　イズミの双眸が、暗い闇やみを浮かべた。祥の耳に口を寄せ、優やさしげともいえる声で囁ささやく。

「──でもサッチーは、弱っちいよね」

　凍いてつく槍やりが、祥の心臓を串くし刺ざしにした。

「Ａｘｘｏｎの時もそうだよ。サッチーは関係ないのに、ムキになっちゃってさ。向こうに言わせれば、サッチーなんかお呼びじゃないのに」

　甘い吐と息いきとともに吐はき出される、あらがいようのない言葉の洗礼が脳のう髄ずいを刺し激げきする。

「すぐ近くに自分より上の人間でも、いたの？　何度も意地になって爆破犯と戦おうとしてるのは、その人から目をそらそうとしてただけなんじゃない？　──自分が弱いってこと、自分で認めたくなかったんじゃない？　カッコ悪いよ、サッチー」

　祥は顔をしかめた。イズミの腕をつかみ、身体ごと引きよせる。力を振り絞しぼってイズミの腰に腕をまわすと、全力で持ち上げた。

「……うおおっ！」

　イズミの小こ柄がらな身体が、放物線を描えがいた。バックブリーカーの体勢に陥おちいり、延えん髄ずいから床に向かって落下する。

「自分で認められないなら、ワタシが言ってあげるよ」

　空中で少女が足を蹴り上げた。落下の力がさらに強まり、勢い余ってイズミの身体が一回転する。加速を抑おさえきれず、少女が祥の腕から抜ける。ブーツが床に着地する。

　一瞬にして、祥が逆に背後をとられる形になっていた。

「サッチーはワタシはもちろん、超人ごときにも絶対に勝てないよ」

　少女の両手が、祥の背中にめり込んだ。のけぞる祥に、肩かたから体当たりをかけるイズミ。

　全身がバラバラになりそうな衝撃が、祥を突つき抜けた。彼の背後で、少女の身体がふわりと浮かんだ。

　両りよう脚あしによる跳び蹴げりが、彼を弾き飛ばした。

　机の列を粉ふん砕さいし、祥は大階段教室の中央にまで吹っ飛ぶ。

「それがサッチーの限界なんだ。どう足あ搔がいても、サッチーは所しよ詮せん〝そこまで〟です」

　指一本動かすこともできず、意識が断絶する寸前まで。

「お疲つかれ様さま、サッチー」

　大階段教室に、悪あく魔まの囁きが響ひびいた。

「キミは、ただの敗北者です」

　すべてに終幕を告げる少女の声が、祥の心まで完かん膚ぷ無なきまでに折っていた。
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　小槙の中で、鼓こ動どうする何かがあった。

　それは凄せい惨さんたる礼拝堂で、血にまみれたＡｔｈｅｎａから譲ゆずり受けた何かだ。

　あるいは、Ｐｅｒｓｅｕｓ──車善鉄の断だん末まつ魔まに共鳴した何かでもあった。

　最さい期ごまで彼らが抱いだいていた思い。

　彼らの思いは小さな石となり、昨日までは平へい穏おんだった小槙の心に波は紋もんを生んでいた。

　波紋は波となり、小槙の中で大きくなっていく。

　小槙は自分の中に生まれた変化に、身を投じてしまいたい誘ゆう惑わくにかられていた。だが同時に、いちど誘惑に負ければ、元の自分に戻もどることができないような、漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふがあった。

「もう誰だれにも、置いてかれたりせえへん」

　小槙は貯水槽そうの階段を降り、下層の暗い通路へと出た。

　イオが去った方向へ駆かけていくと、開け放たれた扉とびらが見えた。

　扉をくぐると、たちまち大だい音おん響きようの唸うなり声のような音が周囲を満たした。

　赤い瞳ひとみで、広い空間を見上げる。

　そこは巨きよ大だいなポンプ室だった。直径数メートルという巨大な金属の塊かたまりが、太い配管によって上下に繫つながっていた。一台ではない、左右に並んだ数は十台にのぼる。小槙が通う高校の体育館よりもゆうに大きな部屋だった。

　ポンプが回転する音が、室内に反はん響きようしていた。人の気配はもちろん、わずかに離はなれた場所にいる人物との会話でもかき消してしまいそうな轟ごう音おんだ。

「もう誰も死なせたりせえへん」

　自分自身が発した言葉は、しかしどこか遠い世界から聞こえるかのようだった。

　小槙が下した決断は、小槙自身さえ吞のみ込もうとしていた。

　イオを止める──。

　たった一つの明確な意思が小槙を支配し、彼女をイオのもとへ導いていく。

　深しん紅くの瞳で見つめるポンプ室に、飛び回る梟ふくろうの影かげがよぎった。

　──ポンプの稼か動どうする音が、小槙の聴ちよう覚かくから遠ざけられる。

　無音となった空間で、肌はだに触ふれる空気の動き、鼻び孔こうを刺激する人の体たい臭しゆうを、小槙は鋭えい敏びんに感じ取った。小槙の思考空間に、人の形をした影が生まれた。影はポンプを迂う回かいし、部屋の反対側へと移動していった。

　小槙は影を追いかけ、ポンプの後方へ回り込んだ。

　扉があった。小槙は迷わず扉を開き、現れた階段を降りていく。

　幻げん覚かくとなって走る影のあとについていくと、再び轟音が小槙を迎むかえた。はじかれたように、影の輪りん郭かくが霧む散さんして消えた。

　地下水路だ。

　鍵かぎのかけられた鉄てつ格ごう子しの向こうでは、地上の浄じよう水すい場じようから送られた大量の水が水みず飛沫しぶきを上げているのが見えた。巻き上がる微び粒りゆうの水すい滴てき、水が叩たたきつけられる音によって、小槙が追つい尾びしていた人間の気配がかき消されたのだ。

　小槙が降りたった場所は、鉄格子がある通路を含ふくめて四方に通路が分ぶん岐きしていた。

「……」

　手がかりを失った彼女は、無意識に口を開いた。

　深紅に輝かがやく瞳で、通路の奥を見み据すえる。

　小槙の口から、爆ばく音おんが迸ほとばしった。

　爆音は通路を反響し、研とぎ澄すまされた小槙の耳に情報を伝える。

　鉄格子の向こうは行き止まりだ。すぐに小槙が発した音がそのまま跳はね返ってきた。

　右手に延のびた通路の先でも、音が途と絶だえた。行き止まりである。

　左側の通路は、跳ね返った音が上方に消えていった。おそらく小槙が降りてきた階段とは別の、地上へとつながる道だろう。

　正面に見える通路だけが、音が途絶えることなく遠方にまで反響していた。

　小槙は正面の通路を走り出した。

　ごく普ふ通つうの身体機能しかない小槙の喉のどは、善鉄と同じ擬ぎ声せいを放つには弱すぎたようだ。喉と肺に激痛が走り、口の中に血の味が拡ひろがった。もう二度と同じ真似まねはできないだろう。

　だが小槙は、無表情に走り続ける。

　小槙の中で波打つ変化は、さらに大きさを増しつつあった。その中に身を投じてしまえば、何かが壊こわれる──しかし変化を怖おそれる気持ちが、最後の堤てい防ぼうとなってそれをさせない。

　地下水路の光源は、一定間かん隔かくに設置された照明しかない。通路そのものは広く、排はい水すい溝こうの両側を細い通路が挟はさんでいる格好だ。わずかな傾けい斜しやを利用し、目的の場所に水を運んでいるのだろう。

　静かな分岐点に到とう着ちやくすると、小槙は照明に照らされた通路の先を見た。

　人の気配が再び現れ、角を曲がった先へと駆けていく。小槙は影を追いかける。

　──すでに小槙は、影がある方角を目指して走っていることに気づいていた。

　延々と延びる地下水路が向かう先は、アウルスシティ。

　アウルス大学と中心街は、地下で繫つながっている。──この国へやってきた初日、従姉妹いとこの鈴藤いるるがそう言っていたのだ。彼女のようにあらかじめ大学の全施し設せつを調べるか、水処理場の関係者でもないかぎり知る者が少ない事実なのだろう。警備にやってきた衛兵たちにとっては、盲もう点てんだったはずだ。

　イオはまず大学の正門近くで衛兵と戦うことで、地上の出入り口をさがしているように思わせようとしたのだ。警備の衛兵たちに、大学の出入り口と〝マッドロウ〟の封ふう鎖さに人手を集中させるために。

　Ａｘｘｏｎとしてのイオは、病葉研究室の爆ばく破はを予告した。

　だが今日にかぎっては、彼の本当の目標はサン・ガーランド通りの先にある国会議事堂──そこで本日行われる国会だった。

　ウォリスランド共和国の国会は、日本のそれと酷こく似じしたシステムをとっている。国権の最高機関であり立法機関でもある国会が襲しゆう撃げきされれば、未み曽ぞ有うの大おお騒さわぎになるだろう。ましてや、今回の国会は国内外に特に注目されている。イオが爆破犯と分かれば、国は彼の存在を消そうとするはずだ。病葉剣花の倫りん理りを逸いつした研究を隠いん蔽ぺいするために。さらに同研究を制せい御ぎよ不能の危険分子と判断し、これ以上の進展を押し止めようとする。

　厳重な警備が施ほどこされた国会を襲撃するなど、不可能であるとしか思えない。

　だが、イオならばそれができる。これまで数々の施設を襲撃したように。

　すべてはイオの目もく論ろ見み通り。彼の手帳に記された、予言通りに事態は進んでいる。

　イオ・アンセルメは、自らの末路まで見み透すかしていた。

　だが小槙は、彼の予言をどうしても受け入れることができなかった。

「そんなん誰だれも望んでへんねん、イオ……」

　息を切らし、小槙は走り続ける。

「ＡｔｈｅｎａもＰｅｒｓｅｕｓも……あたしかて、イオにいなくなって欲しくないねん」

　数十分は走り続けただろうか。

　網あみの目のように入り組んだ地下水路を走る影を追い続けた小槙は、行き止まりにぶつかった。

　壁かべに、ぽっかりと穴が空いているのを見つけた。影が穴の向こうへと消える。

　穴の中へ足を踏ふみ入れると、上に向かう階段が現れた。

　小槙は階段をのぼっていく。

　途と中ちゆうで何度も折り返しながら、ようやく現れた扉とびらを開ける。

　そこは、小さな観測小屋の中だった。地下水路の水量や流速などを計測する電気盤ばんが並んでいる。面積は狭せまく、すぐ正面にさらに扉があった。

　小槙は扉に近づき、取っ手に手をかけた。

　──乾かん燥そうした風が、小屋へと吹ふき込んだ。

　扉を開いた途と端たん、風とともにあらゆる騒そう音おんが小槙へと押し寄せた。

　渋じゆう滞たいした自動車の排はい気き音おんとクラクション。

　人々の喧けん噪そう。

　ペットの鳴き声。

　巡じゆん回かい車しやのサイレン。

　ヘリコプターのプロペラ音。

　そして、空気を震ふるわせるような荘そう厳ごんな鐘かねの音。

　風にあおられながら、頭上を見上げる。

　巨きよ大だいな時計塔とうが、小槙を見下ろしていた。

　グランデ塔だ。広い車道をまたぐように建築された塔の上空を、報道関係者らしきヘリコプターが旋せん回かいしていた。塔の尖せん閣かくで、大きな鐘がゆっくりと左右に揺ゆれている。

　小槙がたどり着いたのは、ビシュリー通りとサン・ガーランド通りの繫つなぎ目、グランデ塔のふもとに立てられた観測小屋だった。

　塔の周囲は広場になっているが、小槙がいる位置は、改装工事のための立ち入り禁止地帯となっていた。自動車や通行人の波が、小槙を大きく迂う回かいするように流れていく。

「イオ……」

　碧へき眼がんの少年を追い求め、足を踏み出す。

　彼を、止めなければならない。

〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟のメンバを救うため、イオ・アンセルメは自らを犠ぎ牲せいにしようとしている。だが、それは過あやまちであると伝えなければならない。

　Ａｔｈｅｎａは彼に想おもいを寄せていた。

　Ｐｅｒｓｅｕｓは彼を友達と思っていた。

　そして、小槙もまた……彼を失いたくないと思う。

　だから彼を行かせるわけにはいかない。

　もう二度と、小槙は大切な人を失うわけにはいかない──。

「イオ──」

　時計塔に向かって歩き出した小槙の足が、止まった。

　思い出す。

〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟には、もう一人のメンバがいたことを。

　神々の名を連ねる楽園の中で唯ゆい一いつ、人間の名を冠かんする少女だ。

　ギリシャ神話における彼女の名は〝全すべてを与あたえられた者〟を意味する。禁断の箱を開けてしまった彼女によって、世界にはあらゆる災さい厄やくが降りかかった。人々が災害や争いに苦しめられる原因となった箱にはしかし、一つだけ残ったものがある。それは〝希望〟であり、〝前兆〟。人間にとって、唯一の救い──。

　そう、アウルスシティに降りたった彼女もまた、希望を残した。

　それは傷ついた神々の安息の地、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟。

　だが、それはあまりにも残ざん酷こくな結末が約束された、偽いつわりの楽園だった。

「Ｐａｎｄｏｒａ──」

　赤い瞳ひとみを輝かがやかせ、小槙はその名を口にした。

「やあ、Ｋｏｍａｋｉ！」

　頭にマフラーを巻いた少女が、満面の笑え顔がおで振ふり向いた。

「ちょうど良いいところに来たね！　今、彼を終わらせるところだったんだよ！　ワタシたちの友情も、いよいよクライマックスです！」

「だめだ……！　来るな、コマキ……！」

　森野イズミの向こう側に、地面に片かた膝ひざをついたイオ・アンセルメの姿があった。血の染しみが浮うかんだ脇わき腹ばらを押さえ、苦く悶もんに顔を歪ゆがめている。

　イズミが右手に構えているのは、大型のアーミーナイフだった。だが左手に握にぎられているものを見て、小槙の感情の波が昂たかぶる。

　少女が手にしているのは、革かわ製せいの手帳──イオの人生を詰つめ込んだ〝我が人生マイライフ〟だった。

「ワタシから逃にげようなんて、無む駄だなのにね！　Ａｘｘｏｎの考えていることなんて、お見通しだよ！　盗ぬすんだバイクで近道です！」

　陽気に笑いながら、手帳をぱらぱらとめくる。少女のすぐそばには、日本メーカー製の二輪バイクが横よこ倒だおしになっていた。

「とりあえず先に、キミの人生を〝終わらせ〟ておくね！　メンタル面で優位に立つのは戦いの基本です！」

　陽気に笑いながら、イズミが二輪バイクのオイルタンクを蹴けり飛ばした。タンクキャップが外れ、ガソリンが零こぼれ出す。少女が身を屈かがめ、手帳にほんの少しのガソリンを浸ひたした。

「Ｐａｎｄｏｒａ……！」

　小槙は双そう眸ぼうを見開く。

　急激に思考が加速していき、喉のどの奥に空気の塊かたまりがこみ上げた。喉や肺のダメージなど、頭から消え去っていた。ここで擬ぎ声せいによって爆ばく音おんを立てれば、たちまち近くにいる衛兵が押し寄せてくるはずだ。

「おっと邪じや魔ましないでよ、Ｋｏｍａｋｉ」

　イズミの笑顔が、一いつ瞬しゆんにして眼前に迫せまった。人間離ばなれした瞬発力だ。

「ほいっと」

　口を開こうとした直前、ナイフを握った少女の拳こぶしが小槙の額を小こ突づいた。

　弱い衝しよう撃げきが、しかし確実に小槙の頭を突つき抜ぬけた。

　かくん、と小槙の頭が後方に傾かたむいた。身体からだから力が抜け、地面に両りよう膝ひざをつく。

　同時に、飛ひ躍やくしかけていた小槙の思考空間が、ガラスが砕くだけるように音を立てて消しよう滅めつした。

「あ……」

　赤く染まっていた双眸が、黒さを取り戻もどしていく。

　小槙を突き動かしていた衝動も、跡あと形かたもなく消え去っていた。自分を支配しようとしていた、得体の知れない波が急速に退ひいていく。

　イオを追う直前までの自我を、小槙は取り戻していた。

　だが超ウルトラ・飛躍ジヤンプをしようといくら集中しても、微み塵じんも思考が加速しない。目め眩まいにも似た感覚に襲おそわれ、頭の中が混乱する。激しい嘔おう吐と感と脱だつ力りよく感が押し寄せる。

「キミらネクスト──超飛躍ができる人種なんて、ワタシみたいにもともと高性能な突とつ然ぜん変へん異いに言わせれば、それがなければモノも考えられない未完成の証しよう拠こなんだけどね！　邪魔な相手は排はい除じよがモットーだから、念のために脳機能の一部を麻ま痺ひさせとくよ！　Ｋｏｍａｋｉはもう一生、二度と超飛躍ができません！」

　小槙は揺ゆれる瞳で、イズミを見上げる。

　目の前にいる少女が何者なのか、ようやく理解した。

　森野イズミは、小槙の幼なじみだった果須田裕杜と同じ──。

「それでも無理に超飛躍しようとすれば……興奮物質の過か剰じよう分ぶん泌ぴつで、死んじゃうよ！　だから黙だまってそこで見ててね！　最前列、特等席です！」

　少女がナイフを持ち上げた。

　イオは、しかし冷静に森野イズミを見つめている。

「やめてや──」

　平へい衡こう感覚を失い、動転する視界の中。

　小槙は少女に向かって、手を伸のばした。

「あかんねん……それは……イオの……」

　イズミがニコニコと楽しそうに笑っていた。

「さようなら、Ａｘｘｏｎ！　キミとの友情は忘れないよ！　──キミは、忘れちゃうけどね」

　カキン、と甲かん高だかい金属音が響ひびいた。

　イズミが手にしたナイフで、手帳の金具を弾はじいたのだ。

　火花が、手帳の端はしに染しみ込んだガソリンに引火した。

　届かないと知りつつも手を伸ばし、小槙は顔を歪める。

「それは……魔ま法ほうの言葉が詰まった……イオの……人生やねん……」

　小さな火によって留め具が切断され、イズミの手の中で手帳が開いた。

　偶ぐう然ぜんによって開かれたページの日付は、数日前のものだった。今は超飛躍できないとはいえ、一度は解読したその内容を小槙は理解できた。

　そこに書かれていた、小槙に対する内容。

　外見や話し方などの記き載さいよりも先に、たった一つの言葉が記されていた。




　　特別なスペリオル人・フレンド　鈴藤小槙




　小槙の喉を、嗚お咽えつがこみ上げた。

　それがイオ・アンセルメが見つけたもう一つの、〝魔法の言葉〟。

　炎ほのおに吞のみ込まれていく手帳を見つめる小槙の頰ほおを、涙なみだが伝った。

　小槙はまた──泣くことしかできない。

「泣かないで、コマキ」

　イオが静かな声で、言った。少年は、太陽の暖かさを持つ笑えみを浮うかべていた。

「僕なら、大だい丈じよう夫ぶ。この辛つらさも──すぐに忘れるから」

「……っ！」

　──ちゃうやろ！

　声のかぎりに、叫さけんだつもりだった。

　今なら、はっきりと言える。

　数字でも記号でもない、小槙自身の感情をもって言うことができる。

　忘れればいいというものではない。

　思い出せないからいいというものでもない。

　この感情は、決してなくしてはいけないものだ。

　辛いはずだ。哀かなしいはずだ。全すべてをなくしたことに、恐きよう怖ふをおぼえているはずだ。

　それなのに、目の前にいる優やさしい青年はこんな時でさえ──一度しかその絶望を感じられないというのに、小槙を気き遣づかって笑みを浮かべる。

　それを、小槙は絶対に喜ぶことはできない。

「なんでやねん……」

　嗚咽を漏もらしながら、小槙はたずねる。

「なんで、そないに優しいままでいられるん……！」

　イオが、立ち上がった。

「キミが僕の代わりに泣いてくれると、分かっていたんだ。だから僕は、何も怖こわくなかった」

　完全な炭と化した手帳を地面に落とし、イズミがイオと向き合った。

「ありがとう、コマキ」

　予言神アポロンの名を持つ少年が、晴れやかな笑みを浮かべた。身を翻ひるがえし、簡易式の柵さくで囲まれた時計塔とうの入り口へと向かって走り出す。

「人生燃やされたショックで立ち直れないね！　って、アホかー！　ぜんぜんこたえてないし！　追いかけっこ再開だね！　得意競技です！」

　イズミが少年を追おうとして、思い出したように立ち止まった。こちらを振ふり向き、軽い足取りで駆かけ戻る。

「ごめんね、気分悪いでしょ？　これで救急車、呼んでね！　サッチーはあんなこと言ってたけど、Ｋｏｍａｋｉとはまだ友達だよ！　ワタシは友達を大切にします！」

　あまりにも──。

　この世でこれほど、自分勝手で幼よう稚ちな〝友達〟があるのだろうか。

　そう思える台詞せりふを残し、暗殺者の少女が時計塔へ向かって走り去っていった。

　小槙の足元に転がったのは、一機の携けい帯たい電話だった。ネットに接続する機能も備わっているのだろう。画面には見慣れた文字が浮かんでいた。




　Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｅｌｙｓｉｕｍ！




　小槙は震ふるえる手で、携帯電話を拾い上げた。

「……」

　夢遊病者のように電話をのぞき込み、指を動かす。




（message　in：Ｋｏｍａｋｉ）




　どうしてログインしたのか、自分でも分からない。

　なんのためにログインしたのか、分からない。

　ただ、もしかしたら──そこにいつものメンバがいるのではないかと思った。

　全てが夢で、楽園は楽園のまま、そこにあって──。

「Ａｘｘｏｎ……」

　小槙は携帯電話を両手でつかんだまま、その場にうずくまった。

　アウルスシティに、鐘かねの音が響ひびき渡わたっていた。

「Ａｔｈｅｎａ……Ｐｅｒｓｅｕｓ……Ｐａｎｄｏｒａ……」

　この感情は、なんだろう？

　その場から一歩たりとも、動くことができない。

　何も考えたくない。

　ただ、感じたこともない苦痛だけが、小槙の心を引き裂さこうとしていた。

　──電子音が響いた。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉鈴藤さん

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉悪い

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉何もできなかった




　いないはずのメンバが、書き込みをしていた。

　それが誰だれによるものか、小槙にはすぐ分かった。

　小槙は顔を歪ゆがめた。

　一度は止まった涙なみだが、両の瞳ひとみから溢あふれ出した。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉春野くん




　手が、勝手に動いていた。

　画面を見つめたまま、ただひたすらに携帯電話を操作する。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉助けて

　Ｋｏｍａｋｉ 〉助けて

　Ｋｏｍａｋｉ 〉助けて




　何度も同じ言葉を繰くり返し、神に祈いのるように携帯電話にすがりつく。

「春野くん……」

　喉のどの奥から、嗚お咽えつとともに掠かすれた声がこぼれた。

「お願いや……助けて……」

　一心に、助けを求める。

　自らのパートナーに。

　これまでにも何度も救ってくれた、同級生に。

　──しばしの時間をおいた後、画面が自動更こう新しんされた。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉今、どこにいる？




　小槙は答える。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉時計塔とう




　それが小槙に残された最後の力だった。

　もう指一本さえ、動かなかった。

　小槙は祈いのることしかできない。

　混こん沌とんの街に、絶え間なく鐘の音が響き渡っていた。

「……」

　完かん璧ぺきなまでに、空っぽになった小槙の中で。

　どくん──。

　何かが、胎たい動どうした。







　19　春野祥　その六




　木製の机が砕くだけた破は片へんにまみれ、祥は天てん井じようの非常灯を見上げていた。

　全身を激痛が襲おそっていたが、痛がる気すら起きない。

　大の字に倒たおれたまま、立ち上がる気力さえ涸かれ果てていた。

　完全なる敗北。

　どう足あ搔がこうと、どう否定しようと覆くつがえることのない、春野祥という人間の終しゆう焉えん。

　──サッチーは所しよ詮せん〝そこまで〟です。

　終野イズミという少女の声が、何度でも祥を絶望の淵ふちへと追い込む。

　──お疲つかれ様、サッチー。キミは、ただの敗北者です。

　本当は、気づいていた。

　祥などでは決して手の届くことのない、はるか上の世界にいる住人の存在に。

　鈴藤小槙。

　果須田裕杜。

　灰火秋秋日子。

　今回の爆ばく破は犯はんである超ちよう人じんたち。

　そして、終野イズミ。

　彼らに挑いどむことで、彼らに触ふれられないことを認めまいとしていたのだ。

　認めてしまえば、これまでに祥がしてきたこと全すべてが、否定されてしまうと思った。

　双ふた子ごの妹の代わりに、彼女から受け継ついだ力を、世界中の人間に認めさせようとした。その過程で鈴藤小槙と出会い、果須田裕杜に勝利した。

　そうして手に入れてきた勝利が全て、ただの偶ぐう然ぜんの産物なのではないか。

　そんな考えを必死に否定するために戦い──負けた。

「……はっ」

　血で汚よごれた顔を歪め、自らを嘲あざける。

「俺は〝ここまで〟か……もう、誰だれかに挑ちよう戦せんする必要もないってわけか……」

　自らの終着点を、思い知らされてしまった。

　たった一人の少女によって。

　完かん膚ぷ無きまでの敗北。認めざるを得ない惨ざん敗ぱいを与あたえられてしまった。

　残ったのは、虚きよ無む。

　春野祥という一人の挑戦者の、終焉だった。

　──まぶたを閉じようとした彼の頭に、コツン、とあたるものがあった。

　小型のパソコン端たん末まつだ。

　壊こわれた机に載のっていたものが、破片といっしょに祥の上に落ちてきたようだ。無線でネットに接続されたままになっていたらしく、画面にみおぼえのあるチャット画面が映っていた。

　鈴藤小槙の自室で見たチャット画面だ。パソコン端末の持ち主──おそらく、さきほど見た車善鉄が操作していたのだろう。ログインしているハンドルネームはＰｅｒｓｅｕｓと表示されていた。

　画面半分の液えき晶しようが潰つぶれたディスプレイが、自動更新された。




（message　in：Ｋｏｍａｋｉ）




　表示されたハンドルネームを見て、祥は笑えみをこぼした。

　謝らなければいけない相手がいたことを、思い出したのだ。

　祥は結局、彼女の助けにはなれなかった。

「うっ……！」

　腕うでを動かしただけで、全身が悲鳴を上げた。意識が途と絶だえそうになるが、最後の仕事を終えるまでは果てるわけにはいかない。

　倒れたまま、キーボードを操あやつる。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉鈴藤さん

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉悪い

　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉何もできなかった




　目的を果たし、祥は今度こそ脱だつ力りよくした。

　だが──。




　Ｋｏｍａｋｉ 〉春野くん

　Ｋｏｍａｋｉ 〉助けて

　Ｋｏｍａｋｉ 〉助けて

　Ｋｏｍａｋｉ 〉助けて




　画面が自動更こう新しんされ、新たな内容が表示された。

　──終わりかけていた祥の体の奥底で、今までとはまったく別の力が生まれた。

　祥は閉じかけていた目を見開く。

　鈴藤小槙が、助けを求めていた。

　他ほかの誰でもない、こんなにも弱い祥に。

　息を吐はく。

　肋あばら骨ぼねがきしんだ。

　顔をしかめる。

「……またかよ、鈴藤さん」

　果須田裕杜が催もよおした〝ルール・オブ・ザ・ルール〟でも、そうだった。

　灰火秋島でも、そうだった。

　小槙を助けるためにどれほど苦労したか、彼女は知っているのだろうか？

　あのちんちくりん。

　何を考えているのかちっとも分からなくて、ことあるごとに祥を避さけ、色気のイの字もないお子様体型で学年最下位の成績の持ち主。

　どうして祥が、あんな少女を助けなければならないのだろう？

「……」

　理由に思い至り、すぐに後こう悔かいした。

　身体からだに鞭むち打うち、また腕を持ち上げる。




　Ｐｅｒｓｅｕｓ 〉今、どこにいる？

　Ｋｏｍａｋｉ 〉時計塔とう




　祥がそう、約束したからだ。

　夜のキャンパスで、彼女がわがままを言った時は助けてやると約束した。

　約束してしまった。

　舌打ちしたい気分だ。実際、した。

「あーあ……」

　パソコン端たん末まつを投げ出し、再び大の字になって天てん井じようを見上げる。

　血の味がする嘆たん息そくをもらし、祥はまぶたを閉じた。

「……いるる、まだ研究室にいるかな……」
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　噓うそではない。

　鈴藤小槙が自分の代わりに泣いてくれたおかげで、むしろ気分が晴れ晴れとしていた。

　今のこの気持ちは、これまでに出会ったどの感動や喜びにも勝まさっている。

　イオは、昨日までに感じたそれらの感情をおぼえていない。今はもうない〝我が人生マイライフ〟には文字として残っていたが、瞬しゆん間かんの記き憶おくはいつもリセットされて残っていない。

　だが、確信が持てる。

　小槙の涙なみだが、教えてくれた。

「僕には、かけがえのない友達がいる──」

　時計塔の入り口、柵さくによって封ふう鎖さされた金属製の扉とびらに駆かけ寄った。

　ノブをつかみ、意識を集中させる。脳内で興奮物質が分ぶん泌ぴつされ、シナプスを伝達する電気信号が活性化する。

　力を込め、イオは一気にノブを引いた。金属がひしゃげ、扉が壁かべから外れた。破は壊かいした扉をノブごと後方に投げ捨てる。

　グランデ塔の内部は、静まりかえっていた。建物内は、はるか頭上の展望台まで吹ふき抜ぬけになっている。壁の内側をぐるりと回るように、螺ら旋せん状の階段が設置されていた。広場のある側の壁は窓があるが、車道のある内側にそれはない。これまでは売店や博物館があったのだが、今は衛星中ちゆう継けいの設備を置くための改装を施ほどこしている最中だ。

　稼か動どうしていないエレベータの前を通り過ぎ、ロビーの中央に立つ。広いロビーには改装用の機材が至る所に散乱していた。

「だから、キミと戦う決心がついたんだよ。Ｐａｎｄｏｒａ」

　振ふり向くと、足音のない暗殺者が、すでに屋内へと入っていた。

「諦あきらめたんじゃなかったの？　だから手帳が燃えるのも、黙だまって見てたんじゃなかったの？　ワタシの本当の名前は終野イズミといいます！」

　ナイフを持った少女が、あどけなく首を傾かしげた。

　イオは腹をおさえながら、微び笑しようした。──地下水路から出たところを待ちかまえていた彼女につけられた傷だ。油断したために避けきれなかったが、動けないほどではない。

「もう必要ないんだ。僕はこれからキミを倒たおして、国会を襲おそうんだから。目的を果たせば、僕は処分される」

「違ちがうよ！　ここでキミの人生が終わるからだよ！　十七年間、お疲つかれ様でした！」

　イズミがナイフを構えたと思ったのも、一瞬だった。ブーツが床ゆかを蹴けった直後、小こ柄がらな身体が周囲に積み上げられた機材に潜ひそむ。一体どのような走り方をしているのか、足音を完全に殺していた。

　だが、研とぎ澄すまされたイオの五感が、微び妙みような空気の変化を感じ取った。彼の左手から襲いかかったナイフを、少女の腕うでをつかんで受け止める。だが少女はすぐに床を踏ふみしめると、身体を回転させて流れるようにもう片方の拳こぶしでイオに殴なぐりかかる。

「くっ……！」

　興奮物質の分泌によって筋肉細さい胞ぼうを増強したイオの手のひらが、イズミの拳を受け止めた。だが衝しよう撃げきを受け止めきれず、身体ごと後方へと弾き飛ばされる。

「どうだ、ざまーみろ！　……って、アホかー！　完全に受け止められてるよ！　さすが研究で最も完成型に近い被ひ験けん体たいだね、Ａｔｈｅｎａの感知能力とＰｅｒｓｅｕｓの身体能力を足して、さらに倍になったみたいです！」

　大声ではしゃぎながら、イズミが再び機材の後ろへと身を隠かくした。

　イオは無む駄だな動きをせず、目だけで少女の気配を探さぐる。

「……」

　少女の攻こう撃げきを受け止めた腕が、痺しびれていた。イオは、顔を歪ゆがめる。

　たった今の攻こう防ぼうで、イオは終野イズミという暗殺者を分ぶん析せきした。

　脳内における興奮物質の操作によって、人間の身体能力のリミッターを外しているのは彼女も同様のようだ。だが決定的に違ちがうことがあった。彼女はまるで力の流れが分かるかのように、全身を使って力を増ぞう幅ふくしているのだ。身体の回転による遠心力、体重の移動による加速力、重力を利用した上下の動き、それらを組み合わせ、何倍にも攻撃力を高めている。

「ややっ、その表情からすると、さっきの一いち撃げきだけでワタシの強さが分かったみたいだね！　洞どう察さつ力と分析力も完かん璧ぺきだね！　でも、それなら分かっちゃったでしょ？　一目瞭りよう然ぜんです！」

「……そうだね、Ｐａｎｄｏｒａ」

「力押ししかできないキミとは違って、ワタシは自分自身の力はちょこっとしか使ってないんだよ！　時代はリサイクル、省エネルギー！　Ａｘｘｏｎはワタシには勝てません！」

「勝つさ」

「無理だってば！　わがままを言って、これ以上ワタシを困らせないでよ！　イズミちゃんは失しつ恋れんしたばかりで傷心中です！」

　真正面から、イズミのブーツが出現した。イオは横に跳とび、紙かみ一ひと重えで蹴りをかわす。イズミが床に着地した反動で身を沈しずませ、バネが反発するかのようにイオを追走する。

「ああ、例のボーイフレンドか。フラレたのかい？」

「そうなんだよ！　聞いてよ、Ａｘｘｏｎ！　サッチーってばさ、乙女おとめ心ごころをちっとも理解してくれないんだ！　ワタシが暗殺者だからってもう会ってくれないっていうんだ！　愛に国境と職業は関係ありません！」

「それは……きっと、それ以前の問題だと思うけどね」

　苦く笑しようするイオの眉み間けんに、ナイフが迫せまった。イオはとっさに少女の腕を払はらいのけ、攻撃をかわす。ナイフを受け流された勢いもそのままに、イズミが身体を回転させる。少女の鋭するどい回し蹴りが、彼の側頭部を跳はね上げた。

「ぐっ！」

「価値観の違いが、別れた原因だと思うんだよ！　サッチー好みの女の子になろうと思って、たくさんコスプレしたのにさ！　ワタシを貴方あなた色に染めてください！」

　機材をなぎ倒して倒れたイオに向かって、少女が前転をした。全体重、走ってきた加速力、遠心力と重力すべてを合わせたブーツの踵かかとが、床に亀き裂れつを生んだ。とっさにバック転をして攻撃をかわしたイオは、イズミの脚あしをつかんで渾こん身しんの力を込こめて投げ飛ばす。

「どうせ変えるんなら、内面から変わることを提案するよ」

　鉄骨をなぎ倒し、少女の小柄な身体が壁に激げき突とつした。床にくずおれたかと思うと、ムクリと何事もなかったかのように立ち上がる。頭から流れる血など微み塵じんも気にせず、少女が納なつ得とくした顔でナイフを構える。

「そっか、良いいアイデアだね！　さっそく採用させてもらうよ！　って、アホかー！　サッチーとはもう別れた後です！　もうあの頃ころの二人には戻もどれません！」

「……それは残念だね」

　イオは自分の脈が速まっていることを自覚していた。数分間の戦せん闘とうで、イオだけが疲ひ労ろうを感じている。まだ余力はあるが、戦いが長引くほど不利になるのは明らかだ。

　さらに不利な条件を回かい避ひすべく、イオは階段に向かって駆かけ出した。

　身を隠す場所が多いこのロビーでは、イズミのほうが有利だ。彼女は疲労を気にすることなく物もの陰かげの間を駆け抜ぬけ、こちらの不意を突つくことができる。

　すぐに、イズミが彼に追いすがった。唸うなりを上げて襲おそいかかった拳が、イオをかすめて壁かべを陥かん没ぼつさせる。

「Ｐｅｒｓｅｕｓも以前に言ってたろ。Ｐａｎｄｏｒａはもう少し、落ち着いてモノを考えたほうがいいよ」

　階段へ到とう達たつしたイオは、休むことなく上へ向かって駆け上がった。

　終野イズミが三段飛ばしで背後から彼に迫る。

「そうかなー。わかった、これからはＡｔｈｅｎａを見習うよ！　って、アホかー！　彼女は落ち着いているというよりむしろちょっと暗いです！」

「そんなこと言ったら、またＡｔｈｅｎａが傷つくぜ」

「暗いことは悪いことじゃないよ！　護まもりたくなるタイプだよね！　Ｐｅｒｓｅｕｓなんかはそういう女性がお好みです！」

「あはは、そうだよね」

　二人の会話の内容は、あまりに現状からかけ離はなれていた。命のやり取りをしているとは思えない、まるでランチタイムに食堂で語り合うような、他愛たわいもない話だ。

　だが、違い和わ感はなかった。

　イオはイズミと、毎日こうして語り合っていたのだ。イオはｙｅｓとｎｏしか言えなかったが、Ｐａｎｄｏｒａという少女はよく愚ぐ痴ちを言う友達だった。

　どの講義が難しかったとか、あの講師に怒おこられたとか。〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟で彼女が愚痴るたびに、Ｐｅｒｓｅｕｓが言い返し、Ａｔｈｅｎａがフォローをしていた。

　チャットルームではそれが当たり前だったし、いつまでも続けばいいと願っていた。

「よく言うよ、Ａｘｘｏｎ」

　追いついたイズミが、イオの延えん髄ずいを狙ねらってナイフを横に振ふるった。

　イオは身を沈め、攻こう撃げきを避よける。空を切った刃は先さきが、壁を削けずり取った。

　肉にく薄はくしたイオを、イズミが見下ろした。それまでの彼女とはうって変わった暗い双そう眸ぼうが、冷れい淡たんな嘲ちよう笑しようとともに彼を凝ぎよう視しする。

「昨日までのワタシたちのことなんて、おぼえてないくせに」

　イオは、くすりと微び笑しようした。イズミの非情な眼まな差ざしを、優やさしく受け止める。

「そうだね」

　少女の蹴けりが、イオが振り払った腕うでが、互たがいの身体をはじき飛ばした。壁と柵さくに激突しながらも、すぐに受け身をとって階段を駆け上がる。

「うーん、いまいち調子が出ないよ！　Ａｔｈｅｎａから一発、Ｐｅｒｓｅｕｓから二発、ジャストミートの攻撃を受けちゃったからです！」

　背後からイズミの声が聞こえた。

　ＡｔｈｅｎａとＰｅｒｓｅｕｓからダメージを受けて、この動きである。彼らの反はん撃げきがなかったら、イオは彼女と互ご角かくに戦うことはできなかったのかもしれない。

　病葉剣花は、人間を超こえる超ちよう人じんを造り出すと言った。

　同時に〝次世代の可能性を持つ存在〟である突とつ然ぜん変へん異い、果須田裕杜を超えなければならない、とも言っていた。

　そして今まさに、イオの目の前に果須田裕杜と同等の存在がいる。

　終野イズミもまた、人類の限界に立つ存在──。

「──一つだけ聞いておきたいんだ、Ｐａｎｄｏｒａ」

　ひたすらに上を目指しながら、イオは後方の暗殺者にたずねた。

「キミが今、僕らを消そうとしているのは、この僕が危険対象だと判断されたからなのか？」

「ううん、ちょっと違ちがうよ。今日の国会で、病葉剣花の研究を拡大する予算会議が通りそうだってことを察知したからじゃないかな。ゴーサインが出るの早かったし」

　暗い瞳ひとみをしたイズミが、じっとイオを見上げながら素す直なおに答えた。

「ＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓをワタシが襲ったのが、自分のせいじゃなくてホッとした？」

「いいや。最初から狙われる予定だったのなら、同じことだよ。それに僕が彼らを利用したのは事実だしね」

「彼らは良い超人だと判断させるために、わざとそうしたくせに！　むしろキミが彼らに真相を教えてたら、彼らを〝終わらせる〟だけじゃなく殺さなきゃならなかったしね」

「Ｐａｎｄｏｒａ。キミの雇やとい主は一国じゃないだろう」

「うん、平和なんたらとかいう国際機関だったっけかな。詳くわしい名前は忘れちゃったよ、どうでもいいし。平和と名のつくところに雇われたのははじめてだったから、興味がわいて引き受けただけだもんね」

　襲いかかったイズミの攻撃をかいくぐり、イオはさらに上を目指して階段を駆け上がった。

「ＡｔｈｅｎａとＰｅｒｓｅｕｓの、命だけは助けてくれたんだね」

「〝終わらせた〟だけだよ。何も知らない以上、殺す理由はなかったし。Ａｔｈｅｎａのほうは超ウルトラ・飛躍ジヤンプして死にかけてたから、ちょっと手て荒あらに頭のチップを破は壊かいしちゃったけどね。それを知ってた上で行動してたんでしょ、Ａｘｘｏｎ」

「そう、目的の半分は果たしたと言ってもいい。だからキミがこの後、僕に代わってこの研究を終わらせてくれるというのなら、僕はここで諦あきらめてもいいんだ」

「うん、分かった。じゃあ、殺すね」

　イズミが、跳ちよう躍やくした。階段の先を走っていたイオの頭に、ナイフを突き立てようと飛びかかる。だが彼は柵を蹴って壁かべ際ぎわへと跳とぶことで、少女の攻撃を避ける。

「……って、アホかー！　諦める気ないじゃん！　思わせぶりな態度は止やめてください！」

　地面に着地したイズミが、不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。イオはまた、階段を昇のぼりだした。

「もう一つ確かめるまでは、絶対に諦められないんだ。手帳には書かなかったけれど、僕は何より一番怖おそれていたことがあったんだ。……Ｐａｎｄｏｒａ、キミの仕事は、超人を造るこの研究そのものを終わらせることなのか？」

　イズミがニヤリと暗く笑った。

「さすがは予言神アポロン様、すべてお見通しだね。──ワタシのお仕事は、〝この国〟での研究を終わらせることです」

「……！」

　イオの胸中に、怒りがこみ上げた。奥歯を嚙かみしめ、呻うめく。

「病葉剣花を、亡命させる気か……！」

「これからは平和のために、正義の超人戦隊が生まれるんだよ。イオも病葉剣花といっしょに亡命するなら、レッドの立ち位置を約束します！　ワタシはピンクを希望です！」

「とんだ平和機関だな。暗殺者を雇って、人体実験の成果を横取りか。──やっぱり、諦めるわけにはいかないよ、Ｐａｎｄｏｒａ。この研究は、この国の中だけで終わらせるべきだ」

　ようやく最上階へと到とう着ちやくし、イオは目の前に現れた扉とびらを押し開いた。

　車道に架かかった時計塔とうの最上階だ。三百六十度にガラス窓があり、アウルスシティの街並みを一望できる。

　だが展望台の広いスペースも、機材の置き場所と化していた。一階のロビーと全く同じ事態を避けるべく、イオは部屋の端はしに見つけた非常階段へと向かう。

　立ち入り禁止のテープを跳び越こえ、階段を駆かけ上がる。展望台のさらに上へのぼっていくと、鍵かぎがかかった扉を発見した。イオは渾こん身しんの体当たりで扉を破壊する。

　突とつ風ぷうが、イオを包んだ。

　最上階のさらに上、そこは階と呼べるような場所ではなかった。

　巨きよ大だいな鐘かねが視界に入った。

[image: ]

　グランデ塔の本当の頂上である鐘しよう楼ろうだ。

「いい加減に観念してよ、Ａｘｘｏｎ！　追いかけっこは飽あきました！」

「うっ……！」

　背後から、イズミのナイフが迫せまった。イオは反射的に両手で少女の腕うでを受け止める。

　勢いあまって、二人はもつれ合うようにして扉から鐘楼へと転がった。

　鐘楼は、四方から伸のびた柱が鐘を支えた場所だった。面積は直径にして十メートルもない。柱以外には柵さくもなく、眼下には広大なアウルスシティの街並みが拡がっていた。

　大だい音おん響きようのプロペラ音をかき鳴らし、報道関係のヘリコプターが頭上を旋せん回かいした。

「……くっ！」

　イズミに蹴けり飛ばされ、両者は数メートルの距きよ離りを置いて向かい合った。

　風が吹ふきすさぶ鐘楼に、身を隠かくす場所はない。イオははじめて反撃に転じた。

「ねえ、Ｐａｎｄｏｒａ」

　一回の跳躍でイズミとの間合いを詰つめ、イオは拳こぶしを繰くり出した。イズミが片方の手でイオの腕を受け流し、ナイフで迎げい撃げきする。だがそれを予測していた彼は蹴りを繰り出し、少女の小こ柄がらな身体からだを蹴り飛ばす。

「一日しか記き憶おくがもたないって、どういう気持ちか分かる？」

「分かんないよ。記憶力は良いほうです」

　暗い瞳ひとみをしたイズミが、空中で一回転をして着地した。背後はもう絶ぜつ壁ぺきだということにも、まったく平常心を失っていない。床ゆかを蹴り、一いつ瞬しゆんでイオの横に回り込む。

「毎日、苦痛だった。だって、いくら嬉うれしいことがあっても、楽しいことがあっても、次の日には全部忘れてしまうんだから。そんなペナルティのある喜びを、素す直なおに受け入れられるほど僕は強くないから。良いことがあっても、それ以上に辛つらかった。毎晩、眠ねむりに落ちるのが怖こわくて必死に寝ねないようにした。でも、ダメなんだ。僕が行動できる時間は限られていたから」

「早はや寝ね早起きだね。生活は毎日のリズムが大事です」

「でも、〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟と出会ってからは、そうじゃなくなったんだ」

　人間の限界にまで達した速度で攻こう防ぼうを繰り広げながら、イオは笑った。

「次の日も、大切な友達が僕を待っていてくれてる。……それだけは決して変わらないって、分かっていたから。明日は彼らとどんな話をするんだろう。そう思うと、むしろ日々が移り変わるのが楽しみだった。ずっと、キミにそのことを伝えたかったんだ」

「ワタシに？　もしかして、それって愛の告白？　傷心中に甘い言葉を囁ささやかないでください」

「〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟を造った人に、だよ。それが誰だれなのか分かった時、僕らはきっと戦っているはずだと分かっていた。でも、必ず伝えようと思っていたんだ」

　閃ひらめくナイフを、イズミの頭上を跳び越えることで避よける。地面に着地すると同時に、少女の背中を蹴り飛ばす。同時に彼女の後ろ回し蹴りも彼をとらえていた。

　両者が鐘楼の対角線上に地面を転がった。だが二人ともすぐに受け身をとり、地面の縁へりぎりぎりのところで立ち上がる。

「〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟を造ってくれて、ありがとう。僕にとってあそこは、間ま違ちがいなく楽園だった。メンバのみんなは、何より大切な友達だったよ」

　イズミが冷れい酷こくな笑えみを浮うかべた。イオを絶望にたたき落とそうと、嘲ちよう笑しようとともに言い放つ。

「楽園も友達も、その全すべてをキミは明日には忘れているけどね。その前に、ここでワタシが終わらせちゃうけど」

「忘れないよ」

　イオは屈くつ託たくなく笑った。

「小槙が僕の代わりに、泣いてくれた。だから、確信がある。僕には最高の友達がいた。──〝我が人生マイライフ〟に書き残す必要なんてない。それだけで、僕の人生マイライフは満ち足りていた」

「忘れるよ。キミはそういうふうに出来上がってしまったんだ」

「明日の僕は、きっと変われる。だから僕はもう、何も怖くない」

「何も変わらないよ。変わるとすれば、明日の人生はもう何もないってことだけです」

「変わらないとすれば、これ以上、あの楽園には友達が増えないってことだけだよ」

　──どれくらいの時間、風の吹く鐘楼でせめぎ合っていただろうか。

　イオの攻こう撃げきはイズミを確実にとらえていたが、同じくらい彼もまた攻撃を受けていた。イオは常人離ばなれした体力で少女の攻撃に耐たえ、少女は彼に与あたえられた衝しよう撃げきを受け流すことで耐えていた。だが、やがてイオの体力に限界が訪おとずれた。

　次し第だいに二人の動きに差が生じはじめていた。イズミの攻撃が、目に見えてイオに命中するようになる。彼の身体に次々と新たな傷が刻まれていた。

「これだけの力があるのに──」

　額に汗あせの珠たまを浮かべながら、イオは顔を歪ゆがめた。

「どうしてキミは、暗殺者なんてやってるんだ。キミは力もあるし、記憶もある。それに……」

　今となっては、互たがいの命を脅おびやかす敵となったとは分かっていても。

　たとえそれが、はじめからイオたちを監かん視しするためだったとしても。

　自ら手帳に記した、これまでの〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟の〝想おもい出〟が脳のう裏りをよぎる。

「キミはこれからいくらでも、友達が作れるのに……！」

　終野イズミ──いや、Ｐａｎｄｏｒａという少女は、イオの中では友達のままだった。

　それはＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓを想う気持ちと、まったく変わらない。

「だから友達を作るのも、お仕事のうちだったんだってば！　ワタシはお金が必要なんだよ！　いくら寄付しても足りません！」

　しかしイズミの暗い瞳は、変わらない。

「寄付──だって？」

「そうそう、世界平和を祈いのりつつ慈じ善ぜん団体に……って、アホかー！　真逆だよ！　内乱中の国やテロリストに武器を買う資金を提供してるんだよ！　色んな国に追われてるのも、そのせいです！　──でも実際、なかなかしぶといんだよね。イヤになっちゃいます」

　ナイフを振ふり回すイズミの顔から、笑みが消えた。

　底知れぬ闇やみを湛たたえた、双そう眸ぼうが。

　何の感情もない一対ついの眼まなこが。

　イオを、見つめた。

「世界ってさあ、なかなか終わらないんだよ」

　──どうしようもない絶望が、イオが抱いだいていた〝友情〟を握にぎりつぶした。

「……っ！」

　狂くるっている。

　今まで〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟という楽園で語り合った少女は、ここにはいない。

　目の前にいる人外の暗殺者、終野イズミは、Ｐａｎｄｏｒａと名乗っていた少女の面おも影かげすら残っていなかった。

　──だが、これで心を決めることができた。

　いま立ち向かっているのは、紛まぎれもない一人の敵だ。

　ならばイオは、彼女を倒たおさなければならない。

「息が上がってきたね、Ａｘｘｏｎ！　いよいよお別れです！　キミとの友情は、忘れないよ！　キミと違って、ワタシは記き憶おくが明日も残ってます！」

　イズミの動きが、加速した。地面を蹴けり、イオの懐ふところへ飛び込む。

　疲ひ労ろうした彼の膝ひざがガクンと折れた。少女のナイフが、イオの胸へと吸い込まれる。

　──イズミの身体からだが、宙を舞まった。

　ナイフは、イオの胸をかすめて空を切っていた。彼は彼女の体を受け止め、自らは地面に倒れながらも真上に放ほうり投げたのだ。

「おっと、最後の悪あがきだね！　でも隙すきだらけです！」

　空中で猫ねこのように身体をしならせ、少女がナイフを構える。

「前の鐘かねが鳴ってから、ちょうど一時間だよ」

　地面に倒れたまま、イオは悲しみを滲にじませた微び笑しようを浮かべた。

　かつての友達──いや、世界を終わらせようとする一人の暗殺者に向かって。

　イオは、別れを告げた。

「……バイバイ、Ｐａｎｄｏｒａ」

「ありゃ？」

　イオに向かって落下しながら、イズミが横を向いた。

　少女が放り出されたのは、イオの真上。──だが、大きな鐘の内側ではなかった。

　鐘が、大きく横に振れていた。

　分厚い金属の塊かたまりが、少女めがけて勢いをつけて襲おそいかかる。

　イオは地上で前の鐘の音を聞いてから、頭の中でずっとカウントダウンを続けていたのだ。

　彼の中で正確に刻まれた秒数は今、ちょうど三千六百秒を数えようとしていた。

　巨きよ大だいな鐘が、イズミ目がけて揺ゆれる。

　少女に逃にげ場はない。激げき突とつすれば、鐘しよう楼ろうの外へと弾はじき飛ばされるだろう。

　──だが終野イズミが一いつ瞬しゆん、歪んだ笑えみを浮うかべた。

「ひどいよ、Ａｘｘｏｎ」

　鐘からイオへと顔を戻もどした時、少女は今にも泣き出しそうな顔をしていた。地面に倒れた彼に向かって、手を伸のばす。

「〝友達〟なのに、ワタシを殺すの？」

　イオは目を見開いた。

　彼の碧あおい瞳ひとみに映ったのは──。

　たとえ狂っていても──。

　たとえこの世の全すべてを終わらせようとしている、暗殺者だったとしても──。

　イオのかけがえのない──。

「ワタシたちの友情は、終わりですか？」

　──友達だった。

「……！」

　大だい音おん響きようの鐘の音が、時計塔とうの頂点で轟とどろいた。

　アウルスシティの空を、荘そう厳ごんな音色が響ひびき渡わたる。

　鼓こ膜まくどころか身体を突つき破やぶるような空気の振しん動どうに包まれる中、無む邪じや気きな声がイオの耳元でそっと囁ささやいた。

「ありがとう、Ａｘｘｏｎ」

　互たがいの鼻をつき合わせ、地面の上でイオとイズミは抱き合っていた。

　イオの右手が、イズミが伸ばした左手をしっかりと握りしめていた。

　だが少女のもう片方の腕うでは、彼の腹部へと当てられていた。終野イズミが握ったナイフが、そこに深々と突き刺ささっていた。

「やっぱりワタシたちは友達です！」

　イオが口から吐はき出した鮮せん血けつが、少女の笑顔に赤い斑はん点てんを生んだ。

　友達。

　それは、イオが昨日までのイオに戻ることができる〝魔ま法ほうの言葉〟──。

　鐘の音が響く中、イオは身体を大きくのけぞらせた。イズミがナイフを引き抜ぬいたのだ。

　少女がイオから手を離はなし、立ち上がった。

　地面の上で硬こう直ちよくしたイオに向かって、勢いよく拳こぶしを振り下ろす。

「……っ！」

　ごきっ、という衝しよう撃げきが彼の頭部を打ち抜いた。

　意識が急速に、遠のいていく。

「うーん、やっぱりＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓのようにはいかないか。超ウルトラ・飛躍ジヤンプを呼び起こすサイレントシナプスとは違うからなあ。でも、もうこれからは実験を受ける前のイオに戻っていくだろうけどね」

「ぐっ……う……っ！」

　イオは顔を歪ゆがめ、寝ね返がえりを打つ。歯を食いしばり、這はってイズミから遠ざかろうとする。

　まだ、意識を失うわけにはいかない。

　失ってしまえば、もう二度と今のイオに戻ることはできない。

　イオはまだ、己おのれの果たすべきことを果たしていない。

　Ａｔｈｅｎａ──。

　気の小さい、しかし強い想おもいを持った友達を護まもるために。

　Ｐｅｒｓｅｕｓ──。

　誰だれよりも優やさしい友達と再び語り合うために。

　Ｋｏｍａｋｉ──。

　特別な人に、また笑ってもらうために。

　ここで、イオは止まるわけにはいかない。

「やっぱり殺して終わらせるのが一番だね！　介かい錯しやくはまかせてください！」

　Ｐａｎｄｏｒａ──。

　無む垢くで圧あつ倒とう的な力を持った友達が、背後から迫せまる気配がした。

　イオが伸ばした手が、誰かの脚あしに触ふれた。

「……」

　顔を上げると、掠かすれた視界に佇たたずむ一人の少年の姿があった。

　本当は、知っていた。

〝マッドロウ〟の前で、彼と会った時の小槙を見た瞬間に。

　鈴藤小槙にもイオと同じように、特別な人がいたことを。

　彼女は彼を、春野くんと呼んでいた。

「鈴藤さんを泣かしたのは、どっちだよ」

　鐘かねの音が鳴り響いていた。

　上空をヘリコプターが舞まっていた。

　風の音がやかましかった。

　イオと同じくらい血まみれで、満まん身しん創そう痍いだ。

　だが彼の声は、他ほかの雑音をおしのけて鐘楼に伝わっていた。

　イズミが、はじめて顔を歪めた。ひどく不ふ機き嫌げんな顔で言い放つ。

「終わった人が何しにきたの、サッチー。今はキミみたいな負け犬が出てくるような場面じゃないんだよ。雰ふん囲い気き、読んでよね。──ううん、サッチーとはもう別れたので、キミはただの春野祥です」

「まあ、どっちでもいいか。とにかく、こいつはこっちで引き取るぜ」

「人の話を聞いてよね。キミなんかが出る幕じゃないんだってば。まだ分かんないの？」

「分かってるよ。どいつもこいつも、俺なんかが敵かなう相手じゃないってんだろ？」

　朦もう朧ろうとした意識の中でも、春野祥が立っているのが精せい一いつ杯ぱいだということが分かった。喋しやべっている間にも、足元がふらついている。

　だが祥は、不敵に笑った。これっぽちの迷いもない、挑ちよう戦せん者しやの笑えみだった。

「──でもそれとこれとは、話が別なんだよ」

　イズミがナイフを構え、身を沈しずませる。戦せん闘とう態勢だ。

「Ｋｏｍａｋｉとワタシで二ふた股またかけてたんだね。女の敵だよ。万ばん死しに値あたいします！」

　少女に頭を殴なぐられた影えい響きようか、それとも出血のしすぎか。イズミの動きを、もうイオは感知できなくなっていた。残像を残し、イズミの姿がかき消えた。

　次の瞬間、春野祥が弾はじかれたように地面を転がっていた。イズミがナイフの柄えで殴り飛ばしたのだ。さらに倒たおれた祥の横に回り込んだ少女のブーツが、少年の胸を蹴けり上げる。

　肋あばら骨ぼねが砕くだける音が、鐘しよう楼ろうに響いた。祥の身体からだが宙に浮うき、それをさらに少女が殴り飛ばす。

　あまりにも一方的な殴おう打だが、延々と続いた。

　祥が鐘楼の縁ふちまで吹ふっ飛ばされた頃ころにはもう、彼が死んでいるのではないかと思った。それほどに両者の実力差はかけ離れていた。戦いと呼べるような状じよう況きようですらない。

　トドメとばかりに、イズミのナイフが閃ひらめいた。

　だが、かろうじて祥の腕うでが、少女の腕をつかんで止める。さらに殴りかかった少女のもう片方の腕も、ギリギリのところで受け止める。彼が動けたこと自体、奇き跡せきのようだった。

　命拾いしたとはいえ、春野祥の劣れつ勢せいは明らかだ。劣勢どころか、少女の腕をつかむことで何とか自分の身体を支えているような状態だった。

「お前……いったい、何者なんだよ。ホントに人間か……？」

　もはや呻うめき声にしか聞こえない、か細い声で祥が言う。唇くちびるは切れ、頰ほおは腫はれ上がっていた。顔面が血だらけだ。

　イズミが陰いん鬱うつに笑う。

「もちろん！　れっきとした人類ヒト科だよ！　キミら中ちゆう途と半はん端ぱなネクストや超ちよう人じんといっしょにしないでください！」

「……お前なら、ここから……落ちても、死なないんじゃねーのか……？」

「そうそう、こんな塔とうなんてひとっ飛びだよ！　って、アホかー！　ばっちり死ぬよ！　あ、でも死なないかもしれません！　なんとなく生きていられそうな気がします！」

「そうか。それなら──」

「……！」

　終野イズミが動どう揺ようした顔を、イオははじめて見た。

　少年の瞳ひとみが、深しん紅くに染まっていた。

　さらに──まるでキスをするように、祥がイズミに自らの顔を寄せたのだ。

　彼がまさか戦闘以外の、そのような行動をとるとは、最強の暗殺者の頭にもなかったのだろう。完全に不意を突つかれ、少女が硬こう直ちよくする。

　──だが祥の口は、イズミの唇の横を通り抜ぬけた。

　少年の歯が、少女の襟えりをしっかりと嚙かみしめた。そのまま自らの身体を振ふり回し、渾こん身しんの力で小こ柄がらな少女を後方へと放ほうり飛ばす。

「……ありゃ？」

　目を見開いた終野イズミの足元から、地面が消えていた。

　鐘楼から放り出され、少女がアウルスシティの空に舞った。呆ぼう然ぜんとした顔のイズミが、時計塔から落ちていく。

「ちょっと頭を冷やせ。──この国で一番の邪じや魔ま者ものが誰だれなのか、よく考えろよ」

　言い放つ祥もまた、身体が傾かたむきつつあった。

　柵さくのない地面の端はしで、街の上空へと落ちようとする。彼の落下を止める柵も、バランスを保つ体力も、ここにはない。

　春野祥と、イオの目線が重なった。

　彼は──笑っていた。

「……うおおおぉぉおっ！」

　口から血の塊かたまりを吐はきながら。ナイフで刺さされた腹から鮮せん血けつを噴ふき出しながら。イオは声のかぎりに叫さけんで、消えかけていた自らの意識を覚かく醒せいさせる。

　獣けもののように地面に手をつき、残された最さい期ごの力を振り絞しぼる。

　明日には失っているだろう、これまでの人生に残された最期の力だ。

　イオは春野祥に向かって駆かけ、手を伸のばした。

「自分だけ……」

　春野祥が不敵な笑えみを浮かべた。

　イオが伸ばした腕が、鐘楼から落ちる寸前で祥の腕をつかんでいた。必死に少年の身体をこちら側へと引きよせる。

　二人はもつれ合うようにして、鐘楼の瀬せ戸と際ぎわに倒れ込んだ。身体の半分が地面からはみ出した状態の彼らを、アウルスシティから吹き上げる上じよう昇しよう気流が煽あおっていた。

「自分だけ……気持ちよさそうに、寝ねようとしてるんじゃねーよ……」

　祥の笑みを見て、イオが彼を救うことを確信していたことを知る。

　──イオは、力を使い果たした。

　人生の全すべてを賭かけ、春野祥を救い出した。

　意識が、今にも途と切ぎれつつあった。彼の今日は、ここで終わる。手帳を失った彼の人生は、ここでいったん幕を閉じる。

「だったら──」

　同じように倒れながら、イオは笑った。

「責任をとって……キミがコマキを護まもってくれ……」

　まぶたを閉じながら、消え入りそうな声で言う。

「……キミとは、永遠に友達にはなれそうにないよ……」

　もし、このまま彼の人生がリセットされなかったら。

　春野祥という少年を憶おぼえていることができたなら。

　イオは彼の友達ではなく。

　鈴藤小槙を奪うばい合うライバルとして、彼に挑ちよう戦せんをする覚かく悟ごを決めたことだろう。

　──それも悪くない人生だ。

　そう、思った。
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　瞳に映る世界の全てが、歪ゆがんでいた。

　動どう悸きが速まり、小槙の内側から彼女を急せき立てる衝しよう動どうがあった。

　目め眩まいがする。思考がいっこうにまとまらない。

　頰を伝う温かい感かん触しよくだけが、小槙の中で現実として認にん識しきされていた。

　小槙は、泣いている。

　なぜ？

　そうすることしか、自分にはできなかった。

　いや。

　──本当に、そうなのだろうか？

「しっかりしろ、小槙！」

　耳元で、聞き慣れた声が必死に小槙に呼びかけていた。

　白衣を着た、長身の女性だ。片手に書類の束らしきものを抱かかえている。

　鈴藤いるる。小槙の従姉妹いとこ。そのことは、分かる。春野祥を自動車でここに連れてきたのが、彼女だ。その現実も、理解している。

　だが従姉妹の叫ぶ声は、小槙へと届いていなかった。

　鼓こ膜まくは正常だし、声は聞こえている。だが、認識はしていない。どこか遠くで叫んでいるようにしか感じられなかった。

「くそっ、本当に終野イズミがこの国に潜ひそんでいたなんて……！　あの人外の無む国こく籍せき工作員がまさか、あんな少女だったとは……そりゃあ誰もが騙だまされるはずだ……！」

　いるるが毒づく声も、小槙は認識しない。彼女の従姉妹が、自失状態の小槙の眼球をのぞき込む。脈を計り、次に体温を確かめる。小槙は抵てい抗こうせず、されるがままだ。

　春野祥は、時計塔とうへと向かっていった。

　──イオが……。

　従姉妹に連れられた彼がやって来た時、小槙はその一言を言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　彼はそれだけで納なつ得とくしたようだ。すぐに時計塔へと走っていった。

「目立った異常は見られないが……眼球活動だけが、正常じゃないな。超ウルトラ・飛躍ジヤンプの暴走オーバードライブか？　それともあの暗殺者に何かされたのか？　……レスキュー隊はまだなのか！　道が渋じゆう滞たいしてるのなんて見りゃ分かるだろ！　私たちみたいに車を置いて走ってこいよ！」

　いるるが苛いら立だたしげに怒ど鳴なり散らす。時計塔を見上げ、唇くちびるを嚙かむ。

「くそっ……もう時間が……！」

　苦しげに、従姉妹が小槙を見下ろした。

「うぅっ……！」

　脇わきに抱えた書類に、爪つめが食い込んでいた。時計塔と小槙を、従姉妹の視線が何度も往復する。

　だが、何かを喉のどの奥に吞のみ込むように、いるるは決断した。

「──ねえ、小槙」

　いるるが、地面に膝ひざをついた。心から辛つらそうに、しかし揺ゆるぎない決意を込めた眼まな差ざしで、小槙の顔をのぞき込む。

「私は、行くよ」

　小槙は、答えない。従姉妹の言葉も、表情も、今の小槙には届かない。

「こんな状態のキミを放ほうって、私は行く。許してくれとは、言わない。でもね、小槙」

　いるるが、立ち上がった。踵きびすを返し、小槙に背を向ける。

「約束を持ち出した私が、ここで躊躇ためらっているわけにはいかないんだ。──キミのパートナーを、裏切るわけにはいかない。ここで彼を信じないわけにはいかない」

　従姉妹の靴くつ音おとが、遠ざかりつつあった。苦しげだが、前を向いて歩く者の声が聞こえた。

「キミを救うのは、彼の役目だ。私が彼に、そう約束させたんだ。だから私は自分のすべきことを、しなくてはいけない」

　それきり、いるるの気配が消えた。彼女は国会議事堂がある方角に向かっていったようだ。

「……」

　澄すんだ鐘かねの音が、アウルスシティに響ひびき渡わたった。

　小槙は、グランデ塔を見上げた。

　あそこでは、今もイオや終野イズミ、そして春野祥が戦っているのだろう。

　彼らが戦っているのは、小槙が何もできなかったからだ。

　──いや、違ちがう。

　小槙が、怖おそれていたからだ。

　今の自分から変化することを。

　何かが変わりそうな兆きざしが、確かに自分の中にあった。だが小槙はその誘ゆう惑わくに怯おびえ、変化に身を投じるのを怖れた。

「……」

　鐘の音が鳴るたびに、小槙の鼓こ動どうが速まっていく。

　彼女の瞳ひとみに、じわりと深しん紅くが滲にじんでいく。

　アウルスに響く鐘の音色が、小槙の中にあった自己防衛本能を打ち砕くだいていく。

　思考空間に生まれた深しん淵えんの波に、吸い込まれるように身を投じる。

　──小槙の視界に、時計塔から落下する小さな影かげが見えた。

　小槙の赤い瞳は、その影を的確に捉とらえていた。

　グランデ塔の頂点、鐘しよう楼ろうから落下したのは一人の少女だった。

　ゆっくりと回転して落ちながらも、少女は手にしたナイフを塔の壁かべに突つき刺さした。

　落下速度が一いつ瞬しゆん、減速した。だが数十メートルを落ちたところで、ナイフが折れたようだ。再び回転しながら落ちていく。

　今度は壁にあった突とつ起きを、左手でつかんだ。──折れたようだ。関節が逆に曲がった左手が、壁からはじき飛ばされた。だが減速に成功した彼女は、今度は突起部分を両りよう脚あしで踏ふみしめた。着地に失敗し、激しく身体からだを打ちつけ、再び落下する。

　だが少女はまだ意識があるようだ。二度目の着地を試みるが、失敗。三度目も失敗。

　四度目は、なかった。回転をしたまま、人形のように少女が地上に叩たたきつけられた。

　落下速度はかなり減速していたが、常人では助かるはずがない。──常人では。

「……」

　小槙は立ち上がった。吸い寄せられるように、少女の落下地点へと歩いていく。

　一歩ずつ、足を前に踏み出すたびに。

　鐘の音が、小槙を揺るがすたびに。

　彼女の中で、変化が生じていく。

　赤い瞳に映る世界が、その姿を変えていく──。

「──あいたたたー……」

　声が、聞こえた。小槙は声の主へと歩み寄る。

「左手と……右足もちょっとイッちゃったかな……あんな方法で意表を突くなんてズルいよ、サッチーってば……今でもちょっとドキドキしてる乙女おとめ心ごころです……終わったはずの恋こい、復活の予感です……」

　改装工事のために儲もうけられた柵さくがひしゃげ、周囲に散らばっていた。壊こわれた柵の中心で身を起こしたのは、終野イズミだ。全身、裂れつ傷しようだらけで服もボロボロだ。

　顔を上げたイズミが、小槙の存在に気づいた。

「やあ、Ｋｏｍａｋｉ！」

　満面の笑えみを浮うかべ、足をひきずりながらこちらへと向かって近づいてくる。

「ちょっとそこ、どいてくれない？　Ａｘｘｏｎはもう片づいたようなものだけど、まだお仕事が残ってるんだ！　あ、面めん倒どうならどかなくてもいいよ！　殺してどかせるから！　──さっきサイレントシナプスを破は壊かいしたはずなのに、どうして超飛躍できてるんですか？」

　Ａｘｘｏｎは片づいた──。

　その言葉が、引き金となった。

「！」

　鐘の音が響いた瞬しゆん間かん、小槙の思考が別次元へと飛ひ躍やくした。

　周囲にあるもの全すべてが数字と記号に分解され、彼女の脳を刺し激げきする。深紅の双そう眸ぼうが見つめるものが何もかも、小槙の前にその情報と仕組みをさらけ出す。

　飛躍した小槙の思考空間と、現実空間が──重なった。

「ああ、これが」

　小槙はぼんやりと、姿を変えた世界を見回した。

　空気を構成する分子が、建物を織りなす組成とバランスが、植物をめぐる細さい胞ぼうが、空間を震ふるわせるあらゆる音の波動と周波数が、数字と記号で組み立てられた情報として、小槙の眼前に拡ひろがっていた。

　小槙は、目の前に手をかざした。彼女の手の動きによって変化した気体と音の流れが、数字となって身体を包み込む。

「これが、裕くんの見ていた世界」

　赤く輝かがやく瞳で、正面にいる少女を凝ぎよう視しする。少女の身体を駆かけ巡めぐる力の強さと向き、循じゆん環かんするエネルギーの流れが見えた。

「なんて……簡単なんや。世界はこんなにも簡単やったんか」

　今の小槙には、世界を満たすあらゆる事象が手に取るように理解できた。

　数字の塊かたまり──終野イズミが、小槙に向かって手を伸のばした。

「さっきからなにを言ってるの、Ｋｏｍａｋｉ？　起きながら寝ね言ごとが言える特技なんて聞いたことないよ。どきたくないみたいだから、殺すね。首の骨をボキッと折るだけだから、一瞬で終わるよ」

　小槙は腕うでを持ち上げ、イズミと自らの指をからませる。

「あれ？　なに、抵てい抗こうするの？　じゃあ、腕から折っておきます」
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　イズミの身体を巡って増ぞう幅ふくされるエネルギーが、見える。エネルギーは少女の腕へと伝達され、小槙の手へとたどりついた。

　小槙は力の流れを自らの身体に取り込み、増幅させて逆に腕を通じて送り返した。

　骨が折れる嫌いやな音が、小槙の鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

「時間がないから、ちゃっちゃといくよ、次は首だからね。──って、アホかー！　折られたのはワタシの腕だ……よ……え？　あれれ？　なんで？」

　地面に膝ひざをついたのは、イズミのほうだった。小槙によって折られた手首を見つめ、不思議そうに首をかしげる。

　少女の大きな声は、耳みみ障ざわりだった。

　ＡｔｈｅｎａやＰｅｒｓｅｕｓ、そしてイオまでをも傷つけた彼女に対して抱いだいた感情は、ただそれだけだった。

　怒いかりも憎にくしみも感じない。ただ彼女の存在が目障りだった。

「さっきからうるさいわ、自分」

　小槙は無表情に、イズミを見下ろした。こちらを見上げた少女の顔が、怯おびえたようにひきつった。眼前の少女を構成する細胞の周波数が、容易に見てとれた。

　喉のどの奥で、声帯を調整する。終野イズミという人間の周波数と同じ周波数を持つ音声を、口から吐はき出す。

「〝消えてや〟」

　車善鉄が使っていた能力と同様の、しかし彼の不完全なそれとは異なる、完かん璧ぺきなる擬ぎ声せいがイズミを揺らした。少女の身体からだと小槙の声が同調し、共鳴したのが見えた。

「……っ！」

　発作を起こしたように、イズミが目を見開いた。大きく身体をしならせ、口から大量の鮮せん血けつを吐き出す。共鳴によって揺さぶられた細胞の一つ一つが、振しん動どうに耐たえきれず破壊されていくのが見える。

「こ──の──」

　血を吐くイズミが、暗い瞳ひとみで小槙を見上げた。身体を痙けい攣れんさせながらも、ニヤリと暗い笑みを浮かべる。

「──怪物モンスターめ」

　怪物。

　その言葉は、小槙にとっては〝終わり〟の言葉だった。

　自分自身をそう認めてしまった時、小槙はこの世界で、完全に孤こ立りつする。

　だが、もう分かった。

　今、小槙は世界と隔かく絶ぜつした。

　怪物という言葉に対しても、何も感じない。

　だが、終野イズミの存在は目障りだった。

「〝消え──」

「鈴藤さん」

　とどめの言葉を放とうとした小槙に、背後から声がかけられた。

　ゆっくりと振ふり返ると、終野イズミとは異なる数字の塊が立っていた。

　春野祥。

　彼を構成する数字も、小槙は手に取るように理解できた。

「やめろ……鈴藤さん」

　祥が厳しい顔つきで制する。満まん身しん創そう痍いの身体をひきずり、こちらへと近づいてくる。

「春野くん」

　小槙は無表情に彼を迎むかえた。

「あのな、やっと分かってん。この世界のこと」

「……」

「もう何でも自分で決められるで。だって、なんでも分かるようになったもん」

「分かった」

　抑よく揚ようのない声で言う小槙に対し、しかし祥の表情は険しいままだった。

「分かったから、もう元の鈴藤さんに戻もどれよ」

「……なんで？」

　背後にいたはずの終野イズミの気配が、忽こつ然ぜんと消えていた。だが、小槙は気にしない。あの少女の存在など、もはや小槙の眼中にはない。

　歩み寄る祥を、静かに見つめ返す。

「なんで、そないなこと言うん？　春野くんも、あたしのことを怪物や言うん？」

　祥が小槙のそばへと立った。静かな目で彼女を見下ろし、両りよう腕うでを持ち上げる。

　春野祥を見上げる小槙の双そう眸ぼうが、赤く輝かがやいた。

「春野くんも、あたしの敵なん？　敵なら、春野くんも……へふへ」

　──春野くんも、消すで。

　その言葉を言い終えるよりも先に、彼の指が小槙の頰ほおをつねっていた。

　手加減のない、いつも小槙を苦しめる痛みが、脳のう髄ずいを刺し激げきした。

　視界を埋うめ尽つくしていた数字や記号が、霧む散さんする。真っ赤に輝いていた小槙の瞳が、ゆっくりと黒く戻っていく。

　小槙と祥が、間近で見つめ合った。

「いひゃい」

「……ぷっ」

　大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべて抗こう議ぎする小槙を見て、祥が噴ふき出した。

「そんなに怯えるなよ、鈴藤さん」

　彼が笑いながら、軽い口調で言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ、イオはまだ生きてるし……俺は鈴藤さんの味方だよ」

　通っている高校の教室で聞いているような、なんでもない口調。いつも一人でいる小槙を冷やかす時の、ちょっと意地悪なクラスメートの声。

　春野祥という同級生の声が、小槙を現実へと引き戻す。

　分からないことばかりで不安定なこの世界へと、連れ戻す。

「全部、終わったよ。──帰ろうぜ、俺たちの国へ」

　小槙の頰から手を離はなし、不安と恐きよう怖ふに揺ゆれ動く小槙を笑い飛ばす。

「いっしょに、帰ろう」

　帰る。

　果須田裕杜や灰火秋秋日子が置き去りにした、この混こん沌とんの世界へ。

　自分の知らないことを知り、いつも助けてくれるパートナーのもとへ。

　小槙は再び、戻ってきた。

「うん」

　頷うなずいた彼女の頭上で、鐘かねの音が鳴り止やんだ。







　22　鈴藤いるる




　鈴藤いるるは議事堂に到とう着ちやくするなり、中央会議室を目指した。

　すでに議員や関係者は、会議室へと集結した後なのだろう。とびきり大きなシャンデリアがぶら下がった長い廊ろう下かには、警備の衛兵たちの姿しかなかった。

　間もなく中央会議室において、病葉剣花の報告会が始まる。

「……」

　大理石の床ゆかを蹴ける、いるるの靴くつ音おとだけが廊下に響ひびいていた。

　ずらりと並んだ衛兵たちは、銃じゆうを構えた状態で直立不動だ。いるるが胸元に病葉研究室の関係者であることを示すＩＤカードをかけていなければ、即そく座ざに銃じゆう撃げきを受けていただろう。

　洞どう窟くつに隠かくされた財宝を護まもる石像、ガーゴイルのような衛兵たちの間を早足で歩いていく。

　──春野祥から、全すべての事情を聞いた。いや、彼が知っていた情報は足りない部分があったが、いるるはアウルスで起きた事態を全て理解した。

　人体改造。

　人じん為い的な、超ちよう人じんの製造。

　禁きん忌きの研究は、しかし結果的に確かな力を生んでいた。

　だが、彼らが引き替かえに失ったものは、大きすぎた。

　家族や感情のコントロール、他者との意思疎そ通つう能力、そして──人生の一部としての、記き憶おく。

　人間としての、かけがえのない部分だ。それらを失って彼らが得たものとは、なんだ？

　常人ではありえない感覚、肉体能力、計算力や状じよう況きよう判断能力。

　──たんなる、〝力〟だけだ。

　人より優すぐれた力を持つことが、〝超人〟なのだろうか？

　答えは、否いな。

　誰だれでもない他ほかならぬ超人たち、イオ・アンセルメたちが、その結論を下した。

　彼らの意思を引き継つぐ責任が、いるるにはある。

　彼らに関かかわり、彼らと触ふれあい、一時とはいえ彼らを生み出す手助けをしてしまった。

　そして──。

「小槙……」

　廊下を歩きながら、いるるは口の中で呻うめいた。

　グランデ塔とうに置き去りにしてきた、小さな従姉妹いとこのことが心配だった。

　彼女をアウルスシティに連れてきたのは、他ならぬ、いるるだ。一つの国の危機的状況に、巻き込んでしまった。

　いや、それすらも違ちがうのかもしれない。

　果須田裕杜を倒たおし、彼から世界を変えるスイッチを受け取ってしまった少女。

　鈴藤小槙という存在が、この国を急変させる起き爆ばく剤ざいとなってしまったのかもしれない。

「キミは恐おそろしい子だ、小槙……果須田裕杜を倒し、灰火秋島を沈ちん没ぼつさせ、今度はこの国を滅ほろぼすつもりなのかい？」

　おそらく、小槙自身に自覚はない。

　全ては、いるるの妄もう想そうなのかもしれない。

　だが、幼い頃ころから小槙を見てきた。

　狭せまい部屋で、果須田姉弟とボードゲームを囲む小槙を見てきた。

　見るだけだ。

　凡ぼん人じんを拒こばむ絶対空間に、いるるはただの一度たりとも割って入ることができなかった。

「でもね、小槙」

　廊下を歩くいるるの表情に、微び笑しようが浮かんだ。

「私がキミのことを思い出す時、無表情に転んだり、ぼうっとしてドアに頭をぶつけたり……それに、いつも一人でいるキミのことばかり、頭に浮かぶんだよ」

　独り言を呟つぶやきながら歩く彼女を、衛兵たちは一いち瞥べつもしない。

「キミに、笑ってほしいんだ。そうすれば、何かが変わる。ずっと、そう信じてきた」

　理り不ふ尽じんに小槙を巻き込むであろう、この世界の変化も。

　小槙につきまとう、寂さびしい孤こ独どくも。

　彼女が笑えば、きっと変わる。

「キミの笑え顔がおが見たいんだよ。そのために私は、あらゆることを学んできたんだ。だから私はここで、決して逃にげるわけにはいかない」

　たった一人の従姉妹いとこに、笑顔を思い出させるために。あるいは新たな笑顔を生むために。

　いるるは今まで、〝傲ごう慢まん〟に知識を学んできた。

「……！」

　──何の前まえ触ぶれもなく、周囲の空気が張りつめていた。

　広い廊下を、銃じゆう声せいが埋うめ尽つくした。

　振ふり返ったいるるの視界に映ったのは、想像を絶する光景だった。

　小さな赤い塊かたまりが、次々に衛兵たちを襲おそっていた。

　縦じゆう横おう無む尽じんに廊下を駆かけめぐり、時には柱に身を隠し、銃を撃うつ衛兵たちに飛びかかる赤い影かげ。その動きは常じよう軌きを逸いつしていて、いるるの目には残像しか見えない。

　いるるの身体からだの奥から、震ふるえがこみ上げた。

　かつて何度も味わってきた、本能から来る恐きよう怖ふだ。圧あつ倒とう的にレベルが違ちがう存在を目まの当たりにした、戦せん慄りつ。

　それは、ゲームを囲む果須田姉弟と鈴藤小槙を見た時と同じ。

　──彼らと同じ世界の住人が、今まさに眼前に存在した。

「……っ！」

　我に返った時にはすでに、衛兵は全ぜん滅めつしていた。

　静せい寂じやくが包む廊下に立っているのは、いるるだけだった。

　ゆっくりと、彼女の前に襲しゆう撃げき者しやが姿を現した。

　赤い塊、に見えたのは間ま違ちがいではなかった。

　その人物は、全身を大量の鮮せん血けつで染めていた。布を巻いた頭から血を流し、吐と血けつしたのだろう、口からも赤い血をこぼしている。片方の腕は肘ひじが、もう片方の腕は手首が、腫はれていた。どちらも折れているようだ。片方の足をひきずっているところを見ると、脚あしもまた折れているらしい。

　脚をかばうように、四つんばいで現れた少女が、暗い瞳ひとみでじっといるるを見つめていた。口には刃はの折れたアーミーナイフをくわえている。

　その姿に、先日見た可愛かわいらしい少女の面おも影かげは皆かい無むだった。

　一匹ぴきの獣けものが、いるるを標的として見定めようとしている。

　いるるは体の震えを、ありったけの理性をかき集めて抑おさえ込む。

「──どうやら」

　乾かわいた口から、言葉がこぼれた。人間を捕ほ食しよくする立場の彼女と向かい合って声を出せたのは、ほとんど奇き跡せきといって良かった。

「どうやら、間に合ったようだな。イオが貴様を止めてくれたおかげだ」

　逃げようという考えは、頭になかった。これほどの怪け我がにもかかわらず衛兵を全滅させるような相手からは、たとえＦ１カーに乗っていても逃げられる気がしなかった。

　獣が、きょとんとした顔をした。ナイフを手首が折れた手でつかみ、二本の脚で立つ。

「キミは確か、病葉剣花のお手伝いをしていた人だね！　ワタシに何かご用ですか？」

　獣──終野イズミが、怪我をまったく感じさせない明るい声で言った。

　いるるは、持っていた書類を床ゆかにばらまいた。

「本当ならば、貴様よりも病葉剣花本人に直接、見せつけたかったんだけれどね。──ここまで騒さわぎが大きくなってしまったウォリスランドではない、他国にあのピーナッツ頭が亡命させられる前に」

「よく知ってるね！　あなたは超ちよう能力者ですか？」

　終野イズミがウロウロと歩き、床に散らばった紙を読み上げていく。

　いるるは、少女を睨にらんだ。

「……小槙は、無事だろうな」

「あの怪かい物ぶつなら、無事どころか返り討ちにされちゃったよ！　二度と超ウルトラ・飛躍ジヤンプできないようにしたと思ったのに、逆効果だったかな！　今ごろサッチーとハッピーエンドです！　って、アホかー！　サッチーを彼女にとられちゃってるし！　いずれ奪うばい返します！」

　やかましくはしゃぐイズミ。

　いるるは胸をなで下ろしたが、顔には出さない。わざとらしく「ふむふむ」などと頷うなずきながら紙の上を歩く少女を睨みつける。

「被ひ験けん体たいとしての身体データを見たぞ。脳機能の一部に異常──いや、今にして考えればそれは異常などではなく、〝過か剰じようすぎる活動〟だったのだろうが……持続的な脳機能の〝異常〟にともなう身体機能の疲ひ弊へいと細さい胞ぼう破は壊かいが貴様を蝕むしばんでいるそうだな。罪のない少女と思っていたせいで一度は同情したのが、我ながら馬ば鹿からしい」

「うん。言語中ちゆう枢すうの障害は、その初期症しよう状じようなんだってさ」

　こちらの顔を見もせずに、あっさりと言うイズミ。

　いるるは吐はき捨てる。

「貴様の命は、もってあと二、三年だ。──貴様の〝同類〟……果須田裕杜や灰火秋秋日子と同じ運命を、貴様も辿たどることになる」

「ガーン！　イズミちゃん、ショックです！　……って、アホかー！　とっくに知ってるよ、そんなこと！」

　イズミが顔を上げた。

　血まみれの少女の双そう眸ぼうが、暗く淀よどんでいた。

　淀んで濁にごって──なお笑えんでいた。

「だからワタシと、この世界……どっちが先に〝終わる〟か、競争です！」

「……っ！」

　いるるの身体の奥底から、震えがこみ上げた。

　終野イズミという少女は本気で世界の終しゆう焉えんを願い──それを、叶かなえようとしている。

「そんなことよりも、ねえ。キミが、これを？」

　イズミの表情が、豹ひよう変へんした。血で染まった顔に不自然なほど、明るい笑顔を浮うかべる。

　少女の闇やみに吞のみ込まれそうになっていたいるるは、我に返った。はっきりと頷く。

「その通り」

「キミ一人で？　病葉剣花の研究を手伝いながら？」

「その通り。並行的デユアルな思考は得意なものでね。片手間の作業は慣れたものだ」

「大事な部分が、欠けてるよ」

「完全なものを見せたら、貴様や病葉剣花が完全に理解してしまうだろう。だが、それだけでじゅうぶんなはずだ。私がしたことの証しよう拠ことしては、な」

　感情を押し殺した、冷静な声で言い放つ。

　そう、一目で理解できるはずだ。

　いるるが常人でも理解できるレベルまで、〝これ〟の成果を引き上げたのだから。

　イズミがナイフを持ったまま、その場でくるくると回り出す。

「そうだね！　すごいよすごいよ！　ワタシの頭でも、これを見たら理解できるよ！　サイレントシナプスの覚かく醒せいによって引き起こされる人体の影えい響きようと、それに付ふ随ずいする副作用の関係が完全に解き明かされてる！　実際にこの方法を使えば、Ａｘｘｏｎ以上の本当の意味での超人たちが何人でも造れるね！　ワタシでも敵かなわないかもしれません！」

　いるるは、拳こぶしを握にぎりしめた。

　忌いまわしい研究。

　あってはならない、人類の進化系。

　それを造り出す方法を、他ほかならぬいるるが──。

「そう、この私が完成させた」

　いるるが導き出した、病葉剣花の研究が行き着く先。

　自らが産み出した成果は、いるるにとって憎ぞう悪おと罪悪感しかもたらさなかった。

　イズミが、ピタリと動きを止めた。暗く淀んだ瞳ひとみで、いるるを凝ぎよう視しする。

「でも、これはもう人間じゃないね」

　いるるの奥底で、道徳や純潔が崩ほう壊かいする音が聞こえた。

　──自分は、何なん人ぴとたりとも触ふれてはいけない領域を犯おかしたのだ。

「感情もない、他者との意思疎そ通つうもない、記き憶おくもない、ただの〝超人〟だね。これはひどいよ。まさに悪あく魔まの理論だ。こんなものを考えるなんて、あなたは血も涙なみだもプライドも尊厳もない恥はじ知しらずです！　あなたは禁断の領域を犯した、ただの傲ごう慢まんな罪人です！」

　終野イズミが、鈴藤いるるという人格を〝終わらせる〟言葉を吐きつける。

　いるるは、罪を犯した。

　同族たる人間を改造し、造りかえるという禁きん忌きを犯した、ぬぐいようのない大罪だ。

　だが──。

「もとより私は私自身を一生、許すつもりはない」

　罪を犯したことで多くを失った彼女にも、残されたものがある。

　自らの、信念。

　正しいことを正しいと認め、悪を悪と認める自らのルールだけは、微み塵じんも揺ゆるがない。

「この先の人生を、この罪とともに生きよう」

　毅き然ぜんと言い放ち、研究室から持ってきたライターオイルを取り出す。床ゆかに散らばった書類の上に、無造作にオイルをまき散らした。

　空になった缶かんを放ほうり捨て、今度はライターを取り出す。点火し、床に放る。

「これで残ったのは、私の罪だけだ」

　燃えさかる炎ほのおを挟はさんだ向こう側で、イズミが歪ゆがんだ笑みを浮かべていた。

「ワタシに下されたゴーサインの内容は、〝いま世界で最も人体改造実験を成功させる可能性の高い病葉剣花〟を亡命させること……」

「〝人体改造実験において学生に先をこされた病葉剣花〟でも、〝人体改造実験を成功させた学生〟でもないな」

　イズミの笑みの質が、変わった。人なつっこい明るい笑顔を浮かべる。

「キミの名前を教えてよ！　ワタシは終野イズミといいます！」

「貴様の名くらい、知っている。地上で最悪の暗殺者め。私は鈴藤いるるだ」

「そうそう、ワタシは最悪の犯罪者です、ってアホかー！　それじゃあキミもいっしょじゃん！　きっと仲良くなれそうだね！　ワタシといっしょに来てもらえますか？」

「断る。力ずくで連れていくつもりならば、自らの命を絶つことで抵てい抗こうする覚かく悟ごがある」

「そっか、じゃあ今は諦あきらめるよ！　キミのことは契けい約やくにないしね！　いずれキミも、世界と無関係じゃいられなくなるだろうけど！」

　あっさりといるるを見限り、イズミが炎を避さけて廊ろう下かを先に進もうとする。

「待て。私が研究を完成させたことで、もうお前の用は済んだはずだぞ」

「そうはいかないよ！　ちゃんと終幕フイナーレをつけないとね！　終野イズミは、仕事にプライドを持つタイプです！」

「まだ何かをするつもりか……！　そんなことは許さん──」

　止めようとした彼女の視界に、イズミの拳が迫せまっていた。

　トン、と軽く頭を小こ突づかれたと思った瞬しゆん間かん、膝ひざから力が抜ぬけた。

「人類という種を終わらせる研究を完成させてくれてありがとう、鈴藤いるる！　今度会った時は友達になろうね！」

　目め眩まいに襲おそわれ、意識が混こん濁だくする。だが最後の力を振ふり絞しぼり、イズミを睨にらみつける。

「二度と会いたくないって顔だね！　そうはいかないよ！　キミがこんな研究を完成させただけじゃなく、あの怪かい物ぶつのそばにいる以上、必ずまた会うはずだからね！　そもそもキミが研究を完成させることができたのも、彼女の影響があったんじゃない？」

　イズミの言う通りだった。

　いるるがここまでできたのは、全すべてはたった一人の従姉妹いとこを思ってのことだ。

　だが、誰だれになんと言われようと、間ま違ちがっていることがある。

「小槙は……怪物なんかじゃあ、ない……」

　普ふ通つうの人間より恐おそろしい可能性を秘ひめていることは、認めよう。

　だが、それだけだ。

　鈴藤小槙という少女は、ちょっととぼけているところはあるが、いるるの大切な従姉妹以上でも以下でもない。

「彼女にまた手を出してみろ……いつでも、この私が相手になってや……る……」

　イズミの暗い笑えみを脳のう裏りに焼きつけながら。

　いるるは、意識を失った。
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　混こん沌とんの研究者、病葉剣花はいよいよ栄光の時を迎むかえようとしていた。

　アウルスシティ、サン・ガーランド通りの先にある国会議事堂。

　数百人という上院議員が席を連ねる中央会議室。

　むやみに高い天てん井じように設置された照明がすべて、演えん壇だんに立つ病葉剣花へと向けられていた。

　惜おしむらくは、報ほう道どう陣じんがシャットアウトされていることだ。彼らは来きたるべき本国会に備え、会議室の外で待機している。病葉剣花の研究の発表は、機密扱あつかいとなっているからだ。

『よろしいでしょうか？』

　一いつ張ちよう羅らのスーツに身を包んだ剣花は、居並ぶ議員たちを見回した。

　演壇でマイクに向かって語りかける彼女に、緊きん張ちようはない。不安もない。あるのは、無能な頭をひっさげてふんぞり返っている議員どもに対する、侮ぶ蔑べつだけだ。

　目の前にいる彼らほど、くだらない生き物はない。国民をかえりみず国益と保身にしがみつくしか脳のない頭をかっさばく価値もない。だが、金は持っている。剣花の研究に金を献けん上じようすることが、唯ゆい一いつの存在価値だ。

　静まり返った会議室に、剣花の自信に満ちた声だけが響ひびいていた。

『……とても静かですね。もっともここの外では、ずいぶんマスコミどもが大おお騒さわぎしているようですけれど。少なくともボクの話を聞いている間は、この静せい寂じやくが続くことをお約束しましょう。ボクの研究成果に異を唱える方など一人も現れないからです。あるとしたら、感かん嘆たん。人類の新たなステップアップを目にした感動だけです』

　マイクを通じて室内に響き渡わたった前置きに対する、議員たちの反応は様々だった。

　無反応、小さな笑い声、あるいは疑問の声。

　剣花はにっこりと営業スマイルを浮うかべてみせた。円えん滑かつな研究の続行には、社交性も必要だ。そのことを知らない研究者ほど、真っ先に破は滅めつする。

　──すでに剣花が買収した委員会の役員を通じ、予算会議の結論は耳にしている。彼女の研究に対する予算は、すでに許可が下りたも同然だと役員は彼女に報しらせた。

　このプレゼンテーションの場は、一種のパフォーマンスだ。病葉剣花の研究を支持するための、前置きでしかない。またマスコミの批判に対し、彼女を擁よう護ごする徹てつ底ていした意志を持つことへの覚かく悟ごの場である。

『では、さっそくはじめさせていただきます』

　予算を得た後のことを考えると、胸が躍おどった。

　金さえあれば、被ひ験けん体たいには困らない。あらゆるルートから素質のある人間をかき集め、片かたっ端ぱしからかっさばく。かっさばく。かっさばきまくる。

　そうだ、と思いつく。

　鈴藤いるるという学生は、思ったより役に立った。あいつをずっと手元に置いておくことにしよう。機密である研究内容を知っているのだ。国に言えば、すぐに拘こう束そくしてくれるだろう。日本にいる彼女の担当教授はうるさいだろうが、黙だまってればそのうち忘れるはずだ。

『えー、ではまず、ボクが目指す研究テーマについて簡単に──』

　これから訪おとずれる快適な研究ライフを夢見ながら、演説を始めようとした時だった。

「終ぉーわりーの歌ーをぅーうたーおうー」

　どこからか、奇き妙みような雑音が飛び込んだ。

　一いつ瞬しゆん、会議室が沈ちん黙もくに包まれる。

「……？」

　剣花もまた眉まゆをひそめ、周囲を見回した。だが特に変わったことは見られない。

「美しきぃー輝かがやぁーけるぅー刻ときをぅー胸にぃーしーまいー」

　雑音ではかろうじて、ないことに気づく。似たようなものだが。

　──それは、歌声だった。

　ひどくイントネーションのズレまくった、ひどい歌だ。

「今ぁーこそぉー我らがぁー安らぎのぉー楽園からぁー」

　場内に少しずつざわめきが拡ひろがっていく。

　論文を置いた剣花の手元に、小さな影かげが生まれていた。

「旅ぃー立とうー」

　首を捻ひねり、頭上を見上げる。

「……！」

　剣花は、目を剝むいた。

　高い天井から彼女に向かって、何かが落下してきたのだ。

「うあっ……！」

　思わず後あと退ずさった剣花の眼前、演壇の上に一人の少女が落ちてきた。四つんばいに着地した衝しよう撃げきで、木製の演壇にヒビが入る。置かれていた大量のマイクが、周囲に散らばった。

「やぁ、病葉博士！　調子はいかがですか？　ワタシこと終野イズミは絶好調です！」

　剣花は我わが目を疑った。

　それは、森野イズミだった。彼女の研究において最初の被験体となった少女。

　全身ボロボロで血にまみれた少女が、場ば違ちがいに陽気な笑えみを浮かべていた。彼女が無造作に握にぎっているのは、刃はの半分が折れた大型のアーミーナイフだ。

「あのね、ホントはこれから病葉博士を亡命させる手はずだったんだけど、予定変へん更こうだよ！」

　会議場内は、たちまち騒そう然ぜんとなった。突とつ然ぜんの侵しん入にゆう者しやに対し、警備員を呼ぶ叫さけび声が上がる。

「お、お前……イズミ……？　なんで、失敗作のお前がここに……？　終野……？」

　剣花は状じよう況きようが理解できず、愕がく然ぜんと立ちつくす。

　森野イズミが名乗った名前は、幻げん聴ちようか聞き間違いかと思った。

　終野イズミ──。その名前は国際手配犯の中でも最高レベルの危険人物として、保安関係者の間で忌いみ嫌きらわれている犯罪者の名だ。終野イズミは、あらゆる存在を終わらせる──。

「そうそう、ワタシは役立たずの失敗作です！　って、アホかー！　失敗作は病葉博士のほうです！　そんなに頭が悪いから、鈴藤いるるに先に研究を完成させられちゃうんだよ！」

「なっ──」

　鈴藤いるるが、研究を完成させた。

　その言葉の意味を理解するのに、数秒を要した。

　あの、たんなる学生ごときが？

　自他共に認める混こん沌とんの研究者たる、剣花の研究を？

　そんなことが、有り得うるはずがない──。

「バ、バカなこと言うなよ！　バカ、バーカ！　あいつにはボクの研究を手伝わせてただけだ！　あいつにそんなことができるわけが……」

「ウソじゃないよ！　バッチシこの目で完成パーフエクト理論・テキストを確かく認にん済みだしね！　だから病葉博士はもういらないよ！　能なしの研究者は必要ありません！　かといって病葉博士を狙ねらってる他ほかの組織に、みすみす渡わたすのも問題あるんだよね！　完成理論の在あり処かを知ってるのは、終野イズミの頭の中だけでじゅうぶんです！」

「待っ──」

「無能な頭で理解しましたか？　そうですか、それじゃあ」

　少女の眼まな差ざしが、闇やみに染まった。ナイフを構え、剣花を見み据すえる。

　剣花は、少女に背を向けて逃にげ出した。

「うああああああ！」

　混沌の研究者、病葉剣花が夢見た研究の日々が──。

「終わりの歌を歌おう」

　一人の暗殺者によって、終幕フイナーレを告げられた。







　エピローグ







　眩まぶしい朝日によって、イオ・アンセルメは目を覚ました。

　顔をしかめ、寝ね返がえりを打つ。

　すると、激痛が全身を襲おそった。びっくりしてイオは飛び起きる。

「……？」

　頭が覚かく醒せいしていくにつれ、自分が今いる状況に眉まゆをひそめる。

　そこは、病院のようだった。それは分かる。真っ白な部屋で、真っ白なベッドに横たわっているような状況を、イオは病院という場所以外には知らない。

　開け放たれた窓から、乾かわいた風が吹ふき込んだ。カーテンが揺ゆれ、外の街並みが見えた。

　イオの知らない街だ。彼はまた首をひねる。

　なんとなく不安に陥おちいり、ベッドを降りる。たちまち痛みがぶり返したが、目に涙なみだを浮うかべて耐たえる。特に腹に伝わる痛みが、ひどかった。

　扉とびらを開け、部屋を出る。

　廊ろう下かに出ると、やはりここが病院だということを再さい確かく認にんすることができた。白衣を着た医師や看護師が歩いているし、介護服を着た患かん者じやたちの姿もある。

「痛っ……！」

　痛みに耐えきれず、廊下の端はしにおかれた椅い子すに座り込む。

「……」

　目の前を通り過ぎていく人々を眺ながめながら、イオは混乱していた。

　なぜ、自分はこのようなところにいるのだろう？

　家族はどこにいるのだろう？

　ここは、どこなのだろう？

　何も分からず、唇くちびるを嚙かんでうつむく。

　そこへ、一ひと際きわ大きな声で言い合う声が聞こえた。

「退院の手続きはとっておいたよ。しかしキミの担当医の驚おどろきようは、ちょっと大おお袈げ裟さだよね。キミくらい若ければ回復力だって人一倍だってのに」

「この怪け我がで一日で退院させるって言い切ったいるるに驚いてたんだよ！　回復力以前の問題だろうが！　もうちょっと静養させろよ！」

「あかんて、サッチー。すぐに二学期がはじまるし」

「この上に登校までさせる気かよ！　あとサッチーはやめろ！」

「仕方ないだろうが。病葉剣花があんなことになって、この国はこれから大変なんだよ。議事堂から逃とう亡ぼうしたキミの可愛かわいい恋こい人びとであるところの暗殺者が、ご丁てい寧ねいに研究の存在を報道に流してくれたしね。これからこの国は国際警察をはじめ、他国の介かい入にゆうを受けてメチャクチャになるだろう。さっさと退場しないと、研究に少なからず関かかわっていた我々だって拘こう束そくされかねないんだよ。キミを守るためなんだ、サッチー」

「噓うそつけ！　さっき部屋の外で話してるのが聞こえたぞ！　病葉剣花がいなくなったせいで金がないって……おい、いま二人そろって舌打ちしたろ！　つーか、サッチーって呼ぶな！」

　大きなスーツケースを引いた女性二人と、松まつ葉ば杖づえをついた少年という組み合わせの三人だ。

　見たところ、東洋系の異国人のようだ。他国の言語によってされている会話の内容を、イオは理解することができない。

　イオはなぜかその中の一人、一番小こ柄がらな少女から目を離はなせなかった。

　彼の視線に気づいたのか、少女がこちらを見た。背後の二人に何事かを呟つぶやき、一人でこちらへと歩み寄ってくる。

　両者の距きよ離りが縮まるにつれ、イオの心を吞のみ込もうとしていた不安が晴れていく。

　少女がイオの目の前で腰こしを落とした。膝ひざを折り、椅子に座った彼と向き合う。

「〝はじめまして〟、イオ」

　英語で、少女が挨あい拶さつをした。

　イオは微び笑しようした。

「はじめまして、お姉さん」

　それまで無表情だった少女が、わずかに目を細めた。笑ったのかもしれない。
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　彼女の年ねん齢れいは、十代の半ばくらいに見えた。

　イオは、十二歳。

　彼女のほうが年上だ。

「あたしは、鈴藤小槙や」

「コマキ……」

　少女が口にした名前を、確かめるように繰くり返す。小槙が手にしていた手帳を、こちらへ差し出した。イオは両手で手帳を受け取る。

「これは？」

「〝我が人生マイライフ〟。──イオのものやで」

「……？」

「あたしが読んでおぼえとった内容を、なんとか復元できてん。超ウルトラ・飛躍ジヤンプしても丸々一晩かかってもうたけど……いろいろ迷ったんやけど、そっくりそのまま書き写しといたわ」

　小槙が言っている意味を、イオは理解できなかった。手帳を開いて中を見ると、びっしりと見たこともない文字や記号が並んでいた。

「読めないよ」

「せやろな。……でも、それは間ま違ちがいなくイオが書いた内容やねん。訳したものを書こうかとも思たけど、それやと意味があらへんねん。それがイオ自身が考えて、イオ自身の手で書いた内容やねん。今のイオが、いつそれを読めるようになるのかは分からへん。でも、それが真実やねん」

　少女の言葉は、やはりイオにはまるで分からなかった。だが、小槙が必死にイオに語りかけていることははっきりと感じていた。

「その中には、たくさんのことが書いてあんねん。イオの見てきたもの、感じたこと。それに……〝Ｅｌｙｓｉｕｍ〟のことも。あたしがこんなこと言っても、今のイオには信じてもらえへんかもしれへんけど──」

「信じるよ」

　イオは微笑ほほえみ、手帳に備え付けられた細いペンを抜ぬき取った。

　つたない字で手帳の表面に、書き込む。




　　特別な人フロム・からのスペリオル贈り物・フレンド




　小槙が、言葉を失った。

「コマキを見て、頭に浮うかんだんだ。僕らは友達なんだよね？」

　ペンを元に戻もどす。

　目の前の少女と話しているうちに、不安は跡あと形かたもなく消えていた。

「友達からもらったものなら、それは真実だよ」

　鈴藤小槙が。

　イオの特別な人が。

　今度こそ、はっきりと優やさしい笑えみを浮かべた。

「そうや。あたしたちは、友達や」

　一冊の手帳の上で、二人の手が重なった。







　あとがき







　お待たせしました。

　岩井恭平です。




　前巻から月日が経たつこと約二年弱。

　本当に、本当に、お待たせ致いたしました。

　ようやく『消しよう閑かんの挑戦者３　ロスト・エリュシオン』をお届けすることができました。

　一巻、二巻を読んでくれた読者の皆みな様さま方はもちろん、ぱっと手にとっていただけた方々にも、楽しんでもらえたら嬉うれしいです。




　前巻からあまりにも間が空いているので、今シリーズについて少々書きたいと思います。

　この『消閑の挑戦者』シリーズの特とく徴ちようとしては、少し難しい題材を用いているということがあると思います。

　一巻ではナゾナゾやクイズ、二巻ではコンピュータのソフトウェア関係、そして今回は人間の脳機能というように、各ジャンルの専門用語も出てきます。

　各巻の題材についてはもちろんフィクションも織り交ぜていますが、現代でも実現可能、もしくはすでに実現されている技術も多くあります。

　もし少しでも興味が湧わいたなら、科学誌など手にとってみると面おも白しろいかもしれません。




　第二の特徴は、登場人物の思考が感情よりも理り屈くつっぽいところだと思っています。

　最初から最後まで自分の意志を変えない、頑がん固こ者ものが多いです。ただ一人、自分自身に対して不確かな主人公の鈴すず藤ふじ小こ槙まきだけが、ピンボールゲームのように彼らの間を行ったり来たりしています。ボールの勢いが強すぎて、たまに彼女を跳はね返かえすことができずに壊こわれてしまうピンもあったりしますが。

　ここらへんは自己主張の薄うすい現代社会の青少年のナントカ、などと結びつけられれば格好良いのかもしれないけど、僕には無理です。むしろ現代は変わった人が多いと思います。

　いつか主人公が自分の足で世界を歩ければいいな、と思います。




　最大の特徴。僕の趣しゆ味み全開で書いているということ。

　もとがデビュー作ということもあって、つい力が入ってしまいます。

　今作も久しぶりに続編が書けるということで、リミッターが自然崩ほう壊かい。ページ数がとんでもないことになってます。

　文章の書き方から、登場人物のキャラクター、キャラクターどうしの会話に至るまで、完全に好き放題にやらせてもらっています。

　空回りしていないことを願っています。

　本当に。




　何らかの目的を見つけ、それに向かって走る少年少女は強いですね。怖こわいモノ知らずで脇わき目めもふらず、敵でさえも自らの成長の糧かてとしてしまいます。どんな相手にも立ち向かっていけるのでしょう。僕にもそんな時代が……あったのかなあ？

　一方、自分の中に確かなものを見いだせず、目に見えるもの、触ふれるもの全すべてに影えい響きようを受けてしまう時もあります。他人との衝しよう突とつで落ち込んでは、誰だれかに慰なぐさめられて立ち直る。そしてまた何が起こるか分からない世界を、おっかなびっくり歩き出す。これは誰でも経験があるのではと思います。

　もしくは幸せな時の中で、いつまでも今のままで居たいと思う。そんな時もあると思います。誰にでもあってほしい経験です。

　この『消閑の挑戦者』シリーズに出てくるキャラクターは、みんなどこかエキセントリックですが、根底はそんな普ふ通つうの少年少女です。そのはずです。自信はないですが。

　これからもそんな普通でちょっと変わった主人公たちの物語を書いていきたいと思います。




　ここからはお礼です。

　担当の女井様、山口様にあいかわらずお世話になっております。お二人には別シリーズ、『ムシウタ』や連れん載さいの『ムシウタｂｕｇ』でもサポートしていただいております。いつもありがとうございます。

　四季童子さんには今回も素す敵てきなイラストを描えがいていただいております。第だい一いつ稿こうをお届けした後にすぐ表紙のラフイラストをいただけて、さらにやる気が出ました。ありがとうございます。




　この本を読んでくださった読者の皆様方、本当にありがとうございます。特に第三巻が発売されるのをお待ちいただけた方々には、心から感謝を申し上げます。

　この先もご期待に沿えるよう、がんばります。





岩井　恭平　　
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